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　　　序幕　心的外傷







「アッシュ、見つけた！」

　その声に、アッシュは灰色の髪かみを揺らして、顔を上に向けた。

　緑の瞳ひとみが、嬉うれしそうに笑いながらアッシュのことを見下ろしている。

　アッシュはうずくまったまま、むう、と唇くちびるをとがらせた。

「ここなら見つからないと思ったのに」

　不満を漏もらしながら、アッシュは立ち上がった。遥はるか昔にへし折れて、朽くち果はてた大木のうろの中──というのは、絶好の隠かくれ場所のように思えた。隠れんぼの相手が彼女でなかったら、決して見つからなかっただろう。

　リュカはうろの縁ふちにしがみつき、中を覗のぞき込みながら、にんまり笑う。

「あたしは、アッシュの匂においを追いかけてきただけだよ」

　そう言われて、アッシュは反射的に自分の腕に鼻を近づけた。土の匂いしかしない。

「ぼく、そんなにくさいかな……」

　情けなくつぶやいたアッシュに、リュカはぶんぶんと首を振り、

「ううん。すっごく良い匂においだよ！」

　アッシュは顔を赤らめる。幼いながら、女の子にそんなことを言われるのは、妙な気き恥はずかしさがあった。照れ隠かくしに顔をうつむかせて、うろの縁ふちに手を掛けて出ようとする。

「はい、アッシュ！」

　リュカが手を伸ばしてきた。少し迷ったが、アッシュは結局それを握った。時折おかしなことを口走るとはいえ、リュカとアッシュが一番の友達であることに変わりはなかった。

　リュカの手を支えにして、大木の底を蹴けって飛び上がろうとしたところで、

「よっと！」

　リュカは、片手で軽々とアッシュを持ち上げた。

「わっ!?」

　引っ張り上げられたアッシュは、勢いよくリュカにぶつかってしまった。片手で器用にしがみついていたリュカは、さすがにアッシュを支えきれなかった。

「リュカ、危ない！」

　アッシュは反射的にリュカの背中に手を回し、彼女の頭をぎゅっと抱きかかえる。ぐるぐると回る視界の中で、かばうように身体を丸め──

　そのまま、アッシュは背中から地面に墜つい落らくした。

「っ…………！」

　二人分の体重が腹から背中を貫つらぬき、一いつ瞬しゆんだけ呼吸が止まる。

「……あ、アッシュ？」

　リュカが、恐る恐るアッシュの顔を覗のぞき込んできた。

　アッシュが自らの身体を下した敷じきにしたため、リュカに怪け我がはないようだ。痛みに悶もだえながら、アッシュは頭のどこかでそれを喜ばしく思う。

「……あたしのこと、守ってくれたの？」

　アッシュの顔を挟み込むように、リュカは両手を地面につけた。長い黒くろ髪かみが垂たれ下さがり、アッシュの顔を覆おおう。黒いヴェールの中で、リュカの緑色の瞳ひとみが泣きそうに潤うるんでいた。

「ごめんね、アッシュ、ごめんね」

「……い、いいよ。そんなこと。ともだち、だろ」

　アッシュは切れ切れにそう答えた。ようやく呼吸が戻ってきた。大きく息をつき、頭上で今にも泣き出しそうな親友に、笑いながら言う。

「ねえ、リュカ、ちょっとどいてよ。もう大丈夫だからさ──」

「ヤだ」

　ふるふると、艶つややかな黒髪が左右に揺れる。まさか否定されるとは思っていなかった。リュカは泣き出しそうな眼のまま、ぎゅっとアッシュに抱きついてきた。

「アッシュから、離はなれたくない」

　ぺったりと身体を密着させて、リュカは鼻先をアッシュの脇わき腹ばらに埋めた。こそばゆい。それに、恥ずかしい。アッシュは顔を紅あかくして、リュカの両肩に手を置いて、

「そ、そんなこと言わないで──このままじゃ、動けないし──」

　リュカの身体を離そうとするが、彼女の両腕はがっちりとアッシュの腰に回されていて、外れそうになかった。リュカは近きん隣りんの子供たちの中でも、もっとも力が強く、足が速く、喧けん嘩かも強いのだった。そんなリュカの束そく縛ばくを、非力なアッシュが外せるはずがないのだ。

「離れたくない……だって、アッシュ……アッシュって、すごく……」

　アッシュの腰に抱きつきながら、リュカは、ついっとアッシュのことを見た。

　妖あやしく濡ぬれた緑色の瞳ひとみ。上気した頬ほおに張りつく、黒く艶つややかな髪かみ。

　その眼まな差ざしに、アッシュは心しん臓ぞうが高く鳴る音を聞いた。

　リュカは紅あか色いろの唇くちびるをゆっくりと開き、小さな声で、




「すごく……おいしそうなんだもん……」




　犬けん歯しを剥むき出しにして、あんぐりと大口を開けて──

　そうして、リュカはアッシュに決して消えることのない傷を刻んだ。













　　　第一幕　狼少女の来訪







　アッシュ・ウィリアックの郷きよう里りでリュカ・ケイニスの名を知らないものがいたとしたら、そいつはまずモグリだと言っていい。それほどにリュカの武勇伝は数多く、しかしそのほとんどが眉まゆ唾つばモノの作り話と見なされている。

　リュカは優すぐれた狩人ハンターだ。それを疑うものはいない。しかし、だからといって、たったひとりで灰はい色いろ熊ぐまを狩しゆ猟りようしたとか、たったひとりで山さん賊ぞく団だんを壊かい滅めつに追いやったとか、たったひとりで『凶狼ワーグ』の群れを撃げき退たいしたとかいう話を信じるほうがどうかしている。

　まあ、ほぼすべて事実なのだが。

　王都クィンストラウスの人々は、もちろん、リュカの武勇伝も悪名も知りはしない。それゆえにか、先ほどから廊下ですれ違う人々のほとんどが、アッシュと一緒に歩くリュカを見て驚おどろきの表情を浮かべていた。

　端たん的てきに言って、リュカは美しい。

　長く艶つややかな黒くろ髪かみを、豊ほう満まんな胸の先まで伸ばしている。前髪の隙すき間まから覗のぞく切れ長の瞳ひとみは鮮あざやかなエメラルド色、顔立ちは整っていて、整いすぎているほどで、人形めいた造作は、見る人に怜れい悧りな印象を与える。

　華か美びなドレスを着せれば高級貴族の令れい嬢じようとしても通りそうな外見なのだが──今のリュカが身に纏まとっているのは、毛皮を加工した鎧よろいのような上着チユニツクなのだ。狩人ハンターとしては正装だが、リュカのように美しい少女がこんな物々しい服装をしていることは、見慣れぬ人々の眼には異様に映るのだろう。

　アッシュは周囲の視線から逃れるように、リュカの手を引いて自室に連れ込んだ。

　ドアを閉めた瞬しゆん間かん、無表情だったリュカの顔が、くたり、と笑みに染そまった。

「しばらく会わないうちに、強引になったね、アッシュ」

　対照的に、アッシュは強こわばった顔でリュカを振り返った。

「……しばらく会わないうちに、背が伸びたね。リュカ」

　アッシュが騎き士しを志こころざし、郷きよう里りを離はなれたのは十三歳の頃ころだった。それ以来、一度も故郷には帰っていない。実際にリュカを眼にするのは三年ぶりのことだった。

　リュカは顔中に笑みを浮かべる。三年前よりもずいぶん高い位置から、三年前とさほど変わっていないアッシュのことを優やさしく見下ろしてくる。

「ありがと。アッシュの背は、変わらないね。かわいいままだ」

　彼女はにこにこしながら、ぽふん、とベッドに腰かけた。

「ここがアッシュの部屋？　うん、アッシュの匂においがするよね」

　リュカは物もの珍めずらしそうに部屋の中を見回している。形のいい鼻がひくひくと動いた。

　自分の部屋に連れ込んだことを、アッシュは早くも後悔しはじめていた。しかし、トレインの目の前で、リュカと話し合うわけにはいかなかった。その場合、いろいろなものが犠ぎ牲せいになる恐れがあったからだ。

　たとえば、トレインの、命とか。

　アッシュはごくりと唾つばを呑のみ、リュカの肩に手を置いた。

「リュカ、あの、ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな」

「うん。なに？　なんでも聞いて？　あたし、アッシュの言うことならなんでも聞くよ！　なんでも言ってみて？」

　きらきらとした緑色の瞳ひとみが、アッシュのことを見つめている。その瞳の中には、主人に尻尾しつぽを振る犬のようなひたむきな愛情が浮かんでいた。

　しかし、彼女が秘めているものが、決して美しい愛情だけではないことを、アッシュは知っている。

　意を決して、アッシュはリュカに尋たずねた。

「……なんで、ここに来たの？」

　果たして──リュカはきょとんとして、首をかしげた。

「なんでって、なんで？　あたしは、アッシュの『婚約者フイアンセ』だよ？　会いに来ちゃいけなかった？」

　それを聞いて、大きく深呼吸をする。

　戸棚にケーキを入れておいて、そのまますっかり忘れてしまって、あるとき突然それを思い出して、再びその禁じられた戸棚を開けようとするときのように。

　三年前、置き去りにしたことを──今、片付けなければならなかった。

　アッシュは呼吸を落ち着け、それから、静かな声で、

「あのさ、リュカ、ぼくは──」

　そう言いかけて、ぴたりと口を閉ざした。

　なぜなら、リュカの顔から、笑みが消えていたからだ。

　戸棚が開いた。その奥から現れたのはケーキのなれの果てではなく、怒ど濤とうのごとき記憶の奔ほん流りゆうだった。リュカと過ごした幼年時代や、リュカから逃げ回った少年時代の追つい憶おくだった。リュカと一緒に灰はい色いろ熊ぐまに追い回され、リュカに引きずり回されて山さん賊ぞく団だんの拠きよ点てんを襲おそい、リュカに吊つるされたまま『凶狼ワーグ』のうなり声を聞いた思い出だった。

　その奔流は、騎き士しとしてのアッシュのプライドをあっさりと押し流し、十三歳の頃ころの彼に戻してしまった。

　リュカの緑眼。その中央に黒く開いた瞳どう孔こうが、糸も通らぬほどに引き絞しぼられている。

　これは────やばい。

「アッシュ。それ」

　リュカの視線はアッシュの傷口に据すえられ、そこから決して離はなれようとはしなかった。『聖夏祭サンフエスタ事件』の傷きず跡あと、王女イリステラを助ける際にアッシュが受けた負傷は、いまだに生々しく彼の左肩に残っている。

「だれに、やられたの？」

　リュカの手に、いつの間にか、二つの武器が現れていた。

　月げつ弓きゆうセレインフィリス。

　煌こう矢しヘリオンフォロス。

　その二つの『魔法の道具マジツクアイテム』は、恐怖の記憶にさらなる拍車をかけた。それを煽あおるように、リュカはゆっくりと、セレインフィリスにヘリオンフォロスをつがえる。

「ねえ、だれにやられたの？　あたしが、しかえししてあげる」

　昆虫のように虚うつろに響ひびくその声に、アッシュは震ふるえながら答えた。

「こ、転んだんだ！　誰だれかにやられたとかじゃなくて!!」

「………………」

　リュカは、じっとアッシュのことを見つめている。夜を塗り込めたような漆しつ黒こくの髪かみの向こうから、冷たくも美しい細ほそ面おもてが微び動どうだにせず覗のぞいている。

　やがて、リュカはおもむろに立ち上がり──

　その鼻先を、アッシュの傷ついた左肩に埋うめた。

「ん──」

　アッシュはびくりと身体を震ふるわせて、反射的にそこから逃れようとする。しかし、リュカは素早くその背中に手を回して、アッシュのことをがっちりと束そく縛ばくした。

　その姿は、恋人に甘える少女のようでもある。

　しかし、抱きすくめられているアッシュの気分は、狼おおかみの口に入った兎うさぎのようだった。

　リュカはちらりと眼まな差ざしを上げ、

「血の匂においがする」

「──いや、あの、転んだ先に、釘くぎがあって、それで」

「それに」

　もちろん、リュカは聞く耳を持ってくれなかった。眼をうっすら細めて、ぽつりと、

「ほかの女の匂いも」

　アッシュの顔が、ざあっと音を立てて青ざめた。

　すぐそこにあるリュカの唇くちびるから、唸うなるような声が響ひびいた。

「…………こんなことだろうと思った」

「えっ？」

「アッシュみたいなかわいい人を、都の女が放っておくわけがないもの」

　とん、とリュカはアッシュの胸を押した。ふざけるような素そ振ぶりだったが、リュカの腕力は『ほんの軽く』押しただけでも鉄球を投げつけられたかのような衝しよう撃げきがあった。

「うわっ!?」

　ベッドに倒れ込み、そこにリュカがのしかかってきた。自らの太ふと股ももで、アッシュの両りよう膝ひざを挟み込む。三年前と比べればずいぶん大きくなったリュカの胸が視界を塞ふさぐ。

「あ、あの、リュカ──？」

「あなたが誰だれのものなのか、もう一度、教え込まないといけないみたいね」

　再び、リュカはアッシュのことを押す──いや、押し倒す。抵抗する暇ひまはなかったし、やろうとしてもできなかっただろう。ヴェールのように垂たれ下さがった黒くろ髪かみが頬ほおをこそばゆく引ひっ掻かく感覚は、アッシュにあることを思い出させた。

　ぎらりと剥むかれた犬けん歯しの鋭するどさと。

　身体の一部を削けずり取られる痛み。

　情けなくも、かたかたと身体が震えはじめた。

　リュカはそれを見て、淡く微笑ほほえんだ。母が子に向けるような慈じ愛あいを緑色の瞳ひとみに混じらせながら、アッシュの頬を優しく撫なで、彼の髪を払いのける。

「大丈夫だよ」

　露あらわになったアッシュの額ひたいに、ちゅっ、とキスをした。

「あたしもはじめてだから」

「…………」

「でも、やり方はママに教わったから」

「………………！」

「だから、アッシュは天井の染しみを数えているだけでいいんだよ？」

「……………………っ！」

　やばい。このままだと、取り返しのつかないことになる。

　そうはわかっていても、恐怖に縛しばられた身体は動かない。髪かみに触れた手が動き、騎士服サーコートのボタンを外そうとするのを、じっと待っていることしかできず、

「なにしてんの？」

　そのとき、氷のように冷たい声が響ひびいた。

　リュカの反応は獣けものさながらだった。アッシュの身体の自由を奪うばったまま、ぐるりと声の主に顔を向ける。

　上級メイド長・サージッド＝《エルド》＝ティリエルは、ドアにもたれかかりながら、紅あかい瞳ひとみにじっとりとした色を浮かべて、こちらをにらみつけていた。左右に束ねた真しん紅くの髪かみがわずかに揺れる。呆あきれたように首を振り、

「……キキモラのときといい……アンタってヤツは、ほんとに……」

「い、いや！　違うんだ、ティリエル、これは──」

　吐き捨てるようなティリエルの声に、アッシュは慌あわてて跳はね起きた。それに押されるように、リュカも立ち上がった。ティリエルを見み据すえ、ぽつりと、

「アッシュ、こいつ？」

「は？」

　イラッという音がティリエルから聞こえてきた。彼女は気が強い。初対面の人間に『こいつ』呼ばわりされて、腹が立たないわけがない。

　リュカは瞳どう孔こうを引き絞しぼったまま、ゆらりとティリエルに向き直り、

「こいつが、悪い虫？」

　アッシュはぶんぶんと首を横に振った。ただひたすらに、破は滅めつを避さけるために。

　そしてもちろん、リュカはそんなアッシュを見てはいなかった。いつもどおり、彼女の中ではすでに結論は出ていて、あとはそれに添った行動をするだけなのだ。そこにアッシュの意思など関係ない。

　一方で、ティリエルはあからさまにムカついた表情で、

「なに、アンタ？　アッシュの知り合い？」

　リュカは獲え物ものを見定める狼おおかみのようにティリエルを見つめながら、小さく頷うなずいた。

「そうだよ。あなたは？」

「同どう僚りようみたいなものね。──ま、どうでもいいんだけど、アッシュのこと離はなしてくれる？　知り合いだろうとなんだろうと、そいつはこの城に仕える騎き士しなの。真っ昼間からそういうマネされると国の評判に関わるのよね」

　アッシュは顔を赤くして反論しようとした。が、視線をティリエルに据すえたまま、リュカは手を伸ばしてアッシュの唇くちびるを塞ふさいだ。

「それなら、平気」

　無ぶ愛あい想そうな、抑よく揚ようのない声で、

「アッシュは騎士をやめるから。気にしないで」

　リュカは、平然とそんなことを言ってのけた。

　アッシュはぎょっとしてリュカを見、それからティリエルを振り返って、ぶんぶんと首を振った。騎士になることは自分の夢なのだ、せっかく叶かなったその夢をこんなことで諦あきらめたくない──という意思表示だったが、ティリエルはアッシュを一いち瞥べつもしてはくれず、ただ、

「……はあ。騎士、やめる。そうですか。へえ」

　腰に手を当て、心底から呆あきれたような表情で、そう返した。

　それから、改めてリュカのことを観察する。値ね踏ぶみをするようにじろじろと、長い黒くろ髪かみや端たん整せいな顔立ちや、その美しさに似つかわしくない毛皮の衣服などを、ひとつひとつチェックしていく。

　それからティリエルは、あっさりとリュカに対する評価を下した。

「田舎いなか者ものね」

「…………」

　リュカは眼を細めた。アッシュは恐怖のあまり、口を利きくこともできない。

「あのね。アンタがアッシュのどういう知り合いなのかは知ったこっちゃないけど、部外者の言葉ひとつでやめられるほど、騎士って仕事は甘くないの。わかる？」

「わからない」

「あっそ。わからなくても別にいいわ。とにかく、その手を離して。アッシュには仕事があるの。さっさとその腕を治すっていう、仕事がね」

「…………アッシュの怪け我がの原因、知ってるの？」

　ティリエルはにっこりと笑った。

　悪意を形にしたような笑みだった。

「もちろん知ってるわ。アンタには、絶ッッッ対に教えてあげないけど」

　そう言って、ティリエルはアッシュに近づき、その手首をがしりと掴つかんだ。

　こいつの所有権は、こっちにある──とでも、言わんばかりに。

　ぐるる──

　そんな音がリュカの喉のど元もとから聞こえて、アッシュの顔が蒼そう白はくになった。

　ティリエルとリュカのあいだにいるということは、すなわち逆方向に回転しつづける歯車に巻き込まれているのと同じことだ。間違いなく、ロクな目に遭あわない。そして最悪なことに、アッシュにはその歯車から逃れる術すべがなかった。

　ティリエルはアッシュの右手を掴つかみ、

「ほら、行きましょ、アッシュ。ヘンな知り合いに妙なことされて、傷口が開いてないか診てもらわないと」

　対抗するように、リュカはアッシュの左腕を掴み、

「アッシュ、ここじゃ落ち着けないみたいだね。あたし、王都に宿を取ってあるの。そこでゆっくり、続きをしよ？」

「あいたたたたたたっ!?」

　ぎりぎりと音が鳴るほどに引っ張られて、アッシュは思わず悲鳴をあげた。右手はいいとして、左の肩には切り裂かれた傷がばっちり残っているのだ。

[image: ]

　しかし、もちろんリュカはリュカだった。彼女はティリエルをにらみつけ、

「アッシュから手を離はなせ。痛がってるだろう。おまえのせいで」

　ティリエルの紅あかい瞳ひとみに、明確な敵意が浮かぶ。

「はあ？　どう見ても痛がってるのはアンタのせいでしょ？　頭と目、おかしいのはどっちなの？」

　アッシュは激げき痛つうに涙さえ浮かべながら、それでもどうにか場を取りなそうと、

「……あ、あの、二人とも、ぼくは大丈夫だから、喧けん嘩かなんて、」

「「アッシュは黙だまってて」」

　はい。

　一いつ瞬しゆんで沈ちん黙もくしたアッシュの頭上で、二人はしばらくにらみあいを続けていたが──

　やがて、ふと、リュカは首をかしげた。

　アッシュの手は掴つかんだまま、リュカは首を伸ばした。ティリエルに顔を近づけて、すんすんとその匂においを嗅かぐ。

　その瞬しゆん間かん──リュカの瞳どう孔こうが、元に戻った。

「……な、なによ？」

「おまえじゃない」

　ぽつりと、リュカはそうつぶやいた。

「悪い虫は、おまえじゃないね。だって匂いが違うもの。もうひとりいるんだね、アッシュ」

　ティリエルは、わけがわからない、という顔をした。

　それはそうだろう。リュカの言葉の真意を汲くみ取るには、彼女と長い年月を共に過ごさなくてはならない。リュカの家族や、あるいは幼なじみであれば、その意を汲み取ることは、容よう易いでなくても不可能ではなかった。

　だから、アッシュはばっとリュカを振り返り、後先も考えずに叫んだ。

「リュカ!!　いくらきみでも、イリステラさまに手を出したら──」

「イリステラ、っていうんだ？　ふうん。そう」

　不意に、リュカはアッシュから身体を離はなした。

　緑の瞳ひとみが、アッシュの顔をじっと覗のぞき込んでいる。その奥底が不ふ機き嫌げんに揺らいでいるのを、アッシュは確かに見て取った。

　わずかに開いた唇くちびるから、獣けもののうなりによく似た声が漏もれた。

「……今日は、宿に戻ることにする。その人のこと、ちゃんと調べないといけないから。でも、その前に──」

　肩から暗銀の弓を外し、腰の矢筒から暗金の矢を抜いた。

　アッシュが、ティリエルが、なにを反応するより先に。

　リュカは、月げつ弓きゆうに煌こう矢しをつがえ、狙ねらいを定め、腕を引き、手を離した。

　その行こう為いを、目にもとまらぬ速さで、三度繰り返す。

　キュオン、という甲かん高だかい音が響ひびいた。

　それを聞いても、アッシュは微び動どうだにできない。そんなことをすればどうなるか、三年の月日を超えてようやく思い出したのだ。

　恐怖に青ざめたアッシュの顔を見て、リュカは満足げな笑みを口元に浮かべた。月げつ弓きゆうと煌こう矢しを元に戻しながら、ぽつりと、

「よかった。思い出してくれたみたいだね。──それじゃあね、アッシュ、またあとで」

　部屋の扉が閉ざされ、リュカの足音が遠ざかっても、アッシュは恐怖に縛しばられたまま、ぴくりとも動くことはできなかった。

　頭のてっぺんと両肩が、白い煙を上げている──焼け焦こげている。

　皮一枚をかすめるほどの、人間離ばなれした狙そ撃げき技わざ。そのことに気づいたティリエルは、しばらく絶句していたが、やがてぽつりと、

「…………なんなのよ、あいつ」

　それに答えを返すことは、今のアッシュには、できなかった。




　　　　◆




　現在、王女イリステラ・クィンストラウスは寝室に籠こもっている。

『聖夏祭サンフエスタ事件』──クィンストラウス王国の一大儀式である『聖夏祭』を、『魔族エマ＝デモナス』が妨ぼう害がいしようとした事件は、記憶に新しい。どころか、まだ一日も経たっていないのだから、城のあちこちにまだ余よ韻いんが残っている。

　イリステラは、その余韻を楽しんでいる真っ最中だった。

　すなわち、あの事件を引き起こした『魔族』キキモラ・マインドハッカーに──『魔マ源ナ』を失い、こびとのように小さくなってしまった悪魔の少女に、たっぷりとおしおきをするという余韻を。

「やっ、やめてください！　そんなの入りませんっ！」

「うふふ、どうしたんですか、キキモラさん？　まだ始まったばかりですよ──」

　寝室からそんなやり取りが漏もれ聞こえてくるが、ソファに座るアッシュとティリエルは聞こえないふりをしていた。

　イリステラ・クィンストラウス。白はつ金きん色しよくの髪かみと青い瞳ひとみを持つ、絶世の王女。

　美しく、優やさしく、優すぐれた神しん聖せい魔ま法ほうの使い手である。しかも彼女は、その力を恵まれない人々のために遣つかっているのだ。王族の生まれでありながら、自らの能力を惜おしげもなく捧ささげる可か憐れんな少女──そんなイリステラは、国民からは熱狂的な支持を受けている。もはやそれは、尊そん敬けいを通り越して崇すう拝はいの域に入っていると言っていい。

　そんなイリステラが実は人をいじめて悦よろこぶ性せい癖へきの持ち主だということは、表になっていない事実である。

　というか、表おもて沙ざ汰たになったら国が傾かたむく。

『竜戮騎士テイフオニロス』見習いであるアッシュは、本来それを阻そ止ししなければならない立場だが──キキモラに対するおしおきだけは、見み逃のがさなければならなかった。彼女は『秘密』を知ってしまったのだから、口止めは必要である。

「で」

　やりきれない空気を払ふつ拭しよくするように、ティリエルが口を開いた。

「なんなの。あいつ」

　アッシュの表情は青ざめている。ただひとつの重大な事実が、彼の喉のど元もとを締しめ付けている。

　リュカが、イリステラさまの名前を、敵として認にん識しきしてしまったということ。

　それをティリエルに言うのは、気が重かった。けれど、言わないわけにはいかない。

　イリステラを守るためには──ティリエルの助力は、不可欠だからだ。

「彼女は、リュカだ。リュカ・ケイニス。ぼくの幼なじみ。故こ郷きようでは、子供の頃ころからずっと一緒だった。親友みたいなものだ」

「親友？　あいつはアンタのこと、『婚約者フイアンセ』って言ってたけど？」

「そ、それは向こうが勝手に言ってるだけだよ」

　ハッ、とティリエルは笑った。これ以上ないほど不ふ愉ゆ快かいそうな笑みだ。

「なにそれ。自分はその気はないけど、向こうが勝手に寄ってくるってこと？　意外ね、アッシュ。意外だわ。アンタがそんなにモテるなんてね。ハ。ムカつく」

　アッシュはティリエルのことをじっと見た。頼むからこれ以上ぼくを追い詰めないでくれとでも言いたげな視線に、さすがのティリエルも黙だまり込んだ。

　咳せき払ばらいをして、続ける。

「リュカは──つまり、ぼくのことが、好きなんだ。それは昔から変わらない。今も変わっていないんだと思う。騎き士しになるために王都に来てから、一度も故郷に帰っていなかったし、そのうちに諦あきらめてくれるんじゃないかって期待してたけど──甘かった」

「話を聞いてると、アンタはリュカのことが好きじゃないみたいだけど」

「い、いや、リュカは大切な友達だよ。幼なじみで、昔からずっと親しくしていたんだ。ああ見えて、いいところもたくさんあるんだよ！」

　ふん、とティリエルは鼻を鳴らし、

「それは要するに、好きじゃないってことよ。──まあいいわ。それで、アンタのことが大好きなリュカさんは、いつまで経たっても戻ってこないアンタに痺しびれを切らして、田舎いなかからはるばる王都まで会いに来たと」

「……だと、思う」

　アッシュはあいまいに頷うなずいた。そもそもリュカがなぜ王都までやってきたのか、その理由をはっきり聞き出したわけではない。

「なんで聞かなかったのよ？」

「聞いたよ！　聞いたけど、教えてくれなかったんだ。というか、たぶんリュカにはこっちの質問が届いてない。ぼくが『なんで来た』って尋たずねたら、『なんで〝なんで来た〟なんて聞くの？』って答えてくるんだから。リュカはそういう女の子なんだ」

　ああなるほど、と得心が行ったようにティリエルは頷うなずき、

「要するにバカなのね」

「…………」

　友達の悪口は言いたくなかったから、アッシュは黙だまっていた。

「まあ、それもどうでもいいわ。あいつがどんなにバカで人の言うことを聞かなかろうが、それで迷惑が及ぶのがアンタだけなら、あたしだってなんにも言わないわよ。でもね」

　不意に、ティリエルの眼が剣けん呑のんな光を帯び、

「騎士をやめる、って言ったわね？」

　アッシュはぐっと息を詰まらせ、

「あっ、あれは、だから、リュカが勝手に──」

「たとえあのバカが勝手に言ったことだとしても。問題なのは、アンタがその言葉を、あのとき否定しなかったっていうことよ」

　そしてアッシュは、言葉にも詰まってしまった。

「キキモラのこともあって、アンタのこと、少しは見直してたんだけどね。騎士をやめるだなんて、そんなことを言わせたままにしておくなんて」

　アッシュは口を開いたが、言葉が出てこなかった。反論のしようがない。

　ティリエルは、正しいことを言っている。

「アンタはアンタだけの力で騎士になったんじゃないでしょ。それこそイリステラさまや、ドル・ドーザ伯はく爵しやくのお力ちから添ぞえがあってこそ、『竜戮騎士テイフオニロス』見習いなんてところにいるってのに。ねえ、ホントにわかってんの？　あのときリュカは、アンタに関わる人を、全員、侮ぶ辱じよくしたのよ？」

　アッシュはうなだれた。それは、わかっていた。「騎士をやめる」などとリュカが言い出したとき、誰だれよりもアッシュ自身が、真っ先に否定しなくてはならなかったのだ。

　だが──

「…………だ、だめ、なんだ」

　ティリエルは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、

「だめって、なにが」

「……ぼくは、リュカに、逆らえない」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめ、じっとつま先を見つめながら、アッシュはそう絞しぼり出した。

「逆らえないって。どうして」

「………………こ」

「こ？」

「こ、怖いんだ。あの娘このことが。近くにいるだけで、震ふるえが止まらないくらい」

　まるで今、リュカが隣となりに座っているとでもいうかのように、アッシュの肩がふるふると震えはじめた。想像しただけで血の気が引いていくのがわかる。

　その様子を見て、ティリエルは呆あきれたように鼻を鳴らした。

「自分を好きな女の子を怖がるとか、臆おく病びようにもほどがあると思うんだけど……」

「そ、そういうことじゃない！」

　勢い込んで否定したが、ティリエルは取り合ってくれなかった。肩をすくめ、

「どう聞いたってそういうことでしょ？　そんなことで怯おびえるだなんて、腰抜けもいいところね。女の子が怖い？　しかも自分を好いてくれる子を？　ハッ！　どんだけ繊せん細さいなのよ！　アンタもうホントに騎き士しやめて、メイドかなにかになっちゃったほうがいいんじゃないの？　歓かん迎げいするわよ、あたしの上級メイド隊に」

「そっ、そこまで言うのなら──見ろ！」

　アッシュは逆上した。カッと頭に血が上り、床を蹴けりつけるようにして立ち上がる。

　対面に座るティリエルは、意表を突かれたように身を強こわばらせた。そんなティリエルに向かって──アッシュは、おもむろに騎士服サーコートを脱ぎはじめた。

「は？　──え、わっ、ちょっと!?」

　ティリエルは狼ろう狽ばいする。当然である。同どう僚りようが突然服を脱ぎはじめながら、テーブルをまたいで迫ってきたのだ。腰元のレイピアに手を伸ばさなかっただけマシなほうだ。

　もっとも、仮にレイピアを抜かれていたとしても、アッシュは止まらなかっただろう。

　自分の恐怖を、十年もの長きにわたって培つちかってきた、リュカへの複雑な思いを──

『そんなこと』呼ばわりされては、黙だまっていられない！

「み、見ろ！　これだ！　これが原因だ！」

「なっ、なにしてんのよアッシュ!?　こら、やめなさっ──きゃあああっ!?」

　もちろん、アッシュに他意はなかった。彼はただ、生なま半はん可かな知識で自分のリュカに対する感情をわかってほしくなかっただけなのだ。

「もっとよく見てくれ！　おまえにだって、見ればわかるはずだ！」

　だから、結果的には肌着を脱ぎ、下腹を露ろ出しゆつさせ、怯えるティリエルにぐいぐい見せつけるという変質的な行動になってしまったが──そんなことは、リュカの恐怖をティリエルに教えるということに比べれば、まったくもって取るに足らないようなことだった。

　ただし。

　些さ細さいな問題なのは、あくまでアッシュの中だけで──それ以外の人にとってみれば、それは、騎士がメイドに襲おそいかかっている、という重大事件に見えたのかもしれない。

　ゆえに、イリステラが白い杖つえを振り、

「……ぱっ、《麻痺パラリシス》っ!!」

　そう詠えい唱しようしてしまったとしても、仕方のないことだった。

　金色に輝かがやく布状の魔ま法ほう陣じんが、音もなくアッシュの身体に巻き付いた。肌に吸い込まれ、その途と端たんにアッシュはぴくりとも身体を動かすことができなくなってしまう。どれだけ力を入れても動かない──というか、そもそも力が入らない。

「──な、なっ、なにをしているのですか、アッシュ!?」

　麗うるわしの姫君の悲鳴に、ティリエルもようやく我に返った。顔を真まっ赤かに染そめているが、それは羞しゆう恥ちのためというより怒りのためだ。スカートが捲めくれるのも構わずに、ティリエルは膝ひざを折りたたみ、

「このっ！」

　その靴底を、思いっきりアッシュの下腹部に叩たたきつけた。

　浮いた。

　アッシュは肌着を脱ごうとした体たい勢せいのまま、宙を飛んでテーブルを越こえて、対面のソファに舞まい戻った。苦しみはあったが痛みはない。イリステラの《麻痺パラリシス》の効果かもしれない。

「い、イリステラさま！　助けてください！　アッシュがいきなり──」

　滅めつ多たに見ることのできない、ティリエルの怯おびえた表情である。それを見てイリステラも心を打たれたのか、彼女に駆かけ寄り、ひしとティリエルのことを抱きしめた。震ふるえるその肩を落ち着かせるように撫なでながら、イリステラはきっとアッシュを見み据すえ、

「見み損そこないましたよ、アッシュ！　まさかあなたが、女の子相手にこんな乱暴を働くような人だったなんて──！」

　弾だん劾がいするようにアッシュに杖つえを突き付け、イリステラは高らかにそう言い放ち、

「────、あら？」

　そして、ようやく、そのことに気づいてくれた。

　ソファに座るアッシュの下腹部。へそと同じくらいの位置にある体たい側そく。

　そこにある肉が──不自然に、盛り上がっていることに。

　イリステラは息を呑のんだ。それがなんなのか、彼女にはわかったのだろう。イリステラは優すぐれた神聖魔法の使い手であり、熟じゆく練れんの治ち療りよう者しやなのだから。アッシュだけでなく、これまで多くの怪け我が人にんをその眼にしてきたのだから。

　アッシュの脇腹が食いちぎられたということを、理解してくれたに違いない。

「アッシュ、それは……」

「リュカです」

《麻痺》に束そく縛ばくされたまま、アッシュは恐怖に凍こごえる眼でイリステラを見上げ、

「リュカに、やられたんです。リュカは、ぼくの幼なじみで、大切な友達だけど──でも、人間じゃないんです」

「……人間じゃない、って」

　ティリエルがつぶやく。アッシュはそれを受けて、ゆっくりと首を振り、

「あの娘こは、母親が人狼族ワーウルフの、半人狼族クオーターウルフなんですよ」

　血を吐くように、そうつぶやいた。




　　　　◆




　さて、その翌日。

　アッシュは早くに起き出し、身だしなみを整えて、クィンストラウス城の正門へと向かった。クィンストラウス城の来訪者は、どのような種類のものであれ、たいていはこの門を通る。だから、ここで張っていればリュカを捕つかまえられると思ったのだ。

　約束も連絡もしていないが、アッシュには確信があった。

　自分がここで待っていれば、リュカは、必ずやってくる。

「あ。アッシュー」

　それほどもしないうちに、果たしてリュカは現れた。遠くからアッシュを視認して、気の抜けるような笑顔で手を振って、とことこと駆かけ寄ってくる。

　今の彼女には、昨日見せたような獣けものの気配はどこにもない。長い黒くろ髪かみと、美しい緑の瞳ひとみを持つ、愛らしい少女でしかない。

　しかし。

「ごめんね、待った？　アッシュの匂いがしたから、慌あわててやってきたんだけど」

　猟りよう犬けんではあるまいし、野外で匂いに気づいてやってくるなどできるはずがない──リュカを知らない人間なら、あるいはリュカの言葉を冗談と受け取るかもしれない。

　しかし、アッシュはリュカをよく知っている。

　その台詞せりふが、まったくの真実であることも。

「……いや。待ってないよ」

「そう。それならよかった。じゃ、行こっか？」

　リュカはにこにこしながらアッシュに手を差し伸べてきた。なぜかはわからないが、リュカの機き嫌げんはよさそうだ。アッシュが自分のことを迎えに来てくれた、とでも思っているのかもしれない。

　少し迷ってから、アッシュはその手を握にぎった。

　えへへ、とリュカはくすぐったそうに笑う。

「アッシュの手、やわらかい。昔とおんなじ」

　顔が紅あかくなるような台詞にも、やはりアッシュは動じない。ぎゅっと、痛いほどに握りかえされている右手を意識しながら、二人は手を繋つないで『正門通り』を歩いていく。

　ぞっとするほど美しいリュカの横顔を盗み見る。

　リュカ・ケイニス。十六歳。女の子。

　アッシュの幼なじみで、大切な友達。そして──

　半人狼族クオーターウルフ。

　母親が人狼族ワーウルフらしいのだが、人狼族というものがどんなものなのか、アッシュはよく知らない。リュカ本人も知らないようだったし、「絶対に秘密だからね」という条件の下もとに教えてもらったことだから、他の誰だれかに尋たずねたこともない。実際のところ、リュカの出自を他人に告げたのは、イリステラとティリエルが初めてだったりするのだ。

　少なくともリュカは、伝でん承しよう上の人狼族のように、なにかのきっかけで獣けもののような姿になる、ということはない。アッシュは子供の頃ころからリュカと一緒に育ったが、陶とう磁じのような彼女の肌が毛むくじゃらになるところなど一度も見たことはなかった。

　けれどもやはり、リュカは人間ではない。

　半身──もとい、四半身に獣の血を宿す少女なのだ。

　灰はい色いろ熊ぐまを素す手でで殴なぐり倒し、山さん賊ぞくの住処すみかを体当たりで全ぜん潰かいさせ、『凶狼ワーグ』の群れを弓一本で蹴け散ちらしたリュカの姿は、アッシュの眼にまざまざと焼きついていた。

　だからこそ、自分は──

　と、リュカがアッシュの視線に気づいた。何気なくアッシュを見返し、そのまま見つめ合う。かすかな照れを含んだ笑みを浮かべる。こういうところは、間違いなく愛らしい少女のものなのだ。

　アッシュは意を決して、口を開いた。

「……リュカ。大事な話があるんだけど、ちょっと、いいかな」

「うんっ！　なに？　どんなお話？」

　寝しなに絵本をせがむ子供のように、リュカは緑眼を輝かがやかせてアッシュに向き直った。大丈夫だ、まだ入っていない──そう自分に言い聞かせつつ、アッシュは切り出した。

「きみは──イリステラさまが誰なのか、知ってるの？」

　瞬しゆん間かん、緑眼の瞳どう孔こうが糸のように引き絞しぼられ、リュカは入った。

　早いよ！

「うん。知ってるよ、っていうか、昨日知ったんだけど」

　先ほどまでの無む邪じや気きな気配から一変して、リュカの全身から獣の気配が漂ただよいはじめる。

「王女さまなんだってね？　まあ、でも、関係ないよね。王さまだって貴族さまだって、人からものを盗とるのはいけないことでしょ？　そのことを、ちゃあんと教えてあげなくちゃね」

　この国に住んでいながら、今までイリステラの名前を知らなかったということは、特に驚おどろくべきことではない。リュカは自じ然ねんの少女である。相手が誰であろうと、やるときはやるのだ。

　アッシュは泣きそうになりながら、それでも、心を励はげまして口を開く。

「そう。王女さまだ。王さまの、ご息そく女じよだ。とても、とっても偉えらい人なんだ。わかるな？」

「…………うん、まあ、なんとなく」

「ぼくは騎き士しで、王さまや王女さまに仕えなくてはいけない。話すと長いんだけど、今のぼくは王女さまのお側そばに仕えて、あの方の身を守る仕事をしているんだ。きみがぼくからイリステラさまの匂においを感じたというなら、きっとそのせいだろう」

　リュカは黙だまり込み、二回瞬まばたきをした。本当にわかっているのかどうか、不安に思いながらアッシュは続ける。

「だから、イリステラさまは悪い虫でもなんでもない。むしろ、絶ッッッ対に手を出しちゃいけないお方なんだ。頼むから、アンジェやミリィにしたようなことはしないでくれ」

　アンジェとミリィ。故こ郷きように残る二人の友人を襲おそった悲劇に思いを馳はせて、アッシュは背筋が冷たくなる。リュカが血迷って、あれと同じことをイリステラさまにしでかしたら──極刑は間違いのないところだ。

「リュカ。わかってくれたかな」

「………………」

「……わかってくれないなら、悪いけど、きみをここから先に進ませるわけにはいかない。ぼ、ぼくは、騎士だ。王女さまを、お、お守りするのが、仕事だ」

　声が震ふるえるのも構わず、アッシュはあらゆるものを振り絞しぼってリュカにそう告げた。

　しばらく、地じ獄ごくのような沈ちん黙もくを続けてから──

　不意に、リュカは戻った。

「うん。わかった」

　情けないことに、安あん堵どのあまり力が抜けた。

　思わずへたり込みそうになるが、リュカはさすがによく観察していた。素早く左手をアッシュの脇わきに差し込み、彼の身体を抱き寄せるように固定する。アッシュは赤面し、それでもリュカに礼を述べた。

「そ、そうか。ありがとう、リュカ」

「ううん。あたしのほうが謝らなくちゃいけないね。あたし、てっきりイリステラがアッシュの子供を産んだのかと思って、それでちょっと、カッとなっちゃって──」

「なんだその思い込み!?」

　アッシュは慌あわてふためき、空あいているほうの手でリュカの口を塞ふさいだ。

　リュカは眼をぱちくりさせるが、アッシュのほうが遥はるかに驚おどろいている。王女さまに子供って！　そんな噂うわさを口にしただけで、不ふ敬けい罪ざいでブチ込まれても文句は言えないところだ。

　と、リュカは唇くちびるを開き、

「がぶ」

「あたっ!?」

「アッシュ。いきなり口を塞がないで。びっくりするでしょう？」

「ぼくのほうがびっくりしたよ！　っていうか、イリステラさまを呼び捨てにするんじゃない！　王女さまなんだから、口の利きき方をちゃんとしろ！　会いに行くんだろ!?」

「……うーん」

　リュカは再び首をかしげた。アッシュも思い当たる。

「あ、そうか。イリステラさまがぼくとどうこうっていう疑いは晴れたんだよね？　なら、もうリュカが会いに行く理由はないのか──」

「ううん。行くよ」

　リュカは首を振り、アッシュの希望的観測をあっさりと打ち砕くだいた。

「行く。どっちにしろ、イリステラには挨あい拶さつしなきゃだから」

「だから、さまを付けろって──待て。挨拶って、なんの？」

　リュカはにんまりと笑った。ぎゅっとアッシュの腕を抱き、

「だって、イリステラ、さま、って、アッシュの雇やとい主ぬしみたいなものなんでしょう？　あたしでいえば、ゴルドンさんみたいなものなのでしょう？」

　ゴルドンさんというのは、やはりアッシュの故こ郷きように住んでいる狩人ハンターのことだ。優ゆう秀しゆうな狩人であると同時に、狩人の同業者組合ギルドの長を務めている。権けん威いなどほとんど気に掛けないリュカでも、彼に対しては尊そん敬けいの念を払っているようだ。

「それなら挨拶に行かないと。雇われてるアッシュをしばらく借りるんだから、雇い主のイリステラ、さま、には言っておかないと」

　待て。

「か、借りるって、なに？」

「さて、それじゃ気を取り直して、しゅっぱーつ！」

「ちょっと待て！　まだぼくに話してないことがあるだろ!?　なんなんだ!?　ぼくを一体、どうするつもりなんだ!?」

　すぐ近くにいるにもかかわらず、リュカにアッシュの叫びは届いていなかった。がっちりと、まるで囚しゆう人じんを連行する警けい吏りのようにアッシュの腕を抱きしめながら、リュカは鼻歌交じりに『上層部アツパーヤード』に足を踏ふみ入いれた。




　ぎい、と軋きしんだ音を立てて、礼拝堂の扉が開いた。

「ここに、イリステラ、さま、がいるの？」

「うん。公式に会うためにはそれなりの手続きを踏まないといけないけれど、礼拝堂ですれ違うのなら、誰だれにも文句は言われないだろうから」

「ふうん。なんだか面倒くさいのね」

「お城の中では、たいていのことが面倒くさいものなんだよ」

　もっとも本来ならば、どんな種類の手続きを踏んだところで、ただの平民であるリュカが一国の王女であるイリステラに会うことはできなかっただろう。イリステラ本人が「お断りします」と、それだけを口にしてくれれば、それで済む話だったのに。

　イリステラは、リュカに、「会ってみたい」と言った。

　あの博はく愛あいの王女にとっては、『半人狼族クオーターウルフ』であることなど些さ細さいな問題らしい。それよりもむしろ、アッシュの昔からの馴な染じみであるということのほうが、イリステラには大事なことのようだった。

『アッシュのお友達なのでしょう？　どんな思い出があるのか、ぜひともお話しさせてください、アッシュ』

　こうなると、イリステラはほかの誰だれよりも頑がん固こである。アッシュとティリエルがいくら止めたところで、下へ手たをすればひとりで会いに行くと言い出しかねない。それならば──と、アッシュは今日の会合をセッティングすることになったのだ。

　だが、それも後悔しはじめていた。そもそもが、イリステラ・クィンストラウスという人間と、リュカ・ケイニスという人間は、接するところがひとつもないのではないだろうか。

　王宮に暮らす少女と、野山を駆ける少女の価値観が同じはずがない。イリステラは聡そう明めいだが、その辺りのことをわかっていないフシがある。知恵と経験は別のものであり、経験は経験することによってしか得られないからだ。

　隣となりに座るリュカは、緑の瞳ひとみに茫ぼう洋ようとした色を浮かべて、『唯ゆい一いつ神しん』の紋もん章しようをつまらなそうに見上げている。恐らくリュカは神など信じていない。そのことさえも、信仰深いイリステラにとっては驚きよう天てん動どう地ちの事実だろう。

　何事も、起こらなければいいが──

　そう思ったとき、礼拝堂の奥から、ティリエルが姿を現した。

「ん」

　耳ざとく聞きつけて、リュカはちらりと後ろを振り返る。ティリエルの姿を認めて、その表情にアッシュでなければわからないほどの不ふ機き嫌げんさが滲にじんだ。

　アッシュは慌あわててリュカの手を引き、立ち上がった。

「リュカ、敬語を忘れないでくれよ。難しいことは言わないから、ですますで話せばいい。それと、イリステラさまを呼び捨てにしたりするんじゃないぞ！　『さん』ですらだめだ。『さま』をちゃんと──」

「ああ、もう、うるさいなあ」

　不安のあまり、小声で何度も確認するアッシュのことを、リュカは眉まゆを逆立てて見返し、

「あたしだっていろいろ考えてるの。口出さないで、アッシュ。かじるよ？」

「…………」

　かじる。ただ三文字のその動詞が、アッシュにどれだけの恐怖を与えるかは、腹を食いちぎられた経験のあるものしかわからないだろう。

　立ちすくむ二人の前に、ティリエルと、彼女を伴ともなったイリステラが近づいてくる。

　ティリエルの目つきはいつもどおり、いや、いつも以上に悪かった。そもそも彼女はこの会合に反対だったのだ。彼女はリュカを危険人物と見なしており、イリステラのことを護まもるように先せん導どうしていた。

　その左手には、鳥かごを吊つり下さげている。

　鳥かごの中には、小さくなったキキモラがいる。

　リュカも興きよう味みを引かれたように、キキモラのことを眺ながめている。鳥かごの中で、愛らしいドレスに身を包んで、キキモラは怯おびえたように金の眼を何度も瞬まばたきさせていた。自分がどうしてここに連れてこられたのかわからない、という感じだ。もちろんアッシュもリュカもティリエルもわからない。

　わかっているのは、ただひとり。

「はじめまして、リュカさん」

　ドレスを翻ひるがえし、優ゆう雅がに挨あい拶さつをした王女、イリステラ・クィンストラウスだけなのだろう。

　アッシュは彼女の前に跪ひざまずいた。騎き士しとして、当然の礼である。

　しかし、リュカは動かない。アッシュと同じ振ふる舞まいをするように言っておいたにもかかわらず、にこにこと微笑ほほえむイリステラを、緑眼でじっと見つめているだけだ。

「お、おい、リュカ──」

「はじめまして」

　再び小言を言いかけたアッシュを制するように、リュカは口を開いた。

　にっこりと、笑う。

「はじめまして、イリステラ、さま。リュカ・ケイニスと申します。どうぞ、これからも、えっと──おしりおき？　を、お願いいたします」

　たどたどしい敬語を、しかしイリステラは笑わなかった。ただ柔やわらかな微び笑しようを浮かべたまま、リュカの前の長なが椅い子すに腰を下ろす。

「そんなに気を遣つかわなくても構いませんよ。今は、礼拝堂の中にわたくしたち以外、誰だれもいないようですから」

「あ、そう？　それなら、元に戻すね」

　と、リュカはあっさりとアッシュの言いつけを破った。アッシュもティリエルも鼻はな白じろんだが、イリステラがなにも言わない以上、従じゆう者しやである彼らが口出しすることはできない。

　リュカはなぜか上じよう機き嫌げんだった。にこにこしたまま、ぺこりと頭を下げる。

「ごめんなさい、イリステラ、さま」

　イリステラは眼をぱちくりさせた。なにを謝られることがあるのだろうかと、首をかしげるイリステラに、リュカは柔らかく笑い、

「あたし、勘かん違ちがいしてたみたい。イリステラさまが『悪い虫』なんだって、そう思っていたんです。だからイリステラさまのこと、射るつもりだったけど、でも、そんなことをしなくていいみたい。だから、射ようとしてごめんなさい」

　射る。耳慣れない言葉に、イリステラとティリエルはきょとんとしている。しかし、アッシュの顔は、みるみるうちに青くなっていった。

　やっぱり、一国の王女に矢を放つつもりだったのか、こいつは！

「……は、はあ、それは、ええと、どうも？」

　さすがのイリステラも話についていけないようだ。リュカはひとりだけ、必要以上ににこにこしながら、そんなイリステラに、

「ごめんね。アッシュの『婚約者フイアンセ』としては、将来、夫になる人が浮気をしているんじゃないかって、心配で仕方がなかったから。だからそんなふうに疑っちゃったんだ」

「へっ？」

　イリステラが間の抜けた声を出した。何度も何度も瞬まばたきをして、

「…………ふぃ、『婚約者』？」

「そだよ。聞いてない？」

　イリステラは、問うような視線をアッシュに向けた。

　アッシュはぶんぶんと首を振る。リュカは幼なじみであり、友人である。しかし彼女と異性の関係になったことは一度もない。リュカはアッシュにとって、ただひたすらに恐怖の対象なのだ。

「もう、アッシュってば。照れ屋さんなんだから」

　リュカはにこにこしたまま、アッシュの両りよう脇わきに手を差し入れた。そのまま、洗せん濯たく物ものを持ち上げるような気楽さで、アッシュのことを立ち上がらせて──

　彼に、深く、口づけをした。

　時間が止まる。

　イリステラも、ティリエルも、鳥かごのキキモラさえも──眼を丸く見開いて、二人が唇くちびるを重ねる光景を、ただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「～～～～～～、～～～～～～～っ!?」

　アッシュはもちろん抵抗しようとした。両腕を突っ張って、リュカから距きよ離りを取ろうとした。しかし、リュカはアッシュのことを抱きしめると見せかけて両腕の関節をがっちりと固めており、抵抗するどころかぴくりとも動くことができない。

「ん──」

　満足のゆくまで、たっぷりとアッシュの口内を蹂じゆう躙りんしてから──リュカは、ようやく唇を離はなした。

　唾だ液えきの糸を舌先で拭ぬぐい、目元を上気させながら、ふう、と息を吐く。

「あたしとアッシュは、こういう関係」

「…………………………………………」

　イリステラは、微び動どうだにできないでいる。

　その頬ほおが、じわじわ、じわじわと、薔ば薇ら色いろに染まっていく。

「わかってくれた？　イリステラさま」

「えっ!?　あ、はい、いえ、あの、ええっと……」

　顔を紅あかくしたまま、イリステラはリュカから眼をそらし、両手の指をもじもじと絡め合わせた。

　リュカはアッシュの頭をぎゅっと抱きしめ、愛いとおしげにそれを撫なでながら、

「だから、お願い。『婚約者フイアンセ』のあたしに、アッシュのことを貸してほしいの。一週間くらいで構わないから、アッシュに暇ひまを出して？」

　ね？　と愛らしく首をかしげ、リュカは自らの意を通そうとする。

　一方で、イリステラは真まっ赤かになってうつむいてしまった。優やさしいながらも、どんなときでも威い風ふう堂どう々どうとしている王女殿下にとっては、珍めずらしいことだった。

　と、そんな彼女をかばうように、従じゆう者しやであるティリエルが前に出た。

「そういうの、よそでやってくれないかしら」

「なんで？　『婚約者』同士がキスをしてなにが悪いのかな？」

『婚約者』。その言葉をリュカが口にするたびに、なにか、空気が動くようだった。ティリエルの眉まゆがぴくりと動き、イリステラの肩がびくりと震ふるえ、鳥かごのキキモラは翼つばさを縮ちぢこまらせる。

　ティリエルは、なにかを噛かみしめるように、一言一言をはっきりと紡つむぐ。

「だから、時と場合をわきまえろと、そう、言っているの。アンタの田舎いなかじゃどうだったか知らないけど、そういうことを人の前でやるのは失礼に値するの。まして王女さまの御ご前ぜんでそんなことをするのは、失礼を通り越して不ふ敬けいだわ」

「ふけい？　よくわかんないな。ただ、あたしは」

　にい、と笑い、リュカはぬいぐるみを抱くように、後ろからアッシュを抱きすくめ、

「ひっ!?」

　その耳たぶを、はむ、と噛んだ。

　イリステラはうつむいてしまった。

「こうするのが一番だと思っただけだよ。アッシュを借りるには、あたしたちが恋人なんだって知ってもらうのが一番だと思ってね」

「アンタらがどういう関係だろうが、アッシュはこの城の騎き士しであり、イリステラさまの護ご衛えいであって、アンタが勝手に借りていい理由にはならないわ」

「あは。なにそれ。やきもち？　カッコ悪い」

　くつくつと笑う。ティリエルの表情は、すでに険悪を通り越して危険なレベルに達している。レイピアの柄つかに置かれている右手に力がこもる。

　そのとき、ようやくイリステラが口を開いた。

「か、借りるって──アッシュになにをするつもりなのですか？」

　はむはむと、アッシュを沈ちん黙もくさせるように耳たぶを噛かみつづけながら、リュカは答える。

「婚前旅行」

　さわり、とイリステラの白はつ金きんの髪かみがざわめいたような気がした。

　青い眼をいっぱいに見開いて、リュカのことを見つめる。たとえ剣を喉のど元もとに突き付けたとしても、イリステラをここまで動どう揺ようさせることはできないだろう。

　リュカはその反応をとっくりと観察しながら、喉を鳴らして笑った。

「なんてね。冗談。びっくりした？」

「………………」

「本当はね──あたしがここに来たのは、別の理由があるの。アッシュに会う以外に、ね」

　初耳だった。アッシュは驚おどろき、首をねじ曲げてリュカのことを見る。リュカはアッシュを後ろから抱いたまま、彼の顔にほおずりをする。

　仲なか睦むつまじい恋人の仕草に、イリステラは、きゅっと唇くちびるを噛む。

「あたしが狩人ハンターだっていうのは、アッシュから聞いてるかな？　聞いてなかったとしてもそうなの。腕は良くてね、この国で一番なんだけど──そんなあたしだから、お仕事の話が舞まい込んできたんだよね。──『魔ま獣じゆうを狩る』っていう、お仕事」

　リュカは、眼を細め、そう言った。

　狩人として、山々を飛び交うときの目つきだ。

「同業者組合ギルドを通じて、その仕事が来たの。ブルームランドっていうところで魔獣が暴あばれているらしくてね、あたしならそいつを狩れるんじゃないかって依頼されたんだけど」

　でもね、とリュカは鼻先を灰色の髪に突っ込みながら、

「いくらあたしが優ゆう秀しゆうでも、魔獣を狩るなんてお仕事、ひとりじゃ骨が折れるからね。そこでアッシュの出番というわけ。アッシュと一緒なら、あたしはどんな獣けものでも、人間でも、魔獣でも、倒すことができる」

「……ずいぶんまあ、アッシュのことを過大評価してるものね。魔獣相手に、そいつがなんの役に立つっていうのよ？」

　ティリエルの言葉は辛しん辣らつだった。アッシュのことを見直した、と昨日は言っていたが、その評価は一日で地に墜おちたらしい。無理もないことである。ぬいぐるみのようにリュカに抱かれたままのアッシュは、『落ちこぼれ』を通り越してただの無能でしかない。

「あは」

　リュカは息を抜くように笑う。ぎゅっと、アッシュを抱きしめて、

「バカだなあ。アッシュのこと、なんにもわかってないんだね」

　それこそ、ぬいぐるみに対してそうするように、リュカはアッシュの髪かみを撫なでる。

「アッシュは役に立たないよ。だって、アッシュはアッシュだもんね。子供の頃ころからずっと弱虫で、あたしがいないとなんにもできないんだもんね。アッシュが魔ま獣じゆうを狩る役になんて立つはずがないし、なにかできたとしても、アッシュにはなにもさせないよ。だって」

　アッシュの髪や頬ほおに絶え間なく触れながら、リュカはちろりとティリエルを流し見た。

「そんなことしたら、アッシュが危ないでしょう？　あたし、アッシュを愛してるから、愛してる人にそんな危険なことはさせたくないの」

「じゃあ、どうしてアッシュが必要なのよ」

「あは。そんなこともわからないの？　愛する人が近くにいたほうが、あたしが強くなれるからだよ。何倍も、それこそ何十倍も──アッシュがなにかする必要なんてないの。アッシュはただ近くにいて、あたしが活かつ躍やくするところを、あたしのカッコイイところを見てくれるだけでいいの。それだけで、あたしはがんばれるんだから」

　ね？　とアッシュに同意を求めてくる。

　アッシュはなにも言えない。いや、彼だけではなく、イリステラやティリエルもキキモラも、絶句してリュカのことを見つめていた。

　こんな自分勝手な人間を見るのは初めてだと、その眼が物語っている。

「そういうわけだから、イリステラ、さま」

　リュカはにこにこしたままイリステラに向き直る。

「アッシュのこと、借りるね。別にいいでしょ？　アッシュは騎き士しだっていうけれど、でも、別に役に立っているわけじゃないんだろうから。いなくなってもいいよね」

　イリステラは顔を上げた。その頬はまだ紅あかく染そまっている。

　しかし、それでもなお、彼女はまなじりを吊つり上あげて、はっきりと言った。

「リュカさん、あなたは最近のアッシュのことを知らないのです。アッシュは『竜戮騎士テイフオニロス』見習い──わたくしの護ご衛えいをするための騎士なのです。だから──」

「でも、アッシュはイリステラ、さま、よりも、あたしと一緒にいたいって言ってるよ」

　ね？

　再び同意を求められたアッシュに、いくつもの視線が突き刺さった。

　キキモラの不安そうな視線。ティリエルの刺すような視線。そして。

　イリステラの、すがるような、なにかを期待するような──そんな視線。

　じわりと、冷や汗が全身に滲にじむ。

　まさかこんな決断を委ゆだねられるとは思っていなかった。それもこれも、今考えてみればリュカの策さく略りやくだったのかもしれない。ティリエルはリュカを評して「バカ」と言ったが、それは違う。リュカは、人を、特にアッシュを抜き差しならない状況に追い込むことにかけては、天才的な手腕を発はつ揮きするのだ。

「そうなのですか、アッシュ？」

　悲しそうに、イリステラが尋たずねてくる。

　どう答えればいいのか、すでに結論は出ている。そんなことはありません。これだ。これ以外に口にすべき言葉はない。自分は騎き士しであり、『竜戮騎士テイフオニロス』見習いであって、その務めを放ほう棄きしてどこかに行くことなどありえないと、はっきりイリステラに伝えなくてはいけない。そのはずなのに──

「そうなんだよね、アッシュ」

　──すぐ近くにある緑の瞳ひとみが、それを、許してくれない。

　いくつもの視線が、じりじりとアッシュを焼く。焦あせりの炎となってアッシュを苛さいなむ。イリステラの視線とリュカの瞳ひとみに、アッシュは板挟みになり──

　そして、その均きん衡こうを打ち破ったのは、リュカだった。

「ねえ、アッシュ」

　当たり前といえば当たり前の話だった。アッシュにとってリュカがそうであるように、リュカにとってアッシュは子供の頃ころからずっと一緒にいた少年なのだ。今、アッシュがなにを考え、なにを言おうとしているのか──それくらい、あっさりと予想がついたのだろう。

「三年ぶりに、アッシュの匂においを嗅かいだけど」

　だから、リュカはアッシュの耳元で、端たん的てきに。

「やっぱり──アッシュの匂いって、おいしそうだよね」

　もっとも効果のある台詞せりふを、囁ささやいた。

　ざああ、っと、音が出るほどに、アッシュの顔から血の気が引いた。

　過去が激流となってアッシュの心を押し流す。「アッシュ、見つけた！」というリュカの声が、大木のうろに差し込む日の光が、差し伸べられた小さな手が、腹を貫つらぬく二人分の衝しよう撃げきが、そしてなによりも。

　すぐ間近にあるリュカの犬けん歯しと、それが食いちぎったアッシュの脇わき腹ばらが。

　アッシュから、すべての気力と勇気を押し流し、奪うばい去ってしまった。

「ね、アッシュ。騎士はいったんお休みして、あたしと一緒に来てくれるよね」

「……………………………………………………………………………………うん」

　アッシュは、長い沈ちん黙もくのあとに、ついにそう答えた。

　そのときのイリステラの表情を、アッシュは一生忘れることができないだろう。

　イリステラはアッシュをじっと見つめていた。青い瞳が揺れている。小さく息を呑のんで、それきりイリステラは呼吸を止めてしまった。言うべきことは幾いく千せんもあるはずなのに、言いたいことは幾いく万まんもあるはずなのに、そのうちのひとつとして口にすることはなく、

「そうですか」

　揺れる瞳を静かに伏せて、イリステラは、そう言った。

「──アッシュが、そう言うのなら、仕方がありません」

「そう？　ありがとう、イリステラさま！」

　アッシュを独占するように抱きしめながら、満面の笑みでそう言ったリュカに。

　ついに、ティリエルがキレた。

　もともと口より先に手が出るティリエルである。そんな彼女がここまで我が慢まんしたというのは、あるいは賞しよう賛さんに値すべきことなのかもしれないが、それだけにティリエルの怒りは凄すさまじかった。あくまでも無言で無音で無表情のまま、ティリエルは静かに足を踏ふみ出だし、岩よりも硬かたく握にぎり締しめた拳こぶしをアッシュの顔面に叩たたきつけて、

　ばしん！　と。

　濡ぬれた手て拭ぬぐいで板を叩たたくような音が、アッシュのすぐ鼻先で弾はじけた。

　リュカの手のひらが、ティリエルの拳を押しとどめていた。

「…………！」

「危ないな。あたしの『婚約者フイアンセ』に、なにするの」

　ぎり──と、なにかが軋きしむような、決して人体から発せられてはいけない類たぐいの音がする。ティリエルは無表情のまま、次の動きのために腰を落とそうとして、

「やめなさい、ティリエル」

　イリステラの一言が、それを押しとどめた。

　ティリエルの表情に、初めて不満そうな色が浮かぶ。イリステラは手を伸ばし、長なが椅い子すの上に置かれていたキキモラの鳥かごを持つと、

「長居をしすぎました。早く戻りましょう。マルベスに怒られてしまいます」

　そう、言った。

「……畏かしこまりました」

　ティリエルは、押し殺した声でそう答えた。イリステラの手から鳥かごを受け取り、先せん導どうするように歩きはじめる。

「それでは、失礼いたします。リュカさん」

　最後に、イリステラは恭うやうやしく一礼をした。アッシュのほうに悲しげな視線を寄せるが、なにを言うこともなく、ティリエルと共に礼拝堂の出口へと向かっていく。

　彼女たちがいなくなってから、リュカは両腕を広げてアッシュに抱きつき、

「よかったね、アッシュ！　これで、あたしと一緒にいることができるよ！」

　アッシュはそれに答えられない──そんな余裕はどこにもない。イリステラの悲しげな表情や、ティリエルの蔑さげすむような目つきが脳のう裏りにちらつき、他のことを考えることなどできそうになかった。













　　　第二幕　茨の城の一週間







「わたし、アッシュさんのこと、見み損そこないました」

　鳥かごの中にいる少女は、開口一番、そんなことを言った。

　怒りのあまりか、それとももう飾るのはやめたのか、口調が素すに戻っている。

　鮮あざやかな光こう沢たくのある新緑色のドレス。開いた胸元には真しん珠じゆの首飾りがあしらわれていて、桃もも色いろの髪かみは黒い蝶ちようを模もしたヘアピンで留とめられている。初めて舞ぶ踏とう会かいに赴おもむく貴族令れい嬢じようのような、初うい々ういしい愛らしさが漂ただよっていた。

　キキモラ・マインドハッカー。鳥かごの『魔族エマ＝デモナス』。

　かつては人間並みの大きさだった彼女が、なんだってこんなに小さくなって鳥かごの中に囚とらわれているのかは、『聖夏祭サンフエスタ事件』の中で語るとして、ともかくもキキモラは、腕を組んで両足を肩幅に開いて、アッシュのことをじっとにらみ上げていた。

「アッシュさんは騎き士しじゃなかったんですか？　イリステラさまやティリエルさんを裏切ることなんて、できないんじゃなかったんですか？　わたしにはそう言ったのに、あの人の前では、あんなに弱気になってしまうなんて──！」

　アッシュは一言の反論もできず、鳥かごを持ち上げた。キキモラはバランスを崩し、ぽふり、とソファに腰を下ろしてしまう。それでも、アンティーク調の肘ひじ掛かけにしがみつきながら、彼女は攻こう撃げきをやめようとしなかった。

「イリステラさま、落ち込んでましたよ。ティリエルさんだってそうです。みんな、あなたのことを信頼していたのに──あんな人の言いなりになって！」

「…………ごめん」

　鳥かごを抱えたまま、アッシュはそうつぶやくことしかできなかった。

　それを聞いて、キキモラの表情から力が抜けた。

「どうして謝るんですか」

「…………」

「わたしは『魔族エマ＝デモナス』なんですよ？　『魔族』の言うことくらい、突っぱねてくださいよ。あのときみたいに、牢ろう屋やの中でわたしの手を拒きよ絶ぜつしたときみたいに──そんなことはない、ぼくには別の考えがあるんだって、そう言ってくださいよ！」

　それでも、やはりアッシュは、なにも言えない。

　ごめん、以外のことは、口にできないのだ。

　鳥かごを抱えたまま、王女の私室を出る。

　キキモラを連れてきてほしいと願ったのはイリステラだった。キキモラの鳥かごには、《封印フオービツド》と呼ばれる『魔マ源ナ』を封じるための魔ま法ほうがかけられている。そのメンテナンスを行うために、イリステラの待つ礼拝堂へと向かうのだ。

　礼拝堂。

　一週間前の出来事を思い出して、アッシュは表情を暗くする。

　ブルームランドへの出発は遅れていた。理由はいくつかあるが、そのうちのひとつはアッシュの怪け我がだ。イリステラの神聖魔法を使ったとはいえ、肩を抉えぐった傷はまだ回復しきっていない。それを待ってから旅立とう、というのがリュカの方針だった。

　ゆえに、アッシュはそれまで、騎き士しとしての務めを続けることになった。

　笑顔がめっきり少なくなったイリステラや、アッシュを完全に無視するようになったティリエルと一緒に──である。

　まるっきり、針のむしろだ。

「今からでも遅くないですよ。リュカさんにやっぱり行かないって言うんです。あれは本心じゃなかったって、イリステラさまに謝ってください！　あんなイリステラさま、これ以上、見ていられません」

　肘掛けにしがみつきながら、キキモラは必死になって言いつのる。

　アッシュは淡い笑みを浮かべた。キキモラにとって、イリステラは彼女を鳥かごに閉じ込めた仇きゆう敵てきのはずなのだが──それでも、彼女はイリステラを憎んではいないらしい。

『魔族エマ＝デモナス』のくせに、キキモラは真ま面じ目めで純じゆん真しんで、優やさしい女の子だからだ。

　それだけに、彼女の言葉は胸に刺さった。自分の決断──というより、恐怖に駆かられての行動がイリステラを傷つけてしまったかと思うと、やりきれなかった。

　黙だまり込むアッシュに、キキモラは眉まゆを寄せ、

「……そんなに、怖いんですか？　あの人のことが」

「……そんなに、怖いんだ。リュカのことが」

　鳥かごを抱え、歩きながら、低い声でアッシュは答える。

　キキモラの提案を、今からでもリュカに「行かない」と伝えたらどうかという案を、実じつ践せんしようと考えただけで、その肩が小刻みに震ふるえはじめるほどに。

『聖夏祭サンフエスタ』の最後の日、キキモラと命がけの決けつ闘とうをしたアッシュは、彼女にこう宣言した。

　イリステラやティリエルの信頼を裏切ることは、死よりも恐ろしい。

　しかし、アッシュにとって──リュカの怒りを買うことより恐ろしいことは、この世に存在しないのだった。

　そう言うと、さすがにキキモラは怯おびえたような顔をした。

「な、なにをされたんですか？　アッシュさん」

「………………………………いろんなこと」

「ぐ、具体的には？」

　具体的。それはすなわち、アッシュの過去を彩いろどるさまざまな恐怖を、入念に呼び起こすということである。アッシュにとってそれは苦痛でしかなかったが、その中でも比ひ較かく的マシな思い出を呼び起こすとすれば、

「峡きよう谷こくのど真ん中に吊つるされて、『凶狼ワーグ』の群れの餌えさにされかかったこととか──」

「餌!?　それで『マシな思い出』なんですか!?」

「あ、間違えた、餌じゃなくて囮おとりだ。ほら、リュカは狩人ハンターだろ？　『凶狼』の群れをおびき寄せて殲せん滅めつするためにそうしたんであって、別にぼくを殺そうとしたわけじゃ──」

「同じですよ！　その人、本当にアッシュさんのことが好きなんですか!?」

　キキモラの絶ぜつ叫きように、アッシュは神妙な面持ちになり、

「……彼女の好きは、普通の好きとは違うんだよ」

「違うって、どういうふうに？」

「ほら、子供って犬とか猫が好きだろ？　でも、だからって犬とか猫を大切にしようとは、絶対にしないじゃないか。自分の思うさまいじくり回したりひっくり返したり、端はたから見たらいじめてるんじゃないかって思うようなことをする。それと一緒だよ」

「……リュカさんは子供と同じで、アッシュさんは犬とか猫と同じなんですね……」

　ため息をつくような声で、キキモラはそう言った。

　肘ひじ掛かけに顎あごを載せて、ぷらぷらと両足を遊ばせて、彼女はぽつりと、

「……わたしだったら、そんなことしないのに。好きな人のことはずっと大切にして、その人が喜ぶようなことをしてあげるのに」

　アッシュはかすかに笑う。キキモラなら、きっとそうするだろうと思ったからだ。

「キキモラが好きになる人は、きっと幸せだろうね」

　キキモラは、唇くちびるを曲げてうつむいてしまった。耳まで紅あかくなっている。ふるふると、なにかを振り払うかのように首を振ると、キキモラはきっとアッシュを見上げ、

「と、とにかく、それよりも、今はリュカさんを──」

　そう言いかけて、ぴたりと口を噤つぐんだ。

　礼拝堂に向かうための『下層部ロウアーヤード』の回かい廊ろう。『外そと衛え』の騎き士しや下級メイドが行き交う通路に、噂うわさの主、リュカがいた。

　あ、とリュカの顔がほころんだ。アッシュを見つけて、ぶんぶんと手を振ってくる。

「あっしゅー。こっちこっち！」

　アッシュの表情が瞬しゆん時じに強こわばる。鳥かごの中にいるキキモラも同様だし、すれ違う騎士やメイドたちも「なんだあれは」という顔をしている。

　なぜなら──リュカは、振っている手と反対側の肩に、大人の身の丈ほどもある巨大なイノシシを担かついでいるのだから。

　ぐったりと息絶えた四し足そく獣じゆうの脚を、太い棒切れにくくりつけ、それを片腕で持ち上げている少女の姿は、人目を惹ひくには十分な異様さだった。本来ならば数人がかりで持ち上げるであろう巨大な獲え物ものを軽々と担ぎながら、リュカはこちらに近づいてくる。

「ほら、見て見て！　南の森で狩ったんだよ！　こんな大物、ひさしぶり！」

「……そ、そうなんだ」

　アッシュは引きつり気味の笑みで応じて、それとなくイノシシを観察した。

　見事な腕前だった。眉み間けんにただ一発、それだけで仕し留とめている。リュカの狙そ撃げき能力の正確さは、三年という時間の中でさらに磨みがき上あげられたらしい。

　そして、なによりも目を惹くのは──眉間の傷口が、焼け焦こげているということだ。

「……使ったんだね。月げつ弓きゆうと、煌こう矢し」

「え？　そりゃ使うよ、あたしの弓矢なんだから」

　肩に担いだ暗銀色の弓を軽く示して、リュカはあっさりとそう言った。鳥かごの中にいるキキモラは、金の瞳ひとみを見開いて、じっとそれを見つめている。

「ところでさ、アッシュ。またイリステラさまのところに案内してくれない？」

　ぎくりとした。まだイリステラさまのことを射るつもりなのか──そんな疑いを抱いたアッシュに、リュカは手を振って笑いかける。

「違うってば。お願いしたいことがあるだけだよ。お願いするなら、手みやげが必要だと思って、こうやって狩ってきたんだけど」

「……イリステラさまは王女さまだから、多分、そういうものは、食べないよ……」

「そうなの？　でも、アッシュのお父さんは喜んでくれたよ？　アッシュのお父さんも貴族なんでしょ？　王女さまって、それのすごい版でしょ？」

　すごい版て。

　いや、まあ確かに、アッシュの父であるベルディオ・ウィリアックは男だん爵しやく位いを持つ貴族である。とはいえその実態は土ど豪ごうもいいところで、故こ郷きようの村でも村長に毛が生えた程度の立ち位置でしかなく、狩りの獲え物ものを持っていけば素直に喜ぶくらいの近い距きよ離りにいる。

　そんな父とイリステラを比して考えるのは、同じ高い場所だからといって、我が家の屋根と太陽を比べるようなものだった。

「ふうん……そっか。せっかく狩ったんだけどな」

　リュカは残念そうに肩を落とした。この辺りは、年とし頃ごろの少女らしい無む邪じや気きなところがある。問題なのは、リュカには無邪気を実行できるだけの力があることなのだ。

「ちなみに、リュカ、イリステラさまへのお願いって、なんだったの？」

「決まってるじゃん。アッシュの怪け我がを治してもらうんだよ」

　リュカはイノシシを担かつぎ直し、あっさりとそう言った。

「最近は、王都の同業者組合ギルドに顔を出して、魔ま獣じゆうのことを教えてもらったりしたんだけど──その人たちが教えてくれたんだ。イリステラさまは、神しん聖せい魔ま法ほうを使えるって。だから、イリステラさまにお願いして、アッシュの腕を治してもらおうと思ったんだけど」

　無む駄だ足あしになっちゃったね、とリュカは肩をすくめる。

　もちろん、そんなことはない。イノシシを食べるかどうかはともかく、イリステラは手みやげの有無で願いを聞き入れるか決めるような人間ではない。自分にできることなら、それで相手が喜んでくれることなら、手放しに行うような高こう潔けつな人格の持ち主である。

　しかし、とアッシュは考える。

　リュカのお願いは、果たして聞き届けられるだろうか。

　イリステラによるアッシュの治ち療りようは、一週間前を境にして、ぴたりと止まっていた。

　もちろん治療はすべて済んでいる。このまま自然回復を待てば、アッシュの腕は元通りになるだろうが、イリステラは神聖魔法を使ってそれを促進しようとしていないのだ。

　イリステラの思おも惑わくがなんであれ、それがリュカの思惑に反するのは、明らかだ。

　だから、アッシュは余計なことは言わなかった。リュカがイリステラに会うのを諦あきらめてくれるというなら、それに越したことはない。

「ま、いっか。市場で売ってお金にしよっと」

　よいしょ、とイノシシを担ぎ直し、リュカは踵きびすを返す。正門通りから王都に下るつもりなのだろうが、その途中で、彼女はぴたりと足を止め、

「ああそうだ。アッシュ、出発の日程、決まったから」

「え？」

「明日の朝に、西門に集合だって。アッシュの怪け我がは治ってないけど──まあ、仕方ないよね。大丈夫、そんなに無茶はさせないからさ」

　振り向きざまにウィンクをして、リュカは去っていった。

　相変わらず、こちらの事情を汲くみ取らない子だ。いや、そもそもリュカに事情を汲み取ることを期待するのは、狼おおかみに思いやりを期待するようなものなのだろうが。

「……あの、アッシュさん……」

「ん？」

「わたし、あの人のことよく知らないんですけど……リュカさんが昔アッシュさんにしたことを考えたら、やっぱりその腕、治してもらったほうがいいんじゃないでしょうか？」

　鳥かごの中にいるキキモラは、まっとうなことを言った。

　これからどんな苦難が待ち受けているのかはわからない。が、これまでの経験を照らし合わせるなら、その苦難に片腕で挑いどむというのは、完全なる自殺行こう為いだった。

「……それは、わかってるんだけどね」

　今のイリステラに治ち療りようを頼むと考えただけで、果てしなく気が重くなる。

　アッシュはそれを思い、深々とため息をついた。




　　　　◆




　クィンストラウス城内の礼拝堂、その地下にある部屋に、イリステラとティリエルは揃そろって腰を落ち着けていた。

「……キキモラを連れて参まいりました、イリステラさま」

　鳥かごを抱えたアッシュを見て、イリステラは微笑ほほえんだ。

「ああ、ありがとうございます。アッシュ」

　弱々しい、いっそ儚はかないとすら言っていい笑顔。

　天てん真しん爛らん漫まんな普段のイリステラを思えば、その笑みはあまりにも力なくアッシュの眼に映った。彼女にそんな表情をさせているのが自分だと思うと、どうしようもなく心が痛む。

　一方、ティリエルは。

「………………」

　アッシュのことを振り返りもせずに、レイピアの手入れをしていた。

　ティリエルは怒っていない。怒ってすらいないというべきか。すでにその地点は遥はるかに通り越して、ティリエルの中でアッシュは死んだものとして扱われているらしい。それはそうだろう。あれだけ「王女さまを守る」と宣言していた騎き士しが、幼なじみが現れた瞬しゆん間かん手のひらを返してそちらについて行こうとするのだから。

「………………」

　そう考えると、自分が最低の人間になったような気がして、アッシュはなにも言えなくなってしまうのだった。

　礼拝堂の地下室にあるテーブルの上に、鳥かごを置く。テーブルの上には、三人分──おままごと用の小さなカップも含めれば四人分の紅茶と、クッキーが用意されていた。

「《封印フオービツド》を施ほどこす前に、お茶にしましょう」

　イリステラは、儚はかない笑みを浮かべながらそう言った。
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　正直──ティリエルの苛か烈れつな無視よりも、イリステラの悲しげな表情のほうが、アッシュにはずっと堪こたえるのだが。

　心の痛みを表情に出さないよう苦労しながら、アッシュは席に着く。ティリエルも無言のまま立ち上がり、小さなカップを慎しん重ちように取って、鳥かごの中に差し入れた。キキモラは小さな両手でそれを受け取り、ソファに座る。

　どうやら一週間のあいだに、キキモラは鳥かごの生活に順応したらしい。

　そうして、地下のお茶会が始まった。

　地下に相応ふさわしく、重苦しい沈ちん黙もくに満ち溢あふれたお茶会だった。

　誰だれも、なにも言わない。

「お、おいしいですね。この紅茶」

　その沈ちん黙もくに耐えきれなくなったのか、最初にそう言ったのはキキモラだった。

「トルシュ産の香草茶ですか？　わたし、これ、好きなんです」

　紅茶を掻かき回しながら、ティリエルは昆虫のような声で答える。

「イリステラさまのご要望でね。アッシュとかいう名前の騎き士しが、この香草茶を好きみたいだから、切らさないように言われてたの。だからまだたくさん缶が残ってるわ」

「……」

「まあ、それも無む駄だになるんだけど」

「む、無駄って、そんなことは──」

「無駄よ。なぜならあたしが捨てるから。あれを見るたびに、イリステラさまの限りない優やさしさと、それを踏ふみにじったクズ野郎のことが頭に思い浮かぶからね。そして、あたしがメイド長である限り、二度とこの城がトルシュ産の香草茶を仕入れることはないでしょう」

　投げ捨てるようにそう言って、ティリエルは、ぐいっと紅茶を呷あおった。

　キキモラはうつむいた。

　アッシュはとっくにうつむいている。目の前にあるトルシュ産香草茶が、この城で供きようされる最後の一杯になるかと思うと、もったいなくてとても喉のどを通りそうにない。

　イリステラは悲しげに微笑ほほえんでいる。ティリエルの暴言を咎とがめることもなく、彼女は白はつ金きん色しよくの髪かみを揺らして、そっとアッシュに視線を送った。

「アッシュ。出立の日は、決まったのですか？」

　そう尋たずねられて、アッシュは表情を強こわばらせた。

　イリステラの青い瞳ひとみを見返す勇気はない。かといってティリエルを見れば、まるで今この場にいることが耐えがたい苦痛だとでもいうような表情を浮かべていた。

「は、はい。あの、ぼくもさっき聞いたんですけど──明日に」

「まあ。ずいぶん急なのですね」

　イリステラは気き遣づかうように言って、ちらりとティリエルを見た。ティリエルも眼を上げて、そんなイリステラと視線を交わす。

　アッシュは唾つばを飲み、意を決して、言った。

「それで、イリステラさま。お願いがあるのですが」

「あ、はい。なんでしょう」

「ぼくの怪け我がを、治してほしいんです。その、明日以降に備えて」

　がしゃん！

　と、凄すさまじい音が響ひびいた。びくっと身体を震ふるわせて、反射的にそちらを見ると──ティリエルが、つまらなそうに自分の手元を眺ながめていた。

　カップが粉々に砕くだけ、中身のお茶がティリエルのメイド服を濡ぬらしている。

　どういう握あく力りよくだ。

「…………失礼しました」

　奇跡的に無事に済んだ右手を軽く払い、テーブルに広がった香草茶を布ふ巾きんで拭ふきながら、ティリエルは低い声でそうつぶやいた。イリステラは気き遣づかわしげな眼でそれを見たが、追及することはなく、アッシュのほうに向き直る。

「リュカさんとの旅行に備えて、左肩を治してほしいということですか？」

　そう言われると、まるでアッシュが恋人との旅行を楽しむために守るべき王女の力を都合よく利用しようとしているゲス野郎のようだ。アッシュは慌あわてて首を振り、

「りょ、旅行と言いますか──これは、あの、狩りなんです！　魔ま獣じゆうを狩るためには、この腕だとなにかと差さし支つかえがあって、それで」

　イリステラは悲しげに眼を伏せ、それが逆にアッシュのことを焦あせらせた。

「あ、あの、イリステラさま！　成り行きでこうなってしまいましたけど──でも、ぼくはあなたの騎き士しをやめるつもりはありません！　魔獣を倒したら、すぐに戻ってきます！　そうしたら、また──」

「へえっ」

　素すっ頓とん狂きような声が響ひびいた。ティリエルだった。テーブルの上を拭き終え、給湯場の流しでそれを絞しぼっていたティリエルが、背を向けたまま言う。

「戻ってくるつもりなんだ？　へえーえ。ふうん」

　もう、勘かん弁べんしてくれ。

　アッシュは泣きそうになりながらそう思う。リュカの言葉など無視しておけばよかったという後悔がむらむらと湧わき上あがってくるが、さりとてリュカの言葉に逆らうことはできない。恐怖と後悔との板挟みだ。せめて義理と人情に挟まれたかった。

　そんなアッシュの姿に──

　イリステラは、そっと自らの鼻先と口元を覆おおった。すん、と鼻を鳴らして立ち上がり、アッシュの眼を見返して、儚はかなげに微笑ほほえむ。

「わかりました。あなたがそれを望むなら、わたくしはあなたを癒いやしましょう」

「あ──、ありがとうございます」

　アッシュは安あん堵どすると同時に、どうしようもない罪悪感を覚える。イリステラの気丈さが胸に刺さる。

「腕を出してください」

　アッシュは言われたとおり、吊つり下さげられていた左腕を降ろし、肩に巻き付けられている包帯を外した。青黒い、痣あざのような傷きず跡あとが露あらわになる。魔ま法ほうによる応急処置だけで終わっているから、傷は塞ふさがれているものの、まだ治りきっていないのだ。

　イリステラは傷口を見ると、懐ふところから白い杖つえを取り出した。その先せん端たんに、『魔マ源ナ』──大気中に満ちる魔ま法ほうを発動させるための元素が集つどっていく。金色に光る杖つえを、アッシュの傷口に触れさせようとして──

　その光が、ふっと消えた。

「──────」

　イリステラは、眼を見開く。杖を目の前まで持ってきて、軽く振ってみると、光は戻ってきた。ただし、いつもは強く輝かがやいているはずのそれは、今は頼りなく明めい滅めつしている。

「……イリステラさま？　どうかなさったのですか？」

　ティリエルが、気き遣づかわしげに声をかけた。しかしイリステラは答えず、眼を閉じた。何度か深呼吸をして、杖を掲かかげる。

　再び、その先せん端たんに光が宿った。しかし、やはり普段の輝きはない。イリステラはそれが消えることを恐れるように、手早く『魂刻様式ルーングリフ』をアッシュの傷口に書きつけた。『魔マ源ナ』を吸収する魔法の文字は、弱々しい光を放ちながら、アッシュの傷をゆっくりと回復させていく。

「はい、おしまい。お大事にね、アッシュ」

　早口に言って、イリステラは杖をしまった。

　なにかが、いつもと違う。魔法の知識があるわけではないが、今まであんなふうに『魂刻様式』が弱々しく輝くことなんてなかったのに。

　しかし、アッシュはすぐに気を取り直して、深々と頭を下げた。

「ありがとうございます、イリステラさま。あの──」

「本当は」

　白はつ金きんの髪かみを翻ひるがえし、アッシュに背を向けながら、イリステラはアッシュの言葉を遮さえぎった。

「こんなことは、したく、なかったのです」

「…………」

「本当は、もっと前に治ち療りようは終わっていたはずなのに。怪け我がが治ったら、アッシュがいなくなってしまうのかと思うと、どうしても杖を手に取ることができなくて──だから、ここまで遅れてしまいました」

「………………」

「ごめんなさい、アッシュ。わたくしは、悪い王女です。自分ひとりの気持ちのために、あなたの都合を無視してしまいました。あなたの怪我を、あえて見過ごしてしまいました。許されることではありませんけど──でも、ごめんなさい」

「…………………………！」

　ああ。

　やばい。

　死にたくなってきた。

　紙のような顔色になっているアッシュを、イリステラはじっと見つめている。その青い瞳ひとみは、心なしか潤うるんでいるようでもある。鼻先と口元を手で覆おおい、すん、と鳴らしてから、イリステラはあえて微笑ほほえんでみせた。

　にっこりと、明るく。

　それはまるで、泣くのをこらえて、気丈に恋人を送り出す少女のような笑顔だった。

「お元気で、アッシュ。旅先でも、リュカさんと仲良くしてくださいね」

　敬けい愛あいする王女に、そう言われて──

「…………………………………………はい」

　アッシュは、消え入りそうな声でそう答えたのだった。




　アッシュが、魂たましいが抜けたような足取りで礼拝堂の地下を去ってから──

　イリステラは、ほう、と満足げに息を漏もらした。その目元は上気し、青い瞳ひとみは妖よう艶えんに輝かがやいている。

　それから、彼女は傍かたわらに仕える一いち蓮れん托たく生しようのメイドに目め配くばせをして、

「ティリエル。首尾は？」

「万ばん端たんです。出発場所が不明ですが、容易に突き止められるかと。あとはヘムに──」

「よろしい。では、そうしてください」

　は、と恭うやうやしく頭を下げて、ティリエルは礼拝堂から出て行く。

　イリステラはそれを見送ってから、鳥かごの中に眼を向けた。キキモラが、金色の瞳に畏い怖ふを宿してイリステラのことを見上げていた。

　ふふ、と親しげな笑みでそれに応こたえながら、イリステラは独り言のようにつぶやいた。

「ああ。明日が、本当に楽しみですね──」




　　　　◆




　クィンストラウス王国は、別名を『草と小麦の国』という。

　読んで字の通り、どこまでも広がるなだらかな草原と、そこに設もうけられた広大な穀こく倉そう地帯がその由来だ。農業の他にも、牛や豚、あるいは軍馬などといった牧ぼく畜ちく業も盛んである。

　しかし、クィンストラウスの経済を支えるのは、実はそういった産業ではなく──貿ぼう易えきや金きん融ゆう取引といった、商業だったりする。

　国土の八割を占める平原は行商人が移動しやすく、よく整備された街道はその安全を守ってくれる。クィンストラウス自体が産業地であるということも強いが、なによりも大きな理由は、世界の中心である『帝都』にほど近いということだろう。王都クィンストラウスは、交易の要ハ衝ブなのだった。

　交易に眠りはない。早朝にもかかわらず、王都の西門は大勢の人でにぎわっていた。

　巨大な門と城じよう壁へき、そこに掲かかげられたクィンストラウスの国旗を見上げながら、アッシュは西門広場を横切っていく。白い長衣ローブと頭布ターバンを巻いた浅黒い肌の人々が、なにやら聞き取れない言葉で喋しやべりながらアッシュとすれ違っていった。南方砂漠の人たちだろうか、と考えていると、あやうく馬車にひかれそうになった。絹きぬ織おり物ものを満載した馬車は、警けい笛てきを鳴らしながら西門市場の駐車場へと入っていく──

　それを見送ったアッシュの肩を、叩たたく人がいた。

　リュカだ。

「あ、リュカ、ご、ごめん、時間は大丈夫かな」

「うんっ。あたしも、今来たところだよ！」

　彼女は旅装を整えていた。皮革の上着チユニツクに外套マントを羽は織おり、その上から雑嚢サツクを背負って、その脇わきにナイフやロープやランプなどの旅道具をかけている。もちろん、月げつ弓きゆうセレインフィリスと煌こう矢しヘリオンフォロスも装備していた。

「馬車はもう来てるみたい。すごいよ、乗り合いじゃなくて専用なんだって！」

「へえ。それは、豪ごう華かだね」

「うん！　あたし、馬車に乗るのってホントは好きじゃないんだけど、でも、専用ならいいや。だって、アッシュと二人っきりだもんね！」

　やけにリュカのテンションが高い。アッシュと二人きりの旅行ということで浮ついているのだ。前後の事情を考えれば、アッシュは彼女ほどにはしゃぐことはできない──というか、旅の先行きには不安しか持てないのだが。

　リュカと一緒に、雑ざつ踏とうを縫ぬうように歩きながら、アッシュは自分の左手を握にぎり締しめた。

　かすかな痺しびれが指先に残っている。珍めずらしいことだった。イリステラの神しん聖せい魔ま法ほうは、魔法のことをよく知らないアッシュでさえも第一級とわかるほどの腕前なのだ。今まで怪け我がを治してもらったことは何度もあるが、このように後こう遺い症しようが残ることはありえなかった。

　もっとも、だからといって文句を言うわけではない。大小二つの双剣を使うアッシュの戦法スタイルに、影えい響きようがないわけではないが、それほど大きくないはずだった。

「えっと……ここかな？」

　リュカは『十四番停てい留りゆう所じよ』という看板の前で立ち止まり、首をかしげた。

　西門広場の一画は馬車の乗り合い所になっていて、旅客用の馬車はそこに集つどうことになっている。乗り合い馬車なら出発する時刻は決まっているが、専用馬車ならば乗り損そこねることはないだろう。

　屋根付きの停留所を見上げながら、アッシュはリュカに尋たずねる。

「馬車の名前は？」

「『ビッグキャロット』号だけど──あ、あれかな？」

　リュカが指差す先には、一台の馬車が駐とまっていた。名前の通りで実にわかりやすい。全体的にオレンジのカラーリングで、座席の側面には大きなニンジンのペイントが為なされている。まあなんというか、「お子さまなら大喜びでしょうね」という感じだ。

『ビッグキャロット』号に近づき、リュカは興こう奮ふんに顔を上気させる。

「すてきなデザインだね……！」

　対するアッシュは無言。うんざり顔である。

　と、そのとき、ぴぴーっという音が響ひびき渡わたった。

「はいはい、皆さん、こちらですよ！　急いでくださいね！」

　元気のある声と同時に、ひとりの少女が停てい留りゆう所じよに駆かけ込んできた。後ろを振り向き、再び首からかけた笛を鳴らす。彼女の後ろからは、赤あか髪がみの男たちがぞろぞろと続いてきた。全員筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男で、肩にはいくつもの小麦の袋を担かついでいる。

　驚おどろいて、アッシュは少女に声をかける。

「ヘム？　こんなところでなにしてるんだ？」

　黒くろ髪かみに平たい帽子を載せ、銅銭を模もしたネックレスを首からかけている少女──ヘム・ハルドルは、その声にこちらを向いた。その顔に大おお仰ぎような驚きが浮かび、

「おおっ！　これは、アッシュさんではないですか。こんなところで、奇き遇ぐうですね」

「…………」

　なにかが引っかかった。しかし、それを検分することはできなかった。

　なぜなら、ヘムの後ろに続く赤髪の大男たち──エルド族の面々が、肩に担いだ小麦の袋を、次々に『ビッグキャロット』号に積み込みはじめたからだ。

　さして広くない座席は、あっという間に小麦の袋で満杯になってしまった。

　リュカの表情が、いっぺんに不ふ機き嫌げんに染そまった。赤髪の男のひとりに詰め寄る。

「なにするの！　これ、あたしたちの馬車なんだよ!?　これじゃ乗れないじゃない！」

「え、……いや、お、おれらに言われても……」

　困こん惑わくしたように、彼はヘムに視線を向けた。

　ぎろりとリュカに見み据すえられて、ヘムの幼い表情がわずかに青ざめた。が、彼女は気を取り直すように咳せき払ばらいをすると、芝居がかった口調で、

「──も、もしかして、ブッキングしてしまったのでしょうか？」

「……ブッキング？」

「ええ。わたしはドルフ商会の命令で、ここの馬車を運うん搬ぱんに使うよう言われただけですから。その辺りは、この馬車のオーナーさんに聞いてもらわないと」

「御ぎよ者しやっ！」

　リュカが怒ど鳴なり声をあげると、馬車の御者席から様子を窺うかがっていた御者が、びくっと肩を震ふるわせた。緑の瞳ひとみを怒りで燃え上がらせるリュカの姿は、彼女の本性を知らぬものも怯おびえさせるほどの迫力に満ちていた。

「どうなってるの!!」

「あ、あっしはただの雇やとわれですよ!?　オーナーさんは別にいらっしゃいまして、あの、その方からは確かに、小麦を運ぶように言われています」

「なっ……！」

　締しめ出だされるのは自分たちのほうだ、ということを知って、リュカは絶句する。

　一方で、アッシュは違い和わ感を覚えていた。御ぎよ者しやに尋たずねる。

「小麦って、これは旅客用の馬車なんじゃないんですか？」

「え、ええ、そうなんですよ！　あっしも、コイツは人さまを乗せるためのもので、貨物を運ぶものじゃないとは言ったんですが──まあ、所有者はあちらなのでね」

　なるほど、とアッシュは頷うなずき、考える。

　上のほうでどういうやり取りがあったのかは知らないが、人間の管理すること、間違いはあるだろう。たとえばアッシュたちの馬車を、他の乗客が利用することになった、とか。

　だが、旅客用の『ビッグキャロット』号に、貨物である小麦の袋を積み込むなどという間違いが起こりうるだろうか。小麦にしろ織おり物ものにしろ、貨物用の馬車なら、正門市場の駐車場にいくらでもある。なぜそちらではなく、わざわざアッシュたちが乗ろうとしていた馬車が使われたのか。

　アッシュはヘムに向き直った。

「ヘム。きみ、なにか隠かくしてないか？」

　そう尋ねると、商人の少女は明らかに眼を泳がせて、

「な、なんのことやら、さっぱりわかりませんな」

　と、リュカがヘムに顔を近づけた。長く垂たらした黒くろ髪かみの隙すき間まから、美しい緑の瞳ひとみが覗のぞいている。ただしその瞳には感情がなく、冷たくヘムのことを観察していた。

「……あなたのせいなの？」

　自分に向けられたものではないとはいえ、アッシュはその迫力に腹の底が凍りつく思いをした。ヘムはあからさまに慌あわてふためき、

「あ、あ、あの、すいません、も、もう少し、待っていただけませんか？」

　待つ？

「なにを？」

「いえ、あの、もう少しなんです、おかしいな、本当はもう来ていないと──、あっ！」

　ヘムの表情がぱっと輝かがやいた。小さな手を伸ばして、ある方向を指差し、

「あ、あれです！　あれを見てください！」

　どれを──と、振り返ったその瞬しゆん間かん。

　アッシュは、すべてを理解した。

　西門広場、『十四番停てい留りゆう所じよ』に、一台の馬車がゆっくりと入ってきていた。二頭の白馬は蹄ひづめの音ひとつ立てず、訓練された荘そう厳ごんな足取りで乗客室を運んでいる。車輪のフレームは純銀製、タラップの手すりは純金製、白い壁へき面めんに浮うき彫ぼりにされているのは、翼つばさを広げた鷲わしの紋もん章しようだった。

　王族のみが使うことを許される、クィンストラウス王家の紋章。

　救われた、という表情で、ヘムはアッシュを見上げ、

「いやあ！　まさかこんなタイミングで王女さまの馬車がやってくるなんて！　奇き遇ぐうなこともあるものですね！　聞けばアッシュさん、わたしたちとのブッキングで乗る馬車がないとのこと！　どうでしょう、ここはひとつ王女さまにお願いして──」

「ヘム」

「──、はい？」

「いくら積まれた？」

　アッシュの表情には、ここ一週間のあいだ一度も見当たらなかった怒りが浮かんでいた。今や彼はすべてを理解した。ティリエルの怒りや、イリステラの儚はかなげな笑みが──全部、全部、今この瞬しゆん間かんのための伏ふく線せんだったということを理解したのだから。

　あるいはキキモラの忠告もそうだったのかもしれない。

　もうなにも信じられない。

「つ、つ、積まれたって、なんのことだかわたしにはさっぱり」

「見返りはなんだ？」

「…………」

「ヘム」

　事情を知らないヘムに当たるのは筋違いという気もする。が、アッシュは容よう赦しやしようとは思わなかった。それくらいの権利は、自分にもあるはずだった。

　やがて、ヘムは消え入りそうな声で、

「……今から半年間、お城に仕入れる茶葉の三割を、わたしたちの商会に任せてくれるって言われて、それで……」

　なんということだ。王室とドルフ商会のあいだに癒ゆ着ちやくが発生している。しかもこんなことで。バカじゃないのかあのメイド長。

　そんなことを考えていると、当のメイド長──サージッド＝《エルド》＝ティリエルが、御ぎよ者しや席から飛び降りて、二人の前に立った。

　真しん紅くの髪かみを飾るヘッドドレスや、『羽付きウイングド』の徽き章しようが縫ぬいつけられたエプロンは普段のままだが、肩から旅装用のしっかりしたケープを羽は織おっている。スカートの下にはズボンを穿はいていて、その裾すそは革かわ靴ぐつの中にしまい込まれていた。

　ティリエルは、呆ぼう然ぜんとしているアッシュとリュカを見て、ふふん、とせせら笑った。それから客室の扉を開けて、中から現れた絶世の王女の手を取った。

　イリステラも、また、旅姿だった。普段の上品なドレスではなく、動きやすそうな純白のワンピースに身を包んでいる。腰元は白銀の鎖くさりでゆるやかにまとめ、華きや奢しやな身体に不ふ釣つり合あいなブーツを履はいている。

　そして、その顔には。

　これまでの一週間、決して見せることのなかった、満面の笑みを浮かべていた。

　心なしか、その肌もつやつやと輝かがやいているようだ。あるいは今のアッシュの表情がそうさせているのかもしれない。人をいじめることがなによりの喜びであるイリステラにとって、罪悪感に打ちのめされた騎士アツシユの姿は、さぞかし垂すい涎ぜんの一品だったろう。

「……イリステラ、さま？　どうしてここに」

　いまいちわかっていない顔で、リュカが首をかしげた。にこにこしながらアッシュの反応を眺ながめていたイリステラは、大げさに驚おどろいたような顔を作り、

「まあ、お二人とも、奇き遇ぐうですね。今から出立なのですか？」

「…………ええ、でも、イリステラさまは」

「わたくしとティリエルは、これから避ひ暑しよのためにブルームランドへ向かう途中なのですよ。そういえば、アッシュとリュカさんたちの目的地もブルームランドなのでしたね！　なんという偶然なのでしょう！」

　さすがに、リュカの表情に疑いが兆きざした。ティリエルがそれを眺ながめながら、口元を歪ゆがめてイリステラに進言、

「ですがイリステラさま、なにか問題が起きているようですよ。ねえ？」

　ティリエルはちらりとヘムに目め配くばせをする。アッシュに問い詰められていたヘムは、それでも律りち儀ぎにティリエルの要求を果たした。

「…………えと……その……わ、わたしたちの商会が、この馬車を……ぶっきんぐ……しちゃった……みたいで」

　途切れ途切れのヘムの台詞せりふを遮さえぎるように、ぱちん！　とイリステラが手を鳴らした。

「まあ、それは大変！　ですが安心してください、アッシュにリュカさん！　あなたたちさえよろしければ、わたくしたちの馬車でブルームランドまで同行いたしましょう！」

「名案です。さすがはイリステラさま。アンタたち、それでいいわね？」

　アッシュとリュカは揃そろって絶句している。なんという三さん文もん芝しば居い。見ているこっちが恥はずかしくなってくる。リュカが珍めずらしく焦あせりながら、二人に食ってかかった。

「──っ、い、いいわけないでしょ、そんなの！　アッシュと二人きりじゃなくなっちゃう！　出発を遅らせてでも、別の馬車で──」

「それはオススメしないわねえ。多分どの馬車も空あいてないと思うわよ？　空いてる馬車があったとしても、たまたまブッキングしちゃうかもしれないし、ね？」

　ティリエルが朗ほがらかな笑みでそう言い、リュカは奥歯を軋きしらせる。獲え物ものに噛かみつく寸前の狼おおかみのような表情だが、噛かみついたところでこの状況はどうにもならないのだ。

　やがて、リュカはうつむき、絞しぼり出だすような声で、

「……わかった」

「え？」

「ほかに方法がないのなら、仕方ない。乗ってあげる。その馬車に」

「んー？　あれあれ？　ごめんねー、あたし都会育ちだからわかんないんだけど、田舎いなかのほうだと人に頼むときってそうなの？　そういう態度で許されるの？」

　長い黒くろ髪かみの内側を覗のぞき込むように、ティリエルはリュカを挑発しまくっている。このあいだの意い趣しゆ返がえしということなのかもしれないが、さすがにもう見ていられなくなった。

「ま、待て！　わかった！　ぼくからもお願いする──いや、お願いします！　姫さまの馬車に乗せてください！」

　アッシュは頭を下げて頼み込む。背中にリュカの視線が突き刺さっているが、このまま放置しておけば必ずや全面戦争が勃ぼつ発ぱつする。アッシュは騎き士しとして、それを防がなくてはならなかった。

「……ふん」

　興きようを削そがれたように鼻を鳴らして、ティリエルは横に退いた。

　その向こうで、座席へと立ち戻りながら、イリステラは手招きをする。

「リュカさん、喉のどは渇かわいていませんか？　飲み物をご用意してありますよ」

「…………」

　憮ぶ然ぜんとしながら、リュカは彼女の言葉に従い、客室へと入っていく。その後ろに続きながら、ティリエルはふとアッシュのほうを振り向いた。御ぎよ者しや席を指差す。

「ちなみにこれ、お忍びだから、余計な人員は入れてないのよね。というわけで、御者はアンタの役目ね」

「ティリエル！　き、きみとイリステラさまという人は──！」

　アッシュはティリエルの手首を掴つかみ、この一週間の自分に対する仕打ちを抗議しようとした。灰色の瞳ひとみに涙さえ溜たまっていたかもしれない。自分は本当に罪悪感にうちひしがれていたというのに──

　が、ティリエルはまったく聞く耳を持たず、逆にアッシュの手首を掴み返して──大きく頭を後ろにそらし、アッシュの額ひたいに頭突きを見み舞まった。

「がっ!?」

　呻うめいて、思わず後ずさる。ティリエルも自らの額をさすりながら、紅あかい眼をぎらりと光らせて、アッシュを指差した。

「……勘かん違ちがいすんじゃないわよ。確かに、あたしの怒りもイリステラさまの悲しみも、半分はこの日のための演技だったけど──もう半分は、本物だったんですからね」

「う──」

「アンタがイリステラさまの信頼を裏切ったことも、紛まぎれもない事実。これくらいで済んで、ありがたいと思いなさい」

　切り捨てるように言い切って、ティリエルはタラップを上がり、扉を閉めた。

　アッシュはしばらく、額ひたいを押さえてその言葉を噛かみしめていたが、やがて諦あきらめて御ぎよ者しや席に上った。幸いなことにアッシュは騎き士しであり、馬の扱いには慣れていた。御者もこなすことはできるだろうが、問題なのは──後ろの客室が、イリステラとティリエルとリュカという、火薬庫のような状況になっているということだった。

　先行き不安、どころではない。この旅路の前ぜん途とには、多た難なんしか待っていないようだ。

　そう考え、アッシュは深々とため息をつき、手た綱づなを握にぎった。













　　　第三幕　白馬に乗せられた騎士







　がたん、と馬車がなにかに乗り上げて、車内が揺れた。

「きゃっ!?」

　キキモラは小さく叫び、鳥かごの枠わくに掴つかまった。

　座席の脇わき、カップやソーサーの入ったキャビネットが傾かたむいた。自動的に、その上に載せられていた鳥かごも傾き、中にいるキキモラごと馬車の床に──

　落ちなかった。すかさず手を伸ばしたリュカが、寸前で鳥かごを受け止めたのだ。

「あ、ど、どうも──」

「どういたしまして……」

　リュカは答え、じっとキキモラのことを見つめてくる。

　まただ、とキキモラは思う。もう三日も馬車での旅を続けているが、リュカはキキモラという存在に興きよう味みを持ってしまったようなのだ。アッシュといちゃついているとき以外は、今みたいに鳥かごの中をじっと覗のぞき込んでくるのである。猫に見つめられている小鳥の気分だ。

「どうも、わざわざありがとうございます。リュカさん」

　涼すずやかな声でイリステラが礼を述べ、それとなくリュカの手から鳥かごを受け取った。彼女の膝ひざの上に抱えられて、キキモラはほっと息をつく。

　王室専用の白馬車には四つの座席がある。どれも洗せん練れんされたデザインのソファで、向かいに座っている乗客同士が足を伸ばしあえるほどのゆったりとした空間を保っている。イリステラとティリエルは隣となり合って座り、リュカはイリステラの真向かいに腰を落ち着けていた。

　鳥かごの隙すき間まから、キキモラはイリステラのことを見上げた。

　イリステラはすぐそれに気づき、慈じ愛あいの微笑ほほえみをキキモラに向ける。

　キキモラはぱっと顔をうつむかせる。なぜ自分がこんな場所で、こんなふうに人間の姫君のことを見上げているのか、わからなくなってしまったのだ。

『魔族エマ＝デモナス』であるキキモラ・マインドハッカーは、所属する氏族の命令によって、クィンストラウス王国の重要な儀ぎ式しき、『聖夏祭サンフエスタ』を妨ぼう害がいするために忍び込み──見事に失敗し、捕つかまって、今は囚とらわれの身となっている。

　本来ならば、どういう手段を使ってでも逃げだそうと試みるところだ。人間と『魔族』は不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵同士であり、相手に捕まるということは死を意味している。だから、キキモラもそうするべきなのだが──

　どうも、そんな気が起きないのだ。

　それは、キキモラがごく一部の人間以外には『妖よう精せい』と紹介されているためでもある。とある魔ま法ほうにより大量の『魔マ源ナ』を失ったキキモラの身体は、こびとのように小さくなってしまっている。コウモリのような羽を除けば、確かにキキモラは愛らしい『妖精』にしか見えず、城のメイドたちからもなにかと可愛かわいがられている。──『魔族』だったころの彼女を覚えている、ユーピッドというメイドからは、やや怪あやしまれているが。

　そして、なによりも──イリステラが自分にした、『おしおき』。

　あれが、あの恐怖が、忘れられない。

《封印フオービツド》を施ほどこされている鳥かごから逃げ出すことは至し難なんの業わざだ。逃げ出そうと試みることはできるかもしれないが、失敗する可能性のほうが遥はるかに高い。そうなったとき、自分がどんな目に遭あうか──！

「キキモラさん？　どうしたのですか、そんな顔をして」

「ぴっ!?」

　びくんと身体を震ふるわせて、視線を上げると青い瞳ひとみがあった。慈母のような笑み。けれど、その笑みの内側に潜ひそむものを、キキモラは身をもって知ってしまった。

「……い、いえ……なんでも、ない、です……」

　ああ、と心の中で嘆なげく。手元にあった一冊の本、笑うドクロの浮うき彫ぼりがなされた臙えん脂じ色いろの書物──『立派な魔族になるために』の表紙を撫なでる。

　どういうわけか、お師さまの書いたこの本は、キキモラと同じサイズになってしまっていた。尊敬するお師さまの言葉を読み返せるのは嬉うれしいが──「どんなときでも傲ごう慢まんであれ」と教えたお師さまが、心が折られて敬語を使うようになってしまったキキモラを見たら、なんと言うだろうか。

　恐怖に怯おびえるキキモラを、イリステラは楽しそうに眺ながめてから、ふと視線を窓の外に転じ、

「もうすぐ、ブルームランドですねえ」

　のんびりとした口調でそう言って、カップに唇くちびるをつけた。

「ところでリュカさん。聞きそびれていたのですが、あなたが狩ろうとしている魔ま獣じゆうというのは、どういうものなのですか？」

　唇をとがらせながら、リュカは緑色の瞳ひとみでちらりとイリステラのことを見た。

「……またそれ？　そんなこと聞いて、どうするつもりなの」

「どうするということもありませんが──世間話の一いつ環かんとして、ですよ」

　これも、旅のあいだに何度かイリステラが持ち出してきた話題だった。よく諦あきらめないものだ、とキキモラも感心するほどのしつこさだ。

「別になんだっていいじゃない。避ひ暑しよに行くあなたたちには、関係ないわ」

「あら、関係はあります。だってアッシュもあなたを手伝うのでしょう？」

「だから、そもそもアッシュがあなたたちには関係ないと言っているの」

「ですから関係はありますわ。アッシュはわたくしの騎き士しなのですもの」

「…………」

「リュカさん、確かにあなたはアッシュの幼なじみかもしれませんが──しかし、今、あなたはわたくしたちからアッシュを『借りて』いるだけだということを、どうか忘れないでくださいね？」

　イリステラは愛らしく微笑ほほえみ、小首をかしげてそんなことを言った。

　リュカはむっとして、再びその眼を窓の外に向けてしまう。

　がたごとと、山道を車輪が転がる音が、しばらく響ひびきつづける。

「エリスロス」

　やがて、リュカはぽつりとそう答えた。

「だってさ。あたしだって詳くわしくは知らない。話に聞いただけだもの。そういう名前の魔獣で、馬の姿をしていて、雷いかずちを操あやつるんだって」

　ぴくん、と翼つばさを震ふるわせて、キキモラは顔を上げた。

「エリスロス？　あ、あれを倒そうとしてるんですか？」

　思わずそんな声をあげてしまってから、我に返る。気がつけば、車内の視線がすべてキキモラに集中していた。

　ティリエルが身体を折り、紅あかい瞳に興きよう味みを映しながら尋たずねてくる。

「知ってるの、キキモラ？」

「は、はい。あの──でも、エリスロスというのは、魔ま獣じゆうではなくて精せい霊れい獣じゆうの名前だったと思いますけど」

「せいれいじゅう？」

　リュカは首をかしげる。そこに、イリステラが尋たずねた。

「リュカさんは、精霊というものをご存じですか？」

「おとぎ話でなら、知ってるけど」

「なるほど。確かに、精霊を題材にしたおとぎ話はたくさんありますものね。でも、精霊とは決してお話の中だけの存在ではないのですよ。精霊は実在します。燃もえ盛さかる火や流れゆく水、あるいは渦うず巻まく風の化け身しんとして、存在するのです。精霊獣とは、獣けものの形をした精霊のことですね」

「へえ──」

　わかったようなわからないような声を出して、リュカは首をかしげた。と、ティリエルがキキモラの鳥かごを覗のぞき込み、尋ねてくる。

「精霊獣っていうのは、魔獣とは違うの？」

「大違いですよ！　魔獣はただの動物が『魔マ源ナ』を過か剰じように取り込んでしまったもので、凶きよう暴ぼうですが人の手に負えないことはありません。でも、精霊獣というものは、そもそも『魔源』──言うなれば、自然そのものが獣の形を取ったものなんです！　人の手で精霊獣を倒すなんて、雨や風を人力で止めるくらい無理があることですよ！」

　キキモラの力がこもった説明に、リュカは興きよう味みなさげに鼻を鳴らし、

「まあ、手て強ごわい相手みたいだね」

「手強いんじゃなくて、倒すコトなんて不可能だって──ぴっ!?」

　言いかけて、キキモラは完全に書棚の向こうに隠かくれた。リュカが凄すさまじい目つきで彼女のことをにらみつけたからだ。

　イリステラは、頬ほおに手を当てながらつぶやく。

「わたくしもそう思いますわ、リュカさん。不可能かどうかはやってみなくてはわかりませんけれど──雷いかずちを操あやつる、ということは、そのエリスロスという精霊獣は大気に属するものなのでしょう。恐らくは、風も操ることができるはず。弓と矢でやっつけることができるでしょうか？」

「それなら心配はいらないね。あたしの弓矢は、風なんかには吹き飛ばされないもの」

　大きな胸を自慢げにそらして、リュカはこれみよがしに肩に担かついだ暗銀色の弓を見せびらかした。子供の身長くらいはありそうな長弓で、本リ体ムの部分に美しい女性の彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

　キキモラは金色の眼を見開いて、それをじっと見つめた。リュカの腰元にある矢筒、その中の暗金色の矢といい、これは──

「……月げつ弓きゆうセレインフィリスと、煌こう矢しヘリオンフォロスですね」

「あれ？　知ってるの？」

　リュカは驚おどろいたようにキキモラを見下ろした。狼おおかみのような緑眼にも、このときばかりは怯おびえなかった。伝説でしか知らなかった武具を目の当たりにして、キキモラは興こう奮ふんに頬ほおを上気させながら、

「異教において、月の女神セレインと、太陽の神ヘリオンの祝しゆく福ふくを受けて作られたとされている弓矢です。セレインの髪かみを織おり込こんで作った弓はつがえたものを光の速度で撃うち出だし、ヘリオンの息吹いぶきを固めて作った矢は触れるものすべてを焼き貫つらぬくといわれています」

「……アンタ、変なこと知ってるのね」

　呆あきれたようなティリエルの言葉に、ちょっと恥はずかしくなる。それでも視線は月弓から離はなれない。ため息をつくような声で、聞きかじった知ち識しきを披ひ露ろうする。

「伝説によれば、セレインとヘリオンは互いに愛し合いながら、月と太陽であるがために一緒にいられないことを嘆なげき、せめて自分たちの名前を冠かんする弓矢だけは必ず共にあるよう祝福を与えたそうなんですけど──本当なんですか？」

　勢いきおい込んで尋たずねたキキモラに、リュカは「あー」と気の抜けた声をあげ、

「そっかー。なるほどね。だからこの矢はいつも手元に戻ってきたんだね。なんでだろうって思ってたけど、そういうことだったのか」

　がくん、とキキモラの小さな肩が脱力した。

「し、知らなかったんですか!?　これがなんなのか!?」

　月弓と煌矢は、書物に載るほど有名な『魔法の道具マジツクアイテム』で、出すところに出せば小城が買えるほどの値がつくほどの貴重品だというのに、それが、由来も効果もよくわかっていない人の手にあるだなんて──！

「ママからもらったものだからね。代々ケイニス家に伝わる弓矢なんだよ、これ。矢がなくならないからお金が浮いてラッキー、くらいにしか思ってなかった」

　あっけらかんとそう言ったリュカに、キキモラは軽いめまいを覚え──そこに、ティリエルが疑ぎ問もんを差し挟んだ。

「そんなに強い弓だから、精せい霊れい獣じゆうってのも倒せるってことなの？」

「えっ──ど、どうでしょう。確かに、この弓なら風に弾はじき飛ばされるようなことはないはずですけど」

「つまり倒せるってことでしょ？　だから最初っからそう言ってるじゃない。まったくもう、これだから素人しろうとは」

　やれやれ、と肩をすくめたリュカに、ティリエルはあからさまにムカついた眼を向ける。なにか言おうと口を開き──その瞬しゆん間かん、彼女は顔を強こわばらせた。

　その視線はリュカではなく、彼女の横にある窓に据すえられている。

「……どうかしらね」

　車内にいる一同がティリエルの視線を追い、そして、彼女と同じようにぎくりと身体をすくませた。

「どんなに強い弓矢でも、あれをどうこうすることができるとは思えないけど」

　車窓の外は切り立った崖がけになっていて、ブルームランドの森深い地形をよく見み渡わたすことができた。一面の緑が広がる中に、ひとつだけ盛り上がっている小高い山があり──そして、その上に、雲が広がっていた。

　渦うず巻まく竜たつ巻まきを思わせる、大きな、巨大な積せき乱らん雲うん。真っ白な雲の端はし々ばしに、自然ではあり得ない真しん紅くの雷いかずちが走っている。真紅の雷は轟ごう音おんを響ひびかせながら、山の天辺に容よう赦しやなく降り注ぎ、山頂一面を焦しよう土どと化していた。




　　　　◆




　がたごとと、車輪を鳴らしながら、白い馬車はブルームランドの中心地区、ネクタルへと入っていく。

　坂の多い街だった。山を切り開いて作ったのかもしれない、とアッシュは手た綱づなを握にぎりながら思う。王都クィンストラウスとは違い木造の平屋が多く、坂の左右には段々に連なった宅地が続いている。

　リュカに停まるよう指示された同業者組合ギルドの建物は、すぐに見つかった。ひとつの的に三本の矢が突き刺さった看板を、たかだかと掲かかげている。故こ郷きようの同業者組合よりずっと大きく見えるのは、それだけこの街に狩人ハンターが多いということなのだろう。

　指定されたところに馬車を駐とめると、客室からイリステラたちが降りてきた。

　リュカと、ティリエルと、鳥かごにいるキキモラは、揃そろって同業者組合の中に入っていく。イリステラもそれに続こうとして、ふと立ち止まった。こちらを見る。

　イリステラの唇くちびるに、柔やわらかい微び笑しようが浮かんだ。

「……アッシュ。ちょっとよろしいですか？」

　駐ちゆう留りゆう所じよと馬車を鎖くさりで結び終えたアッシュは、不ふ思し議ぎそうにイリステラを振り返った。彼女はとことことアッシュに近づいてくる。

「はい。なんでしょう。姫さま」

「左肩の傷の具合はいかがですか？」

　そう言われて、アッシュは今まで傷のことを忘れていた自分に気づいた。そんなものを遥はるかにしのぐ問題が頻ひん発ぱつしていたのだから、当たり前なのかもしれない。

　アッシュは笑い、左腕をぐるりと回してみせた。

「姫さまのおかげで、ほとんど大丈夫ですよ。まだ少し痺しびれは残っていますけど、気になるほどじゃありません」

　礼を述べたつもりだったが、イリステラの表情がさっと曇くもった。「やっぱり──」とつぶやいて、その手を伸ばし、アッシュの肩に触れる。

「ひ、姫さま？」

「……今ごろは、もう完治しているはずなのです。やっぱり、あのとき──いえ、今言っても仕方ありませんね。アッシュ、もう一度傷口を見せてください。『神しん聖せい魔ま法ほう』をかけ直します」

「え!?　こ、ここでですか!?」

　王都に比べればそれほどでもないとはいえ、人通りはかなりある。ただでさえ美び貌ぼうのイリステラは、周りの視線を集めているのだ。そんな彼女の前で服を脱ぐというのは、かなり抵抗があった。

　しかしイリステラは容よう赦しやしてくれない。叱しかるように眉まゆをひそめ、

「なにを恥はずかしがっているのです。これは治ち療りようなのですよ？　なにも気に病むことなどありません、堂々としていればいいのです」

「あっ、ちょ、ちょっと、姫さま」

「さあ、早く、わたくしに傷口を見せてください──」

　襟えり首くびに手を差し込みながら、イリステラの青い瞳ひとみが妖よう艶えんに輝かがやいているのがちらりと見えた。いかん。こんなところで『趣味』を発はつ揮きしなくてもいいではないか──

「なにしてるの」

　ぴたり、と。

　イリステラの手が止まった。

　いつの間にか、アッシュとイリステラのすぐ傍そばに、リュカが立ち尽くしていた。

「……あ、いえ、その……治療、を」

　ぎこちなく言うイリステラのことを、緑の瞳でじっと見つめてから──リュカは、おもむろに手を伸ばし、襟口に差し込んだイリステラの手を掴つかんだ。

「治療するのはいいけど、あたしの『婚約者フイアンセ』に手は出さないでね」

　その手を引き抜きながら、釘くぎを刺すように言う。イリステラはうつむき、アッシュは息を止めることしかできない。

「さ、早く行こ、アッシュ」

　気を取り直したように、リュカは顔を上げてアッシュの手を掴んだ。連れ立って歩き出しながら、アッシュはちらりとイリステラの様子を窺うかがう。

　妖艶に輝いていた眼は伏せられ、イリステラは悲しげにうつむいていた。その姿に声をかけることもできず、アッシュはリュカに引きずられるまま、同業者組合ギルドの中へと入っていった。




　ブルームランドにおける狩人ハンターの同業者組合長は、ノクス・ファーランドといった。

　白無地の市民服ダブレツトを着たノクスは、一見したところでは狩人ハンターというより役人に見える。リュカから受け取った紹介状を改める手つきも事務員のようで、リュカがわずかに不安そうな表情をしていた。

「確かに。では、あなたがエリスロスを狩ってくださるというわけですね」

　理知的な声でそう言って、ノクスは眼鏡めがねの奥で瞬まばたきをした。応接室に座る一行──リュカやアッシュ、それにイリステラとティリエルとキキモラを見て、咳せき払ばらいをする。

「それはそれとして──そちらの方々は、どういう？」

　当然の疑問だった。アッシュはともかくとして、イリステラとティリエルは明らかにどこかの令れい嬢じようといった雰囲気だし、キキモラなどは鳥かごに入れられた妖よう精せいなのだ。誰だれがどう見たところでただの観光客である。

　ノクスの言葉に、リュカとイリステラは同時に答えた。

「知らない人です」「同行者ですわ」

　リュカはイリステラのことをぎろりと見る。が、王女はどこ吹く風とその視線を受け流していた。ノクスは困こん惑わくしきりだったが、アッシュは説明を加えようとは思わなかった──王女さまが精せい霊れい獣じゆうを狩りにきたのだと伝えたところで、信じてくれるはずもないだろう。

　こほん、とノクスは咳払いをした。

「──まあ、とにかく、事情の説明をさせていただきます」

　そう言って、数枚の羊よう皮ひ紙しの束を差し出してきた。リュカはそれを受け取り、手慣れた様子で調べている。この周辺の地図をはじめとする資料のようだ。

「皆さんもすでにご覧らんになったでしょう。エリスロスは、あの巨大な積せき乱らん雲うんがかかった山の頂上に住んでいます。我々はそこを『エリスロスの住処すみか』と呼んでいるのですが、ここ一ヶ月ほど、今まで大人しかったはずのエリスロスが暴あばれるようになってしまったのです」

「暴れるとは、具体的にどんなふうに？」

　そう質問をしたのは、イリステラだった。リュカは資料をめくりながら、横目でじろりとイリステラをにらむ。

「山に入った狩人を見境なく襲おそうようになったのです。もともと友好的な魔ま獣じゆうとは言えませんでしたが、最近では山に入った瞬しゆん間かんに襲いかかってくる始末でして。人死には出ていないものの、このままでは我々は干上がってしまいます」

「人里に被害は出ていないんですか？」

「ええ。エリスロスが襲ってくるのは、あくまでも山に侵入したときだけです。──その、それも、男が」

「おとこ？」

　首をかしげたイリステラを、キキモラが見上げた。

「エリスロスは気まぐれな精霊獣ですけど、ひとつだけ特とく徴ちようがあって──その、女の人が大好きで、男の人が大だい嫌きらいらしいんです」

　ノクスは眼を瞬まばたかせて、キキモラのことを見つめた。鳥かごの中に入った、コウモリの羽を生やしたこびと──などというものは、生まれて初めて見るに違いない。

　それでも、ノクスは小さく頷うなずいて、キキモラの言葉に同意した。

「ええ、その方の仰おつしやるとおりです。実を言えば、リュカさんをお招きしたのはそれもあるのですよ。女の狩人ハンターなどというものは、国中を探しても数えるほどしかおりませんから。ましてエリスロスを狩るほどの腕利きとなれば──」

　ため息のように言って、ノクスは首を振る。が、評価されたリュカは不満そうだ。唇くちびるをとがらせながら、アッシュのことを振り返り、

「じゃあ、なに？　アッシュは連れて行けないっていうこと？」

　ノクスはアッシュをまじまじと観察してから、頷いた。

「アッシュさん、というのはそちらの方ですよね？　ええ、その、避さけたほうが賢けん明めいかと。ほかの同行者の方はともかく、男性が一緒にいるとなると──エリスロスにあっという間に嗅かぎつけられてしまう可能性がありますから」

「嗅ぎつけるって、そのエリスロスって馬はよほど鼻が利きくのね？」

　そう言ったのはティリエルで、それに答えを返したのはキキモラだ。

「エリスロスは大気に属する精せい霊れい獣じゆうですから、風に乗ってくる匂においには敏びん感かんなんですよ。香水でもまけば、当面はしのげるかもしれませんけど──」

「ほんと？　それなら、アッシュに香水を振りまけばいいの？」

　そんなことを言ったリュカに、ノクスが顔色を変えて首を振った。

「や、やめてください！　エリスロスは女好きなんですって！　香水の匂いなんてさせたら、どんな女性がやってきたのか、必ず確認しに来ます！　そこに男がいたとしたら──ああ、考えるだけでも恐ろしい！」

「……なんか、ずいぶん俗っぽい奴やつなのね」

　ティリエルが呆あきれたように言う一方で、アッシュはほっと胸を撫なで下おろしていた。にこにこと笑いながら、イリステラのことを見る。

「決まりですね。イリステラさま、ぼくたちは留守番です」

　むっ、と不満そうに、リュカとイリステラが同時にアッシュのことを見た。その視線にやや怖おじけつつ、アッシュは言いつのる。

「だ、だって仕方ないじゃないですか。ぼくがいたら危険なのでしょう？　それなら護ご衛えいの意味はありませんし、かといってイリステラさまをひとりで行かせることなんてできません。大人しく、ここで待っていましょう」

「アッシュ。あたしと一緒に来てくれないの？」

　ぽつりと、そんな言葉を落としたのはリュカだった。拗すねているようでもあり、寂さびしげでもある。アッシュはぐっと言葉を呑のんだが、どう対応すればいいのかはわかっていた。

「ぼくがいるときみの足手まといになるんだろ？　だったら、行くわけにはいかない」

「……それは、そうかもしれないけど……あたしが護まもってあげるのに……」

　そんなことを言い出したリュカに、ノクスが耐えきれなくなったように叫さけんだ。

「で、ですから！　わざわざ男性を連れて行くような危険な真ま似ねをしなくてもいいじゃないですか！　あなたは腕利きの狩人ハンターなのでしょう!?　それならそれらしく、狩りにだけ専念してください！」

　リュカはふてくされたような顔をして黙だまり込んだ。納得はしてないが理解はした、という表情だ。子供のような反応に、ノクスの顔に「大丈夫かこいつ」という色があからさまに浮かぶ。

　と、それまで無言で何事かを考えていたイリステラが、静かに口を開いた。

「……男の人がいたとしたら」

　そうつぶやいて、アッシュのことを振り返る。

　青い瞳ひとみが、アッシュの顔をじっと見つめている。

　なんだろう。

　危機は去ったはずなのに──どうしようもなく、嫌いやな予感がする。

「香水の匂においを嗅かぎつけてきて、男の人がいたら怒るのですよね？　では、そこにいるのが女の人だとしたら、少なくともそう見える人がいたとしたら、どうなるでしょう」

　待て。なんだ。そう見えるって？

　ノクスもまた、その言葉の意味がよくわからなかったのだろう。首をかしげつつ、彼は答えた。

「確かに、エリスロスが女性を傷つけるなどということは聞いたことがありませんね。女性の有志を募つのって様子を見に行かせたことがあるのですが、そのときはただ見られるだけで、なにもされなかったと報告を受けております。それも、伝説によれば気に入った少女を拐かどわかしてしまうこともあるらしいので、年配の女性ばかりを行かせたのですが」

　女ならば、山に入っても問題ない。

　イリステラはその事実を受け止め、頷うなずき、そして、




「前から思ってましたけど──アッシュって、女の子みたいな顔をしていますよね」




　そう言った。

「ええ、確かに。あたしもそう思ってました」

「……実を言うと、あたしも。昔っから、アッシュって女顔だなーって思ってた」

「そ、それはまあ、わたしもそう思いますけど」

　ほぼ一いつ瞬しゆんのうちに、その場にいるすべての女性がイリステラの言葉に同意した。イリステラの青い瞳ひとみがきらりと妖あやしげな光を灯ともし、ノクスのことを見み据すえた。

「ちょっと、着替えのための部屋をお借りしてもよろしいでしょうか？」




　　　　◆




　夏のブルームランドは、匂い立つほどの緑で溢あふれかえる。山道から見上げると、いっぱいに伸びた木々の葉によって空はほとんど覆おおわれているようだった。木こ漏もれ日びが顔に当たり、その少女は眩まぶしそうに眼を細め、麦わら帽子を深くかぶった。

　美しい少女だった。緩ゆるやかに波打つ薄金の髪かみ、どこか遠くを見ているような灰色の瞳。線の細い顔立ちはいっそ儚はかなげなほどで、長い睫まつ毛げを恥はずかしげに伏せると、誰だれもが守ってあげたくなるような可か憐れんな雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　花の刺し繍しゆうが施ほどこされた丈長服カートルを身に纏まとい、その少女は足早に、山道を歩いていた。

　その後ろにぞろぞろとついてくる一団があった。王女とメイドと狩人ハンターと『魔族エマ＝デモナス』。彼女たちが少女のあとを追いながら、好き勝手につぶやいている。

「ねえ、そんなに急ぐと危ないよ？　もうちょっとゆっくり行こうよ」

「まったくだわ。せっかくあたしが腕によりを掛けたっていうのに、汗で流れたらまたお化け粧しようをし直さなくちゃいけないでしょ」

「ええ、そうなってしまっては、可愛かわいいお顔が台無しですよ──アッシュ」

　アッシュは薄いシャドウを施されたまぶたを決して開こうとはしなかった。紅べにの塗ぬられた唇くちびるをぎゅっと引き結び、マニキュアが剥はげてしまうのではないかとティリエルが心配するほど両手を握にぎり締しめている。

　もちろん、屈くつ辱じよくのためである。

「……あの、アッシュさん……なんて言ったらいいのか……」

　ただひとり、キキモラだけが痛ましげな視線をアッシュに向けている。一番心配してくれるのが『魔族』というのはどういうことなのだろう。自分は今、人間性の底を垣かい間ま見みているのだろうか──などと考えていると、

「…………っ、わっ!?」

　着慣れない女の子の服に足を取られて、アッシュの身体が前に傾かしいだ。泥道に倒れ込もうとするところを、寸前に後ろから引き留とめられる。リュカだった。丈長服の襟えり首くびを掴つかんで、ぐいっと持ち上げ、アッシュは少女の一団に引き込まれた。

　狩人の同業者組合ギルドで、散々アッシュのことを弄もてあそんだ少女たちは、この山の中にあっても、自分たちが作り出した美び貌ぼうにため息をついていた。

「何度見ても、素す敵てきです……！　わたくしのメイドに欲しいくらい……！」

「あたし、ずっとアッシュのお嫁さんになるのが夢だったけど、今はアッシュをお嫁さんにするのもいいかなって思い始めてるよ……！」

「ねえアッシュ、こないだも言ったけど、やっぱり騎き士しやめてメイドにならない？　お給金は弾はずむわよ」

　口々に勝手なことを言う女どもに、ついに怒りが頂点に達した。この服を着せられたときにも口にした言葉を、再び怒ど鳴なり散らしてしまう。

「ぼ、ぼくは、騎士ですよ!?　なのに、なんでこんな格好を──！」

「あら。騎士だからこそ、ではありませんか？　わたくしの護ご衛えいをするためには、少なくとも女性の姿をしていなければなりません。アッシュはその役に、ぴったりなのです」

　イリステラは顔を上気させながら、あっさりとそう言った。

　そうなのだ。

『エリスロスの住処すみか』は男子禁制、女性でなければあっという間に怒りの雷いかずちに打たれてしまうのだという。そのために、アッシュは女性の格好をさせられているのだが、

「だからっ！　なんでここまでして山に入らなくちゃいけないんですかっ!?　イリステラさまが入らなければ、ぼくだってこんな格好をせずに済んだのにっ──」

「ですから、わたくしはこの国の王女として、エリスロスを説得しなくてはならなくて」

「リュカに任せればいいじゃないですか！　姫さまが行く必要はないでしょう!?」

「まあ、問題を人任せにするなんて、そんなことはできません！　国の頂点に立つものだからこそ、自ら赴おもむいて解決しなくてはならないのですよ！」

　きりっ。そんな音が出そうな顔で、イリステラはそう主張したが、アッシュはまったく信用しなかった。最初のうちこそ、それは本音だったのだろうが──今は、アッシュを女装させることのほうが優ゆう先せん事じ項こうになっているはずだ。イリステラはそういう、大たい義ぎを果たさなくてはならないという高こう潔けつな責任感と同時に、アッシュを辱はずかしめて喜びたいという変へん態たい的な欲望を持っている人間である。

「…………はあ」

　ひとしきり怒りを吐き出してから、アッシュはため息をつき、すべてを諦あきらめた。

　イリステラがそういう人間だということは初めからわかっていたし、彼女の身を守るためであれば、女装こんなことは些さ細さいなことだ──そう、自分に言い聞かせる。これまでも、アッシュはイリステラを護まもるために何度も泥を被かぶってきた。それと同じだと考えれば、仕方ないと諦めることはできた。

「もういいです。行きましょう。確かに、今のぼくなら、エリスロスも男だとは見抜けないでしょうし──」

「まあっ、納得してくれたのですね！　ではいかがでしょう、お城に帰ってから、時折はこういうファッションショーを開くというのは──あ、アッシュ？　どこに行くのですか？　まだ話は終わっていませんよ？」

　戯たわ言ごとを聞いている暇ひまはない。アッシュは再び、足早に歩きはじめた。

　しばらく歩くうちに、ふとティリエルが頭上を見上げた。晩ばん夏かの太陽に眼を細めながら、隣となりを歩くイリステラに話しかける。

「なんだか変な感じですね。こんなに日差しが強いのに、暑くないなんて」

「それは恐らく、ブルームランド一帯が王都より高い位置にあるからでしょうね。王家の避ひ暑しよ地ちが近くにあるというのは、本当なのですよ」

　ピンクのフリルがついた日ひ傘がさを、くるくると回しながら、イリステラはにっこり笑ってそう答えた。その姿は、どこから見てもピクニックを楽しんでいる令れい嬢じようだ。

「そうだ。これが終わったら、みんなで避暑地に寄っていきましょう。近くには湖もありますから、水遊びもできますよ──」

「そんなことは」

　と、脳天気なイリステラの言葉を、リュカの冷れい厳げんな声が遮さえぎった。

「終わってから言うことだね。それに、多分、涼すずしいのは山にいるからじゃない。アレのせいだと思うよ」

　くい、と顎あご先さきで示した先には──巨大な積せき乱らん雲うんが、渦うずを巻いていた。

　山さん麓ろくの上に積み重なるようにして、純白の雲がのしかかっている。見上げるほどに巨大な積乱雲は、ときおり不ふ穏おんなうなりをあげながら、真しん紅くの雷いかずちを山頂──『エリスロスの住処すみか』と呼ばれる場所に落としているのだ。

　一同は、揃そろって黙だまり込んだ。呑のん気きなイリステラでさえも、その表情を引き締しめて、山のような積乱雲を見上げている。

「言っておくけど──」

　と、リュカはその身をアッシュのほうに寄せ、彼の腕を取り、

「あたしは、あなたたちのことを足手まといだと思ってる。アッシュも役立たずの足手まといだけどね、彼はいいの、だってあたしの大切な人だから。でも、あなたたちは別に大切じゃない。だから、もしものときには、あなたたちのことを見捨てるよ」

　あっさりと、そんなことを言った。

　ティリエルがさっと気け色しきばむ。一介の狩人ハンターが王族に利きいていい口ではない。が、リュカはそんな彼女の表情を、むしろ楽しむように緑眼を光らせ、

「いいよね？　だってもともと、そっちが来たいって言い出したんだから。来るのは勝手だよ。でも、そのせいで死んじゃってもあたしのせいにしないでね。山では、自分の身は自分で守るしかないんだから。──まあ、アッシュは別だけど」

「……それは、わかっています」

　イリステラは小さな声でつぶやき、ちらりとティリエルに視線を向け、

「こちらにいるティリエルは剣技の名手ですし、わたくしも神しん聖せい魔ま法ほうを使うことができるのです。自分の身は──自分で、守ることができます」

「そ？　それならいいんだけど」

　ぎゅっと、リュカはアッシュの腕に自分の胸を押しつけている。アッシュは動どう揺ようし、顔を赤らめた。リュカにひっつかれることには慣れているが、三年の月日がリュカに与えた成長には慣れていなかった。

　そんな彼を、ティリエルがじっとりとした目つきでにらんでいたが──

　不意に、彼女はその顔を跳はね上あげた。

「……なに？　この音」

　耳をそばだてると、どこか遠くから風の音が聞こえてきた。それも、尋じん常じような強さの風ではない。指向性を持った嵐あらしのような、聞いているだけで空そら恐おそろしくなるほどの力を思わせる風鳴りだった。

「────」

　リュカの瞳どう孔こうが、瞬しゆん間かん、引き絞しぼられた。

　アッシュから離はなれると、リュカは片腕で器用に月げつ弓きゆうセレインフィリスを外しながら、もう片腕で近くの木にするすると登っていく。幹の出っ張りに足を引っかけ、片手だけで木の枝を握にぎって自分の身体を持ち上げ、あっという間に天辺に登る。

　そのリュカの頭上を──

　白く輝かがやくなにかが、凄すさまじい勢いきおいで走り抜けていった。

　きり、という、リュカが弓引く音がアッシュの耳を打った。

　しかし、引き絞った弓ゆみ弦づるが矢を放つより前に──凄まじいまでの暴ぼう風ふうが一帯に吹き荒れ、アッシュたちの身体を浮き上がらせた。

「きゃっ!?」

　イリステラの日ひ傘がさがばくんと音を立てて吹き飛んだ。間の悪いことにイリステラは日傘の柄に手首を引っかけていた。バランスを崩くずし、泥土の中に倒れ込みそうになったイリステラのことを、アッシュは慌あわてて抱きとめた。

「大丈夫ですか、イリステラさまっ!?」

「あ、は、はい、ありがとうございます、アッシュ──」

　アッシュの胸にもたれかかるように、イリステラは危ういところで転倒を免まぬがれていた。アッシュはイリステラの背中に手を回し、彼女を再び立ち直らせた。傍はた目めには、美しい二人の少女が抱き合っているようにも見える。

「……、あ……」

　ふと、イリステラがそんな吐と息いきを漏もらした。

　顔がさっと紅あかくなり、アッシュの腕をぎゅっと掴つかむ。その身体に──正確には、イリステラの胸に触れているアッシュの腕を、少しでも遠ざけようとする。

　その素そ振ぶりに気づいて、アッシュは慌あわてたように身体を離はなした。

「失礼しました。咄とつ嗟さのことでしたので、つい」

「いえ、き、気にしないでください、アッシュ、助けてくださったのですから──」

　そう言うイリステラの表情は、しかし、晴れない。機き嫌げんを損そこねてしまったのだろうか、と心配する一方で、しかしこの程度の接触ならば今までに何度もあったはずだ、とも思う。無礼には当たらないと思うのだが──

　そんなことを考えているアッシュの目の前に、リュカが飛び降りてきた。

「うわっ!?」

　ざっ、と音を立てて、沈み込むように着地。それから背筋を伸ばして、アッシュをぎらりとにらみつける。その視線のあまりの鋭さに、アッシュはなにも言えなくなる。

「……まったく、ちょっと眼を離すと、すぐこれなんだから」

　そんなことをつぶやいて、リュカは強引にアッシュとイリステラを引き剥はがした。

　イリステラは、そんな二人を、ちらちらと見つめている。その視線は──リュカの豊満な胸に寄せられているようだった。

「行こ。アッシュ」

　つぶやいて、リュカは歩き出そうとして──ぴたりとその足を止めた。

　不機嫌そうに眼を細め、空を見上げる。アッシュもそれに釣つられるように視線を上げ──ぎくりと、その身体を強こわばらせた。

　天上に一匹の馬が飛び回っていた。白く輝かがやき、時として紅い雷いかずちを纏まといながら、自在に空を遊ゆう弋よくするその精せい霊れい獣じゆうは、アッシュたちの来訪を歓かん迎げいしているようにも、また、嘲あざけっているようにも見えた。




　　　　◆




「……それで」

　と、藪やぶの中に身を潜ひそめながら、ティリエルがつぶやいた。

「アレを、どうやって仕し留とめるつもりなの？」

　リュカは、むっつりと唇くちびるを引き結んで、答えない。

　ただ、月げつ弓きゆうに煌こう矢しをつがえて、じっとそれを見つめているだけだ。

　一行は、現在、『最前線』の藪に身を横たえて、『エリスロスの住処すみか』を窺うかがっていた。

　小高い山の頂上には、一本の大きな木が生えていた。他のすべての木々は降り注ぐ雷で焼き尽くされ、焼け焦こげた土しか残っていないのに、その木の周辺だけは夏の盛りに相応ふさわしい緑土が残されている。

　その木の根元に、エリスロスは身を横たえていた。

　緑の草地は、まるで彼のための『玉座』のようだ。

　輝かがやくような純白の馬体は並外れて大きく、六本の脚が等とう間かん隔かくに生えていた。首筋を覆おおっているのは目が覚めるような真しん紅くのたてがみ。その瞳ひとみも同色で、彼が動くたびに、流れるような紅あかい光こう彩さいを空中に残している。額ひたいから生えた一本の角もまた紅く、低いうなりを常に発していて、エリスロスが全身に帯びる紅い雷いかずちはそこから生じているようだ。

　神こう々ごうしいほどに美しく、そして強大な、まごうことなき精せい霊れい獣じゆうの姿だ。

「……リュカ、あの……」

　やめておいたほうがいいんじゃないかな、と言おうとするが、リュカの横顔を見てなにも言えなくなってしまう。あるいは、ティリエルがその遠因になっているのかもしれない。半人狼族クオーターウルフリュカ・ケイニスは、野性的ではあるが誇ほこり高いのだ。このまま逃げ帰ることは、彼女の誇りをいたく傷つけるだろう。

「………………」

　リュカが、何度目かの試こころみをした。すなわち、煌こう矢しをつがえた月げつ弓きゆうを、音もなく持ち上げたのだ。木に寄り添そってうたた寝をするエリスロスの額に照しよう準じゆんし──

　瞬しゆん間かん、アッシュたちが隠かくれている藪やぶのすぐ目の前に、真まっ赤かな雷が落ちてきた。

「ぴいっ!?」

　びりびりと空気が震ふるえるほどの轟ごう音おんに、鳥かごの中のベッドに上半身を突っ込んでいるキキモラが、くぐもった声で叫んだ。

「も、もうやめてくださいっ！　やっぱり精霊獣を倒すことなんてできないんです！」

　リュカは顔をしかめ、月弓を下ろした。その途と端たん、木の根元に寝転んでいるエリスロスが、軽くその頭を振った。笑いながら肩をすくめたような、そんな人間くさい仕草だ。

　アッシュたちは藪の中に隠れているのだが、それだってあの精霊獣にはとっくにお見通しなのだろう。それでも放っておかれているのは、エリスロスにとってはアッシュたちの存在など、野山を行き来するリス程度のものでしかないからだ。それでも、リュカが害意を示したときだけは、先制するように近くに雷を落としてくる。

　要するに、遊ばれているのだ。

「……くそ……あの、馬野郎……！」

　歯ぎしりするように、リュカはそんな言葉を漏もらした。美しい横顔に焦あせりが浮かんでいる。ティリエルが、冷淡な口調で言った。

「あのさ。どうでもいいけど、狙ねらうならよそでやってくんないかな。アンタひとりで消し炭になるのは結構なんだけど、そのとばっちりを食らったらたまんないわ。自分の身は自分で守らなくちゃいけないんだから」

　リュカは殺意すら滲にじんだ眼でティリエルをにらみつけ、ティリエルは「なによやんの上等じゃないかかってきなさいよ」といった表情でそれに応じ、

「こら」

　ぺしん、と、イリステラがティリエルの頭に手を置いた。

「リュカさんに失礼ではありませんか、ティリエル。お仕事をしようとしているリュカさんの邪じや魔まをしてはいけません」

　最愛の主人に咎とがめられて、ティリエルは気まずそうに──というより、拗すねたように唇くちびるをとがらせ、そっぽを向いてしまった。

　不ふ審しんそうな視線を向けるリュカに、イリステラは真ま面じ目めな表情で、

「ですが、リュカさん。やはりわたくしたちの力では、エリスロスをやっつけることはできないのではないでしょうか？　あなたの腕を疑うたがうわけではありませんが、相手は自然の理を体現した存在。少々、人の手には余ります」

　リュカはますます表情を険けわしくして、

「……じゃあ、なに。尻尾しつぽを巻いて逃げろっていうの？」

「そうではありません。ですが、解決のためのアプローチを変えてみてはいかがでしょうと申し上げているのです」

「……？」

「つまり──こういうことです」

　そう言って、イリステラは藪やぶから足を踏ふみ出だした。

　その場にいる面々が、凍りついた。

　エリスロスも、ゆらりと馬首を上げてこちらに紅あかい眼を向ける。しかしイリステラは、それには気づかないように眼を伏せて、自らの衣服に張りついた葉を払いのけている。

　それから、イリステラは気負いなくエリスロスを見つめ──『玉座』へと歩き出した。

「いっ────!?」

　ティリエルが絶句する。イリステラが踏み出した先は、間断なく紅い雷いかずちが降り注ぐ焦しよう土どなのだ。そのうちの一条が、いつ王女の頭上に降ってきてもおかしくはない。

　ティリエルは鳥かごを放り出し、走り出そうとした。

　瞬しゆん間かん、その目の前に紅い雷が落ちて、ティリエルは反射的に足を止めてしまった。

　エリスロスだった。

　紅い眼を細めて、自分に近づいてくるイリステラのことをじいっと観察している。イリステラはその視線を受けながら、ゆっくりと彼の近くに歩み寄っていく。

　樹木の周辺、緑の残る『玉座』のすぐ手前で、イリステラは足を止めた。ワンピースの裾すそをつまんで、礼儀正しく頭を下げる。

「はじめまして。わたくし、イリステラ・クィンストラウスと申します。この地を統すべる人間の王国、クィンストラウス王国の王女を務めております」

　くるる──と、エリスロスは応ずるように喉のどを鳴らした。

　アッシュは藪やぶに身を潜ひそめながら、イリステラの思おも惑わくを察した。

　彼女は、エリスロスを説得するつもりなのだ。リュカの暴ぼう力りよくによらずとも、人間以上の知性を持つ精せい霊れい獣じゆうが相手ならば、言葉によって問題解決ができると考えたのだろう。

　鳥かごの中にいるキキモラに、アッシュはそっと尋たずねる。

「……精霊獣は、人間の言葉がわかるのか？」

　キキモラは、ベッドの中から頭だけを出して、アッシュをちらりと見上げ、

「そ、そういう種類もいると聞いたことはありますけど──そもそも、彼らは人間のことを下位の存在だと見なしています。言葉がわかったとしても、まともに会話してくれるかどうかはわかりません」

　震ふるえながらのキキモラの返答に、アッシュは顔を歪ゆがめた。あの神こう々ごうしい獣けものの前では、王女も平民も同じ人間に過ぎない。機き嫌げんを損そこねれば、平気で牙きばを剥むくだろう。ティリエルも、青ざめて二人のやり取りを見守っている。

　ただひとり、イリステラだけが、穏おだやかな微び笑しようを浮かべてエリスロスと相対している。

「あなたの寝ね床どこを踏ふみ荒あらしたこと、なにとぞお許しください。ですが、どうしても、わたくしたちはあなたにお尋ねしたいことがあったのです」

　エリスロスは答えない。答えられないのかもしれないし、答える気がないのかもしれない。馬首をかしげたその姿は、先を促うながしているようでもあった。

「なにゆえ、このように荒れ狂うのですか？　わたくしたち人間が、なにかあなたの気に障さわるようなことをしたというのならお詫わびいたします。ですが、それがなにかもわからない以上、わたくしたちにはどうすることも──」

　雷らい光こうと、轟ごう音おん。

　後ろから見ていたアッシュたちが、思わず眼を覆おおって耳を塞ふさぐほどの、圧倒的な自然の力がイリステラの周辺に降り注いだ。身を固くし、それでもアッシュとティリエルは、血を吐くような大声で叫んだ。

「「──イリステラさまっ!!」」

　しかし、彼らの敬けい愛あいする主人は無事だった。さすがに驚おどろいたように口を噤つぐみ、青い眼を丸くして、その場に立ちすくんでいる。

　イリステラのすぐ後ろの地面が、落雷によって黒くえぐり取られていた。

　エリスロスは、真しん紅くの瞳ひとみで、イリステラのことをじっと観察している。

　しばらくの沈黙のあと──イリステラは、口元に淡い笑みを浮かべた。

「……お戯たわむれを」

　イリステラの表情には、かけらの恐怖も浮かんではいなかった。あとほんの数歩、怯おびえて後ろに下がっていれば、焼け焦こげた死体に成り果てていたというのに。恐怖を毛ほどにも出さずに、イリステラはそよ風に吹かれるような微び笑しようを浮かべている。

　あるいは、あれこそが、王者の威い風ふうというものなのかもしれない。

「すごいね。あの人」

　後ろでじっと身を潜ひそめていたリュカが、ぽつりとそんな感想を漏もらした。無む意い識しきのまま、アッシュは頷うなずく。あの方こそが自分がお仕えすべき相手だということを、今さらのように実感したからだ。

「──申し上げましたとおり、あなたがこの辺りに雷らい雲うんを呼んでいる理由を、どうかお聞かせください。もしかしたら、なにかお手伝いできるかもしれませんわ」

　イリステラは説得を続ける。その姿に、エリスロスも興きようをそそられたようだった。

　立ち上がり、イリステラのことを、じっと見下ろす。

「イリステラさまっ！」

　鋭い真しん紅くの角を生やし、紅あかい雷いかずちを全身に纏まとった、巨大な白馬。小柄なイリステラの前では、なおさらエリスロスの威い容ようは怪物的に見えた。

　そんな怪物の前に、敬けい慕ぼする王女が、ただひとりで佇たたずんでいる。

　六つの蹄ひづめが緩ゆるやかに動き、イリステラに向かって足を踏ふみ出だした瞬しゆん間かん、アッシュは耐えられなくなった。

　気がつけば、アッシュはイリステラに向かって駆かけ出だしていた。

　紅い閃せん光こうが走り、いくつもの雷がアッシュの周囲に突き刺さる。威い嚇かくするようなその光景に、しかし、アッシュの足は止まらない。一直線にイリステラのところまで駆け寄ると、アッシュは彼女の前に出て、両腕を大きく広げた。

[image: ]

「アッシュ──!?」

　さすがに、驚おどろいたようにイリステラが叫んだ。それでも、アッシュは振り返らない──振り返ることができない。両腕を広げながら、彼は灰色の瞳ひとみを上げて、目の前にいるエリスロスをにらみつけ──

　そして、即座に後悔した。

　それはさながら、大河や大火に飛び込んでしまったときのような、本能的な後悔だった。目の前に開いている、真紅に燃もえ盛さかるエリスロスの両目を覗のぞき込んだだけで、アッシュは自分がどれだけ愚おろかな行こう為いをしたのかを悟さとった。

　アッシュは王ではない。恐怖を抑える術すべなど知らなかった。奥歯がかちかちと鳴り、膝ひざが震ふるえはじめた。

　それでも、アッシュは逃げ出そうとはしなかった。

　彼の後ろにいて、じっと自分の背中を見守ってくれる少女の存在が、アッシュに逃げ出すことを許さなかった。

「……うっ、くっ…………！」

　ともすれば悲鳴が出そうになる唇くちびるを噛かみしめて、灰色の瞳に涙さえ浮かべて、アッシュはじっとエリスロスをにらみつける。

　エリスロスは、紅あかい瞳ひとみをゆっくりと瞬まばたかせた。そうして、アッシュに鼻先を近づけ、わずかにその口を開き──

「決めたぞ」

　ぽつりとそんなことを言ったエリスロスに、目を瞠みはった、その次の瞬しゆん間かん。

　彼は歯を剥むき出だしにして、アッシュに噛かみついてきた。

「うわっ!?」

　身を固くするアッシュの襟えり首くびを噛み、エリスロスは大きく首を振った。アッシュの小さな身体は、それだけでいとも簡単に振り回され、放り出され──

　気がつけば、アッシュはエリスロスの背中に乗せられていた。

　わけもわからずしきりに瞬きをしていると、純白の馬体が浮かび上がった。アッシュを背中に乗せたまま、地面を蹴けって飛び上がり、そのまま空中を駆かけはじめる。

　イリステラはしばし、呆あつ気けに取られたようにそれを眺ながめていたが──やがて我に返って、大声をあげた。

「なにをしているのですか、アッシュ!?　王女わたくしを差し置いて、騎士あなたがさらわれてどうするのです！」

「ぼ、ぼくの意思じゃありませんよ!?」

　慌あわてて叫び返しながら、アッシュは必死にたてがみにしがみついた。すでにエリスロスの高度は危険域にまで差し掛かっている。これほどの高さから落ちれば、よくて骨折、悪ければ落命まであり得るのだが──

「アッシュ!!」

　リュカは、そんなことを頓とん着ちやくしてはくれなかった。艶つややかな黒くろ髪かみを逆立てて、緑眼を引き絞しぼり、猛もう然ぜんと走り出す。

　これほどの怒りを、かつてリュカが浮かべたことがあっただろうか。アンジェやミリィの事件があったときでさえ、あそこまでは怒り狂わなかったはずだ。

「アッシュを離はなせ！　この、クソ馬野郎っ!!」

　土を蹴け立たててイリステラの脇わきを駆かけ抜けて、リュカは月げつ弓きゆうを上げ煌こう矢しをつがえ、エリスロスの眉み間けんに照しよう準じゆんし──

　それを離はなそうとした瞬しゆん間かん、エリスロスの周囲をぐるりと大気が渦うず巻まいた。

　ごうごうと、耳に痛いほどの風鳴りに、アッシュは思わず身をすくませた。吹き荒れる暴ぼう風ふうの壁かべが、一瞬にしてエリスロスを取り囲んだのだ。彼は大気に属する精せい霊れい獣じゆうである。これだけの強風の前では、人の放つ矢など木の葉のように弾はじき飛ばされてしまうだろう。

　しかし──それは、ただの矢であればの話だ。

　ヘリオンフォロスはただの矢ではない、異教の太陽神が吐き出した灼しやく熱ねつの息吹いぶきである。一筋の閃せん光こうと化した煌矢は、暴風の壁をたやすく貫つらぬいて、そのままエリスロスの眉み間けんを撃うち抜いた。

「ハッ！　ざまあみろ！　アッシュに手を出した奴やつは、こう──」

　勝ち誇ほこったリュカの声は、途中で切れて、聞こえなくなってしまった。

　エリスロスはアッシュを背中に乗せたまま、変わらずに宙を駆け回っている。額ひたいの焼け焦こげた穴から煙を出しながら、六本の脚で宙を掻かき、『玉座』の周りをギャロップしている。

　立ち尽くすリュカの目の前で──エリスロスの額の穴が、一瞬で塞ふさがった。

「なっ！　ず、ずるい！　そんなのアリ!?」

　くるるるるああああああっ！

　周囲を駆けるエリスロスは甲かん高だかくいなないた。次の瞬間、額から生えた真しん紅くの角が、奇妙な輝かがやきとうなりを発し──

　そして、数百という数の紅あかい雷いかずちが、積せき乱らん雲うんからリュカの頭上に降り注いだ。

「リュカ！」

　思わず叫ぶ。しかし、幼なじみを心配する余裕はアッシュには与えられなかった。敵が沈ちん黙もくしたことを確認すると、エリスロスは風のような勢いきおいで急上昇し──雷らい鳴めいの轟とどろく積乱雲に、迷うことなく突っ込んでいった。













　　　第四幕　愛しき貴女の仰せのままに







　目を覚ますと、そこは見慣れない部屋だった。

「……ここは……」

　独りごちて、アッシュはベッドから立ち上がった。

　頭を振る。どうも記憶がはっきりしない。エリスロスに噛かみつかれて、背中に乗せられたところまでは覚えているのだが──

　ひび割れた窓の外を見ると、すでに闇やみ夜よが辺りを包んでいるようだった。

　満天の星と、ほの白い満月が遠くに浮かんでいる。淡い月光の下には、しんと静まり返った夜の森が広がっていた。

　自分は現在、山の中の建物にいて、エリスロスと出会ったときから数時間以上が経過しているらしい。アッシュはそんな推測を巡めぐらせ──

　その背中に、穏おだやかな声がかけられた。

「おお、起きたか。よかったぞ、あのまま目を覚まさぬのかと思った」

　ぎくりと身をすくませて、振り返ると──扉の外に、見知らぬ青年が立っていた。

　歳の頃ころは二十の半ばほど、白に近い銀ぎん髪ぱつと真しん紅くの瞳ひとみを持つ、凛り々りしい顔立ちの青年だ。身につけているのは緩ゆるやかな長衣ローブ──というより、古代の賢けん者じやのような外衣トーガである。落ち着いた所作の端はし々ばしから、洗せん練れんされた知性が漂ただよっていた。

　見知らぬものであるにもかかわらず、アッシュは彼が誰だれなのか、一いつ瞬しゆんでわかった。

　長い銀髪を掻かき分けるようにして、額ひたいから紅あかい角が生えていたからだ。

「…………エリスロス」

「ふむ。そうか、わかるか。さすがだな、我の見込んだ通りだ」

　満足げに頷うなずき、エリスロスは部屋の中に入ってきた。アッシュは後ろに下がり、丈長服カートルのポケットを探った。女装をしていてもアッシュは騎き士しである。左右のポケットには、使い慣れた双剣を隠かくしておいたのだが──

「やめておけ。そのようなもの、我の前ではなんの役にも立たぬぞ？」

　くつくつと笑うエリスロスに、アッシュは悔しげに唇くちびるを噛かんだ。確かに、双剣を手にしたところで、エリスロスの雷らい撃げきの前には避ひ雷らい針しんの役目も果たさないだろう。

　アッシュの緊張を解くように、エリスロスは優やさしげな笑みを浮かべ、

「向こうに食事を用意してある。人間の口に合うかどうかはわからぬが──ここで立ち話を続けるよりは、腰を落ち着けてゆるりと話そうではないか」

　エリスロスは壁かべにかけられたランプを外し、アッシュを見た。瞳どう孔こうのない、真紅に染そまった眼球。人外であることを示すその瞳には、限りない優しさがあるように思えた。

「……わかりました」

　アッシュは慎しん重ちように頷いた。少なくとも、エリスロスは悪意があってアッシュをさらったわけではないらしい。話し合いができるのなら、それに越したことはないのだ。

　エリスロスは満足げに頷き、歩き出した。警けい戒かいを途切れさせないように注意しながら、アッシュは彼と共に、部屋から出て行った。




　どうやら、この建物は打ち捨てられた神殿らしい。

　エリスロスの後ろを歩きながら、アッシュはそんなふうに推測をした。

　中ほどからへし折れた石の柱や、半壊した石の壁などは、かつて訪れたクィンストラウス王家の聖堂を思い出させる。ただ、この神殿は聖堂よりもずっと古く、それだけにずっと崩ほう壊かいが進んでいた。床や壁には苔こけが生え、天井などは抜けていない箇か所しよのほうが少ない。

　前を行くエリスロスに、アッシュは尋たずねた。

「ここが、あなたの家なのですか？」

　笑みを含んだ声が返ってくる。

「家か。なかなかおもしろい表現だな。まあ、そう呼ぶこともできるかもしれぬ。我が住んでいるわけではないが」

　家だが、住んでいるわけではない。なぞなぞのような言葉に首をかしげていると──

　不意に視界が開け、礼拝堂が目の前に現れた。

　百人からなる人数を収容することができそうなほどの、広い空間。石造りの長なが椅い子すが放射状に広がっているが、長い年月に浸しん食しよくされ、そのほとんどが原形を留とどめていない。天井は半分ほどが抜け落ちて、そこから差し込む月光が、壁かべ際ぎわの壇だん上じよう、信仰の中心であったと思おぼしき石像を照らし出していた。

　額ひたいから角を生やし、六本の脚を持つ、白馬の像だった。

「かつてここには、我を神と崇あがめる人間が多く住まっていた。そのための像もある。であるからには、ここは我が家であると言っても過言ではなかろう」

　その光景と、エリスロスの言葉に思い当たることがあった。騎き士し見習いとして教育を受けてきたアッシュは、帝国の宗教史も学んだことがある。

「……昔は、大陸のあちこちに『唯ゆい一いつ神しん』以外の異教があったのだと、聞いたことがあります。もしかして、あなたはその異教の神と見なされていたのですか？」

　一なる神だけを崇める『唯一神』信仰の広まりと共に、そういった地方信仰は排はい斥せきされたのだと教わっていた。あるいはエリスロスが荒れ狂っているのも、それと関わりがあるのではないかと考えたのだが、

「まあ、そんなところだ。どうでもいいことだな」

　エリスロスはあっさりとそう言って、肩をすくめた。

「ど、どうでもいいことって」

「人間は我を神と崇め奉たてまつった。他の神が現れたとき、人間は我を神ではないと見限った。すべて我関せず、勝手に始まり勝手に終わった話だ。どうでもいいことだよ、人間の子。どうでもいいことだ。せせこましき人間がなにをしようとも、な」

　くつくつと笑うエリスロスを、アッシュは呆あつ気けに取られたように見つめた。

　精せい霊れい獣じゆうの感覚というものは、人間のそれとは大きく異なっているらしい。寂さびしいとか悲しいとか、そういった感情とは無む縁えんのようだ。

「それよりも座りたまえ、人間の子よ。ささやかながら、歓かん迎げいの宴うたげを開こうではないか」

　勧められるまま、アッシュは一房のブドウを目の前の小皿に取った。そうしながら、ちらりとエリスロスを見上げ、思い切って尋たずねる。

「……わかりません。あなたは人間に関心を持たないのに、どうしてぼくを連れてきたのですか？　こんな食事まで用意して、どうして歓迎してくれるのでしょう？」

　先ほどの話から判断する限りでは、エリスロスは本当に人間の動向に興味を持っていないようだ。その彼が、どうしてアッシュのことを歓待してくれるのか──その理由が、どうしてもわからなかった。

　エリスロスは沈ちん黙もくする。顔をやや上向けて中空を見つめる。そうして、彼はしばらく何事かを考えていたようだったが、やがて諦あきらめたように首を振った。

「……だめだな。このときのために、人間の書物を色々と読んだのだが。どうも、気の利きいた台詞せりふが出てこんな」

「書物……？」

「まあよい。もともと、あのような気取った詩歌は我の好むところではない。我は自然である。ゆえに自然を好む。であるから、単刀直入に申し入れよう」

　エリスロスは身を乗り出した。彼の長い腕は、易やす々やすとテーブルを乗り越えて、アッシュの手を、優やさしく、柔らかく握にぎり締しめた。

　アッシュは三回ほど、瞬まばたきをした。

　ざわざわと、胸の奥が騒さわぎはじめる。覚えのある感覚だった。慣れ親しんでいるとさえ言っていい。イリステラに仕えるようになってからの数ヶ月で、すっかり日常のものとなってしまった感覚だった。

　アッシュはそれを、『嫌いやな予感』と呼んでいる。

　なによりもその予感を確たるものとしたのは、ネクタルの同業者組合ギルド長、ノクスの言葉だった。彼は確か、こんなことを言っていたはずだ。

『伝説によれば気に入った少女を拐かどわかしてしまうこともあるらしいので──』

　そして、エリスロスは穏おだやかな笑みと共に、アッシュに向かってこう告げたのだった。




「光栄に思え。汝なんじは我が妻として選ばれたのだ。共にたくましい子供を産み育て、一族に繁はん栄えいをもたらそうではないか！」




　　　　◆




「もう、なにしてんの！　追いていくよ！」

　リュカは木の上で振り返り、苛いら立だたしげにそんな言葉を投げ落とした。

「────ッ、あのね！　こっちはアンタと違って、山の中を飛び回ったりするのに慣れてないの！　イリステラさまだっているんだから、少しペース落としなさいよね！」

　わずかに肩を上下させて、ティリエルは叫び返す。その背中ではイリステラが、ぐったりともたれかかるようにして歩いていた。貴族に山歩きは過か酷こくすぎるということなのだろうが、リュカにはそこに気配りをする能力も、そのつもりもなかった。

　枝の上でしゃがみ込み、べ、と舌を出す。

「はん。だったらお城の中で、ドレスの着せ合いっこでもしてりゃよかったじゃん。あたしは、一秒でも早くアッシュを助けたいの！　あんたらみたいなノロマに付き合って時間を無む駄だにしたくない！」

「こ……のッ……！　城に帰ったら、不ふ敬けい罪ざいで告発してやるわ……！」

「い、いけませ、ん。ティリエル。けんかを、しちゃ、だめ──」

　仲ちゆう裁さいしかけたイリステラは、けほけほとむせた。完全にグロッキーである。『エリスロスの住処すみか』からここに至るまで、木々を掻かき分け山を越え、沢を渡わたって谷を越えてきたのだから、当然といえば当然かもしれない。

　しかし、アッシュの救出にはやるリュカの眼から見れば、彼女たちは足手まとい以外の何物でもなかった。

　──もう、見捨てて先に行っちゃおうかな。

　何度目かの考えが、リュカの脳のう裏りにぽかりと浮かんだ。それは魅み力りよく的な考えのように思えたが、右手に抱えた鳥かごからすかさず否定する声が飛んだ。

「りゅ、リュカさん、だめですよ。アッシュさんを助けるためには、イリステラさまとティリエルさんの協力は欠かせないんですから」

　むう、と唇くちびるをとがらせて、リュカは鳥かごを覗のぞき込んだ。

　キキモラは、鉄格子を掴つかみながら、じっとこちらを見上げている。彼女の金色の瞳ひとみに、うっすらと不ふ思し議ぎな模も様ようが浮かんでいるように思えた。金色に輝かがやくその眼を見つめ、それからキキモラになにかを言われると、どうしても彼女の言うことを聞きたくなってしまうのだ。

　やがて、リュカはため息をついた。木から飛び降り、その根元にしゃがみ込む。

「な、なによ」

「休きゆう憩けい。ちょっとだよ。あたしはすぐにでもアッシュのところに行きたいんだから」

　身構えたティリエルに、つっけんどんにそう答えて、リュカは背中の雑嚢サツクを目の前に広げはじめた。

　アッシュをすぐにでも助けたいのは山々だったが、その前に休憩と腹ごしらえをしておかなくてはならない。幸い、匂いの感じでは、アッシュはもうすぐそこにいるはずだ。先ほど樹上から見えた、石造りの廃はい墟きよが怪あやしい。

「た、助かります、リュカさん。ありがとう、ございます」

　息も切れ切れにそう言って、イリステラはよろよろとその場に腰を下ろした。ティリエルは不ふ審しんを消そうともせず、イリステラの隣となりに座る。

　鳥かごの中で、キキモラがほっとしたように、

「──よかった。本当に効きやすい人で──」

「ん？　なんか言った？」

「い、いえ！　別に！」

　慌あわてて首を振ったキキモラに、リュカは不思議なものを見るような眼まな差ざしを注いでから、ふいっと興きよう味みを失った。まあ、どうでもいいや。

　そのとき、きゅう、という音が鳴った。

　顔を上げる。イリステラたちのほうを見る。ティリエルは驚おどろいたように眼をぱちくりさせていたが、イリステラは真まっ赤かになった顔を伏せていた。と、その右手がティリエルの肩をぱしりと叩たたき、

「も、もう、ティリエルったら、そんなにお腹なかが空すいたのですか？」

「えっ」

「まあ、お、お腹が空いては戦うことはできませんから、あの、どうでしょうリュカさん、この辺りでお食事にするというのは──」

　リュカは首をかしげ、イリステラのことを見つめた。

　イリステラは顔を伏せ、もじもじと手の指を絡め合わせている。

「……うん、まあ、別にいいけど。最初からそのつもりだったし」

「本当ですか！　ありがとうございます！　ティリエル、ティリエル、リュカさんのお許しが出ましたよ。お弁当を出してくださいな」

「……ピクニックじゃないんですけどね」

　苦笑しながら、ティリエルは雑嚢サツクの中からバケットを取り出して、口を開けた。ハムやレタスやスモークサーモンやスクランブルエッグなどを挟んだ、色とりどりのサンドイッチ。余ったスペースには小さめのビスケットが詰められていて、ティリエルはそれをつまみ、鳥かごの中に押し入れた。

「はい。これはアンタの分。砕くだいて食べなさいよ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　キキモラは嬉うれしそうに顔をほころばせ、ビスケットを両手で抱えてテーブルの上に置いた。どこからともなくハンマーを取り出し、砕いて食べはじめる。頬ほおいっぱいにビスケットを食べるその様は、リスのようで非常に愛らしく、そして、おいしそうだった。

　リュカは手元の雑嚢を覗のぞき込んだ。そこにはリュカの弁当がある。

　干し肉である。

　リュカにできる食事の用意といったら、これくらいのものだ。

「…………」

　豪ごう華かなサンドイッチを口にする王女たちの前で、リュカは無言のまま干し肉を食いちぎりはじめた。ふっ、という音に眼を上げれば、ティリエルが勝ち誇ほこるような笑みを浮かべてわずかに首を振っていた。やっぱりここでケリをつけてやろうか、と思う。

「あの、リュカさん」

　と、イリステラが、サンドイッチがたっぷり詰まったバケットを差し出してきた。

「もしよろしければ、お弁当を交換していただけませんか？　わたくし、そういった食べ物を一度でいいから食べてみたかったのです。ご迷惑かもしれませんが、ぜひ」

　リュカは、イリステラの微笑ほほえみをまじまじと見つめる。

　かけらほどの同情も、哀あわれみもない。真情のこもった笑みだった。

「…………」

　リュカはしばらく無言でいたが、やがて干し肉の一切れをバケットに載せ、その代わりにサンドイッチをひとつつまんだ。マスタードの利きいたハムサンドだ。

　それを囓かじりながら、思う。

　イリステラは、自分に欠けているすべてのものを備えているように見える。

　もちろん、リュカは自分のことを高く評価している。相手が王女だとしても、引け目を感じることなどなかった。自分がイリステラよりも強いことは間違いなかったし、山に生きるリュカにとって『強い』ということは最上の価値であるからだ。

　けれど、それでも。

　自分が、あのとき──エリスロスに雷いかずちを落とされたときのイリステラだったとしたら、あそこまで堂々と振ふる舞まうことができただろうか。

　それを考えるたびに、イリステラもまた『強い』のだと実感する。リュカが持っているものとはまったく別次元の強さ。イリステラは、それを備えている。だからこそ、アッシュは彼女に仕えているのかもしれない──

　と、そんなことを考えていると、イリステラが微笑みながら尋たずねてきた。

「あ、あの、リュカさん。お味は、どうでしょう──？」

「おいしいけど、ぴりぴりする。鼻が利きかなくなりそう」

　正直に答えると、ティリエルがムッと眉まゆを寄せ、リュカをにらみつけてきた。リュカは軽くにらみ返したが、なんだか喧けん嘩かをする気にはなれなかった。代わりにイリステラに向き直り、尋ね返す。

「そっちは？　どう？」

「あ、はい、このお肉ですね。ええ、とっても──」

　イリステラは小振りな口を開いて、干し肉を遠えん慮りよがちに囓り取ろうとして、その動きがぴたりと止まった。

　噛かみちぎれない。

「……どしたの？」

「は、はの、ひょっほ、はっへ──」

　イリステラは必死に歯を立てて、干し肉を噛みちぎろうとしている。むぐむぐと、ぐにぐにと、顔を赤くして格かく闘とうしている。

　リュカは思わず、

「ねえ。そんなに無理して食べなくてもいいよ」

「は、はひほ──！」

　そうして、ようやくイリステラは、ぶぢん！　とほんの一部分を噛かみ切った。

　もぐもぐもぐもぐ、ぐにぐにぐにぐに、ごくん。

「──、な、なにを仰おつしやいますやら。無理などしていません。食べたかったのですから」

「……あっそ。で、味は？」

「あ、味ですか。ええ、その、とっても──布みたいな、お味でした」

　取り繕つくろい、澄すまして答えたイリステラに、リュカは緑眼を丸くして──

「…………ふっ」

　小さく、声に出して、笑ってしまった。

　イリステラは、ぱっと頬ほおを染そめる。それでもリュカは無ぶ遠えん慮りよに、くすくすと笑いつづけた。リュカだけではなく、ティリエルもキキモラも、口元を押さえてうつむき、その肩を小さく震ふるわせている。

「な、なんですか、あなたがた！　無礼ではありませんか!?」

　イリステラは腕を振り回してそう主張したが、顔を真まっ赤かにしてそんなことを叫ばれても、愛らしいだけで少しも怖くない。笑っている腹の奥底で、リュカはそう感じている自分を発見して、驚おどろきを覚えた。自分が、アッシュ以外の誰だれかを、「可愛かわいい」と思うことがあるなんて。

　イリステラは拗すねたような顔をしていたが、やがて仕方なさそうに自分も笑い出した。そうして、少女たちは、しばらくささめくような笑い声を夜の森に響ひびかせていたが──

「あの」

　ふと、イリステラは笑いを収め、真剣な表情で尋たずねてきた。

「リュカさん。あの、リュカさんは、アッシュのことが──、お、お好き、なんですよね」

　意外な質問にリュカは眼をぱちくりさせた。なにを今さら、とも思う。

「そうだよ。好きっていうか、大好き。愛してる」

「あ、愛──な、なるほど。あの、ぶしつけな質問をしても、よろしいでしょうか？」

　リュカはこっくりと頷うなずいた。

「リュカさんは、アッシュの、どんなところがお好きなのですか？」

「……あ。それ、あたしもちょっと気になってた」

　イリステラのあとに続いて、ティリエルがぽつりとつぶやいた。鳥かごの中では、キキモラも金色の瞳ひとみを輝かがやかせて、うんうんと頷いている。

　リュカは首をかしげ、

「どこって言われても。全部？」

「そ、それではよくわかりません。わたくしには、リュカさんはアッシュのことをあまり評価していないように思えたのです。役立たずとか、足手まといとか仰ったり──でも、それなら、どうしてリュカさんはアッシュのことを好きになったのですか？」

　まっすぐな問いかけに、リュカは緑の視線を宙にさまよわせた。

　そんなことを考えたことはなかった。太陽はなぜ眩まぶしいのかと聞かれたようなものだ。リュカにとって、アッシュのことを愛し、彼と結婚して丈夫な子供をたくさん作るということはすでに決まっていることだった。理由を考えたことなどない。

　しかし、イリステラはじっとリュカを見つめている。

　なぜか、その眼まな差ざしに抗することはできなかった。ぽつぽつと、話しはじめる。

「……あのさ。アッシュから、聞いてる？」

「なにを、でしょうか？」

「あたしが『半人狼族クオーターウルフ』──人間じゃないってこと」

　一同は息を呑のんだ。その表情には驚おどろきが浮かんでいるが、それはリュカの正体を知ったからではなく、リュカが自ら正体を明かしたということに驚いているようだった。

「やっぱり知ってるみたいだね。アッシュが教えたの？　それだけ、あなたたちを信頼してるっていうことかな」

　片かた膝ひざを抱き、木の幹にもたれて座りながら、リュカはつぶやく。

「このことを知ってる人は、故こ郷きようでもほとんどいないんだ。ママとパパ以外では、アッシュとアッシュのお父さんくらい。アッシュのお父さんは領主さんだから、ママが『人狼族ワーウルフ』だってバレそうになったときに、いろいろ助けてもらったんだって」

「……それがバレると、やっぱり、その、まずいわけ？　亜あ人じんと人間は敵対しているわけじゃないと思うけど」

『大陸』に亜人種は数多くいるが、『人狼族』もその一種ということになるのだろう。しかしリュカは首をかしげた。その辺りのことには、あまり興きよう味みがないのだ。

「さあ、あたしにはよくわかんないけど──少なくともママは、まずいって思ってたみたいね。あたしにも、このことは誰だれにも教えちゃいけませんって言ってたし。でもね、やっぱり、わかっちゃうの。あたしが普通じゃないってこと」

「…………」

「子供のときにさ、友達ができるじゃない。その子たちと一緒に遊ぶでしょ？　そしたら、どうしたってわかっちゃうの。だってあたしだけだったもん。一足飛びに木の枝まで飛び上がれたり、普通に走って犬を捕つかまえられたり、ちょっと押しただけで友達の骨を折っちゃったりできるのは」

　リュカは淡々と語る。そのことについて後悔はない。ママはきっと、自分がもう少しうまく振ふる舞まうことを期待していたのだろうが、残念なことにリュカはその期待には応こたえられなかった。自分の力を抑えるということが、リュカにはできないのだった。

「だから、当然なんだけど、みんなあたしから離はなれていった。当たり前だよね。あたしにはそのつもりはなくても、ちょっとしたことでみんなに怪け我がさせちゃうんだからさ。あたしだって、嫌きらわれてるのがわかっても友達でいようとするほど、図太くないし。だから、ずっとひとりでいたの」

　そうして、リュカは眼を閉じ、ぽつりと付け加えた。

「アッシュに会うまでは、ずっと、ひとりだった」

　イリステラは、息を詰めてリュカを見つめている。その表情を見るうちに、聖女とさえ仰あおがれる王女が、きゅっと唇くちびるを噛かんだことに、リュカは気づかない。

「アッシュは変な子でね。他の子供があたしから離はなれても、あたしと遊ぶのをやめようとしなかった。あたしは最初は意地になって、友達なんていらないって、ずいぶん乱らん暴ぼうしたんだけど──アッシュは、あたしにどんな怪け我がをさせられても、次の日にはまたあたしの家に来るの。沢に魚を捕とりに行こう、とか、サーカスが来たから見に行こう、とか。おかしいでしょ？」

　そう言って、リュカは自分でおかしそうに笑った。

「そのうちに、あたしも意地を張るのをやめて、アッシュとずっと一緒にいるようになった。遊ぶときも、お風呂のときも、寝るときも、一緒。だから、ううん、なんていうのかな」

　そこで、リュカは困こん惑わくしたように眉まゆをひそめ、イリステラを見返し、

「どうして好きになったのか、って聞かれたけど、あたしにしてみれば、アッシュを好きにならない理由のほうが見当たらないよ」

　イリステラは、その視線に打たれたように、顔を伏せた。

「今までずっと一緒にいたんだから。これからも、ずっと一緒にいる。ずっと一緒にいたい。アッシュがどんなに弱くても役立たずでも足手まといでも、そんなのは関係ないの。その分あたしが強ければいいだけの話だから。アッシュはただアッシュでいてくれればいい。そうしてあたしの傍そばにいてくれれば。それ以上のことは求めないわ」

　イリステラも、ティリエルも、キキモラも──リュカの想おもい、その強さに裏打ちされた自信を目の前にして、一言も放つことができない。リュカはそんな彼女たちを不ふ思し議ぎそうに眺ながめてから、サンドイッチの最後のひとかけらを口に放り込んだ。

「ごちそうさま。おいしかったよ。ぴりぴりするけどね」

「……あ、う、ん。お粗そ末まつさま」

　リュカはティリエルに丁てい寧ねいに頭を下げ、ティリエルは気け圧おされるように頷うなずいた。

　それから、リュカは立ち上がる。暗銀の月げつ弓きゆうと暗金の煌こう矢しを確かめて、先ほど偵てい察さつした石造りの建物、その方角を見定める。

　アッシュと、アッシュを奪うばった獣けもののいる方角を。

「さて、それじゃ、そろそろ休きゆう憩けいはおしまい。行きましょうか。──あ、それと、これは覚えておいてほしいんだけど」

　そう言って、リュカは一同を振り返り。

　にっこりと、笑った。

「あたしはアッシュのことが好きで、大好きで、愛してるから、他の誰だれにも渡わたすつもりはない。獣けものでもメイドでも王女さまでもね。アッシュに手を出す奴やつには、誰だれであろうと黒こげの蜂はちの巣になってもらうから、そのつもりでいてね？」

　狼おおかみが牙きばを剥むくような、それは、威い嚇かくの笑顔だった。




　　　　◆




　一方その頃ころ、朽くち果はてた神殿の礼拝堂で、アッシュ・ウィリアックは引きつった笑顔を浮かべていた。

　花の刺し繍しゆうが施ほどこされた丈長服カートルの膝ひざ元もとに、麦わら帽子を抱き寄せて、凍りついた笑みを浮かべているその姿は、エリスロスの眼にも『警けい戒かい』と映ったらしい。彼は紳士的な仕草で肩をすくめ、

「恐れずともよい。我をそこらの薄汚い牡おすと同じように思ってもらっては困る。なにも無理矢理、汝なんじに子を作らせようというわけではないのだ」

「え、そ、それじゃ──」

「ああ。汝の心が変わるまで、幾いく年ねんでも幾十年でも待つ気でいるぞ。安心するのだ」

　それでなにを安心しろというのか。

　アッシュはぎこちない笑みを浮かべる一方で、必死になって事態を飲み込まなくてはならなかった。飲み下すにはいささか巨大すぎる事実だったが、それでも、アッシュの喉のどは『自らが仕える美しき王女がメイドに鞭むちを打って喜ぶ変へん態たいだった』という事実を飲み込んだ実じつ績せきがある。

　エリスロスは精せい霊れい獣じゆうである。精霊であるが、同時に獣なのだ。

　自由気ままに生きているように見えて、獣には大きな二つの使命がある。

　生存することと、そして、繁はん殖しよくすることだ。

　そして、アッシュはその繁殖の相手に選ばれたのだ。

　光栄にも。

「そう、光栄に思うがよい！　精霊の子を宿すなど、世に数多あまたいる定じよう命みようの者たちには決して浴することのできぬ誉ほまれであるぞ！」

　陶とう酔すいするように、エリスロスは胸に手を当ててそう宣言した。

　確かに、神話や伝説には、天使や精霊といった『人間以上』の存在に見初められ、その妻として迎え入れられた女性が何人もいる。

　しかし、世に無数ある伝でん承しようの中でも、神霊の妻として迎え入れられそうになった『男性』は、アッシュが初めてであるに違いない。

　アッシュの肩が小刻みに震ふるえはじめた。

　男として生まれて、これ以上の屈くつ辱じよくは滅めつ多たにお目にかかれないだろう。

　その態度を別の意味に受け取ったのか、エリスロスは気き遣づかわしげに、

「……ふむ。怯おびえさせてしまったか。先ほども言ったが、我は汝を無理にどうこうしようと思っているわけではないのだ。それだけは、どうか、理解してほしい」

　両腕を広げ、エリスロスはにっこりと笑い、

「おお、そうだ、そういえばまだ汝なんじの名前を聞いていなかったな。いつまでも人間と呼ぶのでは差し障さわりがある。名を教えてはもらえまいか」

「あ、はい、えっと、アッシュといいます──」

「ほう。なにやら男のような名前だが」

「──というのはあだ名で、本名は、えっと──そう、アシュリー・ウィリアックと申しますっ！　よ、よろしくお願いしますっ！」

　エリスロスは満足げに頷うなずき、

「アシュリーか。良き名だな。そう呼ばせてもらっても構わぬだろうか？」

「……はい、お好きに、どうぞ、エリスロスさん……」

「敬称はいらぬ、ただのエリスロスでよい。おお、どうだ、アシュリーよ。互いの名を知ったことで、先ほどより一段と我らの距きよ離りが近づいたとは思わぬか？」

　真しん紅くの瞳ひとみを愉ゆ快かいげに細めるエリスロスに、アッシュはぎこちない笑みで応じる。

　そうしながら、彼はキキモラの言葉を思い出していた。

『──エリスロスは気まぐれな精せい霊れい獣じゆうだけれど、なによりも男を嫌きらうんです。同じ山にいるだけで、あっという間に嗅かぎつけて雷いかずちを落としてくるほどだって──』

　さて、では、そのエリスロスが、自らが妻と見初めた少女が、実は少女の姿をしただけの男だと判明したら、果たしてどうなるだろう。知らないほうがいいことほど、知ってしまいたくなるのは、人のサガというものである。

「で、でも、ひどいです、エリスロス。ぼ──、わたしの名前を男みたいだなんて」

「っはっははは、いや、すまんな。人間を妻に迎えると決めてから、汝らの習慣は書物で学んでいたのだが、微び細さいなところにまではどうしても気が回らなくてな」

「……あの、もしも。もしも、ですよ？　わたしがあだ名の通り、男だったら──どうなさいます？」

　エリスロスは眼を瞬まばたかせ、それから、ふっと笑った。

「アシュリーよ、我を試しているつもりか？」

　ぎくり、とアッシュの心しん臓ぞうが痛いほどに鳴った。

「あまり我を侮あなどらないでもらいたいものだ。それは要するに、不ふ遜そんにも我を欺あざむき、この聖域に足を踏ふみ入いれた薄汚い牡おすがいたら、我がそのものをどう扱うかということであろう？」

　どきどきと、まだ鳴っている胸をほっと撫なで下おろしながら、アッシュは頷き、

「え、ええ、そういうことなのですけど」

「安心しろ。我は汝が思うよりずっと寛かん容ようである。そのような不届き者に対しても、ひとつかみは残してやろうではないか」

「……ひとつかみ？　えっと、それは、どういう……」

「それだけの灰が残っていれば、葬そう儀ぎも墓もきちんとしたものが用意できるであろう」

　そう言って、エリスロスは軽やかに笑った。

　しかし本気だ。本気の眼だ。アッシュは一緒になって笑い声をあげながら、それだけはきっちりと観察した。今のやり取りでわかった。自分が男であることがバレたら、その瞬しゆん間かん、アッシュ・ウィリアックという存在はこの地上から消しよう滅めつする。

　冷や汗が頬ほおを伝う。それが化け粧しようを剥はがし、自分の正体をバラしてしまうかもしれない。その想像が恐怖を呼び起こし、冷や汗を湧わき出ださせるという悪あく循じゆん環かんである。

「ご、ごちそうさまでした……」

　とりあえず、間をつなぐために、アッシュは小皿を押し出して、そう礼を述べた。ブドウを一房食べただけだったが、食欲は完全に消え失うせている。

「それだけでよいのか？　ずいぶん小食なのだな」

「は、はい。昔からそうなんです。お気になさらないで、どうも、ありがとうございました」

　にっこりと笑いかけると、エリスロスは眩まぶしげに真しん紅くの眼を細めた。その反応が、思い人に笑いかけられて自尊心を満たされる男の表情だとは、アッシュは気づかなかった。




　エリスロスは自身が言うとおり、誇ほこり高く紳士的な精せい霊れい獣じゆうだった。

　真夏とはいえ、山の夜は冷える。頭上に大穴が開いた礼拝堂では、その冷気を防ぎきることはできない。エリスロスはともかく、人間であるアッシュにはずいぶん寒さがこたえていたのだが（着慣れない丈長服カートルのせいでもある）、エリスロスはそれを見越して、暖だん炉ろのある部屋に案内してくれた。

「すごい……です、ね」

　ロッキングチェアに腰かけ、ぱちぱちと薪まきの爆はぜる音を耳にしながら、アッシュはそんな感想を絞しぼり出した。エリスロスは揺り椅い子すを揺らしながら、満足げに足を組んでいる。

「気に入ったのなら、ここを汝なんじの部屋とするがよい」

「え、で、でも」

「ここは我の部屋ではない。妻として迎え入れるもののために用意した、いくつかの部屋のひとつに過ぎぬ。『貴族の間』という名をつけたが、もう少し豪ごう奢しやな部屋がよければ『王おう侯こうの間』、簡素な部屋がよければ『市民の間』を用意してあるぞ」

　アッシュは呆あきれたように、

「そ、そこまでしてくれなくても──」

　エリスロスは、むしろ心外というように眉まゆ根ねを広げ、

「なにを言うのだ。夫が妻に対して、その欲求を余すところなく満たしてやりたいと思うのは当然のことではないか」

「……それなら、わたしを自由にしてほしいんですけど」

「ならんな。汝なんじは我が妻になるのだ。これはすでに決まったことだ」

　あっさりと却きやつ下かして、エリスロスはその身をくつろがせた。

　アッシュはそっとため息をついた。エリスロスの態度は優やさしさに満ちたものだったが、同時に獣けもののごとく自己中心的なところもあった。どこかしら、リュカに似たところがあるかもしれない。アッシュのことを好きだという割には、アッシュの意見などまるで気にしない点などが特にそうだ。

「…………」

　周りを見み渡わたす。出口と窓がひとつずつ。不意を突いて、首尾良く逃げられたとしても、空を駆かけるエリスロスに追いつかれずに山を下りることはまず不可能だ。

　そう結論を出してから、アッシュは顔を上げ、口を開いた。

「あの、エリスロス、いくつかお尋たずねしてもいいでしょうか？」

　どうせ逃げられないのなら、踏ふみ込んで質問しよう。アッシュはそう決めた。

　エリスロスは歓かん迎げいするように頷うなずく。

「もちろんだとも。よき夫婦になるためには、互いへの理解が欠かせぬからな」

　その物言いに苦いものを感じながら、アッシュはずっと抱いていた疑問を口にする。

「あなたはそんなにも親切なのに、どうしてあんなふうに暴あばれたりしたんですか？　山の麓ふもとの住民たちが、あなたの雷らい雲うんを怖がって山に入れないでいるのです。あそこに住む人たちが、なにか、あなたに無礼を働いたのでしょうか？」

「なんだ、そんなことか」

　エリスロスはがっかりしたように頭を振り、

「案ずるな。あの積せき乱らん雲うんは、汝ら人間とは関わり合いのないことである。人間が我に無礼を働くなど今に始まったことではないし、その無礼が腹に据すえかねるようであれば、もっと別の手段を講じている」

　まあ、それは確かにそうだ。エリスロスの力なら、ブルームランド全域を焦しよう土どにするまで三日も必要としないだろう。

「それでは、なぜ──？」

「我が敵のためだ」

　簡かん潔けつに、エリスロスはそう告げた。そのときばかりは紳士的な温顔は掻かき消え、命のやり取りを常とする、荒々しい獣の相そう貌ぼうが浮かび上がった。

「近く、我が仇きゆう敵てきがこのブルームランドに現れる。そのことを風の噂うわさに聞いてな。対策として、あの嵐あらしを造り上げたのだ」

　仇敵。絶大な力を持つ精せい霊れい獣じゆうエリスロスをして、そう言わしめるのは、一体どんな存在なのか。そんなアッシュの疑問を読み取って、エリスロスは憮ぶ然ぜんとしながら、

「強大な、敵だ。奴やつがこの地に現れれば、人間もどうなるかわかったものではない。あの嵐あらしは奴を討うち果はたすための武器だと考えれば、多少の迷惑は忍んでもらいたいものだな」

　それから、エリスロスはふと笑い、

「大方、あの女狩人ハンターは我を仕し留とめようとして人間が雇やとったのであろう。愚おろかなことをする。あの雲は、我が一ひと月つきの時間をかけて練り上げた武器だ。我の意思以外で霧む散さんすることはないというのに」

　エリスロスを倒しても、あの積せき乱らん雲うんは消えない──その事実に、アッシュは眼を見開く。嘘うそではないだろう。この気高い生き物が嘘をつく理由などどこにも見当たらない。

　そこでエリスロスは、ふと思い出したように、

「そういえば、汝なんじの素性も知らなかったな。あの女の同行者か？　とすれば、我を狩ろうとしていたということだが──」

　うっ、とアッシュは気まずそうに顔を歪ゆがめる。

　それを見て、エリスロスはおおらかに笑った。

「いや、やめておこう。前身がなんであれ、今ではもう汝は我の妻なのだからな。そのような些さ細さいなこと、忘れるがよい。我も忘れよう、アシュリー」

　その一言がきっかけとなり、アッシュはもうひとつの疑問を思い出した。

　先ほどの質問とは異なる。これは、まったくもって個人的な疑問だった。あるいは己の身を危険に晒さらしかねない質問を、しかしアッシュは、口にせずにはいられなかった。

「……どうして、ぼ、──わたし、なんですか？」

「うん？」

「あのとき、イリステラさまがすぐ傍そばにいたじゃないですか！　どうしてイリステラさまじゃなくて、わたしを、つ、妻なんかにしようと思ったんですか!?」

　アッシュの名めい誉よのために弁解するならば、これは別に「イリステラさまがさらわれればよかったのに」という意味を含んでいるわけではない。

　イリステラ・クィンストラウスの美び貌ぼうは『帝都』にまで鳴り響ひびき、御おん年とし十六歳にしてすでに諸国の王族から求婚が殺到しているほどだという。とはいえイリステラはただひとりの王位継けい承しよう者しや、将来はクィンストラウスの正当な女王になることが決定しているから、そう易やす々やすと縁談を決めるわけにはいかないのだが──

　しかしそんなこと、エリスロスが気にするはずがないのに。

　なぜエリスロスは、絶世の王女ではなく、自分などを選んだのか。

　その疑問に、エリスロスは優やさしく微笑ほほえんだ。

「アシュリー。気にすることはない」

「……？」

「あの娘は並外れた美び貌ぼうの持ち主だったが──汝とてそれに劣おとらぬ、いや、我が眼からすれば、あの娘以上の魅み力りよくの持ち主であるぞ？　もっと己に自信を持つがよい。汝なんじを見て、心を奪うばわれない牡おすはそうはおるまい」

　そんな、言葉が、聞きたかったのでは、ない。

　恥ち辱じよくに顔を真まっ赤かにして、ぎりぎりと歯ぎしりをするアッシュを、エリスロスは『少女が恥はじらう姿』と見て取ったらしい。慈じ愛あいに眼を細め、そっとアッシュの頬ほおを撫なでる。

　ぞわりと背筋に寒気が走った。思わずその手をはね除のけたアッシュに、エリスロスは驚おどろきもせず、ゆるやかな動作で手を収めた。紳士である。

　ふと、そこでエリスロスは腕を組み、首をかしげた。

「それに、説明が難しいのだが──あの娘、我が雷いかずちを前にしていささかもたじろがぬあの威い風ふう。美しく、堂々としていて、確かに魅力的であったのだが、どうもな」

「ど、どうも、なんですか？」

「うむ。理り屈くつではないのだが、なんとなく、関わり合いになってはいけないような、特に伴はん侶りよとしては絶対に選んではならないような、そんな直感があったのだ」

　アッシュは沈ちん黙もくした。

　イリステラの『趣味』に、散々付き合わされてきた彼に、その言葉はずっしりと重く響ひびいた。まあ確かに、イリステラを伴侶として選べば、その瞬しゆん間かんから『趣味』に付き合わされる生しよう涯がいが始まる。

「ところが、汝はどうだ。心底から我に怯おびえていながら、それでも気丈に両腕を広げ、あの娘を守ろうとした汝の気き概がい。その姿にこそ我は心を奪われたのだよ！」

　拳こぶしを固めてエリスロスは主張する。

「我が考えるにな、絢けん爛らんにして堂々たる女性というものは妻に相応ふさわしくないのだ。生涯を寄り添そうには、アシュリー、汝のように優しく愛らしく貞てい淑しゆくなものでなくては、な」

　アッシュはむっつりと黙だまり込む。あれは騎き士し道どうであって、決して少女の健気けなげなどではなかったのだが、そんなことを言えばその瞬間に比ひ喩ゆでなく雷が落ちるだろう。

　うつむいたアッシュに、エリスロスは優しげな笑みをこぼし、その手を伸ばして──

　ぴたりと止めた。

　その眼をじっと見開き、顔を上げる。

「え、エリスロス？　どうしたんですか──」

「驚おどろいたな。侵しん入にゆう者しやだ。それも、人間の」

　真しん紅くの角をやや上向かせ、エリスロスは独り言のようにそうつぶやいた。

　もちろんアッシュには心当たりがあった。『半人狼族クオーターウルフ』の鼻は、どれだけ離はなれていようとも、一度覚えた匂においの痕こん跡せきを逃のがすことはない。

　エリスロスは立ち上がった。その外衣トーガの裾すそを、アッシュは咄とつ嗟さに腕を伸ばして掴つかむ。恐怖がないといえば嘘うそだったが、みすみすリュカたちを危険にさらすことはできなかった。

　その『健気けなげ』を見て取って、エリスロスはまたしても優やさしく微笑ほほえんだ。

「案ずるな。妻の友人は我が友人である。向こうがどう出るかは知らぬが、危害を加えるような真ま似ねはしない──まあ、男なら話は別だがな」

　そう言って、彼は優しくアッシュの手を外し、部屋から出て行った。

　アッシュは複雑な表情を浮かべる。エリスロスを信用しないわけではないが、いざというときに彼女たちを守るのは、自分の役目だ。

　そう思い、アッシュは彼のあとを追いながら、丈長服カートルのポケットにある双剣を確かめた。




　　　　◆




　月明かりが、丘の上の白い建物を浮かび上がらせていた。

　かつては神殿だったのだろうか、月に照らされた白亜の建物は、今ではすっかり朽くち果はて、打ち捨てられているようだ。

　そこに続く小道に、リュカは足を踏ふみ出だそうとしている。

　鳥かごにいるキキモラは、慌あわててそれを止めた。

「ちょ、ちょっと待ってください、リュカさん！」

「なに？」

「……なにも対策を立てずに、あのエリスロスに挑いどむつもりじゃ、ないですよね？」

　リュカは眼をぱちくりさせた。挑むつもりだった、とその表情が物語っている。キキモラは戦せん慄りつした。なんという考えなしだ。本当の獣けものじゃあるまいし。

　キキモラはリュカに対する恐怖も忘れて、叫んだ。

「あ、あのですね！　さっきリュカさんが雷いかずちを躱かわせたのは、ただの偶然なんですよ!?　なにも考えずに突っ込んだら、今度こそ死んじゃいます！　それでいいんですか!?」

「……や、別に、そういうわけじゃないけど、でも、なんとかなるかなって」

「なりません！　再び挑むつもりなら、それなりの対策を立てるべきです」

　そう言いながら、頭の片隅でキキモラは『挑まない』という選択肢を思い浮かべた。

　精せい霊れい獣じゆうと人間。その戦力差は圧倒的で、言ってしまえば絶望的なほどで、安全を考えるならこのまま回れ右して下山するのが最上策である。

　だというのに、キキモラがそれを口にしなかったのは──

　言うまでもなく、アッシュが囚とらわれているからだ。

「そりゃ、対策なんてもんが立てられるなら、あたしだってそうしてるけど──でも、月げつ弓きゆうと煌こう矢しが通用しなかったんじゃ、どうしようもないじゃない」

「確かに、リュカさんだけならそうかもしれません。でも、ここにはイリステラさまがいるじゃないですか。魔ま法ほうの力を得れば、ちゃんとした対策が立てられるはずです」

　夢遊病者のようについてきていたイリステラが、はっと顔を上げた。

「え？　──あ、はい、なんでしょう？」

　またこれだ、とキキモラは情けなく眉まゆを下げた。

　先ほどの『休きゆう憩けい』からこっち、イリステラはずっとこんな調子だった。ふらふらとどこかへ行ってしまいそうになること四回、木の枝に頭をぶつけること八回、木の根に足を取られそうになること十六回。おかげで瀟しよう洒しやなワンピースはあちこちが破け、玉の肌にはいくつものひっかき傷ができていた。

　イリステラは、その特殊な『性せい癖へき』を抜きにして考えれば、聡そう明めいにして快活な少女である。そんな彼女がなぜこうなってしまったのか。

　わからないではない。しかし、今考えるべきことではない。

「魔ま法ほうを使ってください。あなたなら、『身憑りエンハンスメント』を使えますよね？」

　その単語に、ぼんやりしていたイリステラの表情がみるみる強こわばった。

「……あれは、しかし、外げ法ほうです」

　キキモラはむっと不満顔をした。確かに、『身憑り』はキキモラが得意とする『魂繰りマインドハツク』と同種の、『帝国国教会』の区分からすれば暗黒魔法に分類される手法だ。

　イリステラが外法と呼ぶのも仕方ないが、しかし、尊そん敬けいするお師さまと共に『外法』の研けん鑽さんを重ねてきたキキモラには、聞き過ごすことのできない台詞せりふだった。

　キキモラは純真で、気弱な少女だったが──誇ほこりの意味くらいは知っている。

「あなたが使う神聖魔法も、わたしが使う暗黒魔法も、本を正せば同じものじゃないですか。ただ呼び名と使い手が違うだけで、片方を貶おとしめるなんて筋違いだと思います」

「そ、それは違います、キキモラさん！　あなたを侮ぶ辱じよくするつもりはありませんが、暗黒魔法が『暗黒』たる所以ゆえんは、人の心身を支配することが主しゆ旨しだからです！　神聖魔法は人の心身を癒いやすもの、人に仕えるための魔法です！　仕えさせるためのものではありません！」

「──ッ、じゃ、じゃあ言わせてもらいますけど、たとえば《麻痺パラリシス》は暗黒魔法じゃないんですか!?　アレだって悪用すれば人の自由を奪うばい、支配する魔法になります！　魔法の主旨というものは、使い手次第でいくらでも変わるもので──」

「あのさ」

　白熱してきた議ぎ論ろんに水を差したのは、当然ながら、リュカだった。片手で鳥かごをつまみ、もう片手でがしりとイリステラの頭を掴つかんで、自分のほうに向けさせる。

「要するに、どういうことなの？　えんはんすめんと、ってなに？」

　緑眼に見み据すえられて、二人の魔法使いは黙だまり込んだ。王女に対する無礼に、赤あか髪がみのメイドがゆらりと動きかけたが、イリステラはそれを片手で制する。

「よいのです、ティリエル。──『身憑り』とは、生き物の身体を強化する魔法の総称です。身体に『魂刻様式ルーングリフ』を書きつけることによって、その人の筋力を何倍にもしたり、いくら運動しても疲れないようにできるのですが──」

「なにそれ。すごいじゃん！　今すぐ使って！」

「お、落ち着いてください、リュカさん。いいですか、『身憑りエンハンスメント』は確かに人の身体を強化するのですが、その代わり多大な負担をかけてしまうものなのです。魔ま法ほうによって、本来は不可能な動きを人に強しいるわけですから、筋肉や骨に損傷が現れるかも──」

「いい。やって」

　リュカの返答には迷いがなかった。イリステラはたじろぐ。

「あたしは普通の人間じゃない。『半人狼族クオーターウルフ』なんだからそれくらい平気。たとえ手足の一本や二本吹っ飛んでも、それでアッシュが助けられるなら別にいい」

　だから、やって。リュカは、なんでもないことのようにそう言った。

　緑色の澄んだ瞳ひとみに、虚きよ勢せいは浮かんでいなかった。この少女は本当にそう思っている。最愛の少年を助けるためならばどんな傷も厭いとわないと、その表情が物語っていた。

　それを見て、イリステラは、喘あえぐように息を吸い込み、

「……わかりました」

　ぽつりと、そう答えた。

「姫さま？」

　ティリエルが、不安げな表情でつぶやく。それも仕方がなかった。イリステラの声は、今まで彼女が一度も聞いたことのない質のものだった。冷たく、固く、礫つぶてのような声。

　けれどもイリステラは、ティリエルを振り向くことなく、白い杖つえを取り出した。

「『身憑り』は外げ法ほうですが、いくつか、やり方を聞き及んでおります。しかし──どのようなものをあなたにかければいいのか、それは、わたくしにはわかりません」

　少しのあいだ、リュカは黙だまり込んだ。『強化』をするにしても、どのようなものがエリスロスに有効なのか──それを考え、言う。

「もっと良い眼と、もっと速い足が欲しい。あいつは一発じゃ仕し留とめられないから。仕留めるまでのあいだ、あいつの雷いかずちを躱かわせるようにして」

「《鋭化シヤープネス》と《付力マイト》ですね。初歩的な『身憑り』だけど、もともと強力なリュカさんにかければ、アッシュさんを助けられるかも……！」

　キキモラは勢いきおい込んで言ったが、イリステラはどことなく沈んだ表情で、

「では、眼を閉じてください」

　そう言って、白い杖を差し出す。その先せん端たんに金色の光が灯ともっている。『魔マ源ナ』の光──大気中に満ちる魔法を発動させるための元素が、そこに集中しているのだ。

　イリステラは、『魔源』の光をインクとして、リュカの目元に《鋭化》の『魂刻様式ルーングリフ』を書きつけようとする。

　しかし、うまくいかない。

　手元が震ふるえているからではない。リュカの肌に『魔マ源ナ』の光が定着しないのだ。『魂刻様式ルーングリフ』を記す端はしから光は剥はがれ落ち、宙に溶けて消えていく。イリステラは表情を硬かたくして、何度も何度もそれをやり直すのだが──しかし、どうしても、それができない。

　イリステラは唇くちびるを噛かむ。焦あせりがその表情に滲にじむ。息を吸い込み、吐き出して、『魔源』を集中させようとするが、そうすればするほど、『魔源』は彼女の手から離はなれ、まとまりを持たないぼんやりとした光になってしまう。

「なに？　できないの？」

　リュカが薄目を開け、不満そうにつぶやいた。イリステラの表情に呆ぼう然ぜんとした色が浮かぶ。自分の両手を、信じがたいものを見るような眼まな差ざしで見つめる。

「……イリステラ？」

　リュカの声に苛いら立だちが混じる。手を伸ばし、愕がく然ぜんとする彼女の肩を掴つかもうとしたところで、

　ごう、と音が鳴った。

「────ッ!!」

　リュカとティリエルが、同時に声なき声をあげる。戦せん闘とう態たい勢せいを取った二人とは対照的に、イリステラとキキモラはぽかんとして、突とつ如じよとして現れた青年を見上げていた。

「なんだ。てっきりアシュリーを奪うばい返しにきたとばかり思っていたのだが、ただの仲なか違たがいか？　いかんな、争いはなにも生まんぞ」

　丘の上、月を背にして、その青年は空中に浮かんでいた。身に纏まとった外衣トーガが風を受けてはためき、銀ぎん髪ぱつが揺らめいている。

　額ひたいに生やした真しん紅くの角を見るまでもなく──リュカは、行動を開始していた。

　小屋の陰かげに、転げるように移動しながらも正確に、リュカは月げつ弓きゆうから煌こう矢しを撃うち放っていた。青年の顔と胸と腹部に一本ずつ、計三回の射しや撃げきを一いつ瞬しゆんにも満たない時間に行う。

　すべて命中した。

　それなのに、エリスロスはやはり、悠ゆう然ぜんとして佇たたずんでいた。

「おまえの弓矢は大した物だが、それでは我は倒せぬ。倒す意味さえないのだ。そこの娘──イリステラの言うとおり、話し合いをしようではないか」

「黙だまれッ！」

　怒りに満ちたリュカの声に、キキモラは首をすくめる。あるいは──と、彼女は想像した。エリスロスが同じ台詞せりふをもっと前に言っていたのなら、ここまでややこしいことにはならなかったのかもしれない。

　しかし、エリスロスは、アッシュを奪い取ってしまった。

　そうなった以上、少なくともリュカにとって、話し合いの余地などない。

「アッシュはどこにいる！　アッシュは、あたしのだぞ！」

　崩くずれかけた壁かべに背中を預けながら、リュカはそう怒ど鳴なる。それはさながら、追い詰められた狼おおかみの咆ほう吼こうのようだった。

　エリスロスの瞳どう孔こうのない真しん紅くの眼がこちらを向いた。ティリエルはレイピアを抜いていたが、攻こう撃げきするつもりはないらしい。彼女の役割はイリステラの身を守ることだからだ。

　ふふん、と鼻で笑い、エリスロスは小屋のほうに視線を戻した。

「そこの女狩人ハンター。我が雷いかずちを受けて命を拾い、その上でなお挑いどみかかってくるとは、人間ながら見上げた心がけだ。褒ほめてやろう」

　ゆらりと、エリスロスは大地に降り立った。その所作の端はし々ばしに、強者の余裕が漂ただよっている。銀ぎん髪ぱつを掻かき上あげて、エリスロスは小屋の陰かげに向かい、高らかに宣言する。

「しかし諦あきらめるがいい。アシュリーはすでに我が妻となった。汝なんじがどういう関係にあるかは知らぬが、彼女を奪うばい返すつもりならば、相応の覚悟をするといい！」

　キキモラとティリエルとイリステラは、まったく同時に、まったく同じことを考えた。

　──アシュリーって、誰だれ？

　その疑ぎ問もんはすぐに解けた。神殿から駆かけ出だしてきた、薄金色の髪を持つ少女が、エリスロスの腕をぎゅっと掴つかんだからだ。

「エリスロス！　手荒な真ま似ねはしないと約束したでしょう！」

　灰色の瞳ひとみに必死な色を浮かべ、怯おびえながらも毅き然ぜんとエリスロスを止める少女の顔に、キキモラは見覚えがあった。しかし誰だかわからない。見覚えがあるのにわからないとは、我ながら相当混乱しているに違いない。

　エリスロスは自らの腕にしがみついてきた少女に、優やさしく笑いかけた。

「アシュリー。部屋に戻っていなさい」

「そ、そういうわけにはいきません！　あの人たちを傷つけるというなら、わたしが──」

「アッシュ」

　ぽつりと、小さく、その声は響ひびいた。

　その声の主は、小屋の上に立っていた。だらりと下げた腕に、暗銀の弓と暗金の矢を持って、艶つややかな黒髪の隙すき間まから、じっと緑眼を注いでいる。

　アッシュ──あるいはアシュリーと、彼、あるいは彼女に寄り添そうエリスロスに。

「なにしてるの」

　その視線に射すくめられて、アッシュは表情を凍らせた。

「えっ──いや、その」
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「心配してたのに」

　リュカはうつむく。その唇くちびるから言葉が漏もれる。その声の小ささにもかかわらず、どうしてこれほどよく響くのか、キキモラはようやく理解した。

　声量ではない。そこに込められた、情念の違いである。

「あなたがさらわれてから、ずっと心配してたのに。酷ひどい目に遭あってるんじゃないか、怪け我がしてるんじゃないかって、ずうっと不安に思ってたのに──それなのに!!」

　顔を上げる。リュカの美しい相そう貌ぼうに開いた、二つの緑、その瞳どう孔こうが針穴のように細く細く引き絞しぼられていた。狼おおかみの牙きばを剥むき出だしにして、リュカは怒ど鳴なる。

「よりにもよって！　男となんて!!　信じられない!!」

「ちっ、違う、リュカ！　話を聞いてくれ、これは──」

「この、浮気者っ！」

　月げつ弓きゆうと煌こう矢しを両手に掴つかんだまま、リュカは身体をたわめた。もはや彼女の眼にエリスロスなど映っていなかった。そもそもリュカがエリスロスの討とう伐ばつを引き受けたのは、最愛の恋人──アッシュ・ウィリアックに『いいところ』を見せるためだったのだ。

　それが、その獲え物ものに、最愛の恋人を寝取られてしまった。

　その瞬しゆん間かん、リュカのターゲットは、エリスロスからアッシュへと移行した。

　屋根を蹴けりつけて、リュカは一直線にアッシュに飛びかかった。嫉しつ妬との激情に駆かられて、恐怖に凍いてつくアッシュめがけて、大きく口を開け──

　ばぢん！　という、なにかが破は裂れつするような音に、キキモラは身をすくめた。

「…………りゅ、リュカ？」

　アッシュは、恐る恐る声をかける。

　彼の寸前で、リュカは停止していた。ぎらりと剥いた牙はそのままに、アッシュまであと一歩という距離で剥はく製せいのように止まっている。その身体が、ゆっくりと傾かたむいていき──

「わ、わっ！」

　アッシュは慌あわててその身体を抱きとめた。

　リュカは白目を剥むいて、気絶していた。革の上着チユニツクのあちこちから、ぷすぷすと煙が上がっている。エリスロスが、呆あきれたように首を振り、

「……手加減はしたが、この娘は一体なんなのだ？　アシュリー」

　アッシュはそれに、引きつった笑みで応こたえ──それから、ようやく再会できたイリステラたちに、助けを求める視線を送った。




　　　　◆




「ねえアッシュ。ううん、アシュリー。あたしたち、今までいろんな諍いさかいをしてきたと思うんだけど、今日だけはそれを水に流しましょう。そして、この言葉を受け取ってちょうだい。──結婚おめでとう。どうかお幸せにね」

　やはりというか、案の定というか、事情を聞いた三人（リュカは気絶中である）の中で、もっとも好反応を示したのはティリエルだった。

　こういうとき、すなわちアッシュが不幸を味わっているとき、ティリエルはとてもとても嬉うれしそうな顔をする。この際イリステラの寵ちよう愛あいを独り占めできると思ったのかもしれないし、ただ単純にアッシュが困り果てる顔が見物だったのかもしれない。

　顔を引きつらせるアッシュの横で、エリスロスは腕を組んでうんうんと頷うなずいている。

「話がわかるな、ティリエルとやら。その祝しゆく福ふく、我も有り難く受け取ろう」

「アシュリーを泣かせるんじゃないわよ、エリスロス。そのときは、あたしのレイピアの威い力りよくをアンタに思い知らせてやるから」

「はっは、それは恐ろしいな。ゆめ忘れぬようにしておこう」

　ティリエルの軽口に、エリスロスは余裕の笑みで応じる。アッシュは立場上、それに口を挟むこともできず、ただ屈くつ辱じよくに震ふるえることしかできなかった。

　朽ちた神殿、『貴族の間』。

　イリステラたちはエリスロスの案内を受け、この部屋に迎え入れられていた。

　リュカ以外の『侵しん入にゆう者しや』に、戦せん闘とうの意思がなかったからだ。イリステラはエリスロスを説得するためにやってきたのだし、ティリエルはイリステラの護ご衛えいが目的である。

　一同は神殿内に招待され──なぜアッシュがアシュリーと呼ばれているか、その顛てん末まつを聞かされることになったのだ。

「……はあ、まあ、それは、なんと言いますか……」

　イリステラは青い眼を丸くして、絶句している。羞しゆう恥ちと屈辱に耐えるアッシュに、じいっとその眼を向けていた。その瞳ひとみの奥底に、妖あやしい輝かがやきが潜ひそんでいるような気がして、さらにアッシュの屈くつ辱じよくを掻かき立てるのだった。

「……………………妻。ううん、妻、ですかぁ……」

　キキモラは、鳥かごのソファに三角座りをして、しきりにそんなことをつぶやいている。心こころ優やさしく純じゆん粋すいなキキモラに痛ましげな視線を向けられるたびに、アッシュは死にたくなるほどの自己嫌けん悪おに襲おそわれた。

　ともかく。

「この際はっきり言わせてもらいますが──わたしには、結婚の意思などありません。帰らせていただきます」

　灰色の眼を伏せ、丈長服カートルの膝ひざ上うえで手を握にぎり締しめながら、アッシュはそう言った。

　むう、とエリスロスは不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、

「なぜだ。これほどまでに尽くしているというのに、どこが不満なのだ？」

「そうよアシュリー、こんな良い話、滅めつ多たにあるもんじゃないわよ？」

　だ　ま　れ。

「あの、でも、無理矢理というのは、よくないと思いますけど──」

　おずおずと、イリステラが口を開いた。アッシュは救われたように王女を見る。

「や、やっぱりですね、その、普通のことではありませんから、よくよくお互いの理解がなければ、うまく行かないと思うのです」

「理解をするための時間ならばいくらでもある。ゆっくりと時をかければ、我と共に歩むことがどれだけ素す晴ばらしいか、わかってもらえると思うが」

　エリスロスは白はく銀ぎんの髪かみを掻かき上あげて嘯うそぶいた。自信に満ちた口調は、決して自惚うぬぼれではない。凛り々りしい顔立ちに、威い厳げんと品格を浮かべたエリスロスの姿に、魅み了りようされない女性はそうはいないだろう──女性であればの話だが。

「理解というのは、当人同士だけ済ませていればいい、というわけではありません」

　対して、イリステラは静かに反論する。

「アッシュの周りにはたくさんの人たちがいます。アッシュが務めを放り出して、あなたと共に歩もうとするのであれば、その人たちにも理解してもらわなくてはなりません」

　エリスロスは嘆たん息そくして、天を仰いだ。

「ああ、なんともまあ、人間というのはややこしい生き物だ」

「そのややこしい生き物を、妻に娶めとろうとしているのはあなたではありませんか」

「それもそうだな。──しかし、では、イリステラよ。アシュリーの周りの人には、汝なんじも数えられるのかな？」

　突然、自分に矛ほこ先さきを向けられて、イリステラは狼ろう狽ばいする。その狼狽こそが答えだというように、エリスロスは笑い声を立て、

「誇ほこらしいことだ。我が妻を大事に思うものが多くいるということはな。しかし──」

　と、そこでエリスロスは視線を転じ、ベッドに横たわるリュカを見つめた。

　服はあちこち焼け焦こげているが、奇跡的にリュカは軽傷で済んでいた。今はイリステラの看かん護ごの下もと、ベッドの上で柔やわらかな寝息を立てている。

「そちらの娘は、少々、度が過ぎているようだな？」

　まったく否定できない。『度が過ぎる』というのは、リュカのためにあるような言葉だ。

「どうもその娘は、アシュリーのことを友人ではなく恋人として見ているようだな。いやはや、まったく人間とは奇き怪かいなものだ。同性を伴侶に選ぼうとするとは、非生産的に過ぎるというものではないか」

　なんともいえない沈ちん黙もくが部屋に満ちた。

　ただひとり、エリスロスだけがそれに気づかず、饒じよう舌ぜつに語る。

「起きたあとも、また我に攻こう撃げきを仕掛けてくるだろう。敵かなわぬとわかっていてもだ。難なん儀ぎなことだな。アシュリー、汝なんじから説得してはくれまいか」

「別のことならともかく、わたしのことになると、リュカは見境がなくなるんです。誰だれの言葉も聞き入れてくれないでしょう……」

「野の獣けものと同じということか──いや、獣でさえ敵わぬ敵に挑いどむということはないだろうに。さて、どうしたものかな。いつまでもあしらいきれるほど、この娘は非力ではないぞ」

　顎あごに手を当てて、エリスロスは考え込む。

「アンタがアッシュのことを諦あきらめるっていうのは？　そしたら全部丸く収まるけど」

　そこに、ティリエルが口を挟んできた。

　先ほどまで浮かべていた悪戯いたずらっぽい笑みはどこにもない。紅あかい瞳ひとみに宿るのは、実に彼女らしい光──現実的解決策を模も索さくする、交渉者ネゴシエイターの表情だった。

　エリスロスはちらりと笑みを浮かべ、ティリエルを見る。挑戦的な微笑ほほえみだ。

「汝は我らを祝しゆく福ふくしてくれていると思っていたが」

「時と場合によるわね。不幸な結婚を祝福するほど、あたしは人が悪くないわ」

　よく言うよ、と思ったが、口には出さない。今、この場でエリスロスを説得できるのは、恐らくティリエルだけなのだから。

「不幸だと？　異なことを。精せい霊れいと契ちぎりを交わすということがどれだけ名めい誉よなことなのか、知らないと見える」

「だーかーらー、そんなのはどうだっていいの。名誉とか歴史とかさ、そんなことを考えるより遥はるか以前に──そこで寝てる、馬鹿な田舎いなか者ものが問題だって言ってんじゃない」

　くいっと、親指でリュカを指す。

　リュカはむにゃむにゃとアッシュの名を口にしながら、寝返りを打った。

「そいつ、死ぬッほど諦め悪いわよ。自分が死ぬかアンタを殺すまで付きまといつづけるわ。逃げてもどこまでも追ってくるでしょうね。そんな結婚生活に幸福があると思うの？」

「む──」

「それに、いつまでもあしらいきれないって言ったのはアンタじゃない。じゃあどうするの？　リュカを殺す？　自分の幼なじみを殺した相手と一緒にいて、アッシュが幸せになれると本気で思うの？」

　エリスロスは形の良い眉まゆを寄せ、アッシュのほうを見た。アッシュは恐れずにエリスロスのことを見返した。エリスロスがリュカを殺す。その展開は、十分な現実味を伴ともなってアッシュの耳に響ひびいた。

　そうなったら──自分は、エリスロスのことを、許すことはできないだろう。

　その思いを表情から読み取ったのか、ふう、とエリスロスは息を吐いた。

「……確かにな。これは難問だ」

「でしょ？　だから、アンタがアッシュを諦あきらめるのが一番手っ取り早いの。諦めて、他の子にしなさい。今度はさらうなんてことはせず、ちゃんとアプローチするのよ」

　あっけらかんとそう言って、ティリエルはぱしぱしとエリスロスの背中を叩たたいた。フラレ男を慰なぐさめるかのような仕草に、さすがにエリスロスも不快そうに眼を細め、

「我をその辺りの小僧と一緒にするな。なにがあろうと、アシュリーを我が妻にする。これはすでに決めたことだ。どれだけの難問が待ち受けていようと、それを覆くつがえすことはありえない」

「……つまり、なにがあってもアッシュを諦めないと。そういうことですか？」

　ぽつりとつぶやいたのは、リュカの看かん護ごを続けるイリステラだった。

　不ふ思し議ぎなことに、彼女は杖つえを懐ふところにしまったままだった。リュカに対して神しん聖せい魔ま法ほうを使おうとしていない。薬や包帯を使って、まっとうな治ち療りようを施ほどこしている。

「うむ。そういうことになる」

「では、たとえば、こういうのはどうでしょう。──エリスロスさん、先ほどのお話だと、あなたには『敵』がいるそうではありませんか。しかもその『敵』は、この辺りの人々にも害を為なす存在なのだとか」

　脈みやく絡らくのない話題を始めたイリステラに、エリスロスは首をかしげ、

「そうだが。それがどうかしたのか？」

「人に仇あだなすとあれば、その存在はわたくしたちの敵でもあります」

　真しん紅くの眼が、わずかに見開かれた。

　イリステラはその眼をまっすぐに見つめ、

「ですから、わたくしたちが、その敵を討うち果はたすお手伝いをしましょう。その代わりとして、アッシュを解放してください。そうすれば、あなたの名めい誉よも、アッシュの身も、リュカさんの気持ちも、すべて丸く収まります」

　きっぱりとした声で、そう宣言した。

　しばしの沈ちん黙もくが部屋に満ち──

　それから、エリスロスは口を大きく開けて、イリステラの提案を笑い飛ばした。

「──はっ、ははははははははははははははははっ!!」

「なッ、なにがそんなにおかしいのですかっ？」

　イリステラは頬ほおを赤くして抗議する。しかしエリスロスは遠えん慮りよせず、笑いつづけている。人間社会に属さぬ彼は、王女に払う敬意など最初から持っていないようだった。

　外衣トーガを纏まとった身体を折り、喉のどの奥から笑い声を漏もらしながら、エリスロスは真しん紅くの眼でちらりとイリステラを見る。

「愉ゆ快かいな提案をしてくれるな、イリステラ──世間知らずな王女さまよ。汝なんじらが我の手助けをする？　あの強悪なる『ラストウィング』を、その細腕で討うち果はたそうというのか？　それはなんとも、心強いことだ！」

　ラストウィング──その名を聞いた途と端たん、キキモラの顔がさっと青ざめるのを、アッシュは視界の端はしに認めた。しかし、それを問いただすことはできない。イリステラが不満そうに反論したからだ。

「ええ、そうです！　なにかおかしなことがおありですか？　助けはあって困るものではないでしょう」

「ところが困るのさ、王女さま。惰だ弱じやくな味方は強力な敵に勝る脅きよう威いである。どうしてわざわざ足手まといを味方に引き込まなくてはならないのだ？　最愛の妻を手放してまで！」

　提案を一いつ蹴しゆうされて不満な顔をしているのは、イリステラだけだった。ティリエルも不ふ機き嫌げんを表していたが、それはエリスロスがイリステラに無礼な態度を取ったからだ。

　彼の言葉それ自体は、どこまでも正しい。大気と雷いかずちを自在に操あやつる精せい霊れい獣じゆうをして、『強悪』と言わしめる怪物相手に、自分たちがなにかの役に立てるとは思えない。

　と、そのとき、リュカがかすかなうめき声をあげて、身じろぎをした。

「む。いかんな」

　エリスロスは笑みを消して、ゆったりと立ち上がった。

「その娘、起きて我を見れば問答無用に襲おそいかかってくるだろう。せっかく妻のために用意した部屋を荒らされるのは本意ではない。我は席を外していよう。そのあいだに、アシュリー、幼なじみをなだめておいてくれ」

「まあ、できるだけのことはしますけど」

　でも多分というか絶対無理ですよ、という意味を言外に込めて、アッシュはそうつぶやいた。エリスロスはそれを読み取り、苦い表情を浮かべたが、それ以上はなにも言わず、部屋から出て行った。

「……ホントに、厄介ねえ」

　ティリエルが、嘆たん息そくするようにつぶやいた。難問に行く手を阻はばまれているのはエリスロスだけではない。アッシュもまた、どうしようもない八方塞ふさがりに追い込まれているのだ。

「イリステラさま。リュカの様子は──」

　とはいえ、漠ばく然ぜんと見つめているだけでは壁かべはなくならない。ひとまずアッシュは視線を転じ、自分のために傷ついた幼なじみに近づいていった。ベッドに横たわるリュカのことを、静かに見下ろし、

　緑眼が、じっと自分を見上げていた。

　その名を呼ぶより早く、彼女の細腕がアッシュの首に巻き付いていた。

　ぎゅうううううっ、と抱きしめられる。鋼はがねのような、あるいは熊くまのような細腕は、アッシュの小さな身体を折らんばかりの腕力に溢あふれていた。

　その腕の持ち主は、すがるような、蕩とろけるような、切なげな声を漏もらすのだ。

「……アッシュ、よかった……！」

　首を折られるのではないかという恐怖と同時に、アッシュの中に湧わき上あがってくる感情があった。それは、アッシュ・ウィリアックという人間の源みなもとに根ざした感情だった。人の礎いしずえとなる長い長い幼年期に、髄ずいまで織おり込まれた感情だった。

　リュカに対する恐怖と、同じくらい。

　それは、リュカという少女を、大切に思う気持ちだった。

「……ばか、もう、ばか……！　心配したんだから、不安だったんだからあ……！」

　ぎりぎりと、自分の骨が軋きしむ音が聞こえる。その痛みに青ざめながら、アッシュは笑ってみせた。なぜならばリュカが泣いている。その声が涙に濡ぬれている。珍めずらしいことではない。感情と本能の少女であるリュカは、感極まって泣いてしまうことが何度もあったから。

　だから、アッシュはいつもどおり、彼女の不安をなだめるのだ。

「うん。ごめんね、リュカ」

　怯おびえもせず、恐れもせず、アッシュはそう言って、リュカの背中をよしよしと撫なでた。

　ぐうう──とリュカが喉のどを鳴らす。不平を訴えているようでもあるし、満足を示しているようでもある。どちらにせよ、アッシュにできることはひとつしかない。エリスロスに言われるまでもなかった。リュカが泣きやむまで、彼女を撫で、慰なぐさめることだ。




　仲なか睦むつまじく抱き合い、背中を撫でる幼なじみ同士の姿に──

　イリステラが、固く眼を閉じてうつむいていることに、アッシュは気づかなかった。




　　　　◆




　寂さびれ、朽くち果はてた神殿の中を、エリスロスはひとり歩いていた。

　珍しいことだった。ひとりでいることが、ではない。歩くということを、エリスロスは久しく行っていなかったのだ。

　エリスロスは駆かける風であり、閃ひらめく雷いかずちだった。孤独には慣れていても、歩行には慣れていない。しかし、それも慣れなくてはならなかった。なんとなれば、今から妻に迎え入れようとしているのは、文字通り地に足の着いた人間の少女なのだから──

「ふむ」

　小さく声を漏もらして、エリスロスは礼拝堂に入った。

　礼拝堂には、角の生えた白馬の彫ちよう像ぞうが据すえ置かれている。

　アシュリーは、これを自分の似姿だと考えたようだ。無理のないことである。エリスロスを崇あがめていた信徒でさえ、エリスロスこそが天あま翔がける神であると信じていたのだから。

　実のところ、この像はエリスロス自身ではなかった。

　なにしろ、エリスロスがこの地にやってきたときには、すでにこの神殿と神像は存在していたのだ。エリスロス本人のものであるはずがない。

　身に覚えのない信仰に、戸惑ったのは最初だけのこと。すぐにエリスロスは、この像に心当たりがあることに気づいた。精せい霊れい獣じゆうとしてのエリスロスの形けい態たいは、父とうり二つであると母が語っていたからだ。

　だからこの神像は、父か、祖父か、大気の精霊獣の血けつ脈みやくをたどった先にいる『誰だれか』を模もして造られたものなのだ。

　自らに向けられた信仰に対して、エリスロスが興きよう味みを持てないのは当然だった。それは自分に向けられたものではなく、自分に似た『誰か』に捧ささげられた信仰だったからだ。それを自分のものだと履はき違えるほど、エリスロスは愚おろかではなかった。

　アシュリーは、この神殿を指してエリスロスの『家』だと言った。

　なるほどそれはそうだろう。ここはまさしくエリスロスの『家』だった。遠巻きに見守ることしかしない、足を踏ふみ入いれたことなどほとんどなかった場所なのに、それでもここはエリスロスの故こ郷きようなのだった。

　なにしろこの神殿には──エリスロスの父祖、その亡骸なきがらが眠っているのだから。

「──────」

　エリスロスは振り返った。

　面おも差ざしを仰あお向むける。額ひたいから生やした真しん紅くの角が、かすかな大気の流れを読み取る。

　その流れの中に、エリスロスは、決して見過ごすことのできない匂においを感じ取った。

　凛り々りしい顔立ちから、穏おだやかな色が消える。あるいはアシュリーを取り戻しに来た何者かもしれない。アシュリーの父か兄か友人か、いずれかはわからなかったが、遠えん慮りよするつもりはなかった。

　ただ、容よう赦しやはしてやれるかもしれない。

　消し炭ではなく、黒こげで済ませてやろう。

　おお、我はなんと寛かん容ようなのであろう。

　そんな考えを弄もてあそぶエリスロスの眼前で、そいつは礼拝堂に足を踏ふみ入いれてきた。

　ふむ、と首をかしげ、エリスロスはその男を値踏みする。

「父か。いや、祖父かもしれぬな」

「……なんの話だ？」

　訝いぶかしげな声をあげながら、それでも、その男の声に狼ろう狽ばいの響ひびきはなかった。これで、この男が偶然エリスロスの『家』に迷い込んでしまった哀あわれな旅人という線が消えた。

「精せい霊れい獣じゆうエリスロスとお見受けする。貴殿の『敵』に関して提案がある。どうか耳を貸していただきたい」

　真紅の眼が、今度は、大きく見開かれた。

　思考が高速で回転する。これもエリスロスには珍めずらしいことだった。風は思考せず、ただ赴おもむくままに赴くだけだというのに。しかし、そんなエリスロスをして立ち止まらせるほど、男の言葉は興きよう味み深いものだった。

「ラストウィングのことか？」

「そうだ。自分も故ゆえあって、あの魔ま獣じゆうを追う身である。魔獣の動きに関して、いくつかの情報も持っている。ラストウィングと因いん縁ねん深い貴殿に、協力を申し出たい」

　エリスロスは、しばらく呆あつ気けに取られていたが──やがて、小さな声で笑い出した。

「ハ、ハ。なんだ、人間よ、汝なんじらのあいだでは今日はそういう取り決めがある日なのか？　精霊をからかう日、とかなんとか」

「なに？」

「つい先ほど、イリステラが口走った戯ざれ言ごととまったく同じではないか。さてはイリステラが用意した使者か？　あのお嬢じようさまは、よほど自分の意見に自信があると見える──」

　瞬しゆん間かん。

　男の雰ふん囲い気きが、一変した。

「…………貴様、今、誰だれの名前を口にした？」

　エリスロスは、沈ちん黙もくのまま男を見つめた。

　先ほどまで穏おだやかに同盟を申し出ていた男の表情は、敵を前にした武人のそれに変へん貌ぼうしていた。短く刈り込んだ黒くろ髪かみの下では、射い貫ぬくような視線がまっすぐエリスロスに向けられている。そうしながら、男はゆっくりと腰元の剣を引き抜いていた。

　エリスロスは笑う。にっこりと。

「イリステラだが。それがどうかしたのかな、人間」

「あのお方が、ここにいるのか？」

「うむ。丁てい重ちようにもてなしている」

「貴様が、さらったのか」

　エリスロスはただ笑った。男の勘かん違ちがいをわざわざ正してやるほど親切ではない。

「だとしたら、どうなのだ？」

「わしはひとりでラストウィングに立ち向かうことになるな」

　ぽつりと言葉を落として──男は、床を蹴けった。

　エリスロスは瞠どう目もくする。速い。見上げるほどの大男のくせに、その挙動には一いち分ぶの無む駄だもなかった。身を低くして、影のように礼拝堂を疾しつ走そうし、エリスロスに迫る。

「ハ、ハ、ハッ！」

　笑声と共に、エリスロスは額ひたいに意識を集中させた。

　真しん紅くの角がうなり声をあげる。そこを中心として、大気がぐるりと渦うずを巻いた。ばちばちと耳に心ここ地ちのいい音と共に、礼拝堂の闇やみを紅あかい雷いかずちが照らし出す。ただ撒まき散ちらされるだけだった電気の渦は、真紅の角の号令一下、瞬しゆん時じに向きを変えて男に殺到し──

　瞬間、男が背中に羽は織おっている外套マントが、不ふ可か思し議ぎな光を放った。

　男を貫つらぬき、焼き焦こがすはずだった雷らい撃げきは、その光に弾はじかれ、礼拝堂の天地をなぎ払う。

「なにッ──」

　男は一直線にエリスロスに走り寄り、右手に握にぎった大剣を叩たたきつけた。

　エリスロスが身を翻ひるがえしたのは、戦せん闘とう経験によるものではない。獣けものの直感のためだ。

　大気の精せい霊れい獣じゆうであるエリスロスを構成するのは、『大気』そのものである。獣の形を取っていても、それは形ばかりのものに過ぎない。自らの意思で人に触れることはできるが、それは風が頬ほおを撫なでるようなものなのだ。

　彼を狩ろうとするリュカの試こころみなど、最初から破は綻たんしていた。

　たとえ神の祝しゆく福ふくを受けた弓矢であろうとも、風を撃うち抜くことなどできはしない。

　しかしエリスロスは後退した。身をすり抜けるはずの剣を恐れて、素早く飛び下がり──それが、結果的に彼の命を救うこととなった。

「……なるほど。それもそうか」

　エリスロスは額に、正確には、そこから生やした真紅の角に指を這はわせた。

　ほんのわずか、小指の爪ほどの傷がつけられている。

　激げき痛つうと共に、エリスロスは理解した。男が右手に提さげた大剣による一撃は、引っかけフエイントに過ぎなかったのだということを。いつの間にか、魔ま法ほうのように現れた左手の短刀こそ、エリスロスの命を奪うばうためのものだったのだ。

　エリスロスは、感心したようにつぶやいた。

「汝なんじは我がエリスロスであると知って現れた。その汝が、我への対策をなにも立てていないはずがない。我の男おとこ嫌ぎらいは、人間のあいだにも知れ渡わたっていることだろうからな」

　右手に大剣を、左手に短刀を握りながら、男は低い声でつぶやいた。

「皇こう室しつ伝でん承しよう院いんもたまには役に立つ。貴様が女性を拐かどわかす精霊であるということも、しっかり記録されていた」

「そして、我が真しん紅くの角が本体であることも、か？」

　答える代わりに、男は身を低くした。そこでエリスロスは二つのことに気づく。

　男の背中を覆おおう外套マントに奇妙な紋もん様ようが編み込まれている。淡い白光を放つその模も様ようは、人間が魔ま法ほうを使うときに記す図形、『神陣様式ピクトグラム』であることを、エリスロスは知っていた。彼の雷らい撃げきを防いだのはあの外套だろう。

　そして、その外套から、黒い騎士服サーコートが覗のぞいている。

　その胸元を飾るのは、黒い竜を踏ふみつけにする金色の獅し子しの意い匠しよう。

「……『竜戮騎士テイフオニロス』か。なるほど、道理で、ラストウィングを追っているわけだ」

　戦意はいささかも失わないまま、エリスロスは目の前の敵を油断なく見み据すえた。今この瞬しゆん間かん、男は黒こげにすべき『侵しん入にゆう者しや』ではなく、尊敬に値する『敵』に変化した。

「名を聞こう。男の名など覚えるだけ無む駄だだが、それでも、人間最強の戦士のものであれば、いかに我とて記憶に留とどめるにやぶさかでないぞ」

　男は無言のまま、ただ剣を構え、突撃に備える。

　エリスロスも重ねて問うことはしなかった。傷ついた真紅の角に意識を充じゆう填てんする。ぱりぱりと、周囲の空気が眼に明らかなほど帯電しはじめた。

　針で突けば破裂しそうなほど、礼拝堂内は緊張感で張り詰めていき──

「そこまでです！」

　きっぱりとした少女の声に突かれて、緊張感は呆あつ気けなく消しよう滅めつした。

　声をかけるだけではない。彼女はつかつかと歩みを進めると、ほんの数秒後には雷いかずちと剣けん閃せんに蹂じゆう躙りんされていたはずの空間に、恐れもなく割って入った。

　突然の邪じや魔ま者ものに、エリスロスはさすがに不満げな声を漏もらした。

「イリステラ。邪魔するでない。せっかく興きように乗ってきたというのに──」

「そういうわけには参まいりません、エリスロスさん。この者はわたくしの臣下です。臣下に勝手を許しては、王族の名折れというものではありませんか」

　白はつ金きん色しよくの髪かみを持つ少女は、そう言って──ちらりと、男のほうを窺うかがった。

「そうでしょう？　ドル・ドーザ」

「………………仰おつしやるとおりですな、姫さま。勝手な行動は見過ごせません」

『竜戮騎士』──ドル・ドーザは、うめくような声でそう言って、剣を収めた。

「なぜあなたがここにいるのか、納得の行く説明を、お願いしたいものですな……！」

　どういうわけか、イリステラを見るドル・ドーザの視線は、自分に向けられていたときよりもなお冷たい。糾きゆう弾だんするようなドル・ドーザの声に、イリステラは気まずそうに顔を背け、エリスロスは不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。
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　アッシュは、クィンストラウス王国最強の『竜戮騎士テイフオニロス』にして、一軍を束ねる騎き士し団長でもあるドル・ドーザに深い尊敬と畏い怖ふの念を抱いている。

　おおよそ剣を執とるものとして、この国に彼の名を知らぬものはいない。聞くところによればドル・ドーザの高名は大陸に鳴り響ひびくほどで、諸外国の王はおろか、それらを統すべる皇帝陛下とさえも面めん識しきがあるのだという。

　彼の配下となってから、アッシュは彼がどんな人間であるかを知った。ドル・ドーザは厳げん格かくであるが公平で、忠ちゆう義ぎと礼れい節せつを兼かね備そなえた、まさしく『騎士の鑑かがみ』だった。

　いつか彼のような騎士になりたいと、アッシュは憧あこがれたものだし──

「……ウィリアック……」

　それだけに、ドル・ドーザの眼まな差ざしは、死にたくなるほどの絶望をアッシュに与えていた。

　なにしろ、アッシュは今、薄金色のウィッグに麦わら帽子を載せ、村娘が好むような丈長服カートルに袖そでを通し、淡い桃もも色いろの紅べにを唇くちびるに差しているのだ。

　ドル・ドーザとしても、そんな無む惨ざんな部下の姿は見たくなかったに違いない。遠い目のまま、彼はその視線を横に滑すべらせた。

『貴族の間』、暖だん炉ろとは反対側のベッドには──イリステラが、ちょこんと座っていた。

　眼をそらしている。

「どういうことか、説明を要求いたします。姫さま」

　イリステラは答えない。王女さまはにわかに部屋の隅すみに興きよう味みを持たれたご様子である。天井と壁かべの継ぎ目をじ──────っと見つめながら、ぴくりとも動かない。動くものといえば、彼女の頬ほおを伝っていく冷たい汗だけである。

　しばらく待ってから、ドル・ドーザはイリステラから説明を引き出すことを諦あきらめた。

「貴様はどうだ、ウィリアック。なにか申し開きはあるか」

「……はい、あの、いくつか……」

　アッシュはうつむいたまま、ぽつぽつと話しはじめた。

　リュカの紹介や、彼女が狩人ハンターであること、『同業者組合ギルド』からどんな仕事を受けたのか、ということ。アッシュはその手伝いをするためにこの地にやってきたのだが、そこになぜかイリステラやティリエルもついてきてしまったこと──

　一通り説明を聞いてから、ドル・ドーザは苦々しげに、

「──なるほど。わかった。言いたいことはあるが、状況は理解した。しかしな」

　女装したアッシュを、まじまじと眺ながめてから、言う。

「その、なんだ、──そのザマは、一体、どういうことだ？」

　アッシュは黙だまり込んだ。

　そればかりは、説明できない。今でさえ危ない橋を渡っている。エリスロスが怪け訝げんそうな表情をしているのだ。アッシュが女装している正当な理由を口にすれば、たちまちのうちにひとつかみの灰になってしまう。

　ドル・ドーザは背中を壁かべに預けて、細く嘆たん息そくした。

「貴様には、それなりに眼をかけておったのだがな……」

　心が痛い。尊敬する人に失望されるということは、これほどの痛みを伴ともなうものか。

　アッシュは思わず丈長服カートルの裾すそを握にぎり締しめ、大声で叫んだ。

「ちっ、違います！　説明させてください！　これは、その──！」

「よい。今は貴様の趣味について話し合っている場合ではない」

　趣味。趣味！　その単語に、アッシュは雷かみなりに打たれたように震ふるえ、それきりなにも言えなくなってしまった。

　恨うらめしげにイリステラのことをにらみつけるが、親愛なる王女殿下は口笛を吹きながら部屋の隅の観察に余念がない。もとはといえばあんたの『趣味』のせいでしょう！　──とは、あらゆる意味で口が裂さけても言えない。

　と、エリスロスが咳せき払ばらいをして、口を挟んできた。

「ドル・ドーザ。『竜戮騎士テイフオニロス』である汝なんじには敬意を払うが、我が妻を侮ぶ辱じよくするというのであれば容よう赦しやはせんぞ？　そもそも男がこの神殿にいること自体、我は気に食わんのだ」

「……アッシュの扱いはともかく、貴殿には謝罪しよう。すまなかった、エリスロス。貴殿が拐かどわかしたのがイリステラさまだと心得違いをしていた。そうでなければ、無む闇やみに攻こう撃げきを仕掛けたりはしなかった」

「そもそも、ドル・ドーザ伯はく爵しやくは、どうしてここにいるんですか？」

　ティリエルが尋たずねると、ドル・ドーザは静かに彼女のことを見、

「『聖夏祭サンフエスタ』のあいだ、わしが王都を留守にしていたのは、知っておるな？」

「ええ。確か、『帝都』に行かれてたんですよね。なんでも──皇族のおひとりから、召集を受けたとか」

　まともな会話相手が見つかったことに安あん堵どしたのか、ドル・ドーザは深く頷うなずき、

「そのとおりだ。──ディアマンドラ・ドル・ベテルギアス皇女殿下。第二皇位継けい承しよう権けんを持つ、紛まぎれもない『皇家の人ベテルギアス』だ。あのお方にはいくつか借りがあってな、それを返すことを求められたのだが──」

　ふと、ドル・ドーザは遠い目になった。ティリエルから視線をそらす。ティリエルは、不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、

「なにか借りてたんですか？　それを返しに行ったとか？」

　ドル・ドーザの口元に、笑みらしきものが閃ひらめいた。

「そういう種類のものではない。ディアマンドラ殿下がわしに求めたのは、『竜戮騎士テイフオニロス』としての仕事だ」

　その言葉に、鳥かごの中にいるキキモラが反応した。

「……それが、ラストウィングですか」

「さっきもちょっと気になったんだけど──知ってるの？　キキモラ」

　キキモラはソファの上でぎゅっと身を固くした。なにかを、恐れているようでもある。

「…………はい。『錆び付く翼ラストウイング』の伝説は、有名ですから」

　小さなキキモラのことを、ドル・ドーザは不ふ思し議ぎそうに見下ろし、それから同意した。

「何者かは知らんが、そのとおりだ。ディアマンドラ殿下からは、ラストウィングという魔ま獣じゆうの討とう伐ばつ任務を賜たまわった。そのために皇こう室しつ伝でん承しよう院いんの資料を漁あさったのだが、その逸いつ話わの中に──エリスロス、貴殿とラストウィングの戦いが記されていた。もっとも、その逸話では、貴殿はラストウィングに殺されたと記されてあったが」

「で、でも、エリスロスはここにいますけど──」

　アッシュの質問に、ドル・ドーザは首を振り、

「しょせんは伝説、どこまでが虚きよ偽ぎでどこまでが事実であるかなどわしにもわからぬ。今はっきりしている事実は、わしがラストウィングを討伐しなくてはならないことと、そして貴殿がラストウィングを敵視しているということだ。敵の敵は味方という。味方が多ければ敵を討うち果はたす可能性が高まるのは自明の理だろう」

　如何いかが──と、ドル・ドーザは重ねてエリスロスに同盟を申し出た。

　エリスロスは考える。髪かみを掻かき上あげ、ふとその手が真しん紅くの角に触れる。苦笑。なにかを思い出したのかもしれないが、それがなんなのかは、アッシュにはわからない。

　もっとも、ドル・ドーザとエリスロスがどういう結論を出すにせよ、アッシュたちにはあまり関わりのない話だ。アッシュだけではなく、ティリエルもリュカも、息を呑のみながらもどこか傍ぼう観かん者しやのような表情でやり取りを見守っている。

　ただひとり──イリステラ・クィンストラウスを除いては。

「なにを悩むことがあるのです、エリスロスさん！」

　ガタッ、と椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。いきなり元気になりやがった。イリステラは頬ほおを紅こう潮ちようさせ、両りよう拳こぶしを握にぎり締しめてエリスロスに詰め寄った。

「安心してください、あなたに味方するのはドル・ドーザばかりではありません。わたくしたちもまた、あなたと力を合わせて、見事怪物を討ち果たしてごらんにいれますよ！」

　エリスロスは呆あきれたようにドル・ドーザのことを見、

「聞くが、汝なんじと同盟を組んだら、この娘ももれなくついてくるのか？」

「話がどう転がるにせよイリステラさまには即刻山を下りていただく」

　ドル・ドーザの答えは端たん的てきだった。まあ、それ以外の選せん択たく肢しはないだろう。

　しかし、やはりイリステラだけは余よ人じんとは違っていた。意表を突かれたように眼を丸くして、ドル・ドーザのほうに向き直る。

「ど、どうしてですか、ドル・ドーザ！　あなたが口にしたことではありませんか!?　味方は多いほうがいいと──」

「相応の実力がなければ味方と呼ぶことはできませんな。第一、姫さまを戦せん闘とうに巻き込むことなど論外です」

　イリステラはむっと鼻はな白じろむ。自分の味方であるはずのティリエルやアッシュに視線を巡らせる。「なんとか言ってやってください」と意気込む表情だ。

　が、ティリエルもアッシュも、気まずそうに頬ほおを掻かくばかりで、イリステラの意気込みに応こたえることはできそうになかった。心情的にはドル・ドーザと同じなのだ。エリスロスにまるで敵かなわなかった自分たちが、彼をして『怪物』と言わしめるラストウィングに勝てるとは、とても思えない。

　イリステラの表情が弱気になっていく。藁わらにもすがるような眼まな差ざしを、リュカへと向けた。確かに彼女は、この中で最大の戦力になるだろうが──

「やだ」

　返ってきたのは、遠えん慮りよのない、はっきりとした拒きよ絶ぜつだった。

「あたしは協力しないよ、イリステラ。だって関係ないもの。今、あたしにとって大事なのは、アッシュを取り返すことだけ。まあ、一番いいのは、そのラスなんとかとエリスロスが相あい討うちになることかな？」

「……はっきり言うではないか」

　苦笑を浮かべたエリスロスに、リュカは冷たい目を向けて、

「ラスなんとかは人間にも危険があるみたいだからね。それまでは、あなたを仕し留とめるのは待ってあげる。だからといって、協力はしないけど」

　利己的で、それゆえに現実的なリュカの言葉に、イリステラは唇くちびるを噛かんだ。そこに、トドメを刺すようにドル・ドーザが声をかける。

「イリステラさま。お戯たわむれもほどほどに願います。この件は我々に任せて、イリステラさまにおかれましては一刻も早く城にお戻りになられますよう」

　教育係の厳しい言葉に、イリステラは唇を噛み、うつむいた。

　その小さな拳こぶしを、きゅっと握にぎり締しめ──イリステラは、叫ぶ。

「…………戯れなどでは、ありません！」

　今までのイリステラからは想像もつかない、余裕のない、子供の駄だ々だのような叫び声だった。ドル・ドーザは意外そうに眼を見開くが、弁解することはしなかった。黒く冷たい眼差しで、じっとイリステラを見つめているだけだ。

　その視線に耐えきれなくなったように、イリステラは駆かけ出だした。『貴族の間』から出て、神殿の奥へと駆かけ去っていく。

「イリステラさま！」

　見過ごすことはできなかった。アッシュはイリステラを追って駆け出した。壁かべに引っかかっていたランプを、かすめ取るようにその手にして、彼はイリステラが消えていった神殿の闇やみに身を投じた。
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　不覚にも、あっという間にイリステラのことを見失ってしまった。

　部屋を出る間際、咄とつ嗟さにランプを掴つかんだのはいいのだが、その灯あかりを頼りに進もうとするアッシュが、闇雲に走るイリステラに追いつくことはできなかった。白い背中は、すでにどこにも見えなくなっていた。

「姫さま！　お待ちください！」

　アッシュは足音が聞こえるほうに必死で呼びかける。しかし足音は絶えることなく、ただ遠ざかっていくばかりだ。

　それを懸けん命めいに聞き逃すまいとしながら、アッシュは考える。

　イリステラさまは、どうしてそんなにもラストウィングにこだわるのだろう。

　民に危険が及ぶから──それはわかる。いかに特殊な『趣味』を持っているとはいえ、イリステラは責任感の強い王女だ。ラストウィングの脅きよう威いを捨て置くことはできないと考えたのかもしれない。

　しかし、同時に、イリステラは聡そう明めいな王女でもあった。怪物討とう伐ばつは騎き士しの役目であり、決して王女の関わり合いになるところではないと、それくらいわかっているはずなのに。

　それ以外の『なにか』が、彼女を急せき立てた、ということなのだろうか。

　では、それは一体、なんなのだろう──

　そこまで考えたところで、アッシュの足はぴたりと止まった。

　アッシュの目の前には、外の光景が広がっている。かつてはバルコニーとして利用されていたのだろう。白亜のフェンスは蔦つたや苔こけの侵しん略りやくを受けて、緑のまだらに染そまっていた。

　その先に、白い背中が見えた。

「イリステラさま！」

　彼女は慌あわてたようにこちらを振り向くと、そそくさと走り出した。しかし、数歩も行かないうちに足取りが鈍にぶり、力尽きたようにしゃがみ込んでしまう。

　どうしたのだろう、と心配になったが、その理由にはすぐに思い当たった。

「……暗いところが苦手なのに、無理なさらないでください。イリステラさま」

　静かに語りかけながら、アッシュは震ふるえる背中に近づいていく。イリステラが暗所恐怖症だということは、限られた人間しか知らないことだ。アッシュはそのひとりである。

　うずくまるイリステラの傍そばにランプを置き、自らもその場に膝ひざをつく。

　アッシュが彼女の肩に手を置くと、びくりと震ふるえた。こちらを振り向いた青い瞳ひとみは、闇やみに対する恐れに潤うるんでいた。

　ふと、数ヶ月前のことを思い出す。彼が『竜戮騎士テイフオニロス』見習いとなった直接の事件を。

「ここにいると、あの聖堂を思い出しますね」

　ぽつりと言うと、イリステラは驚おどろいたように眼を見開き──それから、笑みらしきものが口元に浮かんだ。

「……ええ。わたくしも、同じことを考えておりました」

　イリステラの細指が、肩に載せられたアッシュの手を握にぎる。心しん臓ぞうがどきりと鳴ったが、それを表に出さないよう努めた。自分が動どう揺ようしていては、イリステラの動揺を鎮しずめることなどできるわけがない。

「あのときも──確か、こうやって、アッシュに助けてもらったのですよね。暗いところで震えるわたくしに、灯あかりを差し出してくれたのですよね」

「そ、そうでしたか？　よく覚えてません」

　嘘うそだった。聖堂の地下洞どう窟くつへと落とされたときのことは、今でも鮮せん明めいに覚えている。闇に怯おびえるイリステラの泣き顔も、自分にしがみつく肌の温ぬくもりも、なにもかも。

　それを覚えていないと言ったのは、イリステラの体面を考えてのことだった。王は何物も恐れてはならない。いずれ王になるイリステラは、そう教育されてきたのだという。だからこそ、イリステラは闇に怯える自分を恥はじ、それを誰だれにも言わないようアッシュに命じたのだ。

　しかし。

「…………覚えて、いないのですか」

　それは、まるっきり、逆の効果を生むことになった。

　手から手が離はなれる。イリステラは、肩に置かれたアッシュの手を疎うとむように立ち上がった。足下にあったランプを手にして、つかつかと歩き出す。

「い、イリステラさま？」

　わけもわからず、アッシュは彼女に付き従った。

「わたくしは、──わたくしは、ようく覚えておりますのに」

　イリステラはランプを抱えながら歩く。足早に、逃げるように。

「忘れたことなど、一度もありません。アッシュとティリエルと、一緒になって聖堂に向かったときのことを。試練を乗り越えて、ガーラフさんたちに出会って、洞窟に落とされて、『凶狼ワーグ』に追いかけ回されたときのことを」

「……あの、それは、」

「なのに、アッシュはそれを忘れてしまったのですね。あれはあなたにとって、覚えるほどのことではなかったのですね」

「いや、ですから、」

「ええ。ええ。そうでしょうとも。だってアッシュは、あの程度のこと、リュカさんと一緒に、たくさん経験してきたのですものね。わたくしにとっては初めてでも──アッシュにとっては、手慣れたことだったのですものね！」

　なんだか、ものすごく、誤解を招かれそうなことを言う。

　アッシュはイリステラに走り寄った。よくわからないが、今の彼女は普通ではない。王女として、イリステラ・クィンストラウスとしてその身に染しみついているはずの威い厳げんや余裕が、どこかへ吹き飛んでしまっていた。

　どうしてなのかはさっぱりわからないが、しかし、ヒントはあった。

　リュカさんと一緒に──という言葉だ。

「イリステラさま、もしかして、リュカになにか言われたんですか？」

　ぎくっと、イリステラは身を強こわばらせて立ち止まった。

「……な、なにを言われたんですか？　いや、それより、リュカがなにを言ったとしてでもですね、それは嘘うそで──」

「『凶狼ワーグ』に追いかけ回されたこともですか？」

「……、それは、本当、ですが、でも」

「それだけではありません。リュカさんと一緒に山さん賊ぞくを退治したり、灰はい色いろ熊ぐまをやっつけたり、山の中で遭そう難なんして何日も一緒に寝泊まりしたということも、すべて聞きました」

　淡々とイリステラは語る。静かな口調だが、それは内側になにかを秘めた静けさだ。

「……リュカさんばっかり」

「え？」

「リュカさんばっかり、不公平です。ずるいです！　だってそうではありませんか、アッシュ！　わたくしがあなたを見知ってから、まだ半年も経たっていないのですよ！　それなのに、リュカさんは十年もあなたと一緒にいて、いろんな冒険をして──！」

　アッシュに顔を近づけて、イリステラは必死になって詰め寄ってくる。その迫力に負けてアッシュは一歩退き、退いた分だけイリステラは押してくる。

「だからわたくしも、アッシュと一緒に、いろんなことをしたいのです！　そうでなければ、──そうでなければ、リュカさんに、アッシュのことを取られてしまいます。アッシュはわたくしの騎き士しなのです。ほかの、誰だれにも。誰にも連れて行かれたくは、ありません──」

　そこまで言い切って。

　イリステラは、口を噤つぐみ、顔をうつむかせた。

　恥はじらいに耳まで赤くなる。節度ある王女としての言葉では、ないと思ったのだろう。

　しかしその言葉で、なぜイリステラがそこまでラストウィングにこだわるのか、わかったような気がした。

　リュカにアッシュを取られる。それが、イリステラが抱いていた恐れだったのだ。恐らくはあの礼拝堂の出来事以来、イリステラはずっと、自分の騎き士しがほかの誰だれかに取られてしまうのではないかという危き惧ぐを抱いていたのだろう。だからこそ、無理にでもアッシュと共に戦おうとしているのだろう。

　アッシュは拳こぶしを握にぎり締しめた。気が遠くなるほどに、身に余るほどの、光栄だ。騎士を志こころざして、仕えるべき主にこれほどまでに思われるということは、なんと誇ほこらしいことなのだろう。

　胸の奥に熱いものを感じながら、アッシュはかすれた声で、

「……ぼくは、どこにも行ったりしません。ずっと、あなたの騎士です」

　イリステラは眼を上げた。ぽつりと、

「それなら、わたくしと一緒に、ラストウィングと戦ってくれますか？」

　熱に浮かされたアッシュは、勢い込んで頷うなずこうとして──寸前で思いとどまった。

　いかなる光栄に浴していようと、迂う闊かつに頷くわけにはいかない。ここで首を縦たてに振ってしまえば、ドル・ドーザを説得するのは、自分の役目ということになってしまう。

　しかも女装をしたまま、女言葉で。

　どんな拷ごう問もんだ。

　黙だまりこくるアッシュを見て、ふと、イリステラの瞳ひとみに弱々しい光が宿った。

　かすかな、絞しぼり出だすような声で、

「……それとも、アッシュも、ドル・ドーザと同じことを言うのですか？」

　イリステラの悲しげな声が、ざくりと心に突き刺さった。

　これとまったく同じ声音を、アッシュは少し前に聞いたことがあった。

　リュカが城に現れ、アッシュを『借りる』と宣言したときのこと。かつて彼女に与えられた恐怖の記憶に縛しばられて、アッシュがリュカの言葉に同意してしまったときのこと。

　あのときも、イリステラは、こんな悲しげな表情を、寂さびしげな声をしていた。

　アッシュが、そうさせたのだ。

「………………っ！」

　アッシュは拳を握り締める。思い出しただけで死にたくなった。あの姿はアッシュを追い詰めるための演技だったのだと、そう自分に言い聞かせようとしても、自分自身が聞く耳を持ってくれなかった。

　馬車に便乗することになったあのとき、ティリエルも言っていたではないか──イリステラの悲しみは、半分は演技。けれどももう半分は、紛まぎれもなく本当のことだったのだと。

　アッシュがイリステラの信頼を裏切ったということは、紛れもない事実なのだ。

「アッシュ？」

　不安げに、イリステラは見上げる。裏切られることを恐れるように。その視線に追い立てられるように、アッシュはぎこちなく口を開き、

「しかし、あの、危険、です。ラストウィングは、エリスロスやドル・ドーザ団長が立ち向かわなければならないほど、凶悪な相手なんですよ」

　そんなものの前に、イリステラさまを晒さらすわけには──と言いかけて。

　アッシュは、イリステラが不ふ思し議ぎそうに自分を見上げていることに気づいた。

「なにを言うのです。危険などありません」

「…………？」

「だって、わたくしの身は、アッシュが守ってくれるではありませんか。ですから危険ではないのです。『凶狼ワーグ』のときや、キキモラさんのときのように──きっと、あなたが助けてくださいますから。だからわたくしの身は安全なのです」

　そうでしょう？　と、わずかに首をかしげて、問い返されて。

　アッシュは、自分が完全な詰みに嵌はまったことに気づいた。

　眼を伏せる。ため息をつきたくなるのを、危ういところでこらえた。イリステラに現実を説くのは簡単だった。そんなのは夢物語に過ぎませんと、たとえ今までうまくいったからといって次もそうなるとは限らないと、そう切り捨てることは容よう易いだった。

　けれど、それはイリステラの信頼を裏切ることだ。

　二度も、そうするわけには、いかない。

　短く簡かん潔けつに、アッシュは決意を固め、宣せん誓せいを口にした。

「御ぎよ意いのままにすることを誓ちかいます、イリステラさま──我が君ミレデイ」

　騎き士しとしては当然の、服従の言葉は、しかしある種の背信を含んでいた。

　アッシュは自分の実力をよく知っている。そんな彼が、ラストウィングからイリステラを守りきるなどと宣言するのは、不可能を可能と偽いつわるに等しかった。

　しかし。

「──アッシュ！」

　イリステラは、輝かがやくような笑みでアッシュに抱きついてきた。ティリエルに対してはよくするが、アッシュを抱ほう擁ようしたことなど一度もない。
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「ありがとうございます！　やっぱり、あなたは、わたくしだけの騎士です！」

　きゅうう、と首に回された手に力が込められ、アッシュは顔がどんどん熱くなっていくのを自覚する。リュカに抱きしめられたときとはまるで違う、柔やわらかく温かな感覚に、アッシュは先ほどの決意がさらに強くなっていくのを感じた。

　自分には力が足りない。しかし、そんな自分にもできることはある。イリステラの信頼を、笑顔を守るためなら──自分は、どんなことでもするという決意だった。

　そう。どんなことでも、やってみせる。
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　リュカが不ふ機き嫌げんなのは理り屈くつによるものではない。勘かんだった。

　それも獣けものの直感ではなく、女の勘という奴やつだ。

「……そういうわけで、リュカ。きみにも協力してほしいんだ」

　吹っ切れたように、アッシュはそう言う。それがますます気に入らない。こんなにキリっとしたアッシュはアッシュではない、とすら思う。

　彼が連れ戻したイリステラは、にこにこしながらロッキングチェアに座っていた。膝ひざの上にキキモラが入った鳥かごを置き、一同を見み渡わたしている、ドル・ドーザとエリスロスは、どこかに行ってしまっていた。

　不機嫌に腕を組みながら、リュカはぼそりと、

「さっきのあたしの話、聞いてた？　あたしがラストウィングと戦う理由はないの」

「ラストウィングを倒せば、エリスロスも積せき乱らん雲うんを消してくれるだろうし、麓ふもとの人たちの安全も確保される。そっちのほうが、同業者組合ギルドの目的にも適かなっているだろ？　エリスロスを倒すことはできないんだから、彼と協力してラストウィングをどうにかしたほうが、まだ分がある賭かけだ」

　正論だった。悔しいが、今のリュカではエリスロスを狩ることはできない。しかしエリスロスとラストウィングの戦いを静観するだけでは、仕事を果たすことにはならない。

　それはわかるのだが──感情が、いや、本能が、否いなという声をあげているのだ。

「……なんで、いきなり、そんなことを言い出したのかな。アッシュは」

　アッシュの表情に怯おびえた色が混じり、少しだけ胸がすっとした。しかしリュカは手加減をしない。じっとりと、熾おき火びのように光る緑眼でアッシュを見み据すえる。

　そこに──邪じや魔ま者ものが、口を挟んできた。

　恐らく、アッシュがこんなことを言い出すようになった、元凶が。

「リュカさん。あなたが自分とアッシュ以外に興きよう味みがないということは存じております。そのことの是ぜ非ひは──今は、口にすべきではないでしょう。ただ、このことは、アッシュのためにもなることなのですよ」

「……なに？」

「つまり、こういうことです──」

　イリステラの説明を聞くうちに、不本意ながら、リュカは自分の心が『協力』のほうに傾かたむきつつあることを自覚した。確かに、彼女の言うとおりに事が運べば、今この神殿内に山積みしている問題は、ほとんどが解決する。

　しかし、『悪い虫』であるイリステラの言いなりになるのは──なんというか、気に入らなかった。

　そんな思案をしていると、それまで黙だまり込んでいたティリエルが、声をあげた。紅あかい瞳ひとみに鋭い光を宿し、イリステラを射い貫ぬくように見る。

「姫さま。あたしはまだ、納得したわけじゃありませんよ」

　イリステラは驚おどろいたようにティリエルを見た。

「ティリエル、もう、そんなワガママを言わないで」

「わがっ──、ど、どっちがですか!?　ラストウィングを倒すだなんて、そんな無茶なことを！　アッシュ、アンタもなに賛成してるのよ？　こうなったときのイリステラさまを止めるのが、アンタの役目でしょ！」

　アッシュは情けない顔をした。女装をした彼女──じゃなかった、彼がこういう顔をすると、なんというか、むらむらと来るものがある。

「そ、それはそうだけど、でも」

「でもじゃない！　大方イリステラさまの命令に逆らえなかったとか、そんな落ちでしょ？　アンタがそんなだから──、な、なんですか、イリステラさま？」

　お説教をするティリエルに、イリステラはするすると近づいていった。気づいたときにはもう遅い。彼女は白い指をそっと伸ばすと、ティリエルの手を絡め取った。

「どうしても、だめですか？　ティリエル」

　吐と息いきのような、湿った声──

　耳元で囁ささやかれて、ティリエルの顔がみるみるうちに紅あかくなっていく。

「わたくしが、こんなにお願いしても？」

「……っ、そ、それと、これとは、」

「アッシュは、言うことを聞いてくれたのに？」

「そ、そんなの、アッシュが、勝手に」

「わたくし──ティリエルとアッシュだけは、なにがあっても、わたくしの味方だと思っていたのですけれど。それは、間違いだったのでしょうか？」

　小さな囁き声。蠱こ惑わく的な響ひびき。それは、傍そばで聞いているリュカでさえも、ぐらりと傾かたむいてしまいそうな魅力カリスマに満ちていた。

　ティリエルの手を、イリステラは両手でそっと包み込む。潤うるんだ青い瞳ひとみは、じっと呼吸を止めたままのティリエルの表情を映し出していた。

「お願い。ティリエル。どうか、わたくしのことを守ってください」

「…………で、で、ですから！　守るもなにも、危険に近づかなければいいだけで──」

「そうしてくれたら──あなたに、とっておきのご褒ほう美びを、して差し上げますよ……？」

　ティリエルの頭に穴が開いていたら、そこから湯気が噴き出したに違いない。

　イリステラに手を握にぎられながら、ティリエルの瞳がどこか遠くを見るような、別次元の空間を見み据すえるような色にシフトした。陶とう然ぜんとした表情は桃とう源げん郷きようにいるがごとく、その唇くちびるはぶつぶつとなにかをつぶやいているがリュカには聞き取れない。というか聞き取りたくない。なんとなく、きもちわるかった。

「ティリエル？」

　引き気味のリュカとアッシュとキキモラの前で、ティリエルはハっと我に返った。頬ほおは恥はじらうように上気しながら、彼女はイリステラに向き直ると、

「……も、もう、仕方ありませんね！　まったくイリステラさまは、あたしがいないとなんにもできないんですから……アッシュだけじゃ頼りないし、あ、あたしが協力してあげるしか、ないようですね……！」

「ああ、ありがとう、ティリエル！　あなたならそう言ってくれると思っていました！」

　大好き！　と抱きつかれて、ティリエルは口元をむにむにと動かしている。嬉うれしそうに身体をもじもじさせている。リュカには理解できない世界だった。

「では、リュカさんも、それでよろしいですか？」

「……まあ、いいけど。確かにあなたの言うとおりにすれば、アッシュは戻ってくるだろうし、同業者組合ギルドの仕事も終わらせられるけどさ。でも──」

「でも？」

「それもこれも、ラストウィングを倒すことができれば、でしょ？」

　そうなのだ。

　すべてはそこに立脚した話である。ラストウィング──未いまだ見も知らぬ怪物に、勝つことができなければ意味がない。しかし自分たちはその怪物がどんなものなのか、どう戦えばいいのか、それすらも知らない。

　そのことを指摘すると、イリステラはにっこり笑って、

「それなら大丈夫。ね、キキモラさん？」

　膝ひざの上の鳥かごを取り上げてみせた。

「…………、は？」

　まさか自分に振られると思っていなかったのか、キキモラは金色の眼を瞬まばたかせて、きょときょとと周囲に視線を向けた。なにがなんだかわかっていないという表情。

「あなたはラストウィングのことを知っているのでしょう？　ですから、あなたもどうか協力してください。わたくしたちがどうすればラストウィングに勝てるか、教えていただきたいのです」

　さすがのリュカも絶句した。なんという王女。すべて人任せなのか。

　傍そばで見ていたリュカでさえそうだったのだ。当事者のキキモラにしてみれば、たまったものではなかっただろう。

　キキモラはアッシュを見た。アッシュは沈ちん痛つうな面持ちを伏せている。

　次いで彼女は、ティリエルを見た。ティリエルは鳥かごを持ち上げ、あっさりと、

「で？　どうすればいいの。早く言いなさい、キキモラ」

　最後にキキモラは、リュカのことを見た。藁わらにもすがる遭そう難なん者しやのように。

　この妖よう精せいのことはよく知らないが、哀あわれに思わないでもなかった。こんなちっぽけな身に、作戦立案などという重荷を押しつけられるとは。

　とはいえ、リュカの立場でできることは、ただひとつ。

「まあ、情報は必要だよね。洗いざらい教えてくれるかな、キキモラ」

　肩をすくめて首を振って、最後のトドメをキキモラに刺すことだけだった。
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『錆び付く翼ラストウイング』。『軋む絶叫スクイーズワン』。『死と荒廃の運び手ダストブリンガー』──

　その怪物には、歴史上、多くの名が付けられている。『ラストウィング』というのはディアマンドラが口にした名前に過ぎない。

　討とう伐ばつを命じられてから、ドル・ドーザがまず訪れたのは皇こう室しつ伝でん承しよう院いんだった。しかし大陸中の書物を掻かき集めた大図書館においても、ラストウィングの情報は少なく、異名の羅ら列れつに終わっているものがほとんどだった。

　そのことを話すと、エリスロスは呵か々かとして笑った。

「知らぬのならば仕方があるまい。むしろ、知らぬことを知ったふうに記されることのほうが遥はるかに問題であろう」

「……ふん。まあ、そうかもしれんな」

　二人がいるのは礼拝堂だ。『貴族の間』は若い連中ばかりで騒さわがしく、落ち着いて話すこともできないと考え、この半ば崩くずれ落ちた広間にやってきたのだ。

　長なが椅い子すに腰かけるエリスロスを見下ろして、ドル・ドーザは重々しくつぶやく。

「では、エリスロス。貴殿の協力は願えんのだな」

　声に失望が混じるのを、ドル・ドーザは抑えようとはしなかった。

　いかに『竜戮騎士テイフオニロス』とはいえ、単身で、しかもほとんど情報のない怪物を討うち果はたすなどということは困難に極まる。だからこそ、かつてラストウィングと戦い、今また再戦に備えているエリスロスと協力することは、互いに有益だと考えたのだが──

「我も色々と考えたのだがな。男と肩を並べて戦う、などということを想像すると、どうにもぞっとしないのだ。よって却きやつ下かだ、ドル・ドーザ」

「そんな理由で、か」

「そんなとはなんだ。我にとってはなによりも重大なことであるぞ」

　むっとして言ったエリスロスに、ドル・ドーザは嘆たん息そくした。

　とはいえ、相手は人間ではない。精せい霊れい獣じゆうなのだ。人間には理解できない行動基準を持っていたとしても、驚おどろくには値しないだろう。むしろ敵対しなかっただけよしとすべきなのかもしれなかった。

　エリスロスはゆっくりと立ち上がると、首をかしげてドル・ドーザを見、

「ではお帰り願おう。なに、汝なんじがラストウィングを倒そうとすること、それ自体は止めはせぬ。ただ協力はしないというだけだ」

「……わかった。しかし、今晩だけはこの神殿に泊めてはくれまいか。わしひとりならばともかく、イリステラさまたちを麓ふもとまでお送りせねばならんからな」

　断られるかとも思ったが、エリスロスは鷹おう揚ように頷うなずき、

「無論だとも。あのような可か憐れんな婦女子を、供ともも付けずに送り返したのではエリスロスの名折れだ。明日の朝日が昇るまでは、ゆっくりしていくがよい」

　男おとこ嫌ぎらいというよりは、女好きが過ぎるということなのか。人間ではなかったとしても、彼の振ふる舞まいは礼儀正しい貴族のようだった。

『貴族の間』に戻る途中、エリスロスは、ラストウィングのことを語った。

「奴やつがなぜ多くの名を持っているか、知っているか？　ドル・ドーザ」

　戯たわむれるような質問に、ドル・ドーザは真意を計りかねながら、答える。

「……それだけ、奴が多くの地を巡っているからだろう。皇こう室しつ伝でん承しよう院いんの資料を紐ひも解とく限りでは、ラストウィングは大陸中のあらゆる地方にその姿を現している」

「そのとおりだ。奴やつはひとつのところに留とどまることを知らん。大陸のあちらこちらを巡回し、自らの欲するものを残らず飲み込んで、再び去っていく──数百年ものあいだ、その繰り返しを行っているのだ」

　ドル・ドーザは黒い眼を見開いた。有益な情報だ。

「欲するものとは？」

「竜が欲するものはただひとつだろう。財宝さ」

　ドル・ドーザは足を止めた。

　それに気づき、エリスロスも立ち止まって、振り返る。どうした？　というような表情だが、聞き捨てならなかった。慎しん重ちように、口を開く。

「待て。──ラストウィングとは、『竜』なのか」

　エリスロスは呆あきれたように、

「なんだ。そんなことも知らずに奴を倒すと息巻いていたのか。存外『竜戮騎士テイフオニロス』というのは呑のん気きなものなのだな」

「ラストウィングがどのようなものなのか、伝でん承しよう院いんの書物には記されていなかった。しかし、だとしたら、これは一大事だ。王国どころではない。帝国に関わる問題だぞ」

　かつて大陸に現れ、国々を踏ふみ滅ほろぼした黒金の『竜』の伝説。初代皇帝シェルアリラと、原初の『竜戮騎士』が討うち果はたしたその怪物を知らぬものは、帝国に存在しないと言っていい。かつて世界を滅ぼしかけたものなのだ。それが復活しているとなれば、自分ひとりの力では到底おぼつかない。

　が、エリスロスは、そんなドル・ドーザの思おも惑わくを汲くみ取って、また笑った。

「待て待て。ドル・ドーザ、汝なんじは聡そう明めいだが、やや先走りしすぎるきらいがあるな？　竜とは種族の名だよ。彼女の系けい譜ふであることに変わりはないが、そのものではない」

「なに？」

「つまりだな、ドル・ドーザ。黒金の『竜』、世界を滅ぼしかけたあの災さい厄やくには子孫がいるのだ。『死竜の寝床ブラツクレア』には直系の子孫が何体も蠢うごめいていると聞くぞ。ラストウィングは、そこからはみ出した一体に過ぎん」

「……子孫、か」

　苦々しく、ドル・ドーザはつぶやく。ラストウィングがただの魔ま獣じゆうでないことには気づいていたが、まさか災厄の『竜』の種であるとは思いも寄らなかった。

　ドル・ドーザの表情を、楽しげに眺めながら、エリスロスは言う。

「竜は財宝を好むものだ。それも、ただの金銀財宝ではなく──『魔マ源ナ』が籠こもった財宝を、好んで喰くらう」

「それが、各地を巡回する理由か」

「理解が早いではないか。あの怪物は大陸各地を巡り、めぼしい『魔マ源ナ』を見つけては、それを貪むさぼり喰くらう。恐らくはそれが奴やつの栄養なのだろうな。そうして腹を満たしたあとは、再び飛び立ち、また次の獲え物ものを探しに行く──なんとも浅ましいことだ。『死竜の寝床ブラツクレア』を追い出されたのも、大方その食い気が『魔族エマ＝デモナス』どもの癇かんに障さわったからであろうよ」

　ドル・ドーザは眼を閉じて、慎しん重ちように、口を開いた。

「では──ラストウィングがここに現れるのは、ここにラストウィングが欲する『なにか』があるからか」

　エリスロスの表情から、笑みが消えた。

「……それは、汝なんじには関わりのないことだ。ドル・ドーザよ」

　そのとおりだった。エリスロスがどのような『魔法の道具マジツクアイテム』を持っていようと、ラストウィング討とう伐ばつにはさして関係がない。ただ、ラストウィングが『魔源』を糧かてとしていること、それを求めて飛び回っているということを知ったのは、大きな収しゆう穫かくだった。

　行動原理がわかれば対策も立てられる。あとは、実行に移すだけだ。

　そう考えるドル・ドーザの目の前で、扉が開いた。

『貴族の間』の扉。中から暖だん炉ろの薪まきが爆はぜる音と、温かな光が漏もれてくる。

「あ──おかえりなさい、エリスロス」

　ほっとしたように腕を広げ、エリスロスを迎えたのは──誰だれあろう、若き『竜戮騎士テイフオニロス』見習い、アッシュ・ウィリアックだった。

　ドル・ドーザの姿を見て、アッシュの灰色の瞳ひとみにかすかな動どう揺ようが浮かんだ。しかし、それを押し殺すように、アッシュはエリスロスに視線を戻して、

「話し合いは、どうなったのですか？」

　そっと、エリスロスの腕に抱きついた。

「お、おお、アシュリー。どうしたのだ、突然──いや、結構なことだ。なに、ドル・ドーザとの話し合いの結果が聞きたいのか？」

　エリスロスは相そう好ごうを崩くずし、さりげなくアッシュの腰に手を回した。ドル・ドーザは、自分が眼に掛けていた若き騎き士しの惨さん状じように、どこまでも苦い顔をする。なにかしらの理由があってこんな格好をしているのだろうが、それはドル・ドーザが考える『騎士』のあり方とは、あまりにもかけ離はなれた姿だった。

　アッシュとエリスロスは、仲なか睦むつまじく部屋の中に入っていく。

「はい。あの────、あ、あなたが、どうなさるのか、どうしても知りたくて」

　そっと伏せた睫まつ毛げを、羞はじらいに震ふるわせる姿は、どう見ても思い人を気にかける可か憐れんな少女でしかなかった。ドル・ドーザもその姿を好ましく思っていただろう──アッシュの性別を知らなければ。

　そして、アッシュが男であるということを知らないエリスロスは、

「そうかそうか、それもそうだな！　夫となる者の動向は、常に知っておきたいと思うのは当然だ。心配をかけたな、アシュリー」

「…………お、夫だなんて、まだ、そんな……恥はずかしい、です」

　アッシュは顔を赤らめ、ドル・ドーザは目を覆おおいたくなった。しかしエリスロスはいっそう相そう好ごうを崩くずし、

「なにも恥じることはないのだぞ。それで、話し合いの結果だが──やはりな、男と肩を並べて戦うというのは、どうにも気に入らなくてな。我々は別々にラストウィングに当たることになった」

　部屋の中には数人の少女がいる。ドル・ドーザが仕えるべき主、イリステラもそのひとりだ。ティリエルと並んでベッドに腰かけ、話の行く末を見守っている。

　彼女が上うわ目め遣づかいにやり取りを眺ながめているのを見て、ドル・ドーザは不安を覚えた。

　それを裏付けるように、アッシュが大声で叫んだ。

「そんな！　いけません！」

　エリスロスは驚おどろいてアッシュを見つめた。アッシュは悲しげに見上げ、

「ドル・ドーザ団長の実力はあなたもご存じでしょう。お願いですから、あの人と一緒に戦ってください」

「な、なにを言うのだ……これは、汝なんじが口を出すことでは……」

「それは違います。エリスロスさん」

　イリステラがすっくと立ち上がる。ドル・ドーザは、険けわしい眼まな差ざしでそれを見つめたが、彼女はまるで気に掛けた様子もなく、二人に近づいていった。

「アシュリーは、あなたが心配なのですよ」

「なに？」

「だってそうではありませんか。女の子なら誰だれでも、愛いとしい殿方の安全を願うものですよ。あなたがひとりきりでラストウィングと戦うよりも、ドル・ドーザと──わたくしたちと一緒に戦ったほうが、より安全ではありませんか？」

「姫さま」

　ドル・ドーザは低い声を出した。イリステラの思おも惑わくがわかったのだ。

　しかしイリステラはそれを無視し、言葉を続ける。

「アシュリーは、あなたの身に万一のことがないか、それだけを気に掛けているのです」

　エリスロスは真しん紅くの眼を見開いた。感動したようにアッシュを見下ろし、

「そうなのか、アシュリー？」

　アッシュはうつむき、黙だまり込む。その面おも差ざしは見えず、ただ震ふるえる手が、エリスロスの手に重ねられた。

「……お、お願いですから、一緒に力を合わせてください。その、えっと……あ、あなたがいないと、わたし」

　そこで言葉が途切れた。灰色の眼が泳ぐ。

　イリステラとティリエルは、じいいいいっとアッシュを見つめていた。

　彼女たちの瞳ひとみはただひとつ。「やれ」とだけ、告げている。

　アッシュはエリスロスを見上げ、振り絞しぼるような大声で、




「……わ、わたし、あなたがいないと、生きていけないんですっ！」




　そう、叫んだ。

　やった──という、声にならない声が、確かに部屋の中に響ひびいた。

　イリステラは眼を輝かがやかせ、ティリエルはにやにやと笑っている。リュカは不ふ愉ゆ快かいそうにそっぽを向き、キキモラも痛ましげに眼を伏せていた。彼女たちのことはよく知らないが、ドル・ドーザの心情としてはそちらのほうに共感した。

「…………アシュリー…………」

　その中で、ただひとり事情を知らないエリスロスは、アッシュのことをひしと抱きしめ、天を仰あおいで悔かい恨こんの叫びをあげた。

「……我が、愚おろかだった……！　どうか許してくれ、アシュリー！」

「それじゃ、あたしたちと共同戦線を張ってくれるのね？」

　ティリエルがそっと囁ささやき、エリスロスは大きく頷うなずく。

「ああ、無論だとも！　ほかでもないアシュリーの望みだ、汝なんじらと共同戦線を張ろうではないか！　それでアシュリーの心が安んずるのであれば！」

　感動に胸を震ふるわせるエリスロスとは対照的に、ドル・ドーザはいち早くイリステラの姦かん計けいを見抜いていた。低い声で制止する。

「お待ちください、姫さま。まさか、あなたも一緒に戦うなどとは仰おつしやいますまいな？」

　イリステラはむしろびっくりしたようにドル・ドーザを見、

「もちろん一緒に戦いますよ。当然ではないですか！　わたくしが臣たるアシュリーやあなたを見捨てて、どうしてひとりで山を下りることができましょうか」

「なりません！　あなたは王女なのですぞ!?　ご自身の立場を──」

「ねえ、そうですよね、アッシュ？　わたくしたちの作戦では、わたくしの存在は不可欠なのですよね？」

「エリスロス、どうかイリステラさまも一緒に連れて行ってください」

「もちろんだ！　おまえの言うことは正しい！　無条件に正しいのだ！　ええいドル・ドーザ、あまり自分勝手を言うでない！　アシュリーの言うことに逆らうつもりなら、いかに汝とて我が雷らい撃げきを避さけることはできんぞ！」

　ドル・ドーザは、我が身がぐらつくのを感じた。

　感激に飲まれたエリスロスはアッシュの言いなりであり、そしてアッシュはイリステラの傀かい儡らいになっている。つまり、なにもかもがイリステラの──この奔ほん放ぽうな王女の思うがままということだ。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむドル・ドーザに、イリステラがとことこと近づいてきた。彼を見上げるイリステラの表情は、悪戯いたずらを見み咎とがめられ、なおも悪びれない少女の愛らしさがあった。

「どうしてもダメですか、ドル・ドーザ？」

　ドル・ドーザは、太い息を吐いた。憂うれいに満ちた表情で、

「……ラストウィングは、竜の一族です。それでも、立ち向かうつもりなのですか」

「存じております。キキモラさんが教えてくださいました」

　ドル・ドーザが鳥かごに視線を向けると、中にいた『妖よう精せい』はびくっと身体を震ふるわせた。あれが本物の『妖精』かどうかはともかく、その知識は本物のようだ。

　それを知った上で、イリステラは共に戦いたいと言っている。

　教育係であるドル・ドーザは、彼女のことをよく知っていた。こうなった以上、イリステラはなにがなんでもラストウィング討とう伐ばつに加わるだろう。たとえ鎖くさりでがんじがらめにして王都に送り返したとしても、なにかしらの手て管くだを使って戻ってくるに違いなかった。

　ならば、せめて、自らの眼の届くところで守り通すしかない。

　ドル・ドーザは静かに首を振り、口を開いた。

「約束していただけますか。決して、危険なことはなさらないと。そうでなければ、あなたに従うわけには参まいりませんな」

　それを聞いて、イリステラは花開くように微笑ほほえみ、

「ええ、もちろんです、ドル・ドーザ！」

　そう言って、大きく頷うなずいたのだった。













　　　第五幕　ドラゴンキリング







　ラストウィングは、今日も腹はらを空すかせていた。




　他の姉妹とは異なり、彼女に理性や知性と呼ばれるものはほとんど存在しない。あるのはただ、強きよう烈れつなまでの本能──それも、食欲だけだった。

　ラストウィングは、災さい厄やくの『竜』が産み落とした卵のうち、最後のひとつから現れたものだ。その錆さび付いた翼つばさを目にしたとき、『竜』の子らの面倒を見ていた『魔族エマ＝デモナス』は、彼女が出で来き損そこないであると決めつけた。

　それは恐らく事実だったのだろうが、そのあとがよくなかった。『魔族』は出来損ないを育てる必要はないと決めつけ、ラストウィングをその揺りかごから追放したのだ。

　この世に生まれ落ちたその日から、ラストウィングは飢うえることになった。

『死竜の寝床ブラツクレア』は『魔マ源ナ』に満ちた土地だったが、そこに近づこうとすると『魔族』たちが不ふ可か思し議ぎな魔ま法ほうを使い、彼女を殺そうとした。

　同胞に追われ、錆さび付いた翼つばさを軋きしませながら、地面をはいずり回るラストウィングに、しかし悲ひ哀あいの心はなかった。怒りも湧わき上あがってこなかった。

　実際のところ、彼女は紛まぎれもなく出で来き損そこないだったのだ。感情などという上等な能力は、彼女には備わっていなかった。今までどうやって生き延びてきたのかもわからないし、そもそも昨日のことさえ覚えていない。

　ラストウィングにあるのは、ただ、「おなかがすいた」という原始的な欲求だけなのだ。




　──ラストウィングは空を見上げ、その大おお顎あごを軋ませて、わずかに口を開いた。

　ぎいいい、と耳みみ障ざわりな音が響ひびき渡わたる。鳴いたわけではない。錆さびの肌を持つ彼女は、あらゆる行動が、耳に耐えがたい異音を発するのである。

　そこだけは黒い光こう沢たくを放つ黒こく曜よう石せきの眼を、わずかに上向ける。

　ラストウィングの三つの瞳ひとみは、『魔マ源ナ』の輝かがやきをありありと感知していた。

　ラストウィングは出来損ないであり、竜種と呼ぶにはさまざまの能力が欠落していたが、それでも、彼女に残された能力はその欠落を補完して余りあった。

『魔源』の輝きは、血管のように地面の底を這はいながら、さまざまに分ぶん岐きしていく。ラストウィングの三つの瞳は、その中でもっとも輝きの強いものを読み取り、その行く末を注意深く観察しはじめた。

　ふと、錆び付いたラストウィングの脳みそに、軋むものがあった。

　自分は──この道筋を、知っている。

　昨日のことさえ覚えられないラストウィングにとって、その記憶は遥はるか彼方かなたに消し飛んだもののはずだった。それなのに、ラストウィングの乏とぼしい記憶容量に、この『魔源』の道筋は引っかかるものがあった。

　彼女にもう少しまともな思考能力があれば、その道筋の向かう先には、かつて大気の精せい霊れい獣じゆうと死し闘とうを繰り広げた場所があると思い出すことができたかもしれない。

　しかしラストウィングにそんな機能はなかった。あったとしても、鋼こう鉄てつの胃袋が告げる凶悪なまでの食欲に、抗あらがうことはできなかっただろう。

　錆び付く翼が、ゆっくりと開きはじめた。

　何千もの金属を擦こすり合わせたような不協和音が、森の中に響く。木々に留とどまっていた鳥や、そのうろで休息を取っていた小動物たちが飛び出し、あちこちへと散っていった。

　よたよたと、老人のような仕草で前足を地面につける。首をかしげ、『魔源』の辿たどる先を確かめて。

　ラストウィングは、鳴き声をあげた。

　木々の葉が吹き飛び、足下の岩にヒビが入り、逃げ遅れた鳥ちよう獣じゆうは即死した。

　無論、ラストウィングはそんなことに構わない──どころか、気づきもしない。ひび割れた岩を踏ふみしめて力強く蹴けると、四枚の翼つばさが互い違いに羽ばたきはじめた。

　破は滅めつ的な不協和音を響ひびかせながら──

　ラストウィングは、一路、ブルームランド地方へと飛び立った。




　　　　◆




　夏の木こ漏もれ日びが遥はるか頭上から降り注いでくる。

　渓けい流りゆうの近くの岩に腰かけながら、アッシュはその光をぼんやりと見上げていた。

　麦わら帽子を膝ひざに置いて、水面に裸足はだしのつま先をぷらぷらと遊ばせるその姿は、誰だれがどう見ても可か憐れんな乙女おとめのものだ。しかしその表情には、少女には似つかわしくないじっとりとした疲労の色が浮かんでいる。

『作戦』を決めてから、すでに三日が経過していた。

　近く、ラストウィングがこの地に現れる──と、エリスロスは言った。が、『近く』はあくまでも『近く』であって、こちらが準備を整えるまで待ってくれるわけではないし、逆にこちらの準備が万ばん端たん整ってもすぐに現れてくれるわけでもない。

　まあ、前者より後者のほうが遥かに有り難いのは事実だが──怪物の到来をただ待つ日々というのは、思いのほか心が疲れる日々だった。

　とはいえ、そういった重圧をまるで感じないものも、やはりいる。

　狩人ハンターであるリュカは、そのうちのひとりだった。

「アッシュー！　見て見て、ほら、こんなにおっきいのが獲とれたよ！」

　渓流を少し上った先で、リュカが満面の笑みでこちらに手を振っている。もう片方の手には、巨大な魚の尾を掴つかんでいた。びちびちと跳はねているのにびくともしないのは、リュカの爪つめが魚の身に食い込んでいるからだ。

「あはは……」

　曖あい昧まいに笑って、アッシュはリュカに手を振り返した。

「元気ねー、あいつ……」

　アッシュからやや離はなれた岩棚に、背中を預けていたティリエルが、こちらも疲れの滲にじんだ声でつぶやいた。

　アッシュは苦笑して肩をすくめ、

「山はリュカの縄張りみたいなものだからね。街に降りなくても、あの子は山の中だけで生活していくことができるよ」

「ふん。ま、田舎いなか者ものが田舎で元気になるのは当たり前か」

　そう言って、ティリエルは水面に躍おどる木漏れ日の反射を、じっと見つめていた。

　しばらく沈ちん黙もくがあってから、不意に、ティリエルは斬きりつけるように口を開いた。

「あのさ。──アンタ、リュカのこと、どう思ってるの？」

　思わず振り向くと、驚おどろくほど近くに紅あかの瞳ひとみがあった。岩棚から離はなれて、いつの間にかアッシュに近づいてきたものらしい。その迫力にアッシュはたじろぐ。

「な、なんだよ。いきなり」

「いいから教えなさい」

　有無を言わせぬ口調に、アッシュはティリエルから視線を外し、考え込んだ。自分がリュカのことを、どう思っているか？　そんなのは決まっている──

「あの子は、ぼくにとって大切な幼なじみだよ。今でもすごく怖いけど、そのことは変わらない」

「ほんとに、それだけ？」

「……どういう意味？」

「リュカはアンタが好きなんでしょ。アンタはどうなのよ。そういうの、一切ないの？」

　アッシュは黙だまり込んだ。

　視線を転じる。渓けい流りゆうに跳はねる健康的なリュカの肢し体たいがある。革かわの上着チユニツクは外していて、下着である短めのシャツとレギンスだけという露ろ出しゆつの高い格好だ。リュカのあられもない姿を見慣れていたのは、三年前までのこと。冷静に眺ながめるには、今の彼女はあまりにも──その、メリハリが付きすぎている。

「……アンタがさらわれてるあいだ、リュカに話を聞いたの。アンタたちが、その、一緒にいろんな『冒険』をしてきたって話」

　痺しびれを切らしたように、ティリエルが話しはじめる。アッシュが視線を戻すと、ティリエルはどこか拗すねたような表情で、

「イリステラさまはそれを羨うらやましがってらしたけど、あたしは呆あきれたわ。特にアンタのほうにね、アッシュ。よくもまあ、あんなことをされてリュカから離れなかったものね」

「いや、まあ、それは、成り行きというか」

「成り行きだけでこんなところまで来る？　しかも、そんな格好までして」

　ティリエルはアッシュの丈長服カートルを親指で示す。さすがにアッシュはげんなりした顔になった。誰だれのせいでこんなふうになったと思っているのか。

「べ、別にあたしとイリステラさまのせいじゃないでしょ。仮にあたしたちがいなかったとしても、リュカはアンタに無理矢理女装させて連れてったはずよ。違う？」

　それは──違わない。リュカは自分がエリスロスを仕し留とめる決定的な瞬しゆん間かんを、愛いとしいアッシュに見せつけるために彼を連れてきたのだ。そのためならどんなことでもさせただろう。

「それを踏ふまえた上で、質問。──なんでアンタはリュカと一緒にいるの？　あんなに酷ひどい目に遭あわされつづけてきて、振り回されてるばっかなのに、どうして離れないのよ」

　まっすぐな問いかけに、アッシュは灰色の眼を地に伏せた。

　そんなことを考えたことはなかった。夜がなぜ暗いのかと聞かれたようなものだ。アッシュにとってリュカと一緒にいるということは当たり前のことで、当たり前すぎることで、その理由を考えたことさえなかったのだ。ティリエルの言うとおり、酷ひどいことしかしない相手とは距きよ離りを置きたくなるのが普通だ。それなのに、なぜ自分はリュカを嫌きらわないのだろう。

　それは、多分──

「リュカが、きれいだったから」

　そんな答えが、口を突いて出た。

　ティリエルは顔を伏せた。表情を見られることを恐れるかのように。

「それって──あの子のことが、好きってことじゃないの？」

　アッシュは視線を宙にさまよわせ、言葉を探した。今まで顧かえりみたことさえない自らの内心を、正確に伝えるのは困難だった。

　それでも、アッシュは答えようと思った。いつも皮肉しか言わないティリエルが、真ま面じ目めに問いかけてきている。その理由はわからなかったが、それでも真しん摯しに答えるのがアッシュの務めだった。

「リュカはぼくの憧あこがれだったんだよ。昔からそうだし、多分今も、少し憧れてるんだと思う」

「……憧れ？」

「うん。リュカから聞いてると思うけど、彼女は子供の頃ころから、その──周りとは、違ってたんだ。『半人狼族クオーターウルフ』だから、当たり前なんだけど」

　子供の頃の思い出が、いくつも頭に浮かんだ。リュカと初めて会ったときのこと。そのとき、自分が彼女に、紛まぎれもなく憧れを抱いたことを。

　その黒くろ髪かみの少女は、自分たちと同じ年頃のくせに、どこか大人びた目つきをしていた。今思い返せば、あれは『野良犬のような目つき』と表現すべきなのだろうが、そのときのアッシュにはそう見えたのだ。

　リュカ・ケイニスは、あらゆる意味で群を抜いた少女だった。田舎いなかの子供はただでさえたくましいが、それでも飛ぶ鳥を石で撃げき墜ついしたり、野犬の群れを素す手でで撃退するなどという真ま似ねができるのは、リュカしかいなかった。

　普通であれば、そういう存在は子供たちの中心に位置するものだ。しかしリュカは普通ではなかった。彼女は群れることを好まず、むしろ周りに群れようとする他の子供をぶん殴って追い払うような、そんな暴ぼう力りよく性せいを秘めた少女だったのだ。

　それを話すと、ティリエルは意外そうに眼を見開いた。

「……リュカから聞いた話とだいぶ印象が違うわね。あいつは自分が『半人狼族』だから孤立したんだって、そう言ってたのに」

「リュカはただ無む意い識しきなんだ。無意識に人を惹ひきつけるけど、でも群れるのは嫌いだから、周りに集まってくる人たちも無意識に振り払ってしまうんだ」

「アンタは違ったの、アッシュ？」

　アッシュは、幼い頃ころの思い出を懐なつかしむように微笑ほほえんだ。

「もちろん違わない。ぼくは彼女に憧あこがれてたんだ。なにしろ昔から非力だったからね、他の子供よりもずっと強く、リュカと友達になりたいと思ってた。だからその分、他の子供よりもずっと強く、リュカに殴り飛ばされることになったけど」

「……でも、諦あきらめなかったのね」

「ああ。きみもよく知ってるだろ。ぼくの諦めの悪さは」

　ふっと、ティリエルは息を抜くように笑った。温かく、柔やわらかな微笑み。ティリエルの笑みなど見慣れているはずなのに、なぜだかそれは別人のようにアッシュの眼に映って、彼の胸をどぎまぎとさせた。

「そうね。アンタがもう少し、諦めと物わかりがよかったら、あたしと姫さまは二人きりで『趣味』を愉たのしんでいられたのに、ね」

　いつもどおりの憎まれ口。それなのに、ティリエルの口調はなぜか嬉うれしそうだった。

　不ふ思し議ぎに思いながら、アッシュは続ける。

「リュカにしつこくまとわりついているうちに、彼女はぼくのほうを見てくれるようになった。ぼくと遊んでくれるようになった。最初のうちは嬉しかった。でも、そのうち──」

「リュカのほうがエスカレートしてきたと」

　アッシュは気まずげに頬ほおを掻かいた。思えば、リュカがあんなにも自分に懐いてくるのには、アッシュにも幾いくばくかの責任があるのかもしれない。

「親しくなりはじめたら、ずっとぼくと一緒にいるようになった。遊ぶときも、寝るときも、狩りに出るときも一緒だ。その頃になると、ぼくもだいぶリュカがどういう子なのかわかってきたけど──だからって、彼女と離はなれようなんて思わなかった」

「それは、リュカがアンタの憧れだったから？」

　アッシュは頷うなずいた。

「リュカは怖くてワガママで乱らん暴ぼうで、ぼくは振り回されてばかりだけど──あの子が山々のあいだを飛び回って、獲え物ものを仕し留とめるときの姿は、本当にきれいなんだ」

「………………」

「だから、その、なんて言えばいいのかわからないけど。リュカに付き合わされた『冒険』では、酷ひどいことばかり起きたわけじゃない。あの子と、憧れの人と一緒に山の中を駆かけずり回るのは、やっぱりぼくにとっては楽しいことだったのかもしれない」

　だから、とアッシュは続ける。自分の気持ちを確かめるように。

「リュカのことを、女の子として好きかどうかなんて、わからない。ただリュカはぼくにとって大切な存在だ。幼なじみで、親友で、憧れの人なんだ」

「……そう」

　ぽそりとティリルはつぶやいて、前を向いた。その横顔は、なぜか、傷つけられたように歪ゆがんでいた。

「……ティリエル？　なにか──」

「それじゃあ、アッシュ」

　アッシュの声を遮さえぎるように、ティリエルは口を開く。アッシュの隣となりに腰かけながら、ややうつむいたその横顔は、紅あかい髪かみに遮られて窺うかがうことはできない。

「どうしてアンタは故こ郷きようを離はなれたの？　リュカが憧あこがれの人で、一緒にいることが楽しいのなら、どうしてあいつと別れて、わざわざ王都までやってきたのよ？」

　今度は考える必要はなかった。ティリエルの横顔を見つめたまま、答える。

「リュカに憧れているだけの人間で終わりたくなかったからだ」

　ティリエルは驚おどろいたようにアッシュのほうを向いた。紅い瞳ひとみを覗のぞき込みながら、アッシュは静かに続ける。

「リュカはぼくのことを大事にしてくれる。ぼくが役立たずでも、足手まといでも、その分を自分が稼かせぐからいいんだって言ってくれる。多分、それはそのとおりなんだろう。リュカは一生ぼくの面倒を見ていけるだけの能力も、愛情もあるんだ」

　ただ愛されるだけの、安楽で、恐らくは幸福な人生。それを考えたときに、しかし、アッシュの中で声をあげるものがあった。

　でも。それは。

「それは、イヤだった。どうしてかはわからない。もしかしたら、贅ぜい沢たくなことを言っているのかもしれないけど。ぼくは、リュカにただ守られるだけの人間でいたくなかったんだ。リュカと同じように、自分も、誰だれかを守ることのできる人間になりたかったんだ」

　それは、アッシュが騎き士しになろうと志こころざした、根本の理由だった。

　思えば、こんなことを誰かに話したのは初めての気がする。トレインとさえこんな話はしたことがなかった。

　ティリエルは真剣な表情で、アッシュの語りに耳を傾かたむけている。なぜかそれが無性に恥はずかしかった。アッシュはごまかすようにちらりと笑い、冗談めいた口調で、

「だから、今は、きみとイリステラさまのことを守ってるんだ」

　不ふ思し議ぎなことが起こった。

　てっきり笑い飛ばされると思ったのに、ティリエルの頬ほおがぱっと赤らんだのだ。

　惑うように視線が揺れ、アッシュから背そむけられる。うつむいた横顔も、その耳の先までも真まっ赤かに染そまっている。その反応にアッシュはなにも言えなくなる。唐とう突とつに、ティリエルが女の子であることを思い出して、自分の顔が熱くなっていき──
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「さっきから、なんの話してるの」

　当のリュカが、そこに割り込んできた。

「ひゃっ!?」

　甲かん高だかい悲鳴をあげて、ティリエルは驚おどろいたように飛び下がった。両手に魚をぶら下げたまま、リュカはそんなティリエルをじっとりとにらむ。顔を真まっ赤かにして、ばくばくと鳴る胸を押さえているその姿に、リュカはじわじわと不ふ機き嫌げんになっていき、

「……浮気？」

　ぼそりと、そんなことをつぶやいた。

　その瞳どう孔こうが引き絞しぼられているのを見て、アッシュは慌あわてて首を横に振った。リュカはアッシュの憧あこがれの人物であるが──それ以上に、恐怖の対象でもあるのだった。

　と、頭上から声をかけられた。

「ご歓かん談だんのところ申し訳ないが、お嬢じようさま方。神殿に戻っていただけるかな」

　エリスロスだった。汚れひとつない白馬は、川辺に降り立ったかと思うと、六本の脚を折り曲げて器用にその場に伏せた。乗れ、と言っているのだった。エリスロスの馬体は、少女の三人くらいならば余裕を持って乗せることができる。

　真しん紅くの瞳ひとみを細めながら、彼は真剣な口調で、付け加えた。

「客人が現れた。茶会を催もよおさなければならぬ」

　その台詞せりふに、アッシュたちは小さく息を呑のんだ。




　　　　◆




　白い杖つえの先に、金色の光が灯ともる。

　ゆらりと、それが弧こを描えがく。神殿の壁へき面めんに魔ま法ほうの文字を刻む。

『魔マ源ナ』──大気中に含まれる、魔法の源みなもととなる元素。『魔族エマ＝デモナス』であるキキモラにとって、それは人が肌に空気を感じるのと同じくらい親密なものだった。視覚で見るわけではないが、大まかな『魔源』の流れくらいは、感じ取ることができる。

　だからこそ、キキモラは、イリステラの不調に気づいていた。

「あ──」

　吐と息いきを漏もらして、イリステラは杖を止めた。

　イリステラが『魂刻様式ルーングリフ』を書き終える前に、金色の光はほどけて宙に消えてしまった。

　キキモラは表情を曇くもらせた。

　今、イリステラが使おうとしたのは、ごく初歩的な『神聖魔法』だった。『温熱ウオーマー』という、触れたものの肌を温めるだけの魔法だ。

　寒冷地に住む人々は、この魔法を仕込んだ着衣を必ずひとつは持っている。高価なはずの『魔法の道具マジツクアイテム』が一般住民にも普及しているのは、それだけこの魔法が簡単なものだからだ。仕込む手間が簡素であるがゆえに、市民の手が届くほどの低価格で提供される。

　イリステラは、それさえ失敗している。

「……イリステラさま。やっぱり」

「このことは、誰だれにも言わないでくださいね」

　先に釘くぎを刺されて、キキモラは黙だまり込んだ。イリステラのことを恐れたから、ではない。いや、もちろんイリステラから受けた──その、『説得』によって、彼女に恐怖を感じはしていたが、今は違う。

　きゅっと唇くちびるを噛かんだイリステラの横顔は、触れれば壊こわれてしまいそうに、脆もろく、儚はかない表情を映し出していた。

　目の前を──自分の『魂刻様式』が失敗した壁かべを見つめながら、イリステラは言う。

「その上で、教えてください。あなたならわかるでしょう。──どうして、わたくしは、魔法が使えなくなったのですか？」

　キキモラは顔を上げる。肌で感じる『魔源』には、なんの問題もない。恐らくこの神殿が『霊脈レイライン』の上に建っているからだろう、常よりも濃いくらいだ。

「『魔源』の光が灯るのですから、杖に問題はないと思うのですけれど──」

　本当はわかっているくせに、わからない振りをしているだけなのではないか。キキモラは、そんな疑いをちらりと抱いた。思ったままを、口にする。

「……それなら、問題があるのは、あなたの心のほうだということになります」

　イリステラはうつむき、その白い手のひらを自らの胸元に当てた。

「なんだか、わたくし、ヘンなのです、キキモラさん。魔ま法ほうを使おうとすると、ここが、ぎゅうっと痛むのです」

　魔法を使う。それができるのは、一行の中でキキモラとイリステラだけだ。だからこそキキモラは、イリステラがなぜ胸を痛めているのか、そのことがおぼろげに理解できた。

「イリステラさまは、魔法を使うとき、どんなことを思い浮かべますか？」

　ぎくりと身をすくませて、イリステラはキキモラを振り向いた。まるで自らの罪を暴あばき立てられたかのような、そんな表情だ。

　キキモラは金色の眼を閉じて、静かに語る。

「魔法を使うには、精神を集中させなくてはいけません。わたしの場合は、そのためにいつも大事なことを思い浮かべます。自分の使命のことや、──お師さまの顔を。イリステラさまは、どうなんですか？」

「……わたくしも、あなたと同じです。自分の大切な人たちのことを考えます。お父さまやお母さまや、ドル・ドーザ、ティリエル、それに──」

「それに、アッシュさんのことを」

　白はつ金きん色しよくの眉まゆが寄せられ、イリステラは苦しげに唇くちびるを開いた。

　眼を閉じたまま、キキモラはすらすらと言う。

「アッシュさんの顔を思い浮かべると、他の人の顔も浮かんでくるのでしょう。それはきっと、リュカさんのはずです。リュカさんとアッシュさんが仲良くしているところを思い浮かべてしまって、それで精神の集中が途切れてしまうんです」

「……どうして……」

　そこまでわかるのか、とは、王女は尋たずねなかった。仮に尋ねられても、キキモラは答えなかっただろう。

　自分も同じだからなんて、恥はずかしすぎて言えるはずがない。

「キキモラさん。教えてください。どうすれば、このもやもやを晴らせるのですか？」

　イリステラの問いかけに、キキモラは首を振ることしかできなかった。

　そんなのは、自分のほうこそ知りたい。アッシュと、彼女の『婚約者フイアンセ』であるリュカ──二人が仲なか睦むつまじくしている姿を想像するだけで、胸にずきずきと痛みが走るのだ。しかし、どうすればその痛みが消えるのか、未み熟じゆくな『魔族エマ＝デモナス』であるキキモラには想像もつかない。

　そのとき、部屋の扉が叩たたかれた。控え目に、けれど力強く、二度。

「姫さま。礼拝堂にいらしてください。……ラストウィングが、現れました」

　ドル・ドーザの声に、息を呑のんだのはキキモラだけだった。

「わかりました。すぐに参まいります」

　魔ま法ほうが使えないくせに、身がよじれるほど不安なくせに──イリステラは、それをおくびにも出さずに扉の向こうにそう告げた。杖つえをしまい込み、鳥かごを持ち上げる。

　不安そうなキキモラを見下ろして、イリステラは口元に微び笑しようを浮かべる。妖よう艶えんな、けれど、どこか危ういものを秘めた笑み。

「そんな顔をなさらないでください、キキモラさん。でないと、あなたのことを──」

　そこで、イリステラは、小さく息を呑のんだ。

　眼を見開く。なにか重大な事実を見落としていたかのような、そんな表情。

「……イリステラさま？」

「キキモラさん。ちょっと、お尋たずねしたいことがあるのですが」

「は、はい。なんでしょう？」

「リュカさんと出会ってから──どれくらいの時間が経たったのでしょう？」

　質問の意味がわからなかったが、それでもキキモラは計算する。リュカの出現から王都を出発するまで一週間ほどあり、そこから三日の旅程、この神殿で三日の時間を過ごしたのだから、

「だいたい、二週間くらいでしょうか？」

「……二週間。二週間も……そんな……わたくしとしたことが……！」

　ぶつぶつとつぶやきながら、イリステラは部屋の扉を開けた。愕がく然ぜんとしたイリステラの様子に、キキモラは言葉をかけることができず、ただ不安そうに見上げるだけだった。




　　　　◆




　真っ白な布に包まれた『それ』を、アッシュはまじまじと見つめていた。

　人の腕ほどの長さを持つ、真しん紅くの角。白い骸がい布ふにその紅あかがよく映えている。エリスロスが額ひたいから生やしているものとほぼ同じものだが、中ほどから折れてしまっている。それでも、耳を澄すませば大気が唸うなるような、不ふ思し議ぎな底鳴りが聞こえてきた。

　自らが掻かき抱いだいた角を見下ろしながら、エリスロスは独り言のように、

「『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』──我が父祖の形見。これを使うとはな」

　アッシュも、イリステラも、ドル・ドーザも──その場にいる人間は、精せい霊れい獣じゆうが祖先の遺い骸がいを抱えて立ちすくむ姿を、黙もくして見守ることしかできなかった。

　この『緋緋色の雷火』と呼ばれる遺骸の持ち主のことを、エリスロスはほとんど知らないらしい。なんと呼ばれていたのか、それさえも記録には残っていない。

　はっきりしているのは、これを遺のこしたものが、この神殿における『最初の』崇すう拝はいの対象になったのだということと──

　そして、その精霊獣は、ラストウィングとの戦いに敗れた、ということだ。

「つまり、こういうことだ」

　地下霊廟カタコンベの出口に向かいながら、エリスロスは説明する。

「昔々、この地に我が父祖が現れた。それが、我からどれだけの血筋を隔へだてているかはわからぬが、ともかく我が先祖であることに違いはない。ご先祖さまはこの辺りを飛び回り、そして民衆の信仰をその身に受けた」

　アッシュは想像する。大空を自在に舞まう、風ふう雷らいを纏まとった白馬。『唯ゆい一いつ神しん』への信仰が薄い時期に、確かにその獣けものは神こう々ごうしく見えたに違いなかった。

「我らの習性を考えれば、ご先祖さまは深く人々に関わらなかったのだろう。しかし、この地に留とどまっていたのだということを考えれば、人々のことが嫌きらいではなかったのだろう。信仰などしがらみでしかないが、あるいはご先祖さまは、そのしがらみさえも好んでいたのかもしれぬな。だから──」

　言いかけて、エリスロスは口を閉ざした。アッシュはその先を想像する。

　だから、その精せい霊れい獣じゆうは、ラストウィングと戦ったのだ。

　自らの縄張りを守るというだけのことだったのかもしれないし、あるいは本当に、その地に住む人々を守ろうとしていたのかもしれない。

「ラストウィングは『魔マ源ナ』を求めてうろつき回る浅ましい魔ま獣じゆうだ。奴やつの目には、『魔源』に満ちた父祖の『角』はさぞごちそうに見えたのだろう」

「では、伝でん承しよう院いんの書物に記されていたことは、事実なのか？」

　そう尋たずねたドル・ドーザに、エリスロスは剣けん呑のんに笑い、

「いいや。我が先祖は敗れたわけではない。角を折りながら、致命傷を受けながらも、見事にラストウィングを撃げき退たいしてみせたのだ。でなければ、『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』が残っているはずがないであろう」

　それから、エリスロスは手元に視線を落とした。

「まあ、長々と語ったが、重要なのはただひとつ──我にとってこの戦いは、祖先の仇あだ討うちである、ということだ」

　そう言って、彼はイリステラに、腕の中の布を押しつけた。

「頼んだぞ、イリステラ。我が祖先の亡骸なきがらを、しかと守り通してくれ」

「わかっております、エリスロスさん。──その代わり、あなたもわたくしたちと交わした約束を、忘れないでくださいね？」

「ああ、あんなことか。当たり前だ。もともと我はそのように生きてきたのだ。約束を強しいられるまでもなく、その生き方を変えるつもりはないさ」

　あっさりとそう言ったエリスロスに、イリステラは深く微笑ほほえむ。その微笑みが恐ろしくて、アッシュはそれとなく目を背そむけたのだった。




　イリステラが立案し、ドル・ドーザが監かん修しゆうした『討とう伐ばつ作戦』は、次のようなものだ。

　まず、ラストウィングの進路を限定しなければ話にならない。エリスロスほどではないにしろ、彼女は『空を往ゆくモノ』なのだ。引きずり下ろすか、さもなくばその行き先を見定めなければ、ろくな攻こう撃げきも当てることはできない。

　進路の限定には、神殿の下にある渓けい谷こくを使う。細長く、蛇へびのようにうねるその渓谷は、上部を原生林で覆おおわれていて、ちょっとした自然のトンネルを形作っている。その上空に、エリスロスの自在に動く積せき乱らん雲うんを配置すれば、ラストウィングは峡谷の中に逃げ込むだろう。ちょうど、雨に降られた人が軒のき先さきに駆かけ込むように。

　渓谷の終しゆう端たんは、滝たき壺つぼのある広場になっている。そこに『餌えさ』を置く。ラストウィングがこの地にやってくるそもそもの理由、精せい霊れい獣じゆうの遺い骸がいである真しん紅くの角──『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』を使い、ラストウィングをおびき出すのだ。

　自らの祖先の遺物を餌に使うと聞かされて、エリスロスはさすがに渋い顔をしたが──アッシュが『説得』をしたら、あっさり納得してくれた。それでいいのか、精霊獣。

　それから、ドル・ドーザの指示によって、一同は三つの集団に分かれることになった。

『遊撃隊』として、エリスロス、リュカ、アッシュ。

『伏兵』として、ドル・ドーザ。

　そして、『囮おとり』として──ティリエル、キキモラ、それに、『緋緋色の雷火』を持ったイリステラだ。

　そこに至るまでに決着をつける、というのがこの作戦の要かなめだ。そのために、渓谷を大まかに三等分し、三分の一の距離を過ぎるごとに三色の旗はたを差すことにした。最初の三分の一は白の旗はた。次の三分の一は黄色の旗。そして最後の三分の一は、赤の旗。

「──赤を通過するまでにラストウィングを倒すことができなければ、エリスロスが合図を送ります。そのときは、なにを捨て置いても、逃げることを優ゆう先せんしてください。よろしいですな？」

　ドル・ドーザの言葉に、イリステラは余裕の笑みで応じ、

「安心してください、ドル・ドーザ。いざというときは、これを隠かくしてしまえばよいのです。そうすれば、わたくしたちに危険は及びません」

「隠す？」

「ええ。ラストウィングは『魔マ源ナ』を頼りにこの『緋緋色の雷火』を探すのでしょう？　それなら、直前になってこの遺品が持つ『魔源』を外に漏もらさないよう、ぴったりと封をしてしまうのです。そうすれば、見つかることはありません」

「……そのようなことが、できるのですか？」

「まあ。わたくしの魔ま法ほうの腕前をお疑いですか、ドル・ドーザ？」

　誇ほこるように言ったイリステラに、ドル・ドーザは沈ちん黙もくした。教育係でもある彼は、イリステラが油断ならない性格の持ち主であることを知っていたが、それ以上に、その魔法の能力には信頼を寄せていた。

　だから、彼はそのとき、鳥かごのキキモラが不安そうな表情をしたことを、見逃してしまっていた。




　　　　◆




　最初、それは空にぽつんと湧わいて出た異物に過ぎなかった。

　崖がけの上に突き出た神殿のバルコニー、そこで待たい機きするアッシュたちの眼には、少なくともそう見えた。ゆっくりと──あまりにもゆっくりと近づいてくるために、その大きさを把は握あくすることができない。それと気をつけて見ていなければ、群れからはぐれた鳥だと勘かん違ちがいしてしまいそうだ。

　しかし、じりじりと待つうちに──それが、鳥などではないことが、明らかになってくる。

　アッシュの眼には、やはり、まだ、虫のように小さく見える。それでも、全体のフォルムが、次第に明らかになっていた。

　ごくりと、唾つばを飲む。うめくような声が、知らずに漏もれた。

「……あれが、ラストウィング」

　アッシュの知識に照らし合わせれば、その姿はトカゲに似ていた。鎌かま首くびをもたげ、大きな胴体から太く短い足を四本垂らしている。『錆さび付く翼つばさ』の名に違たがわず、全身を錆さび色いろの肌で覆おおい、背中からは四枚の翼を生やしていた。互い違いに羽ばたく翼は、とてもではないがあの巨体を宙に浮かすほどの運動力を生んでいるとは思えない。

　それでも、彼女は空を飛んでいる。エリスロスの武器──紅あかい雷いかずちの積せき乱らん雲うんに全身を苛さいなまれながら、それをまったく意に介さないように、こちらに近づいてくる。

　そのとき、ラストウィングが顔を上げた。

　その顔は、トカゲよりも昆虫に似ていた。大きな顎あごは前に突き出て、その上には真っ黒な瞳ひとみが三つ空あいている。生物よりも無む機き物ぶつに近いその表情を、ぎちりと動かして──

　ラストウィングは、凄すさまじい声で、鳴いた。

　ただそれだけで、ラストウィングにまとわりついていた積乱雲が、吹き払われた。

　その咆ほう吼こうは、遠く離はなれたアッシュたちの元にも届いた。ぞわりと背中に鳥肌が立つ。錆びた金属板を、幾いく千せんもの鋭利な爪つめで引っかき回すような、神経に障さわる音だった。

「ぎっ!?」

　ざわりと黒くろ髪かみを逆立てて、リュカは自らの耳を覆おおった。無理もなかった。『半人狼族クオーターウルフ』は人の何倍も鋭えい敏びんな感覚を持っているのだ。

　エリスロスも不快そうに、ぶるん、と首を振った。彼はすでに戦せん闘とう態たい勢せいを──白馬の姿を取っている。六つの蹄ひづめを鳴らして、リュカを見下ろす。

「この程度でダメージを受けるようでは先が思いやられるな、リュカよ」

「う、うるさいな！　今のはちょっと耳が痛くなっただけ！　いいから、さっさと乗せて！」

　馬の顔でも、エリスロスが笑ったのがはっきりとわかった。ぐるる、とリュカはうなり声をあげたが、それ以上なにか言うことはなく、大人しく彼の上に飛び乗った。

　続いてアッシュがたてがみに手をかけようとすると、エリスロスの眼がきょろりと動いた。

「アシュリー。何度も言うが、汝なんじが来る必要はないのだぞ？　『雷火ボルト』がないのなら、ラストウィングがこの神殿を襲おそうことはない。ここで待っていても──」

「いいえ。わたしは、あなたと一緒に行きます。エリスロス」

　姫さまを守るために、騎き士しとしての務めを果たすために──という言葉は、口にしなかった。エリスロスが感動したように眼を瞬まばたかせ、こう言ったからだ。

「……そうか。わかった。夫と生死を共にしたいという汝の願い、確かに受け止めたぞ」

　アッシュは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。エリスロスを騙だましているという罪悪感が、ないといえば嘘うそになるが──まあ、勘かん違ちがいを正すとアッシュが灰になるから黙だまるしかない。

　六つの蹄ひづめが、固い音を立ててバルコニーを蹴けりつけ──

　エリスロスは、空中へと躍おどり上がった。

「うわ、っと──!?」

　アッシュはエリスロスのたてがみを握にぎり締しめ、リュカはアッシュの腰元にひしと抱きついた。『半人狼族クオーターウルフ』の腕力でぎりぎりと締め付けられて、アッシュは苦しげに舌を出した。

　視界の中で、地面がぐんぐんと遠ざかっていく。

　今までの人生で、一度も味わったことのない、『飛ひ翔しよう』の感覚。

「我は積せき乱らん雲うんを立て直す！　リュカ、汝は好きに矢を放て！　その煌こう矢しならば、あるいは奴やつの肌に通用するかもしれん！」

「え!?　なに!?」

　風に紛まぎれて聞こえなかったらしい。中間にいるアッシュが、大声で叫ぶ。

「エリスロスは雲の操作！　リュカは好きにラストウィングを攻こう撃げきしていいって！」

「うん……」

　答えた声に、しかし、アッシュは違和感を覚える。薄ウ金イのツ髪グを風になぶられながら、アッシュは首をねじ曲げて後ろを向いた。

　リュカの緑色の眼。誇こ張ちようではなく、何万回と覗のぞき込んできた瞳ひとみ。アッシュは鏡を見るように、そこからリュカの内心を読み取ることができた。

　だから、アッシュは物も言わず、エリスロスの上でくるりと振り向いた。

「ひゃっ！」

　リュカに抱きつくようにして、アッシュは彼女の腰に巻かれたベルト、そこに差し込まれていたロープを外した。再び前を向き、自分とリュカの身体を器用にくくりつける。

　そうしてから、アッシュは叫んだ。

「リュカ、落ちる心配はしなくていい！　きみの代わりに、ぼ──、わたしがエリスロスにしがみついているから！」

「……わ、わかった！」

　呆あつ気けに取られたように黙だまっていたリュカは、ようやくそれだけを口にした。身体をしっかりと固定されたことで安あん堵どしたのだろう、彼女は獣けものの瞳ひとみを取り戻すと、月げつ弓きゆうに煌こう矢しをつがえて狙ねらいを定める。

　そうして、彼女は最初の一矢を、ラストウィングめがけて放った。




　　　　◆




「落ち着かないようですね、ティリエル」

　小さな、囁ささやくような声に、ティリエルはふと我に返った。

　川の上流が始まる滝のふもと。細長くうねる渓けい谷こくの中で、ここだけは広場のようになっている。その中央に、イリステラたちはシートを広げて座り込んでいた。

　その上に広げられているのはランチボックスだ。端はたから見ればややダイナミックな昼食会のようだが、イリステラの膝ひざの上にあるものがティリエルに緊張を強しいていた。

　彼女が抱えているのは白い布──エリスロスの祖先の遺い骸がい、『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』だ。

　怪物を、ラストウィングをおびき寄せるための『餌えさ』である。

「そりゃ、まあ。いざというときは、あたしがイリステラさまをお守りしなくてはならないわけですから」

　そう言うと、イリステラは杖つえを持った手を口に当て、ころころと笑った。

「ふふ、ティリエルは心配性ですね。大丈夫、ラストウィングはここにたどり着く前に、アッシュとドル・ドーザにやっつけられてしまいますよ」

　姫さまが楽天的なんですよ──と思いはしたが、黙っておく。あるいはそう言えば、イリステラにおしおきをしてもらえるかもしれなかったが、なんというか、そういうのを目当てに苦言を呈ていするのはダメなのである。それに気づいた時点でいけないのである。その辺りには、ティリエルにも美学があるのだ。

　と、イリステラは、よいしょ、と『雷火』を抱え直しながら、のほほんとした口調で、

「いざというときは、ドル・ドーザに告げたとおり、あの『神陣様式ピクトグラム』に隠かくれてしまいますよ。そうすれば安全なわけですから」

　ちらりとイリステラが視線を寄よ越こした先には、彼女が編あみ上あげた『神陣様式』──『魔マ源ナ』を隠すための魔ま法ほう陣じんが組み立てられている。どういう魔法なのかは知らない。ほとんどイリステラの半身といっていいティリエルには、幾いくばくかの魔法の知識があるが、その知識の中にあの魔ま法ほう陣じんは含まれていなかった。

　しかし、と思う。

　イリステラのすぐ横に置かれた鳥かご。その中にいるキキモラの表情を、ティリエルは見逃さなかった。

「そうなの？　キキモラ」

「えっ!?」

「……ど、どうしてキキモラさんに聞くのですか、ティリエル？」

　イリステラの微び笑しようがわずかに引きつっている。ティリエルはイリステラの半身だ。もう半身の異常に、気づかないはずがなかった。

「姫さま。なにか、嘘うそをついてらっしゃいませんか？」

　刃のように眼を細めて、ティリエルはイリステラのことを見つめた。

　イリステラは引きつった微笑ほほえみのまま、つ、とその視線を外した。

　……いろいろと企たくらむ割にはわかりやすい人だ。まあ、そこが愛いとおしいんだけれど。

　ため息をついて、ティリエルは立ち上がり、イリステラに手を差し伸べた。

「それ。貸してください」

「え」

「それを持ってあの魔法陣に駆かけ込めばいいのでしょう？　なら、その役目はあたしがやります。イリステラさまは離はなれたところで隠かくれていてください」

　イリステラは、我が子を離すまいとする母親のように『雷火ボルト』を抱きしめた。

「これは、わたくしがエリスロスさんから託たくされたものですから──」

「エリスロスが姫さまにそれを渡したのは、姫さまが『魔マ源ナ』を隠すことができるからです。そして、あの『神陣様式ピクトグラム』を作った時点で、その役目は終わっています。ぎりぎりまで『雷火』を持って引きつけて、いざとなったら『神陣様式』に駆け込む『囮おとり』の役目は、あたしでも務まるはず」

「そ、それは、そうかもしれませんが、でも、ダメです！」

「姫さま」

　眼を伏せ、低い声で、ティリエルは言う。イリステラの半身としてではない。彼女に仕え、彼女を守る、従じゆう者しやとしての声だ。

「あなたのお気持ちはわかります。自分で言い出したことなのに、従者だけを戦わせることなんてできないと、そうお思いになっているのでしょう。──でも、だからといって、御身を危険に晒さらすようなことは、なさらないでください」

「…………け、けど、」

「もしもあなたに万一のことがあったとき、あたしや、ドル・ドーザ伯はく爵しやくや──アッシュがどうなってしまうか。それを、お考えください」

　必死な、すがるようなティリエルの声に──

　イリステラは、泣きそうな顔をした。

　ティリエルの心が軋きしんだ。自らの愛する主君にそんな表情をさせてしまった自分が、なによりも許せない。膝ひざが震ふるえたが、しかし、これは必要なことだった。誰だれかがやらなければならないことだ。

　それが、ドル・ドーザと交わした約束だった。

『作戦会議』のあと、ティリエルはドル・ドーザに呼び止められた。

　彼には珍めずらしく、しばらく逡しゆん巡じゆんしてから、意を決したように口を開き、

『ティリエル。わしはあの方のお側そばには居られぬ。いざというときは、おまえがお守りするのだ。──イリステラさまの代わりに、囮おとりの役目を果たしてくれ』

　ティリエルは頷うなずいた。姫さまの代わりに危険を引き受けることは、側そば居い役やくとして当然の務めである。言われるまでもなくそうするつもりだったが、しかし。

『わかっています。けれど、ドル・ドーザ伯はく爵しやく。あなたがそう仰おつしやるということは、ラストウィングを倒しきることはできないとお考えなのですか？』

『……勝算はある。しかし、あらゆる戦いがそうであるように、確実なものではないのだ。わしは国王に仕えるものとして、姫さまの身を危険に晒さらすわけにはいかん。よいか、少しでも危険を感じたら、おぬしが角を持ち、姫さまと共に離り脱だつしてくれ』

　ドル・ドーザの黒い眼には、悲痛な色が浮かんでいた。ティリエルはその眼を覗のぞき込んで、柔やわらかく笑う。

『エルド族の王女であったあたしのことを、ノルドガルドから救い出してくれたのはあなた方です。そのご恩は、決して忘れません』

『……すまん。すまんな、ティリエルよ』

　低くつぶやいたドル・ドーザの声を、ティリエルは忘れることはないだろう。

　だから、彼女は差し出した手を引っ込めるようなことはしなかった。

「イリステラさま」

　重ねて言うと、イリステラは観念したように白い布を差し出した。その表情は、白はつ金きんの髪かみに隠かくれて見えない。それを有り難く思うと同時に、申し訳なくも感じる。ティリエルはそれを受け取ろうとして、

　イリステラはティリエルの胸元に、ぐいっと布を押しつけて、

　空あいた両手で、ティリエルの両りよう頬ほほを思いっきりつねった。

「あたっ!?」

「ティリエルの、いじわる！」

　王女にあるまじきことに、イリステラはぴっと舌を出した。紅あかくなった顔を背そむけて、滝たき壺つぼの近くの川かわ縁べりに走っていってしまった。そのまま、そこにしゃがみ込んで、地面にいじいじとなにかを書きつけはじめる。

　じんじんと痛む頬ほおに、呆あきれと同時に、笑みが浮かんだ。

「……まったく、もう」

　ため息のように言って、ティリエルは『神陣様式ピクトグラム』に近づこうとして、ふと思いとどまった。シートの上に、所在なげに置かれている鳥かごを持ち上げる。

　そうして、彼女は鳥かごの扉を開けた。

　中のソファに座っていたキキモラは、初めて開かれた出口を前に、きょとんとした顔をしていた。

「キキモラ。出ていいわよ」

「……え？　で、出ていい、って──」

「前からね、姫さまと話し合ってたの。アンタをどうするべきか。本当なら、『魔族エマ＝デモナス』を世に放つなんてしちゃいけないんだろうけど──でも、まあ、アンタなら、ね」

　キキモラが無害な『魔族』であるということは、だいぶ前からわかっていた。それなのに彼女を捕とらえていたのは、まあ、なんというか──イリステラの『趣味』である。

　しかし、もうすぐラストウィングが襲しゆう来らいするというのに、鳥かごに閉じ込めておくわけにはいかない。たとえ逃げられてしまったとしても、キキモラならば、もう人に害を与えるような真ま似ねはしないだろう。

「………………」

　キキモラはしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて扉から出た。コウモリの翼つばさを羽ばたかせて、ティリエルを振り返りながら、ふよふよと漂ただよっていく。彼女が留とまった先は──イリステラの、肩の上だった。

　あは、とティリエルは笑う。まあ、離はなれたくないというのなら、それもいいだろう。キキモラはもう自由なのだ。留とどまるのも、また自由である──

　そのとき、神経を引っ掻かくような異音が、滝の音を押しのけて響ひびいてきた。

　意識が戦せん闘とうに引き戻される。

　ティリエルは『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』を抱えて、薄暗い渓けい谷こくに視線を向けた。
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　白の旗はたを過ぎた。

　エリスロスの六つの蹄ひづめが宙を打つ。文字通り、風のように疾しつ駆くしながら、彼は前方を行くラストウィングに、わずかに顔を上向けた。

「くぅるるるるるるあああああああっ！」

　精せい霊れい獣じゆうのいななきが響くと、エリスロスの額ひたいに生えた真しん紅くの角から雷らい光こうが迸ほとばしった。それに呼応するように、頭上を覆おおい尽くす積せき乱らん雲うんからも、嵐あらしのように雷いかずちが降り注ぐ。

　そのすべてを受けて、ラストウィングはなお、悠ゆう然ぜんと渓けい谷こくを飛びつづけている。

「くそ、化け物め！」

　自分のことを差し置いて、エリスロスはそう呻うめいた。

　その頭上をかすめるように、リュカの矢が放たれる。一条の熱線、異教の太陽神の息吹いぶきが、空気を焦こがしながらラストウィングの後ろ足に命中した。それだけでは済ませずに、リュカは次から次へと、ヘリオンフォロスが手元に戻った瞬しゆん間かんに狙そ撃げきをする。

　ジジ、という、鉄を熱したような音が風鳴りの向こうから響ひびいてくる。リュカの狙撃は多少の効果はあるようだったが、あくまでも『多少』でしかないようだ。

　吹きつける風に顔をしかめながら、リュカは苛いら立だたしげに叫んだ。

「もう！　一体何本撃うち込めば死ぬの！」

「そう簡単には行くまいさ。なにしろ我が父祖を打ち破った強敵だ──」

「エリスロス！」

　髪ウイツグが飛ばされないよう、必死に押さえながらアッシュは警告する。ラストウィングの背中から生えた尻尾しつぽ、鉄の柱を思わせるそれが、ぎりぎりと軋きしんだ音を立てながら振りかぶられていた。

　アッシュは無我夢中で叫ぶ。

「下です！　あいつのお腹なかの下に──」

　どん、と衝しよう撃げきが身を貫つらぬき、アッシュは危うく舌を噛かみそうになった。

　エリスロスの馬体が急加速し、急降下する。空間をナナメに切り裂さいて、渓けい流りゆうに沿そって飛びはじめた。蹄ひづめが水面を引っかいて、土煙のように水しぶきをあげている。

「ハッハ！　アシュリーよ、汝なんじの案ナ内ビはなかなかのものだな！」

　エリスロスの軽口に応じる余裕はなかった。振り下ろされたラストウィングの尻尾が、岸がん壁ぺきをクッキーかなにかのように打ち砕くだくのが見えたからだ。

　あんな攻撃、一発でも喰くらえば骨も残らない。

　一方、リュカのほうは怯ひるまなかった。ロープで固定されたことが恐怖を吹き払ったのか、獣けものの表情、頭上を覆い尽くしているラストウィングの巨体を見上げる。膨ふくれあがった錆さび色いろの腹をにらみ、ぺろりと舌なめずりをして、

「ぶくぶく太りやがって、土手っ腹を撃ち抜いてやる！」

　文字通り、矢継ぎ早にその腹に煌こう矢しを撃ち込みはじめた。

　ジ、ジジッ、と鉄の灼やける音。だが、今度の狙撃は先ほどのとはひと味違う。リュカは手元に戻るすべての煌矢を、一箇所に集中して撃ちつづけているのだ。

「──────────────ッッッ!!」

　再び、神経を掻かきむしるような異音が響き渡わたった。ラストウィングが咆ほう吼こうをあげたのだ。痛みのためか怒りのためか、その振しん動どうにラストウィングの肌が剥はがれ、錆さびの雨がぱらぱらと落ちてきた。

「あぎっ!?」

　身を震ふるわせて、リュカが身体を折った。美しい顔が苦痛に歪ゆがむ。

　アッシュもまた、頭の中を直接ぶん殴られるような衝しよう撃げきに、視界がぐらりと揺れた。意識が遠くなりかけるが、唇くちびるをぎゅっと噛かみ切ることでどうにか押し留とどまった。

　そのとき、歪んだ視界に、風のように迫り来る大岩が映った。

　このままでは、堰せきのようになった渓けい流りゆうの段差に激突する。

「前！　前を見てください！」

　ラストウィングの破は滅かい的な叫び声は、エリスロスにもダメージを与えていたらしい。馬体が傾かたむきかけている。アッシュは死に物狂いでたてがみを掴つかみ、引き上げた。

「むっ、──!!」

　エリスロスは意識を取り戻し、寸前で空中を蹴けった。ふぉん、と不吉な音を発しながら、大岩が足下をかすめ、遥はるか後方に流れ去っていく。

　ぐらつく視界の中で、黄色の旗はたがはためきながら消え去っていくのが見えた。

　馬首を振り、エリスロスは忌いま々いましげにつぶやく。

「奴やつの異名、『軋む絶叫スクイーズワン』とはこのことか。あの声も武器のひとつというわけだ」

「……はあ、危なかった……」

　アッシュは安あん堵どの吐息を漏もらし──ふと、周りが暗くなっていることに気づく。渓谷はただでさえ原生林が生い茂り、しかも今はその上に積せき乱らん雲うんまでやってきている。真昼だというのに夕方のような暗さなのだが、それにしても、これは……？

　バッと見上げたアッシュの喉のどから、悲鳴が迸ほとばしった。

「こ、今度は上!?　このままだと押し潰つぶされます!!」

「ええい、次から次へと！」

　ラストウィングの巨体が頭上から迫ってくる──いや、落ちてくる。エリスロスは鞭むちを入れられた競走馬のように、六本の脚を視認することができないほどの速度で動かした。水面に斬きりつけるような轍わだちを残して飛ひ翔しようするその姿は、純白の矢のようだ。

　エリスロスの尾先をかすめるようにして、ラストウィングは、渓流に着水した。

　ズズン──という、腹の底にまで響ひびいてくるような音。

　砂利と水しぶきが舞まい上あがり、一いつ瞬しゆんの後、シャワーのように落ちてくる。

　もう少しのところで圧死を免まぬがれたエリスロスは、そのシャワーに挑いどみかかるように急上昇をはじめた。同時に、ようやく意識を取り戻したリュカが、血走った緑眼でぎらりと下を見下ろした。月げつ弓きゆうに煌こう矢しをつがえ、

「死、ねェェッ!!」

　呪じゆ詛そと共に、それを放つ。

　着水、というより墜つい落らくしたラストウィングに、それを避さける術すべはなかった。クィンストラウス一の狩人ハンターは、過あやまたずにラストウィングの弱点を撃うち抜いた。

　すなわち、顔の上部に三つ開いた、黒こく曜よう石せきのような眼を。

　バヂュン、と、熱した鉄を水に浸けたような音が響ひびき渡わたり──

　ラストウィングの大おお顎あごが、ばごん、と音を立てて開いた。

　残った二つの黒曜石が、明らかな怒りを込めて、エリスロスのことをにらみつける。

　アッシュは戦せん慄りつした。先ほどの『軋む絶叫スクイーズワン』は、いまだにガンガンと頭に響いている。今、もう一度アレをやられたら──！

　そのとき。

　上昇するアッシュたちとすれ違うようにして、黒い影が降ってきた。

　外套マントをなびかせて、大剣を肩に担かついでいる。黒い騎士服サーコートに刻まれている紋もん章しようは、竜を踏ふみつけにする金色の獅し子し。

『竜戮騎士テイフオニロス』ドル・ドーザは、振りかぶった大剣に全体重と落下速度をかけて、ラストウィングの頭に叩たたきつけた。

　火花が散り、金属の悲鳴があがる。半ばまで開かれていたラストウィングの大口は、脳天にドル・ドーザの凄すさまじい一いち撃げきを受けて、再び閉ざされた。

「ど、ドル・ドーザ団長!?」

「まったく、あの男、無茶をする！」

　呆あきれたような、感心したような声をあげながら、エリスロスは空中で転身、再び宙を駆かけてラストウィングに向き直る。

「リュカ、右の翼つばさを狙え！　我は左を焼く！」

　リュカは答えず、ただ行動で了解を示した。ぎり、と弓を引き絞しぼり、撃ち放つ。荒れ狂う火か箭せんの嵐あらしが『錆び付く翼ラストウイング』に殺到し、それを焼き焦こがし、穴を開けていく。

　それと並行して放たれるエリスロスの雷いかずちは──どうにも、効果を発はつ揮きしているようには思えなかった。すべて左の翼に突き刺さるが、傷ひとつつけられないのだ。

　次々に煌こう矢しを放ちながら、リュカが不満そうに叫ぶ。

「ちょっと！　あなたの攻撃全然効いてないよ、エリスロス！　しっかりして！」

「むう……どうやら、奴やつの錆さびが我が雷を散らしてしまうようだな……」

「エリスロス！　また来ます！」

　アッシュの声に、エリスロスは慌あわてて上昇した。ラストウィングが、再び口を開きはじめたのだ。

　しかし、その頭上に留とどまるドル・ドーザはそんなことは気にも留とめず、黙もく々もくと剣を振るいつづけている。一撃、二撃、三撃と、その姿は怪物を倒そうとする英雄というよりは、岩を掘りつづける鉱こう夫ふのようだった。

「ドル・ドーザ団長！　逃げてください！」

　焦あせりのあまり、アッシュは叫んだ。これだけ離はなれていても『軋む絶叫スクイーズワン』はアッシュたちに打だ撃げきを与えたのだ。至近距きよ離りで食らえば、いかにドル・ドーザでも絶命しかねない。

　ふと、ドル・ドーザがこちらを見上げた。

　ヒゲの生えた口元が、にやりと笑むのを、アッシュは確かに見た。

　外套マントが跳はね上あがり、ドル・ドーザの全身を覆おおい隠かくす。外套の表面に刻まれた紋もん様よう──『神陣様式ピクトグラム』が、白い光を放ち、

『軋む絶叫』。

　距離を取っていたためか、今度はそれほどでもなかった。せいぜい鼓こ膜まくを直接ぶん殴られたくらいの衝しよう撃げきでしかない。エリスロスも気を失うことなく、渓けい谷こくの上、積せき乱らん雲うんの近くにまで飛び上がってから、一気に空中を滑すべり降りはじめた。

　ドル・ドーザは──無事だった。一体なにをどうしたものか、死に至るほどの異音を受けたはずなのに、まるで気にした素そ振ぶりも見せずに攻撃を再開している。

「ふん。なるほどな、そういうことか」

「……ど、どういうことですか？」

「ドル・ドーザのあの外套──あれは、我の雷らい撃げきをも防いだのだ。どういうカラクリが仕込まれているのかと考えていたのだが、どうということはない。恐らくあれは、空気を断絶する魔ま法ほうが仕込まれているのだろうよ」

「それが、『軋む絶叫』を防いでいると──？」

「我が雷いかずちも、ラストウィングの音も、空気を伝わって敵を打つものだ。どのような攻撃であれ、道がなければ伝わりようがない。というのはなかなかよい着眼点だな」

　くく、と喉のどを鳴らして笑い、

「我も利用させてもらおう！」

　ヴン、と真しん紅くの角がうなりをあげると、瞬しゆん時じにしてエリスロスの周囲を風が取り巻いた。同時に、頭上の積乱雲からいくつもの雷がラストウィングに降り注いだ。

　雷の向かう先は──ドル・ドーザの掘くつ削さく、もとい、攻撃によって作り出された、ラストウィングの傷口だ。

　今度こそ、効いた。

　エリスロスの雷撃を防いでいた錆さびの肌は、しかし、その内側までは防ぼう護ごしていなかったらしい。荒れ狂う雷に体内を踏ふみにじられて、ラストウィングは苦く悶もんにその巨体をよじった。ハンマーのような頭が左右に振られ、そこに乗っているドル・ドーザを岸がん壁ぺきに叩たたきつけようとする。しかし、ドル・ドーザは寸前で跳とび上あがり、渓けい流りゆうの中に大剣を突き立てるようにして着地した。

　ラストウィングが顎あごを開く。三度目の『軋む絶叫』──しかし、今度はエリスロスは離れようとしない。その代わり、彼とアッシュたちの周囲を渦うず巻まく風が、その勢いきおいを増した。

「────────────────ッッッ!!」

　岩が砕くだける。水面が逆立つ。

　眼に映るほどの、破は壊かい的な音の波。

　だが、アッシュたちにはなにも起きない。先ほどまでは頭が割れるような痛みに苛さいなまれていたが、今のはただうるさいだけだ。

「人間の真ま似ねをするのは癪しやくだが──我らの周りにも、ドル・ドーザのものと同じ、空気の断絶を作った。もはや奴やつの声は我らには届かぬ」

「……あたしには、まだ、きついけどね」

　うめき声に振り向くと、リュカは鼻からぽたぽたと血を垂たらしていた。ぎくりとするが、リュカはすすり上げるだけで、それを拭ふこうともしない。──そんな暇ひまがあるのなら攻こう撃げきに費やすと言わんばかりに、彼女は再度矢をつがえた。

「もう少しの我慢だぞ、リュカ！　奴やつの攻撃はすべて封じた！　あとは、我らが一方的に奴を狩り獲とるだけ──」

　勝利宣言の響ひびきを帯びたエリスロスの言葉は、しかし。

　ラストウィングの翼つばさが大きく広がった瞬しゆん間かんに、途切れて、消えてしまった。




　　　　◆




　宙でぐるりと回転して、水の中に着地する。大剣で砂利を削り、慣性を突き殺す。

　そうして、ドル・ドーザはラストウィングに向き直った。

　くるぶしまである水深を嫌きらい、滑すべるように川かわ縁べりまで移動する。そのあいだも、視線をラストウィングからは決して離はなさない。戦況はこちらの有利に傾かたむいているが、『竜戮騎士テイフオニロス』の直感が、このままでは決して終わらないと告げていた。

　そのとき、ラストウィングが両腕を振り上げた。

　鈍どん重じゆうな、原始的な建けん築ちく機き械かいのような動き。隙すきだらけだったが、ドル・ドーザの直感は激しい警告をあげた。

　岩の上に飛とび退しさり、大剣を構える。油断なくラストウィングを見み据すえ、『静寂の幽衣テイアリングガウン』を羽は織おる。錆さびた巨体に、熱線と雷らい光こうが雨あられと降り注いでいたが、ドル・ドーザはそれに乗じようとしなかった。

　ラストウィングが両前足を振り下ろすと、地響きがして、足下の岩が爆はぜた。

　砂利が飛び散るが、ドル・ドーザは構わずに観察を続ける。

　──悪あがきの攻撃？　いや、違う。そもそも我らを狙ねらってすらいない。ということは攻撃ではない。ではなにか。わからないが推測はできる。たとえば──

　次の瞬しゆん間かん、ラストウィングの四つの翼つばさが、大きく広がった。

　錆さび色いろの花が、ぱっと咲いたようだった。花弁のように広がった翼の、錆さび果はてた表面に、鈍にぶく輝かがやく模も様ようが浮かび上がった。

『神陣様式ピクトグラム』。しかも、あれは──！

「ウィリアック！　逃げろッ!!」

　先ほどアッシュに告げられた言葉を、ドル・ドーザはそのまま叫び返していた。それが届くかどうかはわからないが、エリスロスを、その背中に乗った少年と少女をここで失うわけにはいかない。

　自分がいなくなったとき、姫さまを守ることができるのは、彼らだけだ。

　それらの思考は一瞬のうちになされ、次の一瞬にはもう切り捨てられていた。ドル・ドーザは『静寂の幽衣テイアリングガウン』を発動する。

　開かれたラストウィングの翼から、ヴン、と音が響ひびいた。

　四つの翼がそれぞれ霞かすんでいる──霞んで見えるほどの速さで、振しん動どうしている。昆虫の、たとえば蜂はちの羽に似た動き。ラストウィングの翼は、蜂の薄うす羽ばからはほど遠い形をしているが、表面に刻まれた『神陣様式』──『身憑りエンハンスメント』の魔ま法ほうが、それを可能としている。

　ヴゥゥゥゥン、と不吉に唸うなる翼が最初に破は壊かいしたのは、ラストウィング自身だった。

　自殺的なまでの振動に、まず彼女の身体が耐えられなかった。全身を覆おおう錆さびがあっという間に剥はがれ落ち、翼から生まれる風によって周囲に撒まき散らされる。土煙──いや、錆煙に視界を塞ふさがれて、ドル・ドーザは眼を細め、

　次の瞬間、目の前にラストウィングの巨体が迫っていた。

「むっ──！」

　それを予期していなければ、ドル・ドーザはあっさりと跳はね飛ばされ、全身の骨を打ち砕くだかれて死んでいただろう。

　しかしドル・ドーザは『竜戮騎士テイフオニロス』だった。あらゆる戦法に通じ、どのようなことが起きても即応できる判断力がなければ、届くことのできない位にいるものだ。

　その判断力は、今回もドル・ドーザを救った。

　身をひねり、彼は横っ飛びに飛ぶ。脇わきをかすめるようにすれ違ってゆくラストウィングの脇腹に、ドル・ドーザは大剣を叩たたきつけた。

　瞬間、がくんと身体が引っ張られる。凄すさまじい速度で走りつづけるラストウィングにしがみつきながら、ドル・ドーザは歯は噛がみをした。

「こちらが、貴様の本領というわけか……！」

　頭上では四つの翼が高速振動を続けている。それが生み出す爆発的な推進力に加えて、ラストウィングは短い四つ足を狂ったように動かして前進を続けている。先ほどまでのゆったりとした飛行からはかけ離はなれた、悪あつ鬼きのごとき突進だった。

『死と荒廃の運び手ダストブリンガー』──数多あまたあるラストウィングの異名のひとつ。錆さびを撒まき散らし、あらゆるものを踏ふみ潰つぶしていく姿は、その名に相応ふさわしい威い容ようを誇ほこっていた。

　そのとき、不吉な振しん動どう音おんに紛まぎれて、ばぐん、という音が聞こえてきた。

　ドル・ドーザは瞬しゆん時じに『静寂の幽衣テイアリングガウン』を発動する。一拍の後、ラストウィングの叫びがドル・ドーザの頭の中身を沸ふつ騰とうさせようとした。

「………………」

　眼の端はしからこぼれ落ちていくものがあった。その涙は鮮あざやかな紅あか色いろをしていた。口にも混じる鉄の味を、忌いま々いましげに吐き捨てて、ドル・ドーザは左手を大剣から離す。短刀を懐ふところから取り出して、ラストウィングの錆肌に突き立て、這はい上あがりはじめる。

　いかに『静寂の幽衣』でも、すべての攻こう撃げきを防げるわけではない。隙すき間まから忍び込んでくる『軋む絶叫スクイーズワン』によって、ドル・ドーザの内側は間違いなくダメージを溜ため込んでいた。動けなくなるまでに、あと三回ほどは耐えられる。逆にいえば、それまでに奴やつの脳天を打ち砕くだかなくてはならないのだが──

　脇腹から背中に登り、前方に眼を向けたドル・ドーザは思わずうめき声をあげた。

　赤の旗はた──峡きよう谷こくの道のりの最後を示す阻そ止し線せんが、自らの頭上を通過していくのが見えたからだ。
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　空に、一条の紅い雷いかずちが閃ひらめいた。

　それは、今まで何度も降り注いでいたものとは明らかに異なっていた。なにしろ下から上に放たれたのだ。見間違えるはずもなく、ティリエルは前もって打ち合わせていたとおりに動いた。

　渓けい谷こくから、積せき乱らん雲うんへ。エリスロスが放つ紅い雷は、「今すぐ逃げろ」という意味を持つ。

　ティリエルはイリステラが描いた『神陣様式ピクトグラム』の中に足を踏ふみ入いれた。腕の中の白い布が、一瞬だけ甲かん高だかく鳴ったかと思うと、すぐに静まり返った。

《封印フオービツド》──その内側の『魔マ源ナ』を打ち消す魔ま法ほう。キキモラの鳥かごに施ほどこしていたのと同じものだ。この『神陣様式』の中にいる限り、『魔法の道具マジツクアイテム』はただの道具に成り果てる。それは、この『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』も同じことだった。

　それでも、一いち抹まつの不安だけは拭ぬぐいきれない。

　イリステラのことは信用しているが、薄暗い渓谷の奥から聞こえてくる絶叫は、ティリエルに本能的な恐怖を与えるのだ。

　紅い雷が閃いた、ということは、アッシュやドル・ドーザはラストウィングを仕し留とめ損なったのだろう。戦いは、すべてが思い通りに運ぶわけではない。ティリエルはそのことをわかっていたから、余計なことは考えなかった。

　ただ、彼らの無事を祈っただけだ。

「……近づいてくる」

　横目でイリステラの無事を確認してから、ティリエルは白い布をぎゅっと抱きしめた。いざというときは、これを囮おとりにして逃げてよいとエリスロスに言われているが、ぎりぎりまでは引きつけなくてはならない──

　そう思った瞬しゆん間かん、そいつが現れた。

　四つの翼つばさを蜂はちのように振しん動どうさせ、全身から土煙を漂ただよわせながら、ラストウィングは『滝の広場』に飛び込んできた。

「ッ！」

　反射的に悲鳴をあげそうになったが、口を押さえて我が慢まんする。

　向こうには見えていないはずだ──そう、自分に言い聞かせた。ラストウィングの興きよう味みは『魔マ源ナ』にしかない。肉眼で自分のことが見えていたとしても、わざわざ捕ほ食しよくしようとはしないはずだ。

　低く、いつでも走り出せるように身構えながら、ティリエルはラストウィングを見つめる。

　ラストウィングは──それまでの、気の触れたような突進をぴたりと止めていた。醜みにくい錆さび色いろの巨体を地面にぴったりと伏せて、首だけをぐるりと上げる。

　昆虫を思わせる、無む機き的で巨大な顎あご。その上に開かれた三つの黒い瞳ひとみ。黒こく曜よう石せきのようなそれは、線で結べば三角形になるように配置されている。そのうちのひとつ、『上』の眼は砕くだかれ、潰つぶれていた。

　残った二つ、『左』と『右』が、きょろきょろと動いていた。

「ごはんはどこ？」と、尋たずねているようだった。

　ごくりと、ティリエルの喉のどが鳴る。白い布を掻かき抱いだく。大丈夫だ。ここにいる限り、あいつは自分に興味を持たない。《封印フオービツド》が、これを押し隠かくしている限りは──

　そのとき、ティリエルはあることに気づいた。

　足下に刻まれた『神陣様式ピクトグラム』。その金色の光が、明めい滅めつしている。

　ぎいい、と軋きしんだ音が響ひびき、ティリエルは弾はじかれたように顔を上げた。

　ラストウィングが──こちらを見ている。

　忙せわしなく動いていた二つの瞳が、ティリエルのほうに、ひたりと据すえられていた。

　嫌いやな空気が、沈ちん黙もくのうちに流れていき──

　ばぐん、と音を立てて、ラストウィングの大顎が開いた。

「ティリエル！　そ、そこから──────」

　イリステラの悲鳴は、最後まで聞こえなかった。

『軋む絶叫スクイーズワン』。ラストウィングの異名である、物理的な破は壊かい力をもたらす叫び声が、滝たき壺つぼの広間に響ひびき渡わたったからだ。

「ぐっ!?」

　頭の中を直接ぶち壊すような音に、ティリエルは思わず耳を塞ふさぎ、そして、紅あかい眼を驚おどろきに見開いた。

　ラストウィングが凄すさまじい絶叫をあげると共に、ティリエルを護まもっていたはずの『神陣様式ピクトグラム』が打ち砕くだかれ、吹き散らされ、宙に消えていったからだ。

　瞬しゆん間かん、ラストウィングは再び突進を始めた。四し肢しと四し翼よくのすべてを使い、餓が鬼きのごとき浅ましさを撒まき散らしながら、一直線にティリエルに襲おそいかかる。

「ちっ──！」

　舌打ちをしたのは、間違ってもイリステラに対してではなかった。一瞬だけ恐きよう慌こうを来きたしてしまった自分のことを、この上もなく忌いまわしく思ったのだ。

　ティリエルは駆かけ出だした。両足から生み出される瞬発力によって、あっという間にトップスピードまで到達する。一歩一歩が砂利を抉えぐり、あられのように背後に撃うち出だされる。

　それでも、ラストウィングはあまりにも速すぎ、そして、大きすぎた。

《封印フオービツド》の加か護ごを失ったティリエルは、もはや明らかにラストウィングの標的になっていた。緩ゆるやかな追尾さえ加わって、地面を砕きながら迫るラストウィングの前足は、みるみるうちにティリエルの視界を埋め尽くした。

　──姫さま、ごめんなさい！

　瞬間、ティリエルが考えたのはそんなことだった。死ぬことはもちろん恐ろしい。しかしそれ以上に恐ろしいのは、自分が死んだあとのイリステラを想像することだった。半身を失った王女が、どれほど嘆なげき悲しむか──それを想像しただけで、ティリエルは叫び出したくなるほどの恐怖に駆かられた。

　頭上に影が差す。ラストウィングがもたらす死の影だ。一歩。あと一歩が足りない。あと一歩を踏ふみ出だせば助かるのに──あの人を、悲しませずに済むのに──！

　頭になにかが触れた。ティリエルは、それをラストウィングの足裏だと感じた。ぐしゃぐしゃになる自分の死体を想像して、彼女はびくっと身をすくませ、

「ティリエル!!」

　ドル・ドーザは大声をあげながら、ティリエルの身体を引きずり倒した。

　スカートの裾すそが、ラストウィングに踏みつけられ、引きちぎれた。

　寸前にラストウィングの身体から飛び降りたドル・ドーザが、その勢いきおいをそのままにティリエルの髪かみを掴つかみ、彼女を突進の範囲の外に引きずり出したのだ。

　死の恐怖と髪を掴まれる痛みに、ティリエルは涙さえ浮かんだ眼を、ぱちぱちと瞬まばたかせ、

「……ドル・ドーザ、伯はく爵しやく？　どうして、」

　怒りと心配がない交ぜになった表情で、ドル・ドーザは怒ど鳴なる。

「なにをしているのだ！　離り脱だつしろと言ったであろう！　奴やつの狙ねらいはその角なのだから、ある程度まで引きつければ、もう持っている必要はないだろうが──」

　が、そんな言い争いをしている場合ではなさそうだった。

「ッ、あ、あいつ！　また来る！」

　じたばたと四し肢しをもがきながら、ラストウィングが急ターンするのを見て、ティリエルは青ざめた顔で叫んだ。二つだけ残った瞳ひとみは、貪どん欲よくな光を映して、ティリエルが掻かき抱いだく『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』を見み据すえている。

「貸せ！」

　ドル・ドーザの手が伸びて、精せい霊れい獣じゆうの遺い骸がいをひったくった。そのまま大きく振りかぶる。どこかへ放り投げ、反対方向へ走り出せば、再び回かい避ひすることができるだろう──

　そのとき、ラストウィングの動きが、再び止まった。

　ターンをしたまま、地面に爪つめを突き立てたままの体たい勢せいで、静止している。

　その瞳が、再びきょろきょろと動いていた。獲え物ものを定める動き。

　嫌いやな予感が、ティリエルの背筋を走り抜けた。

　死よりもなお恐ろしい運命が、待ち受けているような──

　一いつ瞬しゆんの後、その予感は現実のものとなった。

　蜂はちのような振しん動どうを続ける四つの翼つばさが、ラストウィングの巨体をふわりと持ち上げた。そのまま彼女は方向転換、あらぬほうに眼を向ける。滝たき壺つぼの近く。どこかで見たことのある光景。確か、あそこには、

　うずくまるイリステラと、キキモラが──

「イリステラさまッ!?」

　その光景に、ティリエルは恐怖の叫びをあげた。

　滝壺の近くで、イリステラが立ち尽くしていた。

　先ほどまでしゃがみ込んでいたはずの場所。ぐじぐじと、拗すねたように地面になにかを書きつけていたはずの場所。

　そこに──淡く、今にも消えてしまいそうなほど儚はかない、けれどすべてを合わせればラストウィングの注意を引くのに十分なほどの、大量の『神陣様式ピクトグラム』が書きつけられていた。

　手にした杖つえで、イリステラは地面を叩たたいた。

　その瞬間、大量の『神陣様式』は、壊れかけた太陽のような勢いきおいで、一斉に『魔マ源ナ』の光を放ちはじめた。

「いかん！」

　ドル・ドーザが呻うめき、大剣を手に駆かけ出だした。ティリエルも続く。レイピア一本でなにができるとも思えないが、それ以上の思考を心が拒否していた。現実主義のティリエルが推測する、『これから目の前で起きるであろう出来事』を直視することを、拒きよ絶ぜつしていた。

　その推測と、まったく同じことが起きた。

　ラストウィングは再び突進を始める。巨大な顎あごも抜けよとばかりに大開き、土を抉えぐりながら無防備なイリステラに迫っていく。

　ティリエルを、ドル・ドーザを見つめるイリステラの瞳ひとみは、ただひとつ。

　逃げてください、とだけ言っていた。

「姫さま、いけません、姫さま、──イリステラさまぁっ!!」

　ティリエルの叫びはほとんど泣き声だった。ティリエルはイリステラの半身である。あの優やさしい王女がなにを考えたのか、それは手に取るようにわかった。

　奇くしくも、ティリエルの半身たるイリステラは、ティリエルとは真逆のことを考えたのだ。死の間ま際ぎわ、ティリエルは死ぬ我が身よりも、死なれるイリステラのことを考えた。そしてイリステラは──死なれる我が身よりも、死ぬティリエルのことを考えた。

　だから、彼女は、そこに我が身を差し替えようとしたのだ。

　死なれる、こっちのことなど、考えもしないで！

「イリステラさま────」

　ほとんど泣くようなか細い声で、ティリエルは叫ぶ。イリステラまでの距きよ離りは絶望的なまでに遠く、伸ばした指の先、立ちこめる錆さび煙けむりの中に、王女の小さな身体は押し包まれ──

　天空から閃ひらめく稲いな妻ずまのように、純白の精せい霊れい獣じゆうが駆かけ下おりてきた。




　　　　◆




　滝たき壺つぼの近くにイリステラがいることは、ずいぶん前から気がついていた。

　彼女が作った《封印フオービツド》──『魔マ源ナ』を隠かくすための魔ま法ほうが失敗したことも、それによってティリエルが危機に陥おちいったことも、間かん一いつ髪ぱつのところでドル・ドーザが彼女を救ったことも、アッシュは一部始終を目もく撃げきしていた。

　そうでありながら、エリスロスを駆って降りようとしなかったのは──ひとえに、自らの背中にもたれかかってくる、リュカの重みのためだった。

「リュカ、きみはもう降りないと──！」

　アッシュの悲痛な叫びに、リュカは黒くろ髪かみを激しく振り乱し、かぶりを振った。声を出すことさえできないのだ。『半人狼族クオーターウルフ』は鋭えい敏びんな感覚の持ち主だが、それが今回ばかりは仇あだになった。四度にわたる『軋む絶叫スクイーズワン』は、リュカの鋭い聴覚を掻かき乱し、その平へい衡こう感覚にまで影えい響きようを及ぼしていた。

　もはやリュカは、満足に弓を握にぎることもできない。それなら。

「エリスロス、滝の上に！」

　たてがみを撫なでると、エリスロスは心ここ地ちよさげに喉のどを鳴らした。

「……アッシュ、なに、する、つもり」

　渓けい谷こくに流れ込む滝、その上方の岩棚に、エリスロスは蹄ひづめをつけた。リュカの問いには耳を貸さず、アッシュは丈長服カートルのポケットに手を入れ、

「答えて！　なにを、するの！」

　その手首に、リュカの指が食い込んだ。

　アッシュはリュカのことを振り返った。眼を背そむけたくなる衝しよう動どうを、かろうじてこらえる。

　酷ひどい有様だった。艶つややかな黒くろ髪かみはほつれ、翠すい玉ぎよくのようだった瞳ひとみは血走り、鼻からは絶えることなく血がこぼれ落ちている。これほどまでに傷ついたリュカを見るのは初めてだった。

　しかし、と思う。本当に傷ついているのは──身体ではなく、プライドのほうだろう。

「……きみを、ここに置いていく。もうこれ以上は無理だ」

　そう言いながら、アッシュが丈長服から取り出したのは、短剣だった。

　ぎしり、と手首が軋きしむ。激痛が走る。しかしアッシュは顔を歪ゆがめず、ただまっすぐにリュカのことを見つめた。

「なに。それ」

　血走った緑眼、その真ん中にある瞳どう孔こうが、きゅっと引き絞しぼられた。

「あたしがいつそんなことをお願いしたの。アッシュはいつ、あたしにそんなことができるほど偉えらくなったの？　なにそれ!?　あたしに指図するなんて百年早いのよ！」

　ぞわぞわと背筋を這はい上あがってくるものがあった。見慣れた感覚だった。リュカと相対するときには常に抱えているといっても過言ではない、それは、恐怖と呼ばれる感情だ。

　微み塵じんの手加減もなくアッシュの手首を握にぎり締しめながら、リュカは怯おびえるアッシュから視線を外し、エリスロスの背中をばしんと叩たたく。

「今のはナシ。早く戻って。このままだとみんな死ぬよ」

「調子に乗るでないリュカ。汝なんじは我が妻の友人であって、我が妻ではない。ただの人間の言葉を、なぜ我が聞かなくてはならない？」

　エリスロスはあっさりと答えた。この期に及んで余裕に満ちた受け答えだ。

　リュカは不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちをして、アッシュに向き直る。

「だってさ。アッシュ、あなたから言って。下に戻るように──」

「──だ、だめ、だ」

「…………なんですって？」

　骨も折れよとばかりに手首を握り締めながら、リュカは唸うなる。顔を近づける。鼻血に濡ぬれた口元から犬けん歯しが覗のぞき、うるる、と獣けものじみた声が唇くちびるから漏もれる。

「ごめん。あいつに耳ヤられておかしくなったみたい。もう一回、言って？」

　恐怖と、後悔が、アッシュの心を食いつぶしはじめる。三年前の自分に退行していく。リュカといつも一緒にいた頃ころの自分に。その後ろについていくことだけで精いっぱいだった頃に。

　いつまでも、守られてばかりだった頃の、自分に。

　──それじゃあ、アッシュ。どうしてアンタは──

「だめだ」

　顔を上げて、きっぱりと、アッシュは言った。

　リュカの顔から表情が抜け落ちる。アッシュはそこから眼をそらさない。引き絞しぼられた瞳どう孔こうの、その奥を覗のぞき込みながら、はっきりと、

「リュカ。きみはもう戦えない。ここで休んでいるんだ」

　そう、告げた。

「……そう。ふうん。そうなんだ」

　そう、告げられて──リュカは、笑った。

　アッシュの手首をぎしぎしと握にぎり締しめたまま、ひねり上げる。そうしながら、もう片方の手首も掴つかんで、同じようにした。赤子のように両手を頭上に上げられながら、アッシュは、じっとリュカの顔を見つめる。

「ずっと思ってたけど、やっぱりそう。アッシュ、忘れちゃったみたいだね。自分が誰だれのものなのか」

　エリスロスが首をねじ曲げる。剣けん呑のんな光が紅あかい瞳ひとみに宿っている。それをまるっきり無視して、リュカは笑んだ口元をアッシュに近づけ、

「……もう片方も食いちぎれば、思い出してくれる？」

　爆発的に巻き起こった恐怖に、アッシュは眼を閉じたくなる。首を振って、違うと言って、リュカに服従してしまいたくなる。

　そうする代わりに、アッシュは、ゆっくりと顔を上げ──

「ひゃっ!?」

　自らの唇くちびるを、リュカの頬ほおに押しつけた。

　アッシュの両手をひねり上げていたから、リュカはまるで無防備だった。いや、そもそもアッシュのほうからリュカにキスをしたことなど、十歳を越えてからは一度もない。この状況で、そんな事態を警けい戒かいしろというほうが無茶というものだ。

　それだけに、アッシュの行動は抜群の効果があった。

　ぽかんとした表情を浮かべて、リュカの手から力が抜ける。

　自由になった両手を、再び丈長服カートルのポケットに差し入れる。そうしながら、アッシュはようやく唇を離はなした。さすがに顔が熱かったが、それを押して、アッシュはつぶやく。

「決めたんだ。なんでもするって」

「え？」

「きみに守られるだけじゃなくて、きみを守れるようになるためなら──なんでもするって。三年前、王都に来たときに、そう決めた。だから」

　短剣を振るうと、リュカとアッシュを結んでいたロープは、あっさりと切れた。

　呆ぼう然ぜんとしているリュカを、馬体から突き落とす。尻しり餅もちをつく彼女を見下ろしながら、アッシュはふと、情けない笑みを浮かべ、
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「もう片方を食べるのは、あとにしてくれ。──きみと、姫さまを守ったあとに」

　たてがみを引っ張ると、エリスロスは即座に反応してくれた。身を翻ひるがえし、宙を駆かけ、一直線に下に向かっていく。リュカは追おうとしたが、膝ひざに力が入らず、その場に崩くずれ落ちてしまった。

　視界の端はしでそれを見届けるアッシュに、ふと、エリスロスが言った。

「まさか、あそこまでするとは思わなかったぞ」

　ぎくっとアッシュは身をすくませる。危機はまだ去っていなかった。女性に口づけするアッシュを見て、エリスロスはどう思っただろう。あるいは正体がバレたかもしれない。そうなれば姫さまを助けるどころではなく、この場で消し炭に──

「しかし友人同士の親愛の情とはいえ、口づけまでするものなのか……なら、どうだろうアシュリー、この戦いが終わった後、我の健けん闘とうを称たたえて同じことをするというのは？」

　あ、違った。よかった。

「──あの、恥はずかしいですけど、あなたがそれを望むなら……」

　なんでもすると決めたアッシュは、あっさりとそう言った。

　瞬しゆん間かん、露ろ骨こつなまでにエリスロスの速度が増した。

「言ったな！　聞いたぞ！　その言葉、違たがえるなよアシュリー！」

　これがエリスロスの本気だとしたら、先ほどまでの『仇あだ討うち』とはなんだったのか──そんな考えがちらりと浮かぶほどの加速だった。口づけひとつのためにここまでするとは、なんという馬だ。

　が、そんな思案を弄もてあそんでいる暇は、アッシュには残されていなかった。

　眼下に広がる光景──今まさに、イリステラがラストウィングに飲み込まれようとしている景色の前で、思考するだけの余裕などありはしなかった。

「イリステラさまっ!!」

　どこかから、ティリエルの悲鳴が聞こえる。アッシュも悲鳴をあげたかったが、今は声帯を動かす時間も惜しい。ほとんど垂直に落ちてゆくエリスロスのたてがみに、必死になってしがみつきながら、片手を懸けん命めいにイリステラのほうに伸ばす。

「姫さま、手を──！」

　身をすくませていた彼女は、驚おどろいたようにアッシュのほうを見上げた。

　ぱっとその顔が輝かがやき、イリステラは手を伸ばす。襟えり元もとでキキモラが身を縮ちぢこまらせている。それを、どこかおかしく思いながら、アッシュはイリステラの手を掴つかみ──

『軋む絶叫スクイーズワン』。

　エリスロスが作り出した『空気の断絶』は、それをよく防いでくれた。けれども、防ぎきることはしてくれなかった。

　意識が一いつ瞬しゆん遠のきかけ、しかし、イリステラの手を掴む手だけは決して離はなさなかった。その手に力を込め、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて引っ張り上げようとして、気づく。

　イリステラは、もう自分の胸の中にいる。

　ではなくて──自分のほうが、イリステラの胸の中にいる。

　イリステラの手に集中するあまり、もう片方の、エリスロスのたてがみを掴んでいた手から力が抜けてしまったのだと、そう気づいた瞬間。

　アッシュは、イリステラもろとも、ラストウィングの口の中に放り込まれていた。




　　　　◆




　ごうん、ごうん、という音が響ひびいている。

　寄せては返す波に似た、規則的な音だ。しかし、さざ波の音が人の心にもたらすような平へい穏おんは、どこにも感じ取ることはできなかった。ただただ機械的に回転していく、無む機きの冷たさがあるばかりだ。

　アッシュはその冷たさを直接感じていた。ごうん、と音が響ひびくたびに、振しん動どうが頬ほおに伝わり、冷え切った肌が痛みを感じる。

　冷たくなった頬に、ふと、温かな手が触れた。

「……あっしゅ。アッシュ、起きてください！」

「わぅ!?」

　耳元で叫ばれて、アッシュは跳はね起きる。

「ああ、よかった！　死んでしまったのかと思いました！」

　ほっと胸に手を当てて、イリステラは安あん堵どの息をついた。

　あんな大声を出されれば死んでても起きます──と言いそうになったが、口には出さない。じんじんとする耳を押さえながら、アッシュは立ち上がり、

　そして、前後の状況を思い出した。

「あ、あれ？　ここは？　ラストウィングは──」

　混乱をそのまま口にすると、イリステラは思案深げに頷うなずいて、

「ええ。まさにそれが問題なのですが、アッシュ。大変なことに──わたくしたちは、ラストウィングに食べられてしまったようなのです」

「…………」

　なんだと？

　アッシュは眼を瞬まばたかせ、それから、冷えた頬をつねった。かなりの痛みが走り、これが夢ではないと自覚する。慌あわてて立ち上がり、周囲を見み渡わたした。

　部屋、と言うことさえできないだろう。

　そこは鉄の空間だった。あるいは錆さびの空間と表現すべきか、頭上も足下もすべて赤茶けた錆色に覆おおわれている。自然の洞どう窟くつのような、丸みを帯びた壁へき面めんに手をつけると、薄く汚れた手のひらに、ごうん、ごうん、という振動が伝わってきた。

　その振動の源みなもとは、すぐに見つかった。

　錆の空間の真ん中に根を生やした、歪ゆがんだ鋼はがねの大樹。

　朽くち果はてたその木に枝葉はない。ただ、貪どん欲よくに伸び尽くした幹は根と一体になり、空間自体を支える歪んだ柱のように屹きつ立りつしていた。中ほどに埋め込まれた巨大な瘤こぶが、ときに大きく膨ふくらみ、ときに小さく萎しぼんで、音と振動を作り出している。

　錆に覆われた表面には光の筋が浮かび、この空間のただひとつの光源となっていた。青白く寒々しく弱々しい光は、しかし瘤を中心として空間全体に及び、ごうん、と響くたびにちかちかと明めい滅めつしていた。

　そのさまは、まるで──

「心しん臓ぞう、ですね」

　アッシュの頭に浮かんだ言葉を、誰だれかがぽつりとつぶやいた。振り返ると──イリステラの肩の上に、自由になったキキモラがきゅっとしがみついていた。

「キキモラ。出してもらえたんだね」

「はい、おかげさまで。……まあ、出られたっていっても、またこんなところに閉じ込められてしまったんですけどね……」

　そう言って、キキモラは震ふるえる瘤こぶ──『心しん臓ぞう』を見つめた。

「あれは、ラストウィングの心臓です。この生き物──と呼んでいいのかどうかわかりませんけど、錆さびた竜の力を生み出している源みなもと。いつか、お師さまに聞いたことがあります」

　ぶるっと、キキモラは身体を震わせた。

「『外の世界』には、『死竜の寝床ブラツクレア』からはみ出したはぐれ竜がいて、その竜に食べられてしまうと、光る心臓に絡め取られ、すべての『魔マ源ナ』を吸い尽くされてしまうのだと──」

　イリステラは首をねじ曲げ、肩の上のキキモラを見ようとした。が、キキモラは「ひゃ!?」と声をあげ、彼女の首筋に抱きつく。

「い、イリステラさま！　動かないでください！　人間はともかく、『魔族わたし』はこの光に触れたら、あっという間に吸い込まれてしまうんですから！」

「あら、それは大変です。こちらへどうぞ」

　イリステラはそっとキキモラに手を這はわせ、その身体を掴つかんだ。悲鳴をあげる彼女を、開いた胸元から中に忍ばせる。なぜだか気き恥はずかしくなり、アッシュは顔を背そむけた。

　恐る恐る首を出したキキモラを、直視することもできずにアッシュは尋たずねる。

「それなら、これを壊せば、ラストウィングを倒すことができるのか？」

　ふっ、とキキモラは嗤わらった。笑ったのではなく嗤った。彼女の本性からはほど遠い表情だが、それも無理からぬことだ。ほとんど捨すて鉢ばちになって、キキモラは大声をあげる。

「壊す？　壊す!?　あれをですか!?　どうやって！」

　びっと指差した先にあるのは、もちろん『心臓』──枯れ果てながらも呆あきれるほどの生命力を示しつづける、鋼はがねの巨木だ。その直径は成人男性が四人で輪になっても抱えきれないほどである。瘤はそれ以上の太さを持つ。

　アッシュは双剣を抜き、見下ろした。

　キキモラが泣き笑いの表情で、

「それであの『心臓』を壊すのに、何年かかると思うんですか？」

「……少なくとも、ラストウィングが『軋む絶叫スクイーズワン』を使う前には、できないだろうね」

　あれほどの距きよ離りがあってさえ、こちらの脳を掻かき乱すほどの轟ごう音おんを発したのだ。体内であの絶叫を耳にすれば、その瞬しゆん間かんに命を落としてしまう。

　焦あせりが胃のあたりをじりじりと焼いている。『軋む絶叫』はまったくの気まぐれで使われるから、今こうしているあいだにも、外で戦っているはずのエリスロスやドル・ドーザを相手に、使うかもしれないのだ──

「『身憑りエンハンスメント』」

　ふと。

　そんな言葉を、イリステラがつぶやいた。

「『身憑り』を使うというのは、いかがでしょう。キキモラさん」

　キキモラが驚おどろきの表情を浮かべる。聞き覚えのない言葉だったが、あの二人のあいだで通じているということは、魔ま法ほうの専門用語なのだろう。

「アッシュに『身憑り』を使って、その身体能力を強化すれば、『心しん臓ぞう』を打ち砕くだくこともできるのではないでしょうか？」

　キキモラは腕を組み、考える。

「できる、とは、言い切れません。二つほど問題があります」

「どんな？」

「まず、今のあなたが魔法をほとんど使えなくなっているということ」

　アッシュは驚き、イリステラのことを見る。なにか様子がおかしいとは思っていたが、魔法が使えないという事態になっていたなんて、想像もしていなかった。イリステラの魔法が使えないと知っていれば、決して彼女を『作戦』には参加させなかっただろう。

　イリステラはこほんと咳せき払ばらいをして、

「それは、恐らく、解決できます。──解決する方法を、わたくしは知っているのです。もうひとつの問題はなんですか？」

　キキモラは胡う散さん臭くさそうにイリステラを見たが、追及はしなかった。ぴんと二つ目の指を立て、アッシュのことを見る。

「二つ目は、『身憑り』をもってしても壊せるとは限らないということ。『身憑り』が強化するのは、あくまでもアッシュさんだけです。アッシュさんの武器はただの短剣なのですから、鋼はがねでできた『心臓』を壊す前に、そちらのほうが壊れてしまうと思います。いくら『身憑り』を使っても、素す手でではどうしようもできません」

　今度こそ、イリステラは黙だまり込んだ。

　どうすることもできない問題だ。そもそもアッシュの双剣は対人装備であり、竜を戮りくするのには絶望的に向いていないのだ。

　会話が途絶えた錆さびの空間を、ラストウィングの鼓こ動どうだけが満たしていき──

　唐とう突とつに、その鼓動が鳴りをひそめた。

「!?　な、なんだ!?」

　急速に暗くなっていく──いや、違う。明るくなりつつある。頭上を、足下を、空間全体に伸びていた光の脈が、その発生源へと集まっているのだ。熾おき火びのようなくすんだ光を放っていた心臓は、今では太陽のように強きよう烈れつに輝かがやいていた。

　ギギ──と、錆さび付いた扉が開くような、軋きしんだ音が聞こえてくる。

「……『軋む絶叫スクイーズワン』！」

　そう叫ぶと、キキモラがひっと叫んで身をすくませた。耳を両手で覆おおい、ふるふると震ふるえはじめる。

「イリステラさま！」

　叫んで、アッシュはイリステラの頭を抱き寄せた。それでどうにかなると思ったわけではない。『軋む絶叫』は、アッシュが盾たてになれるような種類のものではない。

　それでも、アッシュはイリステラのことを、強く、強く抱きしめた。彼女を少しでも守るために、その身を危険から少しでも遠ざけるために。

　そうして、目の前まで迫った死の恐怖に、アッシュはまぶたを閉じ──

　その裏まで灼やけそうな紅あかい光が、錆さびた空間を満たした。




　　　　◆




　アッシュがいなくなったあとの自分というものを、リュカは想像したことがなかった。

　強しいて言うならば、三年前の別べつ離りがそれに近い。王都に行くと言い出したアッシュのことを、リュカは血相を変えて止めた。それこそ牙きばを剥むき出だしにして、自らがアッシュに植え付けた恐怖を利用して、引き留とめようとした。

　それでも──アッシュは、行ってしまった。震ふるえながら、怯おびえながらも、リュカの顔を見返して、はっきりと「行く」と告げてしまった。

　我が慢まんできたのは、いつかは帰ってきてくれると信じていたからだった。遠く離はなれても、二度と会えないわけではないとわかっていたからだ。だから惜せき別べつの情に耐えることができた。

　けれど。

　アッシュとイリステラが、揃そろって錆さび煙けむりに消え去ったとき──リュカの身体から力が抜けた。

「……アッシュ」

　か細い声は、まるで自分のもののようには聞こえなかった。

　血と涙に濡ぬれた頬ほおに、指先が触れる。そこに、ついさっきまで重ねられていた、少年の温ぬくもりを自覚した瞬しゆん間かん──

　リュカの心が、音を立てて折れた。

「……ぐ、うううっ……！」

　嗚咽おえつを漏もらし、その場に崩くずれ落ちる。手から離れた月げつ弓きゆうセレインフィリスが、煌こう矢しヘリオンフォロスとぶつかり合い、乾いた音を立てた。日月の姉弟は、互いを慈いつくしむように絡まり合いながら、滝の下へと落ちていったが──リュカは、もう、それに手を伸ばすことさえしなかった。

　もう、すべては終わってしまったのだ。アッシュは死んだ。いなくなった。それならば、自分が生きている理由さえ存在しない。今のリュカにとっては、あれだけ大事にしていた魔ま法ほうの弓矢も、なんの価値もなくなっていた。

　下から、戦せん闘とうする音が聞こえてくる。激しく翼つばさを震ふるわせる音、錆さびた金属に剣を打ちつける音。そのすべてを、リュカの鋭えい敏びんな聴覚は「うるさい」と感じる。もうどうでもよかった。身を丸め、耳を塞ふさぎ、リュカは自らを取り巻く現実から逃げ出そうとして、

「リュカ!!」

　怒りを伴ともなった叫びが、耳を打った。

　それでもリュカは顔を上げない。どのような音も、今の彼女には「うるさい」としか感じられない。そう感じないのは、愛する少年の、アッシュの柔やわらかな声音だけだろうが──それは、もう、失われてしまったのだ。永遠に。

　うずくまるリュカの胸ぐらを、誰だれかが掴つかんだ。そのまま、腕力だけで彼女を立ち上がらせる。

　ぼやけた視界に、紅あかいものが映った。

「アンタ、なにしてんのよ!?　やる気あるの!?」

　ない。あるはずがない。どうでもいいから放っておいてほしい──そんな気持ちを、リュカはただの一言で告げた。

「…………ぐうう」

「ああもう、いいから自分の足で立ちなさい！　早くしないとイリステラさまが死んじゃうでしょ!?」

　絶望に沈んだリュカの心に、その言葉だけは、かすかに届いた。

　──早くしないと？　なにを言ってるんだこの赤頭。脳みそまで紅くなったのか。早くもなにも、もうイリステラは死んでしまったではないか。アッシュ、と、一緒に。あいつの大口に飲まれて──

「死んでないわよ」

　その心を読んだかのように、ティリエルはつぶやいた。

　メイド服の袖そでを、乱暴にリュカの顔に押しつける。ぐいぐいと、遠えん慮りよ容よう赦しやなく拭ぬぐうと、視界がクリアになった。

　はっきりと冴さえた視界の中には──リュカと似たり寄ったりの顔つきをした、ティリエルが立っていた。

「死んでないわ。イリステラさまは生きている。だって──アッシュが一緒だったんですもの」

「……なに、それ？」

「アッシュが、──あいつが、イリステラさまを守るって言ったんだから。だから二人とも生きてる。イリステラさまはアッシュに守られて、アッシュはイリステラさまを守るために。だから、死ぬはずがない」

　ついでにキキモラもね、とティリエルは微笑ほほえむ。弱々しい微笑みだった。まるでそうしなければ、自分のほうこそ崩くずれ落ち、泣き濡ぬれてしまうというように。

　リュカの頭に、ぱっと想像が浮かんだ。

　愛するものを失った自分が泣き崩れている姿。しかし想像の中では、もうひとりがいた。すなわちティリエルが、自分と一緒になって、傷を舐なめ合う負け犬のように抱き合いながら、さめざめと泣いている──

　ぞっとした。冗談じゃない！　なんであたしが、こんな奴やつと一緒にめそめそしなくちゃいけないんだ!!

「……離はなして」

　ぶっきらぼうに言って、リュカはティリエルの胸を突き飛ばした。ティリエルは抵抗せず、後ろに下がり、そこに立っていたエリスロスの馬体に背中を預けた。

　彼は苛いら立だたしげに蹄ひづめを鳴らし、

「話は済んだのか、ティリエル？　ならばさっさと戻るぞ。今の我には、汝なんじの言葉を信じるほかないのだから」

　さすがにその声に余裕はなかった。彼もまた、愛するものをなくす恐怖に囚とらわれているようだった。

　ティリエルは頷うなずき、それから、がちゃりと音を立てて両手を差し伸べた。

　そこにあったのは、リュカが先ほど取り落とした魔ま法ほうの弓矢だった。暗銀の月げつ弓きゆうセレインフィリス。暗金の煌こう矢しヘリオンフォロス。そして、もうひとつ。

　真しん紅くの角、精せい霊れい獣じゆうの遺い骸がい、『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』。

「……これって。いいの？」

　受け取りながら、リュカはエリスロスに尋たずねた。これを撃うち込んでもラストウィングを倒せるとは限らない。しかし、これによって文字通り、一いつ矢し報むくいることは可能なはずだ。しかし、エリスロスの祖先の遺骸を武器にするということは、許されるのだろうか。

　エリスロスは、ぶるるん、と鼻を鳴らすと、あっさりと答えた。

「構わんさ。むしろこちらからお願いしたいくらいだ。『餌えさ』として使われるのは不本意だったが──奴を討うち果はたすための『牙きば』となるのならば、ご先祖さまもさぞや喜んでくださるだろう！」




　ドル・ドーザは、ただのひとりでラストウィング相手に立ち回っている。

　人間業ではない。ティリエルと共に紅あかいたてがみにしがみつき、共に戦場へと向かうリュカは、頭の片隅でそんなことを考える。

　土石流のような勢いで突進するラストウィングを、ドル・ドーザは飛び、躱かわし、ときに大剣で受け流しながら、的確にいなしている。あんな化け物を相手に、ただひとりの人間が互角に立ち向かう姿というのは、それだけで威い容ようを放っていた。

　──いや。互角とはいえないかもしれない。

　さすがのドル・ドーザでも、防戦一方だ。せっかくの大剣も振るう暇ひまがない──というより、ほとんど盾たてとして使っている。

　高速振しん動どうする翼つばさは、錆さびと水しぶきをもろともに巻き上げて、肌に張りつくような不快な煙を撒まき散らしていた。

　鉄の匂においがする煙の中で──ドル・ドーザは、ただひとりラストウィングに立ち向かっている。

　一いち撃げきでも受ければ死に至る攻撃を、すべて紙一重で回かい避ひして、すれ違いざまに大剣を叩たたきつける。そのたびに濁にごった火花が飛び散り、ドル・ドーザの鬼き神しんのような表情を暗く照らし出していた。

　ドル・ドーザの内心は、もちろん、リュカにはわからない。しかし、アッシュを失った自分と似たような痛みを抱えているということは、直感的にわかった。だからこそ死地であるこの場所に、迷うことなく踏ふみとどまり、戦いつづけることができるのだろう。

　やがて、いつまで経たっても効果を上げない突進に業を煮やしたのか、ラストウィングが急停止した。

　ばぐん！　と音を立てて、大おお顎あごが開かれる。

『軋む絶叫スクイーズワン』、その予備動作。もう何度も眼にしてきた。そのたびに脳のう髄ずいを貫つらぬいた、割れんばかりの大だい音おん響きようを思い出して、リュカの身体がぐらついた。構える月げつ弓きゆうと、そこにつがえられた『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』も、照しよう準じゆんがずれ──

　その手を、リュカの後ろにいたティリエルが、がしっと支えた。

「ふらついてんじゃないわよ田舎いなか者もの！　外したらぶっ殺すからね！」

　リュカは前を向いたまま、ぎっと歯を噛かみ鳴らし、怒ど鳴なり返す。

「気が散るから素人しろうとは黙だまってて！　外したらあなたのせいだからね！」

　ああ、と、リュカとティリエルはまったく同時に、まったく同じことを考えた。

（（やっぱりこいつ、大だいッ嫌きらい！　初めて会ったときから気に喰くわなかった！　こんなふうにしがみついているだけで吐き気がする！　あとで水浴びをしなくちゃ！））

　それでも。

　今、この瞬しゆん間かんだけは、リュカとティリエルは手を携たずさえ、同じ方向を見定めていた。大口を開けたラストウィング、その奥底に飲み込まれた、共に愛する誰だれかの姿を。

　錆さびた顎の奥底にあるはずの、彼らの姿を見定めながら、

　リュカは、『緋緋色の雷火』を支えていた指を、離はなした。

　──月弓セレインフィリスの効果。つがえられたものを光の速度で撃うち出だす。

　本来ならば、煌こう矢しヘリオンフォロス以外のものを撃ち出すことはできないはずだった。太陽神の息吹いぶきであるヘリオンフォロスは、厳げん密みつにいえば物質ではなく『魔マ源ナ』の塊かたまりなのだ。だからこそ『光の速度』などというめちゃくちゃな代物に耐えることができる。ただの矢であれば、目標に達する前に燃え尽きてしまうだろう。

　しかし、『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』は、ただの矢ではなかった。

　ヘリオンフォロスが太陽神の息吹いぶきであるならば、『緋緋色の雷火』は大気の精せい髄ずいだった。これもまた物質ではなく、『魔マ源ナ』であるのだ。それも、あらゆる風と雷いかずちを内側に秘めた、荒れ狂う大気の『魔源』の塊かたまりだ。

　月げつ弓きゆうから離はなれた瞬しゆん間かん、キュオン、という甲かん高だかい音が耳に響ひびいた。

　真しん紅くの閃せん光こうが、瞬またたく。文字通りの、それは、ほんの一瞬の光に過ぎない。

　地上にいるドル・ドーザも、上空にいるリュカやティリエルも、それを眼に留とめることはできなかった。雷がそうであるように、彼らが眼にしたのは、それがもたらした破壊の痕こん跡せきのみだった。

　鋼こう鉄てつの上うわ顎あごをかすめ、それを焼き散らしながら──

『緋緋色の雷火』は、ラストウィングの喉のどを貫つらぬき、彼女の肺はい腑ふに突き刺さった。




　　　　◆




　そしてアッシュは眼を開けた。

　なにが起きたのか、さっぱりわからない。

　ただわかるのは、錆さび色いろの天井に焦こげた穴が開いていること。錆色の床に、紅あかいなにかが突き刺さっていること。そして、自分がまだ生きていることだった。

「………………アッシュ、あの、」

　ふと、そんな声が腕の中から響いた。

　そこで、アッシュは、自分がイリステラを抱きしめていることに気づいた。

「うわっ!?　あ、あの、すっ、──すいません！　これは、その──」

「い、いえ、いいのです。アッシュは、わたくしを守ろうとしてくれたのですよね」

　頬ほおを赤らめながら、イリステラは恥はずかしそうに指を絡め合わせている。そう、ただ守ろうとしただけなのだ──が、なんだろう、この触れてはいけないものに触れてしまったかのような罪悪感は……。

　と、そんなイリステラの胸元から、キキモラがずりずりと這はい出でてきた。いまだに恐怖の余よ韻いんが残る顔を、きょろきょろと動かしてから──ふと、その金色の眼が見開かれた。

「『緋緋色の雷火』!?　一体どうして──」

　キキモラが指差したのは、床に突き刺さる真紅の角──『緋緋色の雷火』だ。いまだに白い煙を上げているそれは、状況を考える限り、ラストウィングの体内を突き破って撃うち込まれたのだろう。それができるのは、ひとりしかいない。

「……リュカ」

　ぽつりとつぶやくと、イリステラの耳がぴくっと動いた。しかし、アッシュはそれに気づかない。それより先に、キキモラが興こう奮ふん気味に叫んでいたからだ。

「すごい──問題のひとつが解決しました！　これを使えば、『心しん臓ぞう』を打ち砕くだくことだってできるはずです！　あとは『身憑りエンハンスメント』ですけど──」

　そこまで言って、ふと、キキモラは口を噤つぐんだ。

　ちっぽけな彼女が見上げる、イリステラの顔に、笑みが浮かんでいた。

　微笑ほほえみである。ただし、いつものイリステラが浮かべるような、柔やわらかく温かなものではなかった。

　なんというか──見ているだけで気け圧おされそうな、一種凄そう絶ぜつな色合いを纏まとった微笑みだ。

「ええ。そうですね」

　アッシュは実際に、一歩、後ろに退いた。先ほどまで守っていたはずのイリステラから。

　なんだろう。

　非常に。とても。ものすごく──

　嫌いやな予感がする。

「アッシュ。今だから告白しますけれど、わたくし、我が慢まんしていたのです」

「へ？」

　にこにこと笑いながら、イリステラが近づいてくる。可か憐れんな唇くちびるがなにを告げたのか、アッシュは一いつ瞬しゆんわからなかった。

　我慢──耐え忍ぶこと。こらえること。辛抱。

　なにを？

「わたくしが魔ま法ほうを上う手まく扱えなくなってしまったのは、きっと、そのせいだと思います。魔法を扱うためには、なによりも澄すんだ心が必要──わたくしの師の言葉ですけれど、それを失っていたのだと思います。あなたへの気持ちを偽いつわってきたことが、結局はこんな結果を招いてしまったのだと思います。ですから──」

　イリステラが近づいてくる。近づいて、くる。

　アッシュはもう一歩下がろうとして、後ろに錆さびの壁かべがあることに気づいた。

　蛇へびのように手を伸ばして、イリステラはアッシュの頬ほおに触れ、

「わたくしの心を曇くもらせていたものを、今、取り払おうと思います。──ああ、ですから、アッシュ、お願い」

　どきどきと、アッシュの心臓が鳴りはじめる。これは、もしかして──

　イリステラは青い瞳ひとみを恋するように潤うるませながら、甘やかな声で、




「そこに跪ひざまずいて、わたくしに踏ふまれてくださいますか？」




「いやですよ!?」

　アッシュは叫んだ。絶叫した。なんとなく、話の流れからこうなるんじゃないかとは思っていたが──だからといって、到底受け入れられるものではなかった。

　くりん、と小首をかしげて、イリステラは心底不ふ思し議ぎそうに、

「どうして？」

「どっ、どうしてもなにも──なんでそんなことをしなくちゃいけないんですか!?」

「そうすることによって、わたくしの中のもやもやが吹き払われるからです。あなたがわたくしのモ──、こほん、騎き士しであると再確認することによって、わたくしは再び魔ま法ほうを使うことができるようになるからです」

「モノ!?　今モノって言いかけましたね!?」

「さあ、なんのことやら、記憶にございません」

　そう言ってから、イリステラは悲しげに眉まゆを寄せた。こんなときにワガママを言わないでください、困ってしまいます、とでもいうような表情だ。なぜこっちが悪いような顔をするのか、アッシュには本気でわからない。

「いいですか、アッシュ。リュカさんが現れてから今まで、わたくしはほとんど『趣味』を楽しむことができなかったのです。二週間も。二週間もですよ？　回数にすれば五十回近くも、わたくしは『趣味』を楽しむ機会を逃のがしていたことになるのです！　まずその過あやまちをたださなくては、前に進むことはできません！」

　ぎぎぎ、とアッシュは歯を軋きしませた。すがるようにキキモラを、アッシュが唯一頼りにする魔法のアドバイザーを見つめる。

　そして、キキモラは悲しそうな顔で首を振り、

「……アッシュさん。『聖夏祭サンフエスタ』のことを覚えていますか？」

　忘れるはずがない。あの悪夢は、今でも脳のう裏りにまざまざと焼きついている。それは、キキモラも同様──いや、彼女のほうがよりはっきりと覚えているはずだ。

「あのとき、わたしはイリステラさまの、その、──『趣味』を履はき違ちがえました。わたしはそれを欲望だと勘かん違ちがいしていましたけど、実際はこの上もなく澄すみ切った、『愛』と呼ばれる感情だったんです」

「ええ。そのとおりです」

「だから──イリステラさまは、正しいです。イリステラさまの『趣味』を、『愛』を満足させれば、あのときの《浄化ピユトリフアイ》のような、巨大な『魔マ源ナ』を引き出すことができるでしょう。そうすれば、あの『心しん臓ぞう』を打ち砕くことができるかもしれません」

　アッシュは沈ちん黙もくした。イリステラだけなら信じていなかったが、キキモラが言うのならばそうなのだろう。しかし、それを実行するには、途方もない意思力を必要とした。

　ふと、イリステラの瞳ひとみに気弱な光が浮かぶ。そこだけは可か憐れんな姫君のように。そこだけは、愛する騎き士しにすがる乙女おとめのように。

　イリステラは、アッシュの最後の希望にトドメを刺した。

「アッシュ──あなたは、わたくしを、守ってくれるのですよね？」

　そう。

　そのために自分はリュカと別れた。故こ郷きようを離はなれ、王都に赴おもむき、三年の見習い騎き士し期間のあいだ、何度も何度も何度も「おまえには向いていない」とか「お嬢じようちゃんは雑用やってな」とか「しょせん落ちこぼれだな」とか言われながら、歯を食いしばって耐えてきた。

　守られるものではなく、守るものになるために。

　そのためならば──なんでもする。

　アッシュは跪ひざまずいた。イリステラの足下に、両りよう膝ひざをつく。

　苦渋に満ちたアッシュを見下ろすイリステラの表情は、てかてかと輝かがやいていた。

「あら。あらあら、どうしたのですか、アッシュ？　突然膝をついて。なにか困ったことでもあったのですか？　それとも──なにかをしてほしいとか？」

　アッシュは言葉に詰まる。なんと言えばいいのかわからない。ティリエルならばさっと次の言葉が浮かんでくるのだろうが、アッシュにそういう『趣味』はない。

　そして、イリステラもそれをわきまえていた。そっと、次になにをすべきか教えてくる。

「してほしいことがあるなら、手をついてお願いしなくては。ね？」

　アッシュは言われたとおりにした。四よつん這ばいの格好──その背中に、イリステラは迷うことなく腰を下ろした。イリステラの柔やわらかい重みが伝わってきて、アッシュは唇くちびるを噛かみしめた。

「ところでアッシュ、前から聞きたかったのですけれど、あなた、どうして女の子の格好をしていらっしゃるの？」

　あんたが無理矢理着せたんだろうがっ！　という心の声を押し込む。

「ひょっとして──アッシュは、女の子の格好をするのが好きなのかしら？」

「……いえ、……じゃ、なくて、その…………はい…………」

　ぴしん！　と音が鳴った。見れば、いつの間にかイリステラは白い杖つえを手にしていた。アッシュに腰かけ、膝を組み、鞭むちのようによくしなるそれで、地面を打ち据すえたのだ。

　その先せん端たんに、金色の光が灯ともっている。

　信じがたいことに、効果が出はじめている。

　それだけを希望のよすがとして、アッシュはイリステラの次の言葉を待った。

「まあ！　男の子のくせに女の子の格好をするのが好きなんて──失礼ですけど、とても、恥はずかしいことですね？」

「……はい。そう、です」

「言ってごらんなさい、アッシュ？　『ぼくは女の子の服を着るのが大好きな、恥ずかしい男の子です』と」

「……………………ぼ、ぼくは」

「どうしました？　途切れましたよ。さあ、早く続けて！」

[image: ]

　ぴしり！　と、イリステラは杖つえでアッシュの背中を叩たたいた。ぎらぎらとした欲望の眼まな差ざしが、首筋に注がれているのがわかる。舌を噛かみ切りたくなる衝しよう動どうに必死で抗あらがいながら、アッシュはかすれた声を絞しぼり出だす。

「ぼ、くは、女の子、の──服を着るのが大好きな恥ずかしい男の子ですッ!!」

「…………」

「あ、あの？　イリステラさま？　言いましたよ？」

「ただの冗談でしたのに、まさか本当にそんなことを口走るなんて……わたくし、アッシュのことを見誤っていたのかもしれません」

　こ・の・王・女ッ……！

　もうなんだかよくわからない赤黒い感情が目玉の奥で渦うず巻まいた。それに比例するかのように、杖の先に灯ともっている光がどんどんとその輝き度どを増してゆく。

　イリステラの胸元から顔を出したキキモラが、それこそ泣きそうな表情で、

「……が、がんばってください、アッシュさん……」

　そうつぶやいているのが、なによりも心に突き刺さった。

　そのとき、ギギ、と軋きしむ音が頭上から響ひびいた。

『軋む絶叫スクイーズワン』の、予備動作。

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。そうでなくてもこんな茶番はさっさと終わりにしたいというのに、それでも、イリステラはお茶会でもしているような優ゆう雅がさで、ふふ、と笑った。

「でも、大丈夫です。わたくしはあなたのことを見捨てたりしませんわ、アッシュ」

「……あ、はい……ありがとう、ございます。そ、それより姫さま、」

「たとえあなたが、どんなにみっともない・見下げ果てた・夜な夜なティリエルの部屋から盗んだメイド服に身を包んで人ひと気けのない城の通路にさまよい出て誰だれかに見られるのかもしれないという破は滅めつと隣となり合あわせのスリルと快感に身み悶もだえして興こう奮ふんするような変へん態たいさんだったとしても──あなたはわたくしの、大切な騎き士しなのですから」

「……」

　なんか、逆にちょっと見直した。こんな生死の境に及んでも、なお『趣味』を愉たのしめるというのは、イリステラという人間の性根のすさまじさを物語っているのかもしれない。

「……ありがとうございます」

「でも──そんなアッシュには、おしおきを、しなくては、いけませんねッ！」

　叫んで、ようやくイリステラは、杖つえを振り上げた。

　金色の光が眩まばゆくなっていく。同時に、『心しん臓ぞう』に集まる光も、その強さを増していく。狭い空間に現れた、二つの太陽──その片方を掲かかげるイリステラは、『霊唱様式スペルワード』を叫んだ。

「──《付力マイト》！」

　びしっ！　とアッシュの尻しりを打った杖が、金色の光をアッシュの全身に走らせた。

　血管を走る光は、そのまま力となるようだった。矢も盾たてもたまらずにアッシュは走り出した。「きゃあ!?」というイリステラの叫び、尻しり餅もちをついたような音が聞こえたが知ったことではない。『身憑りエンハンスメント』を得たのならもうあんな趣味に付き合ってられるか!!

　走りながらアッシュは『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』を抜き放つ。抜き放ちながらアッシュは泣いていた。屈くつ辱じよくの涙であり、怒りの涙であった。守られるものではなく守るものへ、騎士になるためになくしてしまった自らのなにかを弔とむらう涙であった。

　頬ほおから滂ぼう沱だの涙をこぼし、両手で『緋緋色の雷火』を振り上げながら、アッシュは跳ちよう躍やくする。《付力》によって得られた超人的な筋力のすべて、そしてイリステラから受けたあらゆる怒りと屈辱を、アッシュは、

「────全部、全部！　おまえのせいだッ!!」

　光り輝かがやくラストウィングの『心臓』に、八つ当たり気味に叩たたき込んだ。




　　　　◆




　月の女神の祝福を受けた、真しん紅くの雷いかずちに貫つらぬかれて──

　ラストウィングは大口を開けたまま、ぴたりと静止していた。

「……やった？」

　ぽつりと、背後でつぶやいたティリエルを、リュカはぎろりとにらみつける。なんてことを言うのだ。やれたかやれてないか、はっきりしないときにそんな台詞せりふを口にしてはいけない。そんなことをすると、高い確率で──

　ギギ、と、錆さびた音が響ひびいた。

　ラストウィングが再び動き出していた。翼つばさの高速振しん動どうこそ止まっていたが、それ以外はほとんど変わりがないように見える。『軋む絶叫スクイーズワン』は中断されたようだが、それだけだ。

　リュカは深々とため息をつき、

「あーあ……これだから素人しろうとは……」

「な、なによ!?　あたしのせいみたいに言わないでよ、っていうかアンタが急所外したからでしょ!?　どうすんのよアレ一発しかないのに！」

「はあ!?　あんな化け物の急所なんて見ただけでわかるわけないでしょ！　あなたは素人だからわからないかもしれないけど、この距きよ離りから口の中撃うち抜けるだけですごいことなの！」

「あーはいはいすごいですね！　それでも殺せなかったら意味ないけど！」

「このっ……、あ。そうだ。いいこと考えた。紅あかい角ならもう一本あるじゃん？」

「お、珍めずらしくいいこと言ったわね！　それ寄よ越こしなさい、エリスロス！」

「もちろん断る。……汝なんじら、仲が良いのか悪いのか、どっちなのだ……？」

　リュカはむっと顔をしかめた。なにを言うのだ。仲は最悪に決まっている。ティリエルだって同じような顔をしているから、リュカと同意見のはずだ。

　そのとき、眼下で再び、ラストウィングが大口を広げはじめた。

「『軋む絶叫』──ったく、馬ば鹿かのひとつ覚えみたいに！」

　月げつ弓きゆうに、今度は煌こう矢しをつがえる。リュカが誇ほこる魔ま法ほうの弓矢でさえも、微び々びたるダメージしか与えられないのは証明済みだ。しかし、今はもう、これ以外にできることがない──

　そう考えた途と端たん、後ろから伸びた手が、エリスロスの頭をぽんと叩たたき、

「というわけで、エリスロス。プランＢよ」

「本気か？　我は構わんが──汝らがついてくる必要はないのだぞ」

「あたしが助けに行かなくて、誰だれが行くのよ？」

「…………なんの話？」

　プランＢなどという計画は聞いたこともない。訝いぶかしげに振り返ると、ティリエルは肩をすくめ、

「言ってなかったっけ？　『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』が失敗したら──エリスロスごと、あたしたちがあいつの口の中に飛び込んで、直接姫さまたちを助けるって」

　聞いてない。というか、この女、なんてことを考えるのだ。

　そんな思いが表情に出ていたのか、ティリエルは「フッ」と笑い、

「あ、ごめんね。やっぱ怖い？　いいのよ、別に降りてくれても」

　リュカはエリスロスの頭をぱしんと叩たたき、

「なにしてるのエリスロス！　早く行って！」

　エリスロスはもう答えもしなかった。六つの蹄ひづめを高らかに打ち鳴らし、ぽっかりと開いたラストウィングの空くう洞どうに、まっすぐに駆かけていき──

　ばぢん！　という音と共に、紅あかい光が目の前で爆ばく発はつした。

「むっ！」

　エリスロスの短い叫びと共に、急きゆう旋せん回かいの感覚がリュカの身体を掴つかむ。思わず前のめりになりながら、リュカは自らの視界が焼き切れていることに気づいた。長い時間、お日様を直視したときのように、光が眼に焼きついてなかなか離はなれてくれなかった。

「な、なに!?　なにが起きたの!?」

　ティリエルの声は、リュカと同じように混乱していた。かすむ眼を必死にこすりながら、再び遠ざかっていくラストウィングを見下ろし、驚おどろきの声をあげる。

「……ラストウィングが──!?」

　ばぢん、ばぢん！　と、先ほどとまったく同じ音がその声を掻かき消した。

　何度も耳にしたことのある音だ。

　すなわち、エリスロスが落とす雷いかずちの音。

　それが、ラストウィングの全身から放たれているのだった。再び挑いどみかかろうとしていたドル・ドーザでさえ、思わず立ち止まるほどの電でん撃げき。太く短い四し肢し、黒こく曜よう石せきのような三つの瞳ひとみ、昆虫のような大おお顎あごや、翼つばさに走る『神陣様式ピクトグラム』にまで──ラストウィングのありとあらゆる箇か所しよから真しん紅くの雷が迸ほとばしり、しかも、次第にそれが激しくなりつつある。

　自らの体内から生み出される、真紅の雷嵐の中で、ラストウィングは錆さび果はてたその身をぎしりと仰のけ反ぞらせた。大顎が開く。『軋む絶叫スクイーズワン』の態たい勢せいだが、しかし。

「──────オオオオオオオォォォ──オオォォォ──────ォ──────」

　そこから響ひびいたのは、あらゆるものを打ち砕くだく、破は滅めつの叫びではなく。

　空くう洞どうを吹き抜ける風音のような、どこか悲しげに響く──断だん末まつ魔まの絶叫だった。

　ヂッ、ヂヂヂヂ──と、電熱の余よ韻いんを残して、やがて紅色の雷は、消えていき。

　そしてあとには、微び動どうだにしないラストウィングが残された。

「……こ、今度こそ、やったの？」

　ティリエルが再び不用意な発言をして、リュカはぎろりと彼女をにらみつけた。

　が、確かに彼女の言うとおり、ラストウィングが動く気配はなかった。錆さびた全身から、白い煙を立ち上らせて、まるでそういう形の彫刻であるかのように静止している。

　そのとき、リュカは──『半人狼族クオーターウルフ』の鋭えい敏びんな聴覚は、確かにそれを耳にした。

　ぽっかりと、洞どう窟くつのように開いたラストウィングの口から聞こえてくる、声。

　もう二度と聞くことはないと思っていた、愛する人の声だ。

「────アッシュ!!」

　叫び、リュカはエリスロスの上から飛び降りた。「おい!?」というエリスロスの声を無視し、空中で身体をひねって、器用にラストウィングの顎あごに着地する。錆び付いた顎は、リュカに踏ふみつけられても、やはり動くことはなかった。

　エリスロスの雷らい撃げきのほとんどを無効化していたラストウィングの錆びた身体が、どうしていきなり放電しはじめ、彼女の命を奪うばったのか。リュカは深いことは考えなかった。きっと、自分が撃うち込んだ『緋緋色の雷火スカーレツトボルト』が時間差で効果を発はつ揮きしたのだろう──そんなことを考え、リュカはにんまりと笑った。

　やっぱりだ。やっぱり、あたしのおかげだ。アッシュはあたしを守るなんて言っていたけれど、やっぱりあたしのほうこそがアッシュを守る側なんだ！　さあ、会いに行こう！　アッシュに、愛する人に、その身体を抱きしめて、ぎゅうううっと抱きしめて、彼を守るのが一体誰だれなのか、きっちりと刻み込むために──！

　リュカは迷うことなく大口の中に身を投げ入れた。

　喉のどと思わしき、錆さびの通路。それを通り、角を曲がり、満面の笑みで手を上げて、

「アッシュ！　迎えにき────────」

　そこで、リュカの笑みは、ぎしりと凍りついた。




「……ちょっと。姫さま。なにをなさるんですか」

「なにって。ラストウィングを倒したから、先ほどの続きをしようかと」

「しませんよ!?　あんなこと！　もう二度と！」

「まあ！　どうしてですか？　アッシュも仰おつしやっていたじゃありませんか──『ぼくは男のくせに女装をして悦よろこぶどうしようもない変へん態たいです』と！」

「そこまでは言ってませんよ!!」

「だ、だって、あれは、」

「あれは、なんなんですか？　──まさかアッシュ、あんなことくらいで、今までの我が慢まんしてきたわたくしをごまかせるとお思いではありませんよね!?」

「い、イリステラさま、落ち着いて、」

「落ち着いています！　ええ、落ち着いて──あなたのことを、いじめさせてくださいと言っているのです！」

「全然落ち着いてないですよそれ!?」

「……あの、アッシュさん、ここは言うとおりにしておいたほうが……さもないと、また魔ま法ほう、使えなくなっちゃうかも……」

「……え。なに？　イリステラさまが魔法を使えなくなったのって、我慢してたからっていうこと!?」

「さあアッシュ、選んでください。おうまさんごっこがよろしいか、おいぬさんごっこがよろしいか。好きなほうを！」

「アッシュさん。ここは大人に──」

「……ええー………………じゃ、じゃあ、おうまさんで……」

「ではそこに跪ひざまずきなさい。──そう、そうです。ふふ、良い格好ですね。女の子の格好をして、わたくしに乗られて、嬉うれしいですか、アッシュ？　ええ、嬉しそうなお顔をしていますものね。まったく、アッシュはいつもそうなんですから。アッシュの本当の姿を目にしたリュカさんは、一体どんなことを思うでしょうね──」

「え？　──はっ！　リュカ!?　なんで、いつから、そこに──っていうかどこ行くの!?　ち、違うんだ、リュカ、これは──待って！　話を聞いてくれ！　リュカ!!」




　リュカ・ケイニスは、アッシュ・ウィリアックのことが好きだった。愛していた。

　もちろんアッシュ・ウィリアックもリュカ・ケイニスのことが好きで、愛している。それはリュカの中で確定事項であり、揺るがすことのできない事実だった。仮にアッシュがリュカのことを「愛していない」と面前で言ったとしても、リュカは笑って首を振り、「それはあなたが勘かん違ちがいしてるだけだよ」と言ってのけることができただろう。

　あるいは、自らの牙きばを使って、その事実を刻み込むことができただろう。

　しかし──では、アッシュの『愛』が、自分ではまったく理解できないほど変則的なものであった場合は、どうすればいいのか。

　リュカが考えていたのは、ごくまっとうな恋愛だけだった。すなわち、出会い、恋に落ち、愛を深め、男の子が二人に女の子がひとり、丘の上に白い家を建て、大きな狼おおかみを一匹飼い、自分は狩りに出て家族を養やしない、アッシュは家で子供たちの面倒を見る。そんな愛の形だけだったから。

　アッシュの『愛』が、その容いれ物ものにそぐわないほど、奇妙で、いびつなものであると知ったとき──

　リュカは、地を蹴けって、駆かけ出だしていた。

　アッシュへの愛がなくなったわけではない。そんなことは未来永えい劫ごうありえない。ただ、時間が必要だった。それを理解するための時間。それを受け入れるための時間が。

　ぐちゃぐちゃになった頭の中で、ぐるぐるとそんなことを考えながら──

　リュカは、一目散に、逃げ出していった。




　　　　◆




　ほとんど直立のまま息絶えたラストウィングの口から、アッシュはやっとの思いで這はい出だした。喉のどはちょっとした傾けい斜しやのようになっていて、顎あご先さきに手を引っかけなければ出ることもできない。腹ばいになったため丈長服カートルが錆さびで汚れてしまったが、そんなものを惜おしむ女の子的感覚はアッシュにはない。

「アッシュ。手を貸してください」

　もっとも、イリステラは別のようだった。

「…………」

　アッシュはジト目でイリステラを見下ろす。イリステラは幼子のように、無心に手を伸ばしている。言いたいことは何万もあったが、それでも彼女がアッシュの主君であることに変わりはないのだった。手を伸ばし、掴つかみ、しかし非力な腕力のおかげで、なかなか引っ張り上げることはできず──

　持ち上がりかけていたイリステラの襟えり首くびを、ドル・ドーザがひょいと掴み、持ち上げた。

「あら、ドル・ドーザ。ごきげんよう」

　猫の子のように持ち上げられながら、イリステラはにっこり笑った。

　アッシュは凍りつく。すぐ隣となり、肩を並べる場所に尊敬する『竜戮騎士テイフオニロス』がいる。しかもその顔には、コーヒーと間違えてインクを飲んでしまいましたとでもいうような渋面が浮かんでいる。どうしよう、謝ったほうがいいのだろうか、と考えた瞬しゆん間かん、

「礼を言う。ウィリアック」

　ぼそり、とドル・ドーザは、低い声でつぶやいた。

「……え？」

「貴様がいなければ、イリステラさまを亡くしていただろう。王に顔向けができぬところであった。──いや、それ以上に……」

　そこから先は口にせず、ドル・ドーザはイリステラの襟を掴んだままうつむいた。途と端たんに、精せい悍かんな表情が年相応に老いたようだった。

「……ドル・ドーザ団長……」

　教育係として、イリステラを育てたドル・ドーザは──仕えるべき王女であるという以上に、彼女のことを愛し、大切に思っていたのだろう。そのイリステラがラストウィングの大口に飲まれたとき、彼がなにを感じたか──それは、察するに余りあった。

　しかし、ドル・ドーザはいつまでも情けない顔を見せてはいなかった。首をひと振りすると、ヒゲの生えた口元に誇ほこらしげな笑みを浮かべた。イリステラを降ろし、空あいた手で、アッシュの背中をばしんと叩たたく。

「初代皇帝以来、『竜戮騎士テイフオニロス』の名を冠かんしたものは数多いが──本当の竜を倒したものは、そうはいない。誇るがいいぞ、アッシュ・ウィリアック！」

　あまりの衝しよう撃げきに、思わず咳せき込みながら、アッシュはドル・ドーザの顔をぽかんと見上げた。『竜戮騎士』。一国の武を担になう戦士。自分がそれに相応ふさわしい実力を持っているなんて、とても言えない。ラストウィングを倒せたのだって、偶然の上に偶然が重なって、たまたま積み重なったものの上に着地できただけだった。

　それでも──

　本物の『竜戮騎士』、ひとりでさえ竜に立ち向かうことのできる、本物の勇者に認められたことは──涙が出るほどに、嬉うれしかった。

　唇くちびるを噛かみ、それがこぼれないようにする。そうしながら、アッシュは淡く微笑ほほえみ、

「……ありがとうございます。ドル・ドーザ団長」

　うむ、と頷うなずいてから、ドル・ドーザは妙な顔をした。アッシュは不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。どうしたのだろう、と上うわ目め遣づかいに見ながら、尋たずねようとしたところで、

「やはり、汝なんじとは決着をつけねばならんのか？　ドル・ドーザよ」

　頭上から、そんな声が降ってきた。

　アッシュとドル・ドーザのあいだに、青年の姿のエリスロスが、割り込むように着地してくる。紅あかい瞳ひとみを剣けん呑のんに細めながら、ドル・ドーザのことをぎらりとにらむ。

　ふん、と、ドル・ドーザは鼻を鳴らした。

「勘かん違ちがいするな。健けん闘とうを称たたえただけだ。第一、わしには愛する妻がいる」

「そうか、それはよかった。いかに汝が男であっても、戦友を手にかけるには忍びないからな。──そういうわけで、アシュリーよ」

　言って、にこやかにエリスロスは振り返る。アッシュは後ずさった。これから起きることを想像したのだ。

「まずは感謝しよう。汝ら人間のおかげで、ご先祖さまの仇かたきを討うつことができた」

「……は、はい……」

　エリスロスの手が、さりげなくアッシュの肩に置かれる。アッシュは視線を泳がせ、どこかに逃げる算段がないかを探しはじめる。

「その上で、改めて──我が妻として、我と生涯を共にしてほしい。まさかいやと言うはずはないと思うが、改めて汝の答えを聞かせてほしいのだ。その可か憐れんな唇くちびるで」

「…………」

　どうしよう。

　いや、どうしようではない。このときのために、あの『約束』をしたのではなかったか。

　アッシュはイリステラを見る。救いを求める視線だったが、その表情を見た瞬しゆん間かんに後悔した。青い瞳ひとみは妖よう艶えんに輝かがやき、この上もないごちそうを眺ながめるように、アッシュのことを見つめている。

　絶望しかかったところで──今度は、横から声がかかった。

「その前に」

　細い指が伸び、エリスロスの手の甲をつねりあげる。ティリエルだった。こちらも、それとなくアッシュとエリスロスのあいだに割って入りながら、ずいと彼を見上げる。

「『約束』。わかってるでしょうね」

「……はて。なんのことだ？」

　エリスロスは瞬まばたきをした。とぼけているわけでは、ないだろう。エリスロスは誇ほこり高い精せい霊れい獣じゆうだから、これは本当に忘れてしまっただけだろう。

　はああ、とため息をついて、ティリエルはその鼻先にびしりと指を突き付けた。

「あたしたちがアンタに力を貸して、ラストウィングを倒した暁あかつきには！　もう人間には迷惑をかけないって『約束』よ！」

　ドル・ドーザが、補足的に付け加える。

「正確には、『人間から危害を加えられない限り、人間に危害を加えない』というものだ」

　ああそんなことか、とエリスロスは頷うなずき、

「無論だとも。ラストウィングを討うち果はたした今、あの嵐あらしを続ける意味もない。すぐに打ち消してしまおう。そして、このエリスロスの名に懸かけて、人間を傷つけることはしないと誓ちかおうではないか」

　その瞬しゆん間かん、人間たちのあいだに満ちた沈ちん黙もくに、エリスロスは気づいただろうか？

　まあ、気づいてはいないだろう。彼は人間のことを、喋しやべるネコとかその辺りと同じような感覚で捉とらえているからだ。

　そのネコが──自分を嵌はめたことなど、気づくはずがない。

「では、改めて、アシュリーよ！　約束通り、我に口づけを──」

　そして、企たくらみの首しゆ謀ぼう者しやが動いた。

「ええ、どうぞ。口づけをして差し上げなさいな、アッシュ」

　白い手が伸びて、アッシュの薄金色の髪ウイツグを掴つかみ、ずるりと下ろした。

　灰色の、短い髪が下から現れる。

　企みの片棒を担かついだメイドも、ハンカチを取り出して、

「ええ、そうね。口づけしてあげるといいわよ、アッシュ」

　ごしごしとアッシュの顔を拭ぬぐい、剥はげかけていた化け粧しようと口くち紅べにを取り払った。

　そうして、トドメを刺すように主従は口を揃そろえ、

「「男が相手でもいいのなら」」

　エリスロスの表情に、特に変化は起こらなかった。

　ただ彼は、どうしようもない無表情のまま、しばらく立ち尽くし──

　それからおもむろに手を伸ばして、アッシュの丈長服カートルを引き裂さいた。

「うわっ!?」

　驚おどろき、思わず後ろに飛とび退のいたアッシュの身体から、こぼれ落ちるものがあった。

　胸に入れていた、二つのパッド。それをなくしたアッシュの身体は、小柄な、しかし引き締まった、紛まぎれもない少年のものだった。

　ぱり、と音がした。

「…………え、エリスロス？　あ、の、ですね。騙だますつもりは──」

　アッシュは引きつった笑みを浮かべながら、わずかに後ずさりをした。こうなる可能性は考えていないわけではなかった。イリステラとティリエルも、それとなく逃げる態たい勢せいを取りながら、にこやかに火に油を注ぐ。

「ええ、騙してなんかいませんよ。結婚したいのならどうぞお好きに。まあ、子供は作れないかもしれませんけれど」

「誇り高い精せい霊れい獣じゆうのアンタと一緒に戦えて光栄だったわ、エリスロス。まあそれはそれとして、約束はちゃんと守ってね？」

　彼女たちが余計なことを口にするたびに、ぱり、ぱち、という火花が散るような音が響ひびく。いや、実際に、真しん紅くの角の先せん端たんから火花が散っているのだ。

　イリステラの胸元に潜ひそみながら、キキモラは震ふるえる声で、

「…………わ、わたしたちには、危害を加えないんですよね？　だって、わたしたちは、あなたに危害を加えたわけではないんですから──」

「ああ」

　重く、低く、エリスロスはつぶやいた。

「そうだな。我は約束は守る。汝なんじらを傷つけるような真ま似ねはしない」

　ばぢ、ばぢん！　と、紅あかい雷いかずちが彼の周囲を覆おおいはじめる。あるいはそれはラストウィングの断だん末まつ魔まの様相に似ていた。内側から発せられる、自分ではどうしようもない雷の奔ほん流りゆうが、エリスロスの全身を駆かけめぐっているのだった。

「しかし、な」

「……し、しかし？」

「我の八つ当たりに人間が巻き込まれたとしても、それは、そのものの運が悪かったというだけのことだなっ!?」

　エリスロスは顔を上げる。銀ぎん髪ぱつが風に吹き上がり、怒りに燃もえ盛さかる真紅の瞳ひとみが見開かれた。ラストウィングとの戦いのときでも、決して余裕を崩さなかった彼が初めて見せる、それは、憤ふん怒ぬの表情だった。

「ううっ……うおおおおおおおおおおおああああああああああああああああっ!!」

　悲ひ嘆たんとも憎ぞう悪おともつかない、凄すさまじい絶叫がエリスロスの喉のどから迸ほとばしる。同時にアッシュたち四人は地面を蹴けり、ラストウィングの顎あごから飛び降りていた。一いつ瞬しゆん遅れて、紅あかい雷いかずちの嵐あらしがラストウィングを中心に吹き荒れる。

　ばぢばぢと鳴る音を、背後に聞きながら、一同は渓けい谷こくめがけて、一目散に逃げ出した。『静寂の幽衣テイアリングガウン』を持つドル・ドーザは、それとなく殿しんがりに移動しながら、重苦しいため息と共につぶやいた。

「……姫さまといると、退屈しなくてよろしいですな」

　明らかな皮肉を受けて、王女は裾すそをつまんで走りながら、アッシュにウィンクをした。

「うふふ。これもきっと、大切な『冒険おもいで』になりますよ」













　　　終幕　感染拡大







「ところで」

　エリスロスの八つ当たりからどうにか生き延び（さすがに追っては来なかった）、ブルームランド中心街ネクタルに赴おもむいて、狩人ハンターの同業者組合ギルドに手短に報告を済ませた。紅い積せき乱らん雲うんが消え去ったことはすでに確認できたらしく、何度も何度もお礼を言われたのだが、まあそれはそれとして、

「リュカはどこ行ったの？」

　ティリエルは一同に、そう尋たずねた。

　彼女とリュカは仲が悪いものとばかり思っていたから、アッシュはティリエルがそう尋ねてきたことがかなり意外だった。その表情を読んで、ティリエルはむっと苛いら立だち、

「いないならいないでいいわよ。せいせいするわ。ただ、またいきなり現れてムカつくこと言われるのがヤだから聞いただけ」

　実際、アッシュもイリステラも、リュカが──『目もく撃げき』したあと、どこへ行ったのかはわからなかった。アッシュとしては早く誤解を解かなくてはと気が気ではなかったのだが、なにしろ行き先がわからない。対するイリステラはのほほんとしたもので、

「まあ、そのうち連絡があるのではありませんか？」

　どこか余裕を漂ただよわせながら、そんなことを言ったのだった。

　リュカがいないのならば、同業者組合ギルドからの報ほう酬しゆうを受け取るわけにもいかない。アッシュの故こ郷きようの狩人ハンター組合へ通達するよう、組合員の人に告げてから、アッシュたちは馬車を駆かり、再び三日もの時間をかけて王都クィンストラウスへと帰っていった。

　あとから考えれば──

　このときに、もっとちゃんとした対策を打っていれば、あんな悲劇は訪れなかったのかもしれない。




　　　　◆




　久しぶりに王城の床を踏ふんだアッシュは、深々と息を吐いた。

　実際に、ブルームランドを訪れていた時間は、十日にも満たないはずなのだが──なんだか、ここに戻ってくるまでに何年も経ったような気がしていた。

　それだけの経験をしたということなのだろう。リュカに連れ回され、精せい霊れい獣じゆうエリスロスと出会い、彼と力を合わせてラストウィング──伝説に名高い竜種を討うち果はたしたことは、アッシュの中でも強い誇ほこりとなっていた。

　もちろん、それを広言するつもりはない。自分ひとりの力で倒せたわけではないということは、百も承知だ。

　それでも──『落ちこぼれ』と呼ばれ尽くしてきたアッシュは、王城の通路を踏みしめる自らの足取りが、力強いものになることを自覚していた。

「お。アッシュ、戻ったのか」

　自室に戻ろうとしている途中、親友のトレイン・コルトロと行き会った。表情を緩ゆるませ、アッシュは軽く手を上げ、挨あい拶さつする。

「うん。ただいま」

「おかえり。王女さまのお供ともだったんだってな！　あとで土産みやげ話ばなし、聞かせてくれよ」

　笑いながらそう言ったトレインは、ふと思い出したように騎士服サーコートの懐ふところに手を入れた。そこから、一枚の封筒を取り出して、アッシュに差し出してくる。

「ああそうだ、これを渡わたしておくよ」

「これは──？」

「おまえ宛あての手紙だよ。ほんのついさっき届いたのを預かったんだ。いや、いいタイミングで戻ってきたな、おまえ」

　軽やかに笑いながら言ったトレインに、アッシュも笑みを返して、手紙を受け取る。

　しかし──その笑みは、差出人の名前を見た瞬しゆん間かんに消し飛んでしまった。

　リュカからだ。

「……お、おい。どうしたんだよ。すごい顔色だぞ？」

「な、なんでもない。それじゃ、ぼくはこれで！」

　さっと手を上げて別れを告げ、ほとんど駆かけるようにして自室へと戻る。扉を閉め、鍵かぎを掛けて、ベッドの上に雑嚢サツクを投げ捨てる。手紙を机の上に叩たたきつけるように置き、ペーパーナイフで封を切る。

　そこには、リュカのたどたどしい文字で、こんなことが書かれていた──




　しんあいなる、アッシュへ。

　あのとき、いきなりいなくなったりしてごめんなさい。心配、かけたよね。ごめんね。

　でも、あのとき、あたしもわけがわからなくなっていたの。だって、アッシュが、あんな、ふうに、なってたなんて。ちっとも考えていなかったから。

　あれから、あたしは急いで故こ郷きように帰りました。そうして、ママにあたしが見たものを全部話して、相談しました。

　アッシュが女の子の格好をするのが大好きな男の子だったっていうこと。

　女の子におしおきされるのが、大好きな男の子だったっていうこと。

　そのとき、ちょっと泣いちゃったと思う。

　そうしたら、ママは悲しそうな顔をして、こう言ったの。

　あなたの知っているアッシュくんは、もういなくなってしまったから、彼のことは諦あきらめなさい、って──

　いくらママの言うことでも、そんなことは聞けません。あたしはそんなことしない。アッシュのことを諦めるなんてできない。

　でも、今のあたしには、アッシュの『しゅみ』をわかってあげることはできないと思うの。

　ごめんなさい。

　あたし、必ず、必ずアッシュの『しゅみ』をわかるようになるから。そのために、いろいろ勉強して、いろんな人に相談するから──

　だから、もう少しだけ時間をください。

　もう少しだけ、あたしのことを、待っていてください。

　あなたを愛するリュカより。




　追つい伸しん・まずはアッシュのパパとママに、アッシュが女の子の格好をしたりおしおきされたりするのが大好きな人になっちゃったっていうことを相談しに行こうと思います。




「ううっ……うおおおおおおおおおおおああああああああああああああああっ!!」

　ずがん!!　と、テーブルの上の手紙を叩たたきつけて、アッシュは吼ほえた。

　ぐしゃぐしゃと、灰色の髪かみを掻かき乱しながら、アッシュは必死になって考える。アッシュの故こ郷きようからクィンストラウスまで二日はかかる。つまりこの手紙が送られてから二日以上経っているということだ。ということは──もう、ぼくの家族に──ぼくが──

　いや！　自分のことなんか、どうでもいい！

　問題はイリステラさまだ。リュカがイリステラさまの『趣味』を認にん識しきしたのか、認識したとしてそれを他の誰だれかに言ったのか、それこそが問題だった。リュカの性格上、アッシュ以外は目に入っていなかったかもしれないが、はっきりしたことは今はわからない。それを確かめた上で、いろいろなものを封じない限り──彼女の『秘密』が漏もれてしまう。

　アッシュは血走った眼をギっと走らせ、投げ捨てた雑嚢サツクを再び掴つかみ、部屋から飛び出した。ティリエル経由でヘムに馬車を用意してもらい、一刻も早く故郷に戻らなくては！　自分に対する誤解を消し、イリステラさまの『秘密』を守るために！

　つまるところ、と、アッシュは走りながら、頭の片隅でちらりと思った。

　イリステラさまと付き合っている限り──自分の『冒険くぎよう』は、いつまでも終わらないのだ、と。


終わり












　あとがき




　アッシュは巻を追うごとに不幸になっていきますが、その不幸がだんだん気持ちよくなってくるはず。

　どうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

『ウチの姫さまにはがっかりです…。』第三巻、楽しんでいただけたでしょうか。




　ところで本編にはまったく関係がないのですが、僕の祖母の話をします。おばあちゃんです。

　おばあちゃんは御おん年とし八十一、「戦時中に機き銃じゆう掃そう射しやに遭あったけど弾が左右にそれていった」というシティーハンターのようなエピソードをお持ちのナイスレディなわけですが、年齢が年齢なのでそろそろボケが入ってきていて、いろいろなことがままなりません。

　そんな彼女ですから、当然ライトノベルなどというものは知りませんし、僕の職業もいまいちわかっていないフシがあります。

　ある日、僕は寝る前におばあちゃんに遭そう遇ぐうしました。寝る前といってもしょせんはライトノベル作家なわけですから午前六時とかそういう時間です。

　おばあちゃんは僕の顔を見るなり開口一番、こう言いました。

「あれ、ずいぶん早いね。会社？」

　失笑しました。あなたは僕の職業をなんだと思っているのか。

　そう尋たずねると、おばあちゃんは「あっ！」という顔をしました。

　あの表情は今でも忘れられません。言うなればそれは、触れてはならない禁きん忌きに触れてしまった、聞いてはいけない秘密を聞いてしまった──そんな表情です。

　嫌いやな予感に駆かられた僕は、おばあちゃんにさらに重ねて尋ねました。

「ねえ、俺がどんな仕事してるか知ってる？」

　おばあちゃんはしばらく黙だまり込んでから、ぽつりと、こう答えてくれました。




「……ふ、風来坊」




　はい。そうですよね。かわいい孫のことを傷つけるわけにはいきませんからね。『無職』とか『ニート』とかより、まだしも『風来坊』のほうが、なんか映画になってそうでカッコイイですからね！　ありがとう、おばあちゃん！

　その後、僕が涙ながらに説いて聞かせたことにより、僕は『なにかを書く仕事』に就いているという認にん識しきになってくれましたとさ。めでたしめでたし。




　さて、そんな風来坊の作品に携たずさわってくれた方々へのお礼を、ここで述べたいと思います。

　担当編集のお二方には、いつもご迷惑をお掛けしております。今回はいろいろと反省することが多く、この反省を今後に活かしていければ──って、十年くらい言いつづけている気がします。がんばります……。

　イラストレーターの藤ふじ真ま拓たく哉やさま、いつも愛らしいイラストをありがとうございます。城外のお話である今巻、姫さまたちのファッションがどのようなものになるか、楽しみにしています！

　そしてなにより、この本を手に取ってくださった読者の皆様方にも、最大級の感謝を述べさせていただきます。あなた方のおかげで僕は風来坊でいられます。違います。生きていくことができます。これからも、なにとぞよろしくお願いします……！

　それではまた、次のお話で会いましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

もうすぐデビュー十年目を迎える新人作家。一時期はじめて会う人に「新人作家の鈴木鈴です」と自己紹介をしてチヤホヤしてもらおうという計画を立てましたが、そもそも人と会わないのであっさり破綻しました。誰でもいいので僕をチヤホヤしてください。
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イラスト／藤ふじ真ま拓たく哉や

アッシュが…アッシュが…姫様の餌食にぃ～

姫様の行動は毎回、予想の斜め上を行ってくれます（笑）

鈴先生の発想の豊かさに毎回驚かされっぱなしです。

３巻になってどのキャラも〝より〟イキイキとしてきて描いていてとても楽しかったです。
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ウチの姫ひめさまにはがっかりです…。③








鈴すず木き 鈴すず
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